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あとがき









　　　幕間　旅路　～Stairwell to heaven～







　ガス圧式小銃の放つかすかな射出音が、スピーカー越しに重なり合って響ひびいた。

　人間の体が地に倒れ伏す、重く鈍にぶい音がその後に続いた。

　立体映像ディスプレイの向こう、人工照明の強い光に照らされた処刑場に静せい寂じやくが降りる。円形の刑場の中央、敷しき詰められた白砂に真まっ赤かな血が染みこんでいく。おびただしい鮮せん血けつの主である男の体は両目を黒い布で包まれ、首筋にノイズメイカーを貼はり付けられ手足を拘こう束そくされて、血だまりの中に倒れ伏したままわずかも動かない。

　真新しい銃じゆう痕こんが五つ男の体に穿うがたれ、そのうち三つが男の心しん臓ぞうを、二つが頭部を正せい確かくに貫通している。

『──二一九四年九月二十六日一二○○時、死刑の執行を確認しました』

　手元の別なディスプレイに届けられる現場指揮官の報告。

「ご苦労様でした」アニルはディスプレイの向こうで敬礼する女性士官に視し線せんでうなずいた。「執行役の隊員の皆様には四十八時間の特別休暇を。私から司令部に話を通しておきます」

　了解しました、という指揮官の返答を待たずに通信を切り、執務机の隅すみのタッチパネルに手を置く。執務室を照らす唯一の光源である立体映像ディスプレイが消失し、周囲の空間に深い闇やみが下りる。

　柔らかな椅い子すに深く体を預け、ぼんやりと天てん井じようを見上げる。

「……兄にいさん」

　その頭上から、思いがけない声。

「ルジュナですか」視界の端に妹の姿を捉とらえ、アニルは力無く笑い「気づきませんでした。いつからそこに？」

「たった今です。ノックをしても返事がないので勝手に入らせて頂きました」

　答えて、ルジュナは執務机の向かいに回り込む。

　タッチパネルを操そう作さして小さなディスプレイを呼び出し、死刑執行の確かく認にん書類を表示して、

「終わりましたか」

「ええ……つい先ほど」うなずき、ようやく椅子から身を起こして「後任の選出が大変です。有能な方が見つかると良いのですが」

　ルジュナの目の前に浮かぶディスプレイを指で弾はじいて自分の手元に引き寄せる。無む機き質しつな書面に添付された一枚の画像、つい先ほど刑場で射殺された男の写真をじっと見つめる。

　シティ・ニューデリー自治軍警けい備び部ぶの最高責任者であり、魔ま法ほう士し擁よう護ご政策の遂すい行こう者しやとしてあらゆる差別、非人道的な人体実じつ験けんを根絶すべき立場にあった男。

　己おのれの職しよく責せきを裏切って北インド地方のプラント跡地に違法な研究施設を建造し、内部で育成した魔法士の子供に対して虐ぎやく待たい同然の人体実験を繰くり返していた犯罪者──

「残念でなりません。彼を抜ばつ擢てきしたのは、私の失策だったようです」

　大戦の終結から六年。アニルが提唱し、シティ・ニューデリーの政治体制の主軸となった魔法士擁護政策は、表面上は問題なく推進されているように見せかけながら内部に幾つもの抵抗勢力を生み出していた。大戦中に魔法士製造に携たずさわった研究者、エネルギーや生産ラインを管理する上級官かん僚りよう、他ほかのシティの内情を詳しく知る情報局の幹部──マザーコアの正体を知るそれらの者達の中には、ニューデリーの未来に危機感を覚え、魔法士擁護政策に不満を持つ者が少なからず存在していた。

　政策の開始当初から彼らの間にくすぶっていた執政院に対する不信感は半年前、七つのシティの共同研究によって進められていたマザーシステムに代わるエネルギー資源の開発プラン『世界再生計画』の事実上の失敗によって明確なものになった。

　多くの者はマザーコアの研究に消極的なニューデリーを見限って他のシティへの亡命を企くわだて、実際に幾人かがベルリンやマサチューセッツへと逃れた。が、ほんの一握り、ニューデリーに心から忠誠を誓ちかう一部の者達はより直接的な手段に訴えた。彼らは自分の地位を活用してシティの内外に幾つもの非合法な研究施設を設営し、来きたるべきニューデリーの危機に備えてそれぞれ独自にマザーコアの研究を始めた。

　わずか数ヶ月で五つの行政機き関かんの最高責任者がすげ変わる惨さん状じように、執政院は自治軍警けい備び部ぶの指揮系統を再さい編へん。亡命容疑で逮たい捕ほされたそれまでの司令官に代わり、主席執政官アニル・ジュレのかつての戦友を組そ織しきのトップに据えた。

　彼自身が抵抗勢力の一人ひとりであり、他ほか数名の行政官かん僚りようと共きよう謀ぼうして大規模な実じつ験けん施設を運営していると判明したのは、それからわずか一ヶ月後のことだった。

「兄にいさんの昔のお友達……でしたね」

「ええ」

　男は大戦中、アニルの所属した師団で前ぜん線せん指揮官を務めた戦友だった。自身もＩ－ブレイン埋め込み手術を受けた後天性の騎き士しである男は、軍の研究機関で生み出された多くの魔ま法ほう士しの子供達を率いて、最も過酷な戦場で戦った。

　当時のニューデリー上層部は人工の魔法士を使い捨ての兵器としてしか見ておらず、男は押しつけられた無謀な作戦によって幾度となく部下を失った。

　男はその度に無念の涙をこぼし、駐ちゆう屯とん地ちの片かた隅すみに人知れず子供達の墓を立てた。

　それを知っていたからこそ、アニルは男を信頼し、彼を『魔法士達の守り手』に選んだ。

「兄さん……」

「先ほど、医い療りよう局きよくの担当官の方から連絡がありました」

　沈ちん痛つうな面おも持もちのルジュナの声を遮さえぎって、アニルは口を開く。

　ディスプレイの隅のアイコンを操そう作さして別な文書を呼び出し、妹の方に向けて、

「研究施設から助け出された子供達ですが……いずれも脳に対する外的内的な損傷が著いちじるしく、仮に命を取とり留とめたところで正気を取り戻すことはこの先一生無いそうです」ため息を喉のどの奥で押しつぶし、どうにか苦笑に似た表情を作って「かろうじて会話が成り立つ子供は、全員、安楽死を希望しています。治療に当たった医師達も同意見だそうです」

「……許可は、もう出されたのですね？」

「先延ばしにしたところでどうなる物でもありませんから」机の上で両手を組み、束つかの間ま、目を閉じて「これで何度目になりますか……こればかりは、幾ら繰くり返しても辛つらい物です」

　違法な研究施設から助け出される魔法士の子供達は、度重なる人体実験によって肉体的にも精神的にも崩ほう壊かい寸前にまで追いつめられ、大部分は既すでに発狂し、あるいは死に瀕ひんしているのが常だった。彼らに対して加えられる実験の数々は他のシティの公的な研究機関で行われているそれと比較しても遥はるかに苛か烈れつで、魔法士の人権が最も低いシティ・マサチューセッツにおいてさえも罪とされるレベルの物だった。

　それは、魔法士擁よう護ご政策という光によって生み出された影かげ。

　魔法士に対する人体実験が禁止され、マザーコアに関する研究が他シティに比べて大きく遅れているこのニューデリーにおいて、それでも高度な研究を行おうとする者達にとっては避けて通れない選択だった。

「少し休まれた方が良いのではありませんか？」気遣うようなルジュナの声「この半年ほどは満足に睡眠も取っていないでしょう。部下の皆さんも顔色が悪いと心配していますよ」

「顔色が悪いのは生まれつきです。心配には及びません」

　答えて、薄うすく目を開ける。

　組み合わせた自分の両手をじっと見つめ、小さく息を吐いて、

「ですが……今回は、少し疲れました」

　机の引き出しを手探りに開け、古びた写真を取り出す。

　大戦中に、仲間達と撮とった一枚。

　笑え顔がおで写るかつての戦友の半数がすでにアニルの政策に反対してニューデリーを去り、幾人かが違法な研究に手を染めて処刑された。

　そして、今日きよう、また一人ひとりが消えた。

「……あるいは、彼らは正しいのかも知れません」

　知らず、そう呟つぶやく。

　え？　と目を見開くルジュナに力のない笑えみを向け、

「魔ま法ほう士しを殺さない世界など……やはり夢物語なのかも知れません」

　主席執政官の地位についてから六年、出来る限りのことはやって来た。シティの外部から積せつ極きよく的てきに魔法士を受け入れ、彼らをＩ－ブレインを持たない通常人の中に溶け込ませ、両者の間に溝みぞを作らぬよう、他ほかのシティのように魔法士が不当に虐しいたげられることが無いよう手を尽くしてきた。その政策は魔法士はもちろん通常人の市民にも受け入れられ、ニューデリーは世界でただ一つ、Ｉ－ブレインを持つ者と持たぬ者が当然のように交流するシティとなった。

　だが、その理想郷にも、いつかは終わりの時が来る。

　遠くない将来、今のマザーコアが寿命を迎えたとき、どうすればいいのか──マザーシステムに依よらないシティ運営の方法が見つからない限り、自分の理想はただの絵空事でしかない。

「私はニューデリー市民全すべてを自分の夢物語の道連れにしようとしているのではないかと、この頃ごろ、そんな気がします。自分の手を汚してこの街に未来を繋つなげようとした彼らの方が、遥はるかに正しかったのではないか、と」

「──兄にいさん」

「すみません。やはり今日は疲れているようです。しばらく一人に……」

　言い終えるより早く、頭にぽかりと軽い痛み。

　は？　と顔を上げると、目の前には手近な紙の書類を棒状に丸めて構えた妹の姿。

「ルジュナ……」

「少しは、目が覚めましたか？」

　目を丸くするアニルにルジュナはたおやかに笑い、丸めた紙で兄の頭をもう一発。

「やめなさいルジュナ。子供でもあるまいし」

「兄にいさんが子供みたいなことをおっしゃるからです」ルジュナは紙束を机に置き、少し怒った顔で「兄さんはこのニューデリーの指し導どう者しやなのですよ？　たとえ執政院による合ごう議ぎの結果であろうと、実質的には兄さんの意志がこの街の進むべき道を決め、未来を選び取ってきた。その兄さんが今さら弱気なことを言い出したら、兄さんと同じ夢を見て共に歩んできた人たちはどうなりますか」

「それは分かっています」アニルは机の上に再び視し線せんを伏せ「ですが、その道が全すべて誤りであったとしたらどうなります。どんな理想を掲げ、どんなに素す晴ばらしい社会を作り上げたところで、シティが滅んでしまえばそんなものに価値は……」

「あります」

　言いかけた言葉が、遮さえぎられる。

　ルジュナは「価値はあります」ともう一度言い切り、机に身を乗り出すようにして、

「いいですか？　今、この世界にいる魔ま法ほう士しの大部分はこのシティ・ニューデリーの市民権を取得しています。彼らはニューデリーの行政、軍事に高い士気を持って参加し、結果としてこの街は世界に残った七つのシティの中で最も高い国力を誇っている。魔法士関連の研究を切り捨てた代わりにその他ほかのあらゆる方面に関する技術でニューデリーは他のシティより高い水準を維持し、マザーシステムの機き能のうも全シティの中で最も安定している。……これら全て、兄さんが推し進めてきた政策の成果です」

「ですが……その代だい償しようとしてマザーコアの研究を捨てたことで、このシティの将来におけるリスクは最も高い物になった」

「当然です」ルジュナは、何を今さら、という顔で胸を張り「マサチューセッツやモスクワの指し導どう者しやとて愚おろかではないのですよ？　ならば、『魔法士を犠ぎ牲せいにする』という彼らの選択にも、それなりの理があって当然ではないですか」

　目が覚めるような言葉。

　顔を上げると、ルジュナはうなずき、

「彼らは魔法士を犠牲にすることで現状に不安を抱え、私たちは魔法士を擁よう護ごすることで未来に不安を残した。それは、ただそういう選択をしたというだけのことであって、どちらが正しいかなど終わってみなければ分からない。違いますか？」

「その……通りです」

「ならば、胸を張ればいいのです」ルジュナは視線を部へ屋やの奥の窓に向け「このシティに住む魔法士は他のどのシティに住む方々よりも幸せです。私のような通常人にとっても、ニューデリーほど魔法士の存在が近しいシティは他にありません。少なくとも私にとって、それは誇るべきことです」

「……私にとってもです」

　妹が見つめるのと同じ方向に視し線せんを向ける。

　ようやく、自じ嘲ちようではない笑えみが浮かぶのを感じる。

「君の言う通りです、ルジュナ。このシティは今、確たしかに私の理想に向かって進んでいる。他人に否定されるのならともかく、私が自みずからそれを否定してしまっては多くの人々に言いい訳わけが立ちません」

「そうですとも」

　ルジュナが微笑ほほえむ。

　執政官の白しろ装しよう束ぞくに身を包んだ妹は澄すました顔で指を立て、

「そもそも、母かあさんと一いつ緒しよに静かに余生を過ごそうと思っていた私を無理やり引き留めて執政官にしたのは兄にいさんなのですからね。そんな無責任なことでは困ります」

　そうでしたね、とアニルは椅い子すから立ち上がる。

　二人ふたりの兄妹は顔を見合わせ、どちらからともなく笑い合い、互いに互いの手を──
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　──肩を揺さぶられる感触に、目が覚めた。

　アニルは椅子の背もたれから身を起こし、少しだけ体を伸ばした。

　傍かたわらに立つ黒髪の少年が、小さく息を吐いて肩から手を放す。時間だよ、と無ぶ愛あい想そうに告げる少年の顔を見つめるうちに、ぼんやりとしていた意い識しきがようやく覚かく醒せいする。

「……そうでした。そろそろ会かい議ぎの始まる時刻でしたね」

　そうだよ、と答えて少年が椅子から離はなれる。机の上の水差しを取り上げ、グラスに水を注いで乱らん暴ぼうな手つきでアニルの目の前に差し出す。

「おや、これはどうも」

　礼を言って手を伸ばすと、疲れてるの？　と少年が問う。

「少し、昔の夢を見ていました」グラスの水面に映る自分の顔を少しの間見つめ「申し訳ありません。心配をおかけしたようですね」

　別に心配してない、とぶっきらぼうな少年の答え。

　アニルは「そうですか」と笑い、グラスの水を飲み干して立ち上がった。

「行きましょう。市民の皆様が待っています」







　　　第九章　論理の戦場　～Total War～







　半球型の広大な会かい議ぎ場じようを、人々のざわめきが包んだ。

　直径三百五十メートル、上下に二十五段。会議場の外周に沿って設けられた客席を埋め尽くした三万五千人の市民は、ある者は隣りん席せきの参加者と顔を見合わせて何事かを話し合い、ある者は手元の立体映像ディスプレイを無言で見つめた。

　会議場の底、すり鉢ばち状じようになった一帯からは、円形の台座が次々に浮上する。一つ一つが五メートル近い台座には円卓と椅い子すが置かれ、すでに自治政府の高官や軍の要人が席に着いている。

　シティ・ニューデリー第一階層中央塔。

　その中ほどに位置する巨大な会議場は、人々の異様な熱ねつ気きと、緊きん迫ぱく感かんに支配されている。

　スポットライトが会議場の東と西、二つの通路を照らし、重厚な扉が両側で同時に開く。その向こうから進み出る白しろ装しよう束ぞくの執政官の姿に、会議場が、昨日きのうとは打って変わった奇妙な静せい寂じやくに包まれる。

　東側から六人、西側から六人。

　十二人の執政官は階段状の通路を下り、最も中央に位置する円形の台座へと到達する。

　執政官達は円卓を等間隔に取り囲み完かん璧ぺきに同じタイミングで椅子を引いて、完璧に同じタイミングで席に着く。東から入場した一団に付き従っていた黒髪の少年兵が、その後方、護ご衛えい用ようの小さな椅子に腰掛ける。

　少年兵の席から円卓を挟んで向かい側、本来ならもう一人ひとりの護衛が座るべき場所は、空白。

　その席を与えられていた騎き士しの少年がテロリストとして軍に追われ、仲間と共にシティ外に逃亡したというニュースは公営放送を介してすでに市民の広く知るところとなっている。

　昨日の騒さわぎを思い出しているのだろう、市民席のあちこちでかすかな話し声が生まれる。そんな雑音をはね除のけるように円形の台座が低く鳴めい動どうし、浮上を開始する。

　ニューデリーの最高権力者、十二人の執政官を乗せた台座が、半球型の会議場のちょうど中心に当たる位置で静止する。

　その頭上、全方位の市民席に向けて円形に展開された巨大な立体映像ディスプレイに浮かび上がる、『開会』の文字。

　──中央招集会議、二日目。

　ニューデリーの未来を決する、長い一日の始まりだった。
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　始まりを告げる鐘かねの音が、会かい議ぎ場じようの天てん井じように埋め込まれたスピーカーから響ひびいた。

　錬れんは視し線せんを少しだけ動かしてその方向を見上げ、すぐに目を伏せて憂ゆう鬱うつな息を吐いた。

　透き通った鐘の音は広大な会議場の隅すみ々ずみまで響き渡り、静かな余よ韻いんを残して消える。市民席から聞こえていた話し声はいつしか途と絶だえ、張りつめた静せい寂じやくが会議場を包む。

　周囲に浮かぶ幾つもの台座の一つ、会議の運営委員が座る席が、音もなく浮上を開始する。

　市民席の最上段よりもさらに上、会議場の全すべてを見下ろす位置に静止した台座の上で、市民から選出された運営委員長が進み出る。

　会議の再開を宣言する男の声を聞き流し、膝ひざの上で組んだ両手を意味も無く組み替える。お仕着せられた黒い儀ぎ典てん正せい装そうの裾すそを整ととのえ、腰の後ろに回したナイフの位置を調ちよう整せいする。

　目の前には、十二人の執政官が座る豪ごう奢しやな円卓。

　その一つ、ちょうど正面に見えるアニルの背中に、何度もためらってから視線を向け──

『錬君、大丈夫ですか？』

　手元のディスプレイに映し出されるメッセージに、危うく声を上げそうになる。慌てて『あんたに心配してもらわなくてもいい』と言葉を返すと、白しろ装しよう束ぞくの執政官がかすかに天井を仰あおぐ。

　ディスプレイ越しに返される『それなら良いのですが』というメッセージを睨にらみ付け、そんな自分がバカみたいに思えて唇を噛かむ。

　心をかき乱しているのは、一つの言葉。

　昨日きのうの夜、アニルに聞かされた言葉が、鉄の杭くいのように心しん臓ぞうに突き刺さっている。

　──その間違いは、いつか、君の大切な誰だれかを不幸にします──

　突きつけられたその言葉に満足な答えを返すことが出来ず、あてがわれた自分の寝室に逃げ込んだ。ベッドに入って目を閉じても言葉は耳の奥から消えず、昨夜ゆうべはほとんど眠れなかった。

　シティ市民一千万人の命を引き替えにして、一人ひとりの少女を助けようとした責任。

　そのことは、今日きようまで、自分なりに考えてきたつもりだった。

　一年前の神こう戸べの事件で、自分は結局、暴ぼう走そうしたマザーコアを止めて世界を救う役目に回った。けれど、それは『天あま樹ぎ錬』の意志とは何の関かかわりもない幾つかの要素が絡み合った結果であって、あの時の自分はただ、フィアにもう一度会いたいと願ねがっていたに過ぎなかった。その願いは叶かない、少女は救われたけれど、代わりにシティ・神戸は消滅し、数え切れないほどの人々が命を落とした。

　あの時、マザーコアの暴走が起こらなければ、自分はたぶん黒衣の騎き士しに敗れたところで死んでいた。

　だけど、もしあそこでコアの暴走が起こらず、自分が奇跡的にあの騎士に勝利して、フィアの許もとにたどり着くことが出来ていたとしたらどうなっていただろう。

　自分は少女を助けたはずだ、と本当は言いたい。少女のためにシティを敵に回して戦う道を選んだに決まっていると、胸を張ってそう答えたい。あの日、崩ほう壊かいしたシティ・神こう戸べのマザーシステム中ちゆう枢すうで少女の無事な姿を見つけたとき、自分は本当に嬉うれしかった。目覚めた少女を泣きながら抱きしめて、自分は、これからずっとこの子を守っていこうと決めた。

　その気持ちは紛まぎれもない本物。誓ちかって一ひと欠片かけらの曇くもりもない。

　だけど、あの日の自分に本当に神戸市民一千万人を見殺しにすることが出来たか、それだけの『覚悟』があったかと問われると、錬れんにはうなずくことができない。

　少女を助けたいという自分の願ねがいが間違っていたとは絶対に思わない。だけど、そのために一千万の命を見殺しにするという選択が正しいとは自分にはどうしても言えない。少女のためにシティと戦って、マザーシステムのことなど何も知らない罪のない市民の人たちを皆殺しにする覚悟など、自分にはきっと持つことが出来ない。もちろん一千万人の市民のために少女を見捨てることなど出来るはずがないし、どちらを救うのかと問われても自分には答えることが出来ない。

　目の前の問題を流されるままに解決して、それで何かが良い方向に向かってくれればいいと漠然と願っているだけ──アニルの言葉は、確たしかに正しい。

　でも、それではいけないというのなら、どうすれば良いのだろう。

　マザーコアにされる魔ま法ほう士しを助けるためにシティと戦う、あるいはシティを守るために魔法士を犠ぎ牲せいにする。それはたぶん、この世界で人が望むことができる最良の選択だ。何もかもが上う手まく行くような都合の良い答えなどどこにもない。そんな物が存在できるほど世界は平和でも豊かでもない。誰だれも犠牲にしたくないなどというのは現実を知らない子供の絵空事。本当に守りたい物があるのなら、それ以外の物を救うことは諦あきらめて、覚悟を決めて自分の手を血で汚して……

　本当に、そうするしか無いのだろうか。

　自分の道を選んで、それに反対する人たちを敵と決めつけて、戦う。

　それが出来ない者は何もしてはいけない、誰を助けても、手を出してもいけないというのだろうか。

　……僕は……

　今日きようの会かい議ぎに出席すべきか、本当は最後まで迷った。寝室から出てきた自分がよほどひどい顔をしていたのだろう、アニルには『今日の護ご衛えいはお休みにしましょう』と言われた。昨日きのうの騒さわぎで賢けん人じん会議の主要なメンバーの顔は警けい備び兵へいたちにはっきりと認にん識しきされている。彼らが会議場で派は手でな行動を起こすとは考えにくい。いざというときに駆けつけられる場所にはいてもらいたいが、無理に執政官の護衛席に座って会議に参加する必要はない──そう告げるアニルの言葉に、しかし、錬は首を横に振った。

　マザーシステムの正体をシティの市民に知らしめ、どこの誰だれかも分からない『マザーコアの候補者』を生いけ贄にえにすることを認めさせるための会かい議ぎ。

　錬れんが生きて、フィアが生きているこの世界の現実その物。

　そこから逃げ出したら、絶対に負けてはいけない何かに負けてしまう気がしていた。

『心配しなくても護ご衛えいはきっちりやる。真ま昼ひる兄が何か仕掛けてきても、あんたには指一本触れさせないよ』

『それは心強いですが……』

『あんたは黙だまって自分の会議に集中する』ディスプレイに映し出されるアニルのメッセージに乱らん暴ぼうな言葉を返す。『せいぜい気合い入れてよ。あんた達がどんな理屈でマザーシステムを正当化して、どんな言いい訳わけで何にも悪いことしてない魔ま法ほう士しの人を生け贄にするのか、納得いくまで聞かせてもらうから』

　端末越しにメッセージを送りつけると、アニルの背中が苦笑する気け配はい。

　錬は端末に言葉を打ち込みかけてやめ、視し線せんを頭上に向けた。

　開会宣言を終えた運営委員の席がゆっくりと下降し、代わりに別の台座が浮上する。市民団体を名乗る十数名の男女を乗せた台座の周囲を、巨大な立体映像ディスプレイが取り囲む。

　会議二日目、最初の、そしておそらくはただ一つの議題が、全すべての会議参加者の前に映し出される。

　──「マザーシステム」に絡む幾つかの風ふう聞ぶんに関する、情報開示請せい求きゆうについて──

　全ての人々が注視する中、代表者らしき男が円卓から立ち上がる。

　会議場を包む静せい寂じやく。

　男は眼下の聴ちよう衆しゆうを見渡し、静かに口を開いた。
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　市民団体の代表を名乗る男の姿が、立体映像ディスプレイに大写しになった。

　フィアはテーブルから無む意い識しきに顔を上げ、それを遠目に見つめた。

　ニューデリー第一階層の外れ、市民公園の中ほどに位置する石いし畳だたみの広場には木組みのテーブルと椅い子すが雑多に並び、フィアから広場を挟んで反対側、石造りのモニュメントの前に設置されたディスプレイには中央塔で行われている市民会議の中継映像が映し出されている。公園の中でも特に寂さびれた一画らしく人の姿は少ないが、それでもディスプレイに近いテーブルには数十人の市民が集まり、会議の様よう子すを見上げて口々に何かを話し合っている。

　マザーシステムがどうの、賢けん人じん会議の放送がどうの、という言葉が聞きたくなくても耳に飛び込んでくる。

　小さくため息。膝ひざの上に視線を落とし、ストールの裾すそをわけもなく握りしめ、

「どや？　何か変わったことあったか？　ちびっ子」

　向かいの席から投げられる声に、はっと顔を上げる。小さな丸レンズのサングラスで両目を隠かくした白髪の少年の姿に、慌ててＩ－ブレインに意い識しきを集中する。

　脳内にイメージされたシティ・ニューデリーの全体図には、自治軍の部隊配備状況を表す幾つもの光の点。

　数百に分けられた部隊は全すべて所定の位置に着いているらしく、大きな動きは見られない。

「特に何も……一時間前と変わりありません」

「そーかー」幻影イリユージヨンNo.17という名の少年はため息混じりに頬ほお杖づえをつき「あの女の予想、ほんまに当たるんやろーな……」

　月つき夜よの言葉を思い出しているのか、イルがサングラス越しの視し線せんを上に向ける。

　フィアは何とも答えようがなくて、その横顔を視界の端にうかがった。

　──真ま昼ひるは絶対仕掛けてくる。それも、自分じゃなくて自治軍に何かさせる方向でね──

　イルに協力することを約束した月夜は、賢けん人じん会かい議ぎの次の動きについて予測を立てた。すでに賢人会議は派は手でな動きを見せた。真昼はそれを決して無む駄だにしない。一度動いたことで敵の警けい戒かいが自分たちに向いていることを前提に、自分たちの存在は囮おとりに使ってその間に別な何かを動かしてくるはずだ、と。

　賢人会議がこのニューデリーで自分たちの他ほかに動かせるものと言えば、マザーシステム反対派の息のかかった自治軍の部隊ぐらい。

　中央塔で会議が行われている間、誰だれかがその動きを監かん視しする必要があった。

　本来ならこういう任務に最適なのは『千里眼』の名を持つ少女のはずなのだが、彼女はヘイズと共にニューデリーの外に脱出したままで、現状では思うように連絡が取れない。

　錬れんは護ご衛えいとして会議に参加しなければならないし、イルは広域監視に役立つ能力を持っていない上に電子戦も得意ではない。

　結局、軍の監視は、フィアが自治軍の管制システムにネットワーク越しに同どう調ちようして行うということになった。

　何かあったときにすぐ行動に移れるように護衛役のイルを伴い、フィアはこの公園にやって来た。軍の専用回線にアクセスできる場所と人目を避ける必要の兼ね合いから、月夜がベストと判断したのがこの場所だった。夜明けから少し経たった頃ころに公園にたどり着いたフィアは予定通りのテーブルに座り、その真下ちょうど二メートルの位置に埋設された自治軍の専用回線から管制システムにアクセス、軍の動向を探り始めた。

　それからもうすぐ三時間。状況は何一つ変化せず、「別に調しらべることがある」と言って単独行動に出た月夜からも連絡はない。

　困ったな、とフィアは思う。

　軍の監視はＩ－ブレインに任せてしまっているから、フィアが意識して何かをする必要はない。いくら脳が忙しく働いていても、感覚としては何もしないでぼんやりしているのと変わらない。

　こんな時間が続くと、考えてはいけないことを考えてしまう。

　全すべてが終わって、錬れんとゆっくり話が出来るようになるまでは考えないでおこうと決めていた色々なことが、自然と頭に浮かんでしまう。

　強く唇を噛かんで余計な思考を振り払い、見上げた視し線せんが広場の向こうのディスプレイにぶつかる。市民団体の代表を映していた中継放送が会かい議ぎ場じよう内のメインディスプレイに表示されている記き録ろく映像に切り替わり、長い黒髪をツインテールに編あんだ少女の姿が映し出される。

　二ヶ月前に世界中で流された、賢けん人じん会議の海かい賊ぞく放送。

　マザーシステムの正体を全ての人々に告発したその放送が、昨日きのうと同じくニューデリー市民の前にさらされる。

　ディスプレイの前に集まった市民達の話し声が熱ねつを帯びる。彼らは少女の演説の内容をすでに聞いたことがあるらしく、話の方向は自然と『賢人会議が主張するマザーシステムの正体』に向かう。が、ここに集まった市民たちの中に賢人会議の主張を鵜う呑のみにしている者は一人ひとりもいないようで、彼らの話は『どこまでが真実か』『こいつらは何者か』『そもそも、どこかのシティの陰いん謀ぼうではないか』といった辺あたりに終始する。

　賢人会議の主張が全て真実だったら自分たちはどうするのか。誰だれかを犠ぎ牲せいにして生き延びるのか──その、フィアが一番知りたい所に踏み込んで話をする者は一人としていない。

　黒い、澱おりのような思考が、頭の奥から浮かび上がる。

　両手を膝ひざの上で固く組み合わせ、首が折れそうなくらい強く顔をうつむかせ、

「……え？」

　その目の前に、いきなり傷だらけの手が差し出される。

　広げられた手のひらの上には、透明な袋に包まれた小さなハート形の白い欠片かけら。

「あの、これ……」

「チョコ。食うやろ？」

　ほれほれと手を差し出すイルの有無を言わさぬ態度に押されて、こわごわとチョコを受け取る。袋を破って中身を取り出し、手のひらに載せてじっと見つめる。

「遠えん慮りよせんでも、ぱっと食うてええねんで」イルは色も形もばらばらの別なチョコをポケットから次々に取り出してテーブルに積つみ上げ「まだまだある、とはいかへんけどそれ一個いうわけでもないからな」

　お手本を示すように手元の一つを取り上げ、よっ、と呟つぶやいて人差し指と中指で袋をつまむ。同時にフィアのＩ－ブレインに不思議な反応があり、袋はそのままにして中のチョコだけが少年の指先に取り出される。

　天使の能力が、通常のＩ－ブレインでは認にん識しきできないその現象──存在確かく率りつを変更された少年の指先が袋を透過する様よう子すをはっきりと捉とらえる。

　それが少年の能力なのかと、気づかれないようにこっそり感心する。

「ん？　どないした？」

　少年はチョコを口に放り込み、こっちに向かって小さく首を傾かしげる。サングラス越しの視し線せんがこっちの手に残ったチョコを見つめ、「ほれ行け、お前も行け」と無言で合図を送る。

　促されるままにチョコを指でつまみ、そっと口に運ぶ。

「どや？　うまいやろ」

「……はい」

　そう答えてはみたものの、味などさっぱり分からない。確たしかに口の中には甘い香りが広がっているし、滑なだらかに溶けていく舌触りも格別なのかもしれないが、それがどうしても『おいしい』という実感に結びつかない。

　チョコに限らずこういう菓子類は現存する生産プラントの数が限られている貴重品で、シティでもめったに手に入らないと、錬れんに聞いたことがある。

　もったいないな、とますます沈んだ気持ちになる。

「……そーか。あんまりうまないか」

「え……？」

　視線を上げると、少し落ち込んだようなイルの顔。

「そ、そんなことありません！　あの……」

　慌ててぶんぶんと首を振り、作り笑いでチョコを飲み込む。

　イルは「ええねんええねん」と手をひらひらさせ、

「やっぱり人間、食い物で機き嫌げん取ろう、いう発想はあかんよな」

　そう一人ひとり呟つぶやいて木組みの椅い子すの上で居住まいを正し、テーブルに身を乗り出して、

「あんな。……今からちょっと衝しよう撃げきの告白するから、黙だまって聞いとけよ」

「え？　は……はい」

　いきなりの言葉。訳わけが分からないながらもうなずく。

　イルはうなずき、一つ深呼吸して、

「一回しか言わへんから、よう聞いとけよ」視線を落とし、声を潜ひそめて「おれは、マサチューセッツのマザーコアや」

　……え……？

　意味が分からない。

　思わず、少年の顔をまじまじと見つめてしまう。

「あの……それ、どういう……」

「どうもこうも、そのまんまや」少年は小さく笑い「おれが生まれたのはマサチューセッツのマザーコア育成施設。ファクトリーいうてな、自動制御であんまり性能の良うないコアを大量に作って、使い捨てにしよういうシステムやな」

　合図でもするように指の関節を一つ鳴らし、

「でもって、おれはそこで作られたイレギュラー。たまたま他ほかのヤツと違う能力持ってたおかげでマザーコアの生産ラインから外されて、適性がないから今も生きとるいうだけのなり損ないや」

　そんな、という声にならない呟つぶやきが喉のどの奥から漏もれる。

　暖かなストールに包まれた肩が、震ふるえ出す。

「それじゃ、イルさんも、本当なら……」

「同じ頃ころに生まれたヤツはみんなマザーコアになって、もう死んだわ」何か遠い物でも見るように、少年は視し線せんを頭上に向け「一番最後まで残ってたヤツには死ぬちょっと前に会った。実じつ験けんで身体からだ中じゆうぼろぼろになっててな。ひどいもんやったで」

　淡たん々たんと呟くイルの横顔を、フィアは呆ぼう然ぜんと見つめる。

　分からない。

　目の前にいる少年のことが、フィアにはまるで分からない。

「あの……本当ならイルさんも、マザーコアとして死ぬはずだったんです……よね？」

「Ｉ－ブレインがもうちっと普通やったら、そうなっとったわな」

「それで……それで良かったんですか？　シティに住んでる人たちのことを、恨んだりしなかったんですか？」

「恨んどったよ」静かな声で少年が答える。「シティに住んどるヤツらのことはみんな嫌いやった。この世界のことも憎んどった。どいつもこいつも一人ひとり残らず死んだらええて、本気でそう思っとった」

「じゃあ……」

　言葉に詰まる。

　何度も深呼吸して息を整ととのえ、気持ちを落ち着けて、

「じゃあ……イルさんはどうしてシティのために戦うんですか？」

「ああ、そら」当たり前のような顔で少年がこっちを見返し「女のためや」

「……え……？」

「だから女や。お、ん、な」少年は指先でテーブルをこつこつ叩たたき「マサチューセッツから放り出されてモスクワに連れて行かれて、そこで会ったんや。トロくさいくせに何でもかんでも一いつ生しよう懸けん命めいで、いっつも自分のことは放っといて人のこと人のことてそればっかりで、Ｉ－ブレインも持ってない普通の人間のくせに無む茶ちやばっかりして」

　そこで、言葉が途と切ぎれる。

　イルは小さく一つ息を吐き、目を閉じて、

「最後はおれをかばって、おれのこと助けられて良かった言うて、笑って死んだわ」

　同どう調ちよう能力の影えい響きよう下かにある少年の頭の中から、フィアの意志とは無関係に記き憶おくのイメージが流れ込んでくる。

　君たちに全すべてを押しつけてすまないと、だけど、どうか人に出来ないことが出来る自分を喜んで欲しいと──そう告げた血まみれの少女の姿が、鮮せん明めいに浮かび上がる。

「……その人のこと、好きだったんですか？」

「好き、なあ」少年は、うーん、と首を捻ひねり「まあ、好きか嫌いか言うたら好きやったんやろうけど、それが戦う理由か言われたらちょっとちゃうな」

　首を捻ったまま数秒。

　少年は「ああ」とうなずき、

「何て言うかな……あいつみたいに自分のことは忘れて人のため人のため言うて突っ走って、最後まで『人のために何か出来た』て笑いながら死んで」何かを誇るように顔を上げ「あんな風に生きられたら、こんなおれでもちょっとかっこいいんちゃうか──て、そう思ったんや」

　呼吸が止まる。

　目の前の少年に圧倒されて、何を言えば良いのか分からなくなる。

「いや、そんな緊きん張ちようせんでも」そんなフィアに少年はぱたぱたと手を振り「せやから、おれがやっとるんはものすごい個人的なこと。大勢の人のために自分を犠ぎ牲せいにするいうたらなんやすごいことみたいやけどな、実際は人に誉ほめられるようなことでもないし、誰だれかに自慢できるようなことでもないんや」

「で、でも……」

「だから、そういう意味に取るな言うてるやろ」少年はがしがしと頭をかき「おれがこんな生き方やってんのは、それがおれにとって一番すっきりするからや。自分を犠牲にするヤツが偉いわけでもないし、そこから逃げたからて恥ずかしいわけでもない。人に何言われても、胸張って生きとったらええねん」

「え……」

　その言葉に身を強こわ張ばらせる。背筋を冷たい物が走るのを感じる。

　突然身の上話を始めた少年の意図を、今さらながらに疑問に思う。

「あ、あの……」

「あかんで、マザーコアの話聞くたびにそんな顔しとったら。どんな勘の悪いヤツでも『なんかおかしいな』てピンと来るで」

　気ぃつけんと、とイルが笑う。

　その不吉な発言に、ますます身を固くする。

「イルさん、あの、私……」

　自分の正体がばれてしまったのかと、心の中で身構える。

　と。

「ええねん、ええねん」少年はぱたぱたと手を振り「何も言わんでも分かってるから、そない緊きん張ちようせんでもええで」

　そう言って、少年は人差し指でこっちの額ひたいをつつき、

「お前あれやろ、マザーコア候補の奴やつが友達におったとか、何かそんな感じやろ」

「……え……？」

　見当外れな言葉に思わず目を丸くし、すぐに我われに返って首を縦たてに振る。

「そ、そうです！　そうなんです！」

　調ちよう子しよく答えると、少年が「やっぱりなー」と満足そうにうなずく。

　……バレてない……みたいです……

　その事実にともかく安あん堵どの息を吐き、イルの顔を見つめる。

　少し考えて言葉を選び、おそるおそる少年に訊きいてみる。

「……あの、イルさん」

「ん？　なんや？」

「もし……」言いかけて少し迷い「……例えば、もしここに、どこかのシティから逃げ出したマザーコアの適合者とか、そういう人が現れたらどう……」

「捕まえてモスクワに連れて帰る」

　フィアが言い終える前に、イルは即答する。

　びくりと身を引きつらせるフィアに、少年は真ま面じ目めな顔で、

「それがおれの選んだ道やからな。もしそんな奴が都合よく現れたら、何が何でも捕まえる。手加減なんかせぇへんし、それでどんだけ恨まれてもかまわへん」

　そう言って、イルは視し線せんを上に向ける。

　小さく息を吐いて、「けどな」と呟つぶやき、

「もしそういう奴がおれの知らんところにおるんやったら、それはそれで構わへん。知らへんまんまでいけるんやったらそのままでおって欲しい。生きられたんやったら、生き続けて欲しい──そういう風に思てるんも、ほんまなんや」

　矛む盾じゆんしとるけどな、と少年が笑う。

　フィアは何も言えずに、その顔をじっと見つめた。
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　膝ひざの上に浮かぶ小さな立体映像ディスプレイに、新たなメッセージが表示された。

　軍司令部で情報収集に当たっている部下からの報告に素す早ばやく目を走らせ、ルジュナは一つうなずいた。

　……推進派の手て駒ごまの部隊にも、兄にいさんの直属の部下にも目立った動きは無し……

　今日きようの会かい議ぎが順当に進めば、マザーコアの交換はおそらく市民に承認されることになる。そうなればアニル達マザーシステム推進派は、すぐにコアの交換作業に動き出す。マザーシステムの存在する二十階層の西部第三区にはこちらの派は閥ばつの息のかかった部隊が配備されているが、市民の総意で決定されたこととなれば兵士に表だって抵抗を命じることは出来ない。必然的に反対派に残された手は何らかの裏工作なり賢けん人じん会議による介入なりに限られるわけで、推進派はそれを避けるためにコアの交換作業を迅じん速そくに終了させようと考える。

　会議の終了を待つまでもなく、アニルの部下達は作業の準備のために動き出す。

　この先、事態がどう動くにせよ、彼らの動きは確かく実じつに押さえておかなければならない。

　……それと、もう一つの問題は……

　肘ひじ掛かけに埋め込まれたタッチパネルに指を滑らせ、隣りん席せきに座るマザーシステム反対派の執政官に『賢人会議からの連絡は？』とメッセージを送る。『今のところは何も』という返信に息を吐き、無む意い識しきに口元に指を当てる。

　──ご安心を。明日あしたの会議終了までに、マザーコアの正体を突き止めてご覧らんにいれます──

　賢人会議の参さん謀ぼうを名乗る青年の笑え顔がおを思い出した途と端たん、なぜか背筋に冷たい感触が走る。昨日きのうの作戦でアニルの部へ屋やからマザーコアに関する資料を入手し、それを解析しているはずの四人の協力者。

　……彼らをこのニューデリーに招き入れたのは、本当に正しかったのでしょうか……

　今回の作戦に賢人会議を利用することを最初に提案したのは、他ほかならぬルジュナ自身だ。マザーシステム反対派としては戦力の増強は願ねがってもないことだったし、ルジュナ自身の目的のためにも、彼らの存在は必要不可欠だった。

　実際、賢人会議の主力メンバーである三人の魔ま法ほう士したちは、ルジュナの期待通りの働きを見せてくれた。

　だが、ルジュナが存在を全く無視していた最後の一人ひとり。真ま昼ひる、という名のあの青年は。

　……ただの人間だからと軽視したつもりはなかったのですが……

　ここに至るまでの数々の作戦、特に昨日の一連の動きで青年が見せた手腕は見事だった。いや、見事すぎた、と言うべきだろう。『将しよう棋ぎ指さし』アニル・ジュレを相手に一歩も引けを取らない的てき確かくな判断。戦局を読み、駒こまを動かし、事態を自分の望む方向へと誘ゆう導どうする。Ｉ－ブレインを持たない通常人でありながら第一級の魔法士達を手足のように操あやつり、ニューデリー自治軍さえも手玉に取って見せたその慧けい眼がん。

　今さらのように不安が募る。

　自分は、小さな蛇へびを飼かい慣ならすつもりで、誤って巨大な龍りゆうを自らの懐ふところに取り込んでしまったのではないか、と。

　……いけない……

　頭に浮かんだ不吉な思考を追い出す。ここで自分がおかしな動きを見せれば、周囲の者に悟られる。賢けん人じん会かい議ぎにも、他ほかの反対派の執政官達にも悟られること無く今日きようまで過ごしてきたのだ。あとほんの数時間。会議が無事に終了するまで、なんとしても誤ご魔ま化かし続けなければならない。

　……何があろうとも、決して気け取どられてはならない。

　賢人会議が今行っているはずの解析作業が全すべて無意味で、自分が本当はとっくの昔にマザーコアの候補者の正体を知っている、などと──

「──以上が、二ヶ月前、全世界に向けて放送された映像です」

　頭上から響ひびく朗々とした声に、我われに返って頭上を仰あおぐ。半球型の会議場の中心、全ての参加者を見下ろす円形の台座の上で、市民団体の代表を名乗る男が朗々と声を張り上げる。

「皆さんもご覧らんになった通り、賢人会議を名乗る彼らは、シティの動力源であるマザーシステムの正体が魔ま法ほう士しの脳を利用した非人道的な装置だと主張しています。彼らはこのシステムの犠ぎ牲せいとなる魔法士を解放するためと称し、全てのシティに対して宣戦を布告した。……あくまで風聞の域を出ない話ですが、この放送の一ヶ月前、昨年の十月には彼らとモスクワ自治軍の間で『何らかの実じつ験けんサンプル』をめぐる争いが行われ、舞ぶ台たいとなったメルボルン跡地では一般の住民に相当の被害が出たとも聞いています」

　男が意味ありげに言葉を切る。

　今日のために素人しろうとなりに練習を積つんできたのだろう。男はルジュナ達が座る執政官席をまっすぐに見下ろし、芝居がかった態度で両腕を広げ、

「そこでお訊ききしたい。この映像は、賢人会議の主張ははたして事実でしょうか。仮に全てが正しくないとしても、彼らの主張には一片の真実が含まれているのでは無いでしょうか。戦後十年、このシティがどうやって維持されてきたのか。マザーシステムとはいったい何なのか。──それを、執政官の皆様にお答え頂きたい」

　男が自分の席に座るのと呼応するように、市民席のざわめきが消えていく。

　人々の視し線せんがあらゆる方向から注がれる気け配はいを、ルジュナは全身に感じる。

　会議の運営委員が執政官の返答を求める旨むねを発言し、隣りん席せきのスタッフに合図を送る。ルジュナ達が座る執政官席の台座がゆっくりと浮上し、議題の提出者である市民団体の席と同じ高さで静止する。

「……さて」

　小さな、それでいて良く通る声。

　ルジュナの向かい、主席執政官の椅い子すからゆったりと立ち上がり、アニル・ジュレは他の執政官達だけに聞こえるように一言告げた。

「では、始めましょう」

　天てん井じようのスポットライトが三カ所から集まり、白しろ装しよう束ぞくの執政官を照らし出す。市民席に向かって展開された十二枚の巨大なディスプレイに、アニルの姿が大写しになる。

「ニューデリー執政院を代表して、お答えします」

　広大な会かい議ぎ場じように響ひびき渡る、静かな声。

　アニルはゆっくりと市民席を見渡し、政府関係者が座る全すべてのテーブルを一つ一つ見下ろし、最後に、カメラに最も良く写る角度に視し線せんを上げ、

「──ただ今の映像、賢けん人じん会かい議ぎの主張は、全て事実です」

　そう、当たり前のように答えた。




　会議場の空気が、凍り付いた。

　市民席に残されていたかすかなざわめきが、完全に途と絶だえた。

「……そ……」

　執政官席の正面に浮かぶ台座の上で、男が声を絞り出す。その背後のテーブルに座る市民団体のメンバーも、一様に目を見開く。

「それは……それは、どういう意味でしょうか……主席執政官」

「ですから、全て事実、と申し上げた通りです」

　ようやく形を成した男の言葉に、アニルが淡たん々たんと応じる。呆ぼう然ぜんとする男に背を向けて、アニルは再び頭上のカメラに視線を戻す。

「賢人会議を名乗る彼らの主張する通り、シティの動力源『マザーシステム』とは、魔ま法ほう士しの脳を核とした永久機き関かんです。このニューデリーに限らず、ロンドン、ベルリン、マサチューセッツ、モスクワ、シンガポール、そして一年前に滅びた神こう戸べも同様。世界に残された全てのシティは、等しく、魔法士の犠ぎ牲せいによって成り立っています」

　アニルが右手を動かすのに合わせて、周囲に浮かぶ立体映像ディスプレイの表示が切り替わる。二ヶ月前に賢人会議が暴ばく露ろしたものよりも遥はるかに詳細な、これまでシティの中ちゆう枢すうに位置する者しか知り得なかったマザーシステムに関するデータが、人々の前に次々に映し出される。

「十年前の大気制御衛えい星せい暴ぼう走そう事故と世界大戦によって、人類は疲ひ弊へいしました。残されたわずかな資源と生産プラントだけでは、シティが社会体制を維持していくことは不可能でした。……シティの為い政せい者しや達に残されたのは、『生きた魔法士の脳を動力としてシティを運営する』という道。たとえ非人道的と誹そしられようと、犠牲となる魔法士達に恨まれようとも、我われ々われには選択の余地が無かったのです」

　真実を知る由よしもなかった三万五千人の市民と、同じく真実を知らされていなかった大多数の官かん僚りよう──人々の視線を一身に受けながら、アニルの表情はほんのわずかも揺らがない。

　決して声を高ぶらせることなく、子供に教えを説くように淡々と──

　主席執政官の紡ぐ言葉の一つ一つが、広大な会議場に響き渡る。

「今日きようまでこの事実を隠かくしてきたことを、ニューデリー執政院の代表として皆様にお詫わび申し上げます。……そして、その上でもう一つ、私は皆様に重大な事実をお伝えしなければなりません」

　淀よどみなく続くアニルの言葉に反応が遅れる。話の核心に切り込むのが予想より遥はるかに早い。マザーシステム反対派の執政官六人の視し線せんがテーブルの上で交差する。割って入って発言を止めるべきか否か。ルジュナを含めた六人が誰だれ一人ひとりとして動けないまま、一いつ瞬しゆんの躊ちゆう躇ちよを飲み込んで刹せつ那なの時間が無情に流れ去る。

「皆様一人一人の暮らしに関かかわる、ニューデリーの明あ日すを左右する問題です」

　落ち着き払った、アニルの声。

　執政院の代表者たる男は白しろ装しよう束ぞくの両腕をゆったりと広げ、眼下の人々を睥へい睨げいし、

「このニューデリーのマザーコアは、現在、寿命を迎えつつあります」

　その事実を、厳おごそかに告げた。
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　Ｉ－ブレインの中に描き出された仮想視界が、周囲に生おい茂る並木の姿を正せい確かくに捉とらえた。

　中央塔から千二百メートル離はなれた公園の外れ。フライヤーの助手席から芝しば生ふの上に降り立ち、クレアはポケットから取り出したサングラスで両目を隠かくして息を吐いた。

「はい、あんたの希望通り。中央塔から適当に近くて、適当に警けい備びが手て薄うすな場所。文句ないでしょ？」

「オッケー、オッケー。上出来だ」

　反対側の操そう縦じゆう席せきから身を乗り出し、赤髪の青年が偉そうに答える。後ろ手にフライヤーのドアを閉めて大きく伸びをし、こっちに横目を向けてしみじみと、

「しっかし……似合わねーなそのグラサン」

「な、なによ！　いーでしょ別に！」

　いきなり失礼な物言いに、思わず大声を上げてしまう。昨日きのうはセレスティ・Ｅ・クラインにも同じことを言われた。自分では出来るだけかっこいい、大人おとなっぽいサングラスを選んだつもりなのに、そんなにおかしいだろうか。

　精一杯敵意を込めた目でにらんでやると、ヘイズは「あー、悪かった悪かった」といい加減に手を振り、

「とりあえずアニルのおっさんの部下に連絡はしといたから、ここまで迎えが来る手て筈はずにはなってる。あとは、まあ出たとこ勝負だな」そう言ってフライヤーの後部ドアを振り返り「言っとくけど、こっから先の保証はできねーぞババァ。オレは『案内しろ』とは言われたけど、『何が何でも連れてけ』なんて契約は受けてねーからな。おっさんの部下に話は通してみるけど、断られちまったらそっから先のことは……って、ババァ？」

　赤髪の青年が首を傾かしげ、後部座席に近づく。仮想視界の焦点が何となしにその後を追い、ドアの中、フライヤーの内部の様よう子すを脳内に精せい密みつに描き出す。

　埃ほこりっぽい車内には、厚ぼったいつなぎの上下を着込んだひっつめ髪の老ろう婆ばが一人ひとり。

　古びたシートにふんぞり返って腕を組み、その格好のまま目を閉じて寝息を立てている。

「こ、このババァ……人働かせるだけ働かせといて寝るか？　普通」

　半笑いで頬ほおを引きつらせるヘイズ。

　クレアはそんな青年に背を向け、助手席のドアに背中を預けて息を吐いた。

　昨日きのうはニューデリーから数十キロ離はなれた小さな町で、ヘイズの船の客室を借りて一夜を過ごした。仮眠をとるだけのつもりが疲れでぐっすり寝込んでしまい、目覚めたときにはヘイズとサティはすでにニューデリーに戻る準備を始めていた。机の上には自分がシティに入るための偽造ＩＤが用意されて、その代価にヘイズがサティをニューデリーの会かい議ぎ場じようまで連れて行くことになったと聞かされた。

　お前もさっさと支し度たくしろ、というヘイズの言葉に、少し迷ってからうなずいた。

　ニューデリーに戻ったところでどうすればいいのかは分からなかったが、一人で見知らぬ町に残ってどうなるものでもなかったし、偽造ＩＤまで用意してもらっておいて今さら行かないというのも悪い気がした。

　シティの外からアニル執政官の部下に連絡が取れれば話は早かったのだが、自治軍の指揮系統のどこまでがマザーシステム推進派に属してどこからが反対派の手の内か分からない状況でうかつな通信は危険すぎた。目立ちすぎて潜せん入にゆうに向かない真まっ赤かな船をサティの工房に残し、代わりに倉庫の奥から年代物のフライヤーが引っ張り出された。

　どうぞヘイズをよろしくお願ねがいします、とHunterPigeonの管制システムは横よこ線せん三本の顔をひらひら曲げてお辞じ儀ぎの真ま似ねをした。

　たった半日の付き合いだったが、しみじみとおかしな船だった。

　ヘイズが用意したフライヤーの認にん識しき票ひようを使い、三人はポートを抜けてニューデリーの第一階層に入った。朝の街は異様な熱ねつ気きと緊きん迫ぱく感かんに包まれ、街頭ディスプレイの周囲には市民達が集つどい、通りの至る所に警けい備び兵へいが配置されていた。

　クレア達は一般の市民を装って各地の検問を抜け、この公園まで難なんなくたどり着いた。『千里眼』の能力で第一階層全体の車両の流れを把握し、可能な限り交通量の多い──必然的に検問のチェックがおざなりになりがちなルートを選んで移動したことが功を奏した。

　とはいえ、偽造の認識票だけで移動できるのはせいぜいこの辺あたりまで。

　ここから先、会議場の周囲に張り巡らされた警備の網をかいくぐるには、何らかの手だてが必要になる。

　……会議は、もう始まってる時間、よね……

　立ち並ぶ木々の向こうにそびえる中央塔を仮想視界に視み上あげ、小さく息を吐く。ニューデリーの内部まで戻って来れたことで、自分の本来の役目を思い出してしまう。

　シティ・マサチューセッツの司令部から与えられた役割──マザーコア交換の阻止。

　協力者を装ってマザーシステム推進派の内部に潜もぐり込み、その行動を陰から妨害。ニューデリーを危き機き的てきな状況に追い込み、マサチューセッツが有利に交渉を行うための下地を作るのが自分の本来の目的だったはずだ。

　……あたしは……

　任務を遂すい行こうするつもりがあるのなら、すぐにでも行動を開始すべきだ。時間はあまり残されていない。マザーシステムに対して直接破は壊かい工作を行うにせよ何らかの策を講こうじるにせよ、人々の注意が中央招集会かい議ぎに向いているこの機会を逃せばチャンスはない──

　そんなことを、頭の中の冷たい部分で考える。

　唇から、力のないため息がこぼれる。

　……ホントに、どうしたらいいんだろ、あたし……

　マサチューセッツのこともニューデリーのことも自分にとってはどうでもいい。任務に従ってコアの交換を妨害する気にはなれないし、だからといって今さらマザーシステム推進派に協力する気にもなれない。それならいっそディーとセラを頼って賢けん人じん会議に身を寄せるという道を選んでも良さそうなものだが、どうしてもそんな気にはなれない。

　目の前にある選択肢はどれも嫌いやなのに、ならばどうするのかと問われても答えられない。自分の弱さが腹立たしくて、心がどんどん沈んでいく。

　いっそ、無む謀ぼうな作戦を立てて、失敗してみようかとさえ思う。

　マサチューセッツのエージェントとしてコアの交換の妨害を企くわだて、失敗してニューデリー自治軍に捕らえられる。そうすれば自分にはもう何の選択肢も無い。幸い、ここは魔ま法ほう士しを大切にするニューデリーだ。任務に失敗してマサチューセッツに戻るよりはマシな未来が待っているかも……

「──で、どーすんだ？　こっから」

　唐とう突とつな声に思考が中断される。いきなり割り込んできた言葉が誰だれに向けられた物か分からず、ややあってはたと振り返り、

「って、あたし……？」

「他ほかに誰がいんだよ」ヘイズは呆あきれた顔で一つ指を鳴らし「オレはババァを会議場まで連れて行かなきゃなんねぇけど、お前はそこまで義理もねーだろ。どーすんだ？」

「ど、どうって、何がよ」

　だからよー、とヘイズはわしわし頭をかき、

「なんつーか……今日きようはニューデリーのマザーコアの交換が実行されるかも知れねー日で、お前はマサチューセッツのエージェントなんだろ。やることとかあんじゃねーのか？」

「……は……？」

　言葉の意味を理解するのに、少し時間がかかった。

　クレアはぽかんと口を開け、飾り物の目を見開いた。

「ちょ……ちょ、ちょっと待ちなさいよ！　あんた何わけ分かんないこと言ってんのよ！」

「いや、わけ分かんねーって……そりゃ証拠があるわけじゃねぇけど、マサチューセッツがニューデリーのマザーコア交換に大人おとなしく協力するわけねーしな。お前の任務もどうせ、コアの交換を陰から妨害するとかその辺……」

「だからそーじゃなくて！」クレアは思わず声を張り上げ「そこまでわかってんならあたしを黙だまって行かせてどうすんのよ！　あたしのことさっさと捕まえて『バカなことはやめろ』とか『邪じや魔まするなら容よう赦しやしない』とかそういう説教すればいいじゃない！　あんた得意でしょ？　そういうの」

　マサチューセッツへの定時連絡を咎とがめられた時のことを思い出し、大声でまくし立てる。

　が、ヘイズはなぜか「あー、あれなぁ……」となぜか歯切れ悪く呟つぶやいて、

「そりゃ出来るんならやめてもらいてえし、敵に回るなら容赦も出来ねーけどよ」こっちの顔を横目に息を吐き「だからって、『やめろ』って言われて『はいやめます』ってわけにもいかねーんだろ？　お前はお前でどうにもならねーこととかあるんだろうし、そこまではオレにも口出し出来ねーしよ」

　言葉を切って息を吐き、左右色違いの瞳ひとみでまっすぐこっちを見つめる。

　わけがわからない。

　クレアは顔を逸そらし、仮想視界だけで青年を視みつめて、

「あんた……何か変なもんでも食べた？」

「お前が言ったんだろーが。やりたくないことやらなきゃ生きていけない奴やつの気持ちがわかんのか、って。……そーいうの、オレにはわかんねぇからよ」

　は？　とクレアは少しの間、言葉を失う。

　……気にしてたの……？

　目の前にいる青年のことが、まるで分からなくなる。

　まさか、本気で気にしていたのだろうか。

　あんな、自分でもまるで筋が通らないと分かる、勢いで叫んだだけの八つ当たりを真ま面じ目めに受け止めて、悩んでいたとでも言うのだろうか。

「ま、オレとしちゃ、お前が今日きようの作戦終わるまで大人しくしててくれんなら、それが一番ありがてぇけどな」

　そんなこっちの様よう子すに何を思ったのか、青年は、ふむ、と一つうなずき、

「……にしても、おせーな」迎えのフライヤーを探すように視し線せんを並木の上に向け「やっぱわかりにくかったか？　目印もねーしな……」

　一人ひとり呟いてフライヤーに背を向け、ポケットに片手を突っ込んで歩き出す。

「ちょ、ちょっと！　どこ行く気よあんた！」

「その辺で迷ってんのかも知れねー。ちっと探してくらぁ」

「はぁ──？」クレアは今度こそ本気で呆あきれ「あんたねえ！　ちょっと待ちなさいよっていうか何考えてんのよ！　あたしが敵に回るんなら容よう赦しやしないんじゃないの？　あんたがいない間にあたしが逃げるとか、そこのお婆ばあさん人質に取るとかしたらどーすんのよ！」

「あー、そりゃ困るな。マジで」ヘイズは背中越しにひらひら手を振り「ま、昨日きのうの借りってことで、もうしばらくは大人おとなしくしといてくれや」

　見事な赤髪が、並木の向こうに消える。

　……何？　あいつ……

　嵐あらしが去った後のような静せい寂じやく。

　クレアはヘイズが去った方を仮想視界に視みつめ、うーん、と額ひたいに指を当てて、

「……ホントに、変な奴やつ……」

「そうさねぇ。ありゃ一生治らんよ」

「っ──！」

　いきなりの声に驚おどろいて、仮想視界の焦点を背後に向ける。

　脳内に描き出されるのは、フライヤーの後部座席から降り立つ老ろう婆ばの姿。

　サティ・ジュレは目覚めの体たい操そうのつもりか両腕を広げて大きくぐるりと回し、腰を左右に捻ひねって上体を反らす。

「お、おばあさん？　いつから起きて……」

　大慌てで振り返り、飾り物の目で老婆を見下ろす。

「『お前はマサチューセッツのエージェントなんだろ』のあたりからかねぇ」サティは両手を膝ひざに当てて軽く屈くつ伸しんし「まったく、あんたたちが大声で騒さわぐもんだから、せっかくの朝寝が台無しだよ」

　つなぎのポケットからタバコを取り出し、口にくわえて火を点つけ、

「……おかしな奴だと思うかい？」

　ぼそりと、しわがれた声。

　え？　とまばたきするクレアの前でサティはゆったりと煙を吐き、

「あいつは昔からね、自分が生きたいように生きられない奴とか、他人の都合に振り回されて泣いてる奴とか、そういうのを見ると黙だまってられないのさ」

　まあ趣しゆ味みみたいなもんさね、とサティはヘイズが去った方に顔を向ける。

　反対側のポケットから取り出した携帯灰皿でタバコをぐりぐり潰つぶし、

「それで、どうすんだい。このままマサチューセッツの使いっ走りを続けるってのは、あたしゃあんまり感心しないよ。あんたの顔も、シティに帰りたそうには見えないしねぇ」

「……そんな簡かん単たんにはいかないわよ」ため息混じりに答え、クレアはふと気づいて「って、おばあさん。あたしがマサチューセッツのエージェントだってのは」

「あんたが寝てる間に、ちょいとヘイズにね」そう言って、サティは、ん？　と首を傾かしげ「ひょっとして内ない緒しよの話だったのかい？　そいつは悪いことしたねぇ。ヘイズの奴やつ、戻ってきたら折せつ檻かん……」

「え？　ううん、それは別にいいの。じゃなくて」自分より背が低い老ろう婆ばに合わせて身をかがめ、少し言葉に迷って「なんていうか……おばあさんって、全然驚おどろいてないのね。魔ま法ほう士しがどうの、シティがどうのなんて話聞いたら、普通はもうちょっとびっくりするもんだと思うんだけど……」

　しわだらけの老婆を仮想視界に視みつめ、内心で首を傾げる。執政官アニル・ジュレとルジュナ・ジュレの母親だという話はヘイズから聞いたが、それにしてもシティの外の町に住んでいる普通の人間がこんなに落ち着いているものだろうかと考えるとどうにも腑ふに落ちない。

「失礼な娘だねぇ。あたしゃこれでも十分驚いてんだよ」サティはどこから取り出したのか巨大なスパナで自分の肩を叩たたき「あんた、あれだろ？　マサチューセッツのFA-307の専属パイロット。そいつがあたしの目の前にいるってんだから、世の中わかんないもん……」

「え──？　ちょ、ちょっと待っておばあさん！　何の話よそれ」

　とっさにクレアは割って入る。どうしてそこで自分の船の名前が出てくるのか、さっぱり見当が付かない。

　サティは「おや、知らないのかい」とスパナをこっちの鼻先に突きつけ、

「あの船の外殻は元々ニューデリー自治軍でデザインした物で、動力源のＸ７型演算機き関かんもやっぱりうちの開発。そいつが戦後のどさくさでニューデリーの外に流出して、めぐりめぐってマサチューセッツにたどり着いたのがあんたの船の最初ってわけさね」

「……はい……？」

　クレアはぽかんと口を開ける。話の内容に驚いた、のではない。サティが語った『FA-307誕たん生じよう秘話』は実のところマサチューセッツで航空艦かん艇ていの整せい備びに携わる者なら誰だれでも知っていることで、もちろん大っぴらに語られる事ではないが、だからといって秘密を漏もらした者が始末されるような物ぶつ騒そうな話でもない。

　だが、それはあくまでも、『シティの自治軍では』という前提があっての事。

　目の前の老婆が当たり前のような顔で語っていい話では、断じて無い。

「あの……おばあさんって何者？　なんか、ほんとはすっごい有名な人だったりする？」

「うん？　ああ、あたしゃね」

　言いかけるサティの声を遮さえぎって、フライヤーの低い駆く動どう音おんが頭上に現れる。脳内の仮想視界を影かげが覆おおい、黒い軍用フライヤーがクレアが乗ってきた機体の隣となりにゆっくりと降り立つ。

　操そう縦じゆう席せきから進み出る士官に見覚えがある。

　確たしか、アニルの私邸にいた部下の一人ひとりで、現場指揮官をやっていた男のはずだ。

　……何よ、あいつ思いっきり入れ違いじゃない……

　迎えを探しに行ったはずのヘイズに心の中で毒づく。いろいろややこしい立場の身の上としてはアニルの部下の相手はヘイズに任せたかったのだが、そうも言っていられない。

「えーっと、出迎えありがと。ヘイズから連絡行ってると思うんだけど……」

　嫌いや々いやながらに手を上げ、士官に歩み寄る。

　と。

　中年の士官はこっちに軽く会釈してなぜかサティに向き直り、制帽を脱いで最敬礼し、

「お迎えに参りました、閣かつ下か」

　いきなり、意味の分からないことを言い出す男。

　は？　と目を丸くするクレアの前でサティは平然とうなずき、

「ムルガンかい。ちっとは出世したようだね」

「先月付で大佐に昇進いたしました。アニル閣下には特別の計らいを頂いております」

「うちのバカ息子むすこが苦労かけてるみたいだねぇ。代わりに礼を言うよ」

　いえ、と恐きよう縮しゆくする士官の前で、サティは首をぐるりと回す。

　背後に影かげを落とす巨大な中央塔を振ふり仰あおぎ、会かい議ぎ場じようのある辺あたりを少し睨にらんで、

「あたしの席はあんのかい？」
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「国外要人用の貴き賓ひん席せきの用意が整ととのっております」中年の士官はあくまでも敬礼を崩さず「会議場までの移動は、警けい備び部隊の幾人かに伝達して中央塔西広場から迂う回かいする極秘のルートを確かく保ほ。全すべて滞りなく完了しております」

「良い仕事だね」

「光栄であります。──サティ・ジュレ技術総そう監かん」

　……ちょっと待ってよ……！

　最後の言葉に、クレアは今度こそ心しん臓ぞうが止まりそうになる。

　技術総監と言えばシティ内における全ての技術開発、運用の統括。マサチューセッツと同じ制度で考えていいか分からないが、クレアの知る限り命令権を持つのは国家元首とその補佐官のみ。通常の軍隊階級で言えば元げん帥すいに相当する地位のはずだ。

「技術総監はよしとくれよ。今のあたしは軍の階級どころか市民番号も持ってないただの民間人さね。サティ、で充分だよ」

「いえ、そうではありますが……やはり総監はこのニューデリーにとって重要な方でありますから」

　堅苦しい士官の言葉を横に、クレアは必死に考えを巡らせる。頭の隅すみで埃ほこりを被かぶっていた記き憶おくを、無理やり表に引っ張り出す。

　確たしか、ニューデリーにそういう人がいた。

　大戦勃ぼつ発ぱつの直前にシティの市民権を放棄してしまったから歴史の表にはあまり出てこないが、シティで技術開発に携わる者なら必ず知っている名前。

　情報制御理り論ろんの発表から間がない二一八〇年代に世界で最初の演算機き関かん駆動型艦かん艇ていを生み出し、FA-307やHunterPigeonを始めとして世界で使われているありとあらゆる飛行艦艇の基き礎そを築きずいた──

「飛行艦艇の母……ニューデリーの守しゆ護ご神しん……？」

「おや、こりゃまた古い名前だよ」

　思わず呟つぶやくクレアを振り返り、サティが笑う。

　タイミングを計ったように、木立の向こうから戻ってくるヘイズの姿。

「……っと。悪わりいな、入れ違いかよ」

　サティはそんな青年からは見えない角度でこっちの腰を軽くこづき、小さな声で、

「ヘイズの奴やつには内ない緒しよにしといておくれよ。……今のあたしゃ船をいじんのが人よりちょいと上う手まいだけの、ただのババァなんだからね」
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　天てん井じようから幾筋も伸びるスポットライトの光が、白しろ装しよう束ぞくの男の姿を神像のように照らし出した。

　──ニューデリーのマザーコアは、現在、寿命を迎えつつあります。

　アニル・ジュレの放ったその言葉は会かい議ぎ場じようを包む静せい寂じやくの中に厳おごそかに響ひびき渡り、ルジュナの耳にかすかな余よ韻いんを残して消えた。

「……それ……は……」

　天てん井じようのスピーカーからかすかな声がこぼれ、外周を埋める市民席の一点にライトが当たる。とっさにそちらを見下ろすルジュナの視界の先で、発言要よう請せいから無作為に抽選された一人ひとりの男がおそるおそる言葉を発する。

「それは……主席執政官……それは、本当のことでしょうか……」

「残念ながら」アニルはうなずき「と言いましても、これはニューデリーに限ったことではありません。他ほかの五つのシティでもここ数年の間に同様の事態が発生し、すでに一度、いえ、多くのシティでは過去に数回のマザーコアの交換を強しいられています」

　言葉を切り、市民席をゆっくりと見渡し、

「ニューデリーのマザーコアが迎えようとしている『十年』という寿命は、それらの他のシティと比較して格段に長い。……偽善と誹そしられるのを承知で言わせて頂くなら、全すべては魔ま法ほう士し擁よう護ご政策の賜たま物もの。他のシティが『新たなマザーコアを生み出すため』に使っている労力を『現在のマザーコアの寿命を延ばす』ことに集中し、システムの改良を進めてきた成果です」

「──お待ち下さい、主席執政官」

　市民席の別な場所にスポットライトが移り、こちらは初老の女性が椅い子すから身を乗り出す。

「それでは、魔法士擁護政策とは、マザーコアの研究を禁じるための法律だったのですか？　先ほど執政官が『全て真実』だとおっしゃった賢けん人じん会議の主張。他のシティで行われている、マザーコア開発を目的とした非人道的な実じつ験けんをこのニューデリーで行わせないための法律だと」

「政策の主眼は、まさにその点にあります」アニルは女性に向き直り「ニューデリーを除く他のシティには魔法士に対する実験を禁じる法律が存在しません。軍ぐん籍せきを持つ魔法士であればある程度の配はい慮りよが為なされますが、究極の所、『マザーコア研究のため』という大義名分の元ではあらゆる行為が許容される。……本当の意味で魔法士の人権が保証されているシティは、現在の地球上で、このニューデリーだけなのです」

　ルジュナの手元のディスプレイに、部下からの報告が届く。会議の進行を監かん視ししている諜ちよう報ほう部ぶが、たった今発言した二人ふたりの市民がマザーシステム推進派の用意したダミーであることを伝える。

　隣りん席せきの仲間の執政官と視し線せんを交わし、小さくうなずく。

　推進派のシナリオ通りに会議が進行しているのは不快だが、彼らの発言は市民に現状認にん識しきを促すという意味でルジュナ達反対派にとっても望ましい物。

　ここは、口を挟むべき場所では無い。

　本当の議ぎ論ろんの舞ぶ台たいは、もう少し後にやって来る。

「──あのよ、執政官様よ」うなずいて椅い子すにかけ直す女性と入れ替わりに、別な席の男に光が当たる。「魔ま法ほう士しのこととかこのシティの政策のこととかは分かったけど、結局、ここの……その『マザーコア』ってのももうすぐ止まっちまうんだろ？　そしたら俺おれたちゃどうなるんだ？　暮らしはもっと苦しくなんのか？」

　こちらはどうやら単なる市民らしい中年の男が、椅子から立ち上がって声を張り上げる。ぎこちない笑いを含んだその声は、将来の不安を問うというよりは、予想される最悪の答えを必死に否定しようとしているように見える。

「苦しくなるか……と問われれば確たしかにそのようになります」

　そんな老人の態度に、アニルは息を吐く。

　束つかの間ま目を閉じ、意を決したようにその目を開いて、

「コアの停止はすなわち、あらゆる生産プラントとエネルギーラインの完全な停止を意味します。シティの全すべての機き能のうは麻ま痺ひし、物資の生産はおろか、平均気温を維持することさえ不可能になる。……他ほかのシティの攻こう撃げきを待つまでもなく、ニューデリーは廃はい墟きよと化すでしょう」

「で、でもよ！」男が引きつった声で必死に言いつのる。「でもよ、何かあんだろ！　大戦前の発電プラントだって全部壊こわれたわけじゃねえんだ！　そういうもんを全部かき集めりゃ……」

「インド地方の全ての地ち熱ねつ発電プラントをかき集めたとして、維持できる人口は五十万人が限界。このニューデリーの全人口一千万人を支えるには到底足りません」アニルは静かに首を振り「現在の地球上においてマザーシステムが果たす役割はそれほど大きな物。──市民の皆様が日々の暮らしを維持するために、マザーシステムの存在は必要不可欠なのです」

　呆ぼう然ぜんと椅子に座り込む男の周囲で、幾つも別な声が上がる。発言権を得ない人々の声は市民席を少しずつ広がり、いつしか巨大な怒ど号ごうへと膨ふくれあがる。

　このシティはどうなるのか。

　自分たちはどうすればいいのか。

　コアの寿命は具体的にいつまで保もつのか。それが止まったとしてこの街はすぐにダメになるのか。コアの延命手段はないのか。エネルギーや物資の備び蓄ちくはあるのか。あるとしても、それはどの程度で尽きるのか。政府として何か打つ手はあるのか。マザーシステムに代わる解決策はないのか。他のシティに助けを求めてはどうか。

　例えば、何か人道に反しない方法で、次のマザーコアを用意することはできないのか。

「……ですが、皆様、どうぞご安心下さい」

　そんなことを口々に叫ぶ市民を見渡し、アニルは薄うすく笑う。

　ルジュナの兄は両手を大きく広げ、会かい議ぎ場じようの隅すみ々ずみまで響ひびき渡る朗々とした声で、

「我われ々われはもちろん無策ではありません。──問題を解決する手段は、すでに用意しています」

　その言葉が天てん井じようのスピーカーから流れると同時に、劇げき的てきな反応がある。興こう奮ふんに椅子から立ち上がりかけていた市民達は次々に動きを止め、会かい議ぎ場じようの中央、執政官席を見つめる。

　市民席の怒ど号ごうが、完全に静まる。

　しばしの沈ちん黙もく。

　アニルは呼吸を計るように爪つま先さきで床を二つ叩たたき、台座の外周の柵さくに向かってさらに進み出る。

「──先ほどお話しました通り、我われ々われニューデリー執政院は魔ま法ほう士し擁よう護ご政策の代だい償しようとして他シティで行われるような研究活動を放棄しました」人の心に溶け込むような、酷ひどく静かで、落ち着いた声。「このニューデリーにマザーコアの研究施設は存在しません。ですが、現にマザーコアは寿命を迎え、我々のシティは危き機きに直面している。そこで……私は、ある人物に協力を仰あおぎました」

　少しずつ声のトーンを抑え、市民の注意を自分に引き込んでいく。

「その人物はこのニューデリーに属する魔法士で、マザーコアに対する極めて高い適性を有しています。その人物はニューデリーの未来を憂うれい、自分自身を次のマザーコアとして使いたいと申し出ています。その方の決定はあくまでも本人の意志による物であり、またその決意は固い。──私は、その人物を次のマザーコアに据えることで、この難なん局きよくを乗り切るべきではないかと考えています」

　市民席に、大きなざわめきが走る。

　話し声が収まるまで十数秒。人々の注意が十分に自分に集まっているのを確かく認にんしたのか、アニルは静かに続ける。

「言うまでもないことですがマザーコア交換とはその人物の『人間としての死』を意味する物であり、これは魔法士に対する非人道的な扱いを禁止したニューデリー自治法に反します。故ゆえに、私はこの場で、皆様に採決を求めなければなりません」

　来た、とルジュナは思う。

　ここまでのやり取りはほんの前座。今日きようの会議の主題はここから。

「緊きん急きゆう避ひ難なん措そ置ちとして自治法を一時凍結し、マザーコアの交換を認めるべきか否か──」

　アニルの発言を意い識しきの端に、ルジュナは肘ひじ掛かけに手を伸ばす。タッチパネルを素す早ばやく操そう作さし、執政官権限で発言を申しん請せいする。

　手元の立体映像ディスプレイに『承認』の文字が浮かび、襟えり元もとの通信素子にスイッチが入り、

「市民投票による決議を、私は会議実行委員に提案……」

「──お待ち下さい」

　天てん井じようのスピーカーから流れ出る、自分自身の声。

　ルジュナはゆっくりと椅い子すから立ち上がり、円卓を挟んでアニルと反対側の位置に立ち、

「ただ今のアニル・ジュレ執政官の発言につきまして、異議を申し上げます」

　市民席を見下ろして、そう言い放った。




　会かい議ぎ場じようの全すべての視し線せんが自分に集中するのを、ルジュナは感じた。

　一度だけ強く目を閉じて心を落ち着け、白しろ装しよう束ぞくをゆったりと翻ひるがえしてアニルに向き直った。

　円卓に座る仲間の執政官達が、視線をわずかにこちらに向ける。一いつ瞬しゆんだけ目配せしてそれに応こたえると、五人の執政官達は「任せる」という風に小さくうなずく。

　頭上から降り注ぐライトの強い光。

　ルジュナは一つ息を吐き、自分と同じ白装束を纏まとった兄の姿をまっすぐに見据えた。

　……話し合いとは、詰まるところ、銃弾の飛ばない戦争です……

　ずいぶん昔に、兄に教えられたその言葉を思い出す。戦争が野や蛮ばんで対話が高等だなどという思考は、本当に極限の対話を知らない人間の幻想に過ぎない。銃を持っても互いの妥協は探れるし、言葉の一いち撃げきでも国は滅ぼせる。故ゆえに、政治家たる者がひとたび会議の場に立ったなら、そこにはいっさいのミスも妥協もあってはならない。自分が放った些さ細さいな一言が自分を信じる全ての者を殺すかもしれないと、その覚悟を持って戦いに臨のぞまなければならない──

　そう諭さとした兄が、『将しよう棋ぎ指さし』アニル・ジュレが、敵として目の前にいる。

　そして、今から自分がやろうとしていることは、ただ勝利するよりも遥はるかに難むずかしい作業だ。

　……私に出来るか……などと迷ってはいけないのですね……

　磨き抜いた剣のように、思考を研とぎ澄すます。

　会議場を包む市民たちの呼吸を測り、自分の声の強さ、高さ、響ひびきを完かん璧ぺきに計算し、

「まず、アニル・ジュレ主席執政官に質問させて頂きます」静かに、一撃目を切り出す。「先ほど執政官は次のマザーコアとなる志し願がん者しやがいるとおっしゃった。その方はニューデリーの未来を憂うれう、市民の一人ひとりだと。……その事実に相違ありませんか？」

「はい、確たしかにそのように申し上げました」

　アニルが静かにうなずく。

　ルジュナは「なるほど」とうなずき返し、

「つまり、その『マザーコアの候補者』とは、この会議場にお集まり頂いた皆様や、ディスプレイの向こうで会議の中継をご覧らんになっている方々──その親類、友人、あるいは家族のどなたかなのですね？」

　ざわり、と会議場にざわめきが走る。先ほどアニルが『マザーコアの候補者がいる』と告げたときと同程度の、しかし全く質の異なる話し声が市民席に生じる。

　……最初の攻撃……

　まずはアニルの提案、『マザーコアの志願者がいる』という一見何の問題も無い発言の本質を、市民の前に引きずり出す。他ほかのシティならともかく、魔ま法ほう士しが市民の中に溶け込んで暮らしているこのニューデリーにおいては、たとえＩ－ブレインを持たない通常人であっても魔法士と関かかわりなく暮らしている者など一人たりともいない。

　自分たちが生いけ贄にえにしようとしているその『誰だれか』は、自分にとって大切な『誰か』かもしれない。

　その事実を、市民の一人ひとり一人に間違いなく認にん識しきさせる。

「……残念ながら、その通りです」アニルは息を吐き、ルジュナの発言を肯定する。「ですが、私はその現実を認識した上でなお、その人物の意志を尊重すべきだと考えます。その人物がニューデリー市民であり、この会かい議ぎをご覧らんになっている誰だれかの中にその人物にとって大切な方がいるのなら、その方の未来を守ることこそ『マザーコアの志し願がん者しや』にとっての願ねがいであり、我われ々われにそれを否定する権利は無いのではないかと。……そう思われませんか？　ルジュナ・ジュレ執政官」

　最後は柔らかな笑えみさえ浮かべて、こちらの攻こう撃げきに斬きり返す。

　が、この反撃はルジュナにとっても想定通りの物。

　天てん井じようのカメラの位置を計算しながら円形の台座の外周に沿ってゆっくりと足を踏み出し、

「主席執政官は、私の発言を誤解なさっているようです」ディスプレイに最も良く映る位置で立ち止まり「おっしゃる通り、『自らを犠ぎ牲せいにする』というその人物の選択は尊ぶべき物です。人道的な、あるいは感情的な問題を考える限り、私たちにその人物を止めることは出来ない。……私が危き惧ぐするのは、来きたるべき未来の、次のマザーコアの問題です」

　市民席に座る人々の顔に、一様に疑問の色が浮かぶ。

「ルジュナ・ジュレ執政官。ただ今の発言は理解しかねるのですが……」そんな市民たちの気持ちを代弁するようにアニルは芝居がかった動作で両腕を広げ「『次のマザーコア』とは、どのような意味でしょう」

「言葉通りの意味です。アニル・ジュレ執政官」誘うようなアニルの言葉に、ルジュナは淀よどみなく答える。「今回の貴官の提案が承認されれば、マザーコアの交換は実施されるでしょう。ニューデリーの当面の危き機きは回かい避ひされ、市民の皆様にも平へい穏おんな生活が続くでしょう」

　言葉を切ってアニルに背を向け、台座の柵さくに右腕を預けて市民席に視し線せんを巡らせ、

「ですがこの先、次の十年後に再びマザーコアが停止の危機を迎えた場合にはどうなりますでしょう。その時、今回のように都合よくマザーコアの志願者が現れるでしょうか。……自らの命を投げ出そうという方が現れなかったとき、私たちはどのようにして次のコアを選べば良いのでしょう」

　市民一人一人の顔に、今度こそはっきりとした動揺が走る。それを横目に白しろ装しよう束ぞくを翻ひるがえし、再びアニルに向き直る。

　今回のマザーコア交換が成功したとしても、新しいコアの寿命はやはり保もって十年。ニューデリーが同じ問題に直面する日は遠からず、確かく実じつにやって来る。

　ともかく目の前の難なん局きよくを乗り切れればそれでいい、などという思考は少なくとも政治家には許されない。

　このニューデリーというシティはどこに向かっていけばいいのか──その明確なビジョンを示すことが出来ない限り、問題は決して解決しない。

「いかがでしょう、アニル・ジュレ執政官」

「ルジュナ・ジュレ執政官の発言は、極きよく論ろんが過ぎるように思われます」こちらの反はん撃げきを予想していたのか、アニルは即答する。「私が提案しましたマザーコアの交換とは、あくまでも今回に限った暫ざん定てい的てきな措置。魔ま法ほう士し擁よう護ご法ほうに何ら影えい響きようを与える物ではありません。市民の皆様の中からマザーコアの適性を持つ方を強制連行し、本人の意志を無視して脳を切り刻むような行為がこのニューデリーにおいて許容されることは過去にも未来にも有り得ない。……そもそも」

　そこで言葉を切り、アニルは眼鏡めがねに隠かくされた瞳ひとみでこっちを見据え、

「そもそも、マザーコアの交換を認めないと主張されるのであれば、他ほかにどのような代案をお持ちなのですか？　ルジュナ・ジュレ執政官。マザーコアは一年を待たずに停止する。そうなればこのニューデリーはシティとしての機き能のうを失う。……この現実を、貴官はどのように解決されますか」

「コアの寿命を延ばすことは可能です」ルジュナもまた即答する。少しでも迷いを見せれば、それだけで市民の支持はこちらから離はなれる。「シティの機能にはまだ余裕があります。生産プラントの稼か働どう率りつ、エネルギー消費の効率化。市民の皆様の生活が決して豊かでないのは重々承知していますが、それでも切り詰められる部分は多いと考えます。……マザーコアの交換が避けられないとしても、それはあらゆる手を尽くした上での最終手段。軽々しく選択すべきことではないのです」

「シティの機能を制限してマザーコアの延命を図るという方策は、もちろん有効です」アニルが素す早ばやく切り返す。「ですが、それは『今』でなくても構わないのではありませんか？　シティの機能を制限すると簡かん単たんに口にされましたが、それは市民の皆様の生活に深刻な影えい響きようを及ぼします。これはあくまで一例ですが、エネルギー生産を現状から十パーセント削減するだけで、少なくともニューデリー全体の二十三パーセントの地域に慢性的な電力不足が発生する。シティの機能に余裕があると言っても、それは緊きん急きゆう時じの備び蓄ちくに必要な、最低限の物に過ぎません」

　あくまでも落ち着き払った声でそう言って、アニルは天てん井じようのカメラを見上げ、

「今回、我われ々われは幸運にも『マザーコアの志し願がん者しや』という救いを得た。ならば、ひとまずはその救いに縋すがるべきです。それによって得られる十年という時間は決して短い物ではない。その間に技術はより進歩し、マザーコアの寿命はより長くなるかも知れません。あるいは、マザーシステムに代わる新たなエネルギー源を発見しているかも知れません」

　一つ息を吐き、視し線せんをこちらに向け、

「シティの機能を今すぐ削減するという選択には賛さん同どうしかねます。それはこの先、次の十年を経て新しいマザーコアが疲ひ弊へいしたときに考えても遅くないのではありませんか？」

「その意見にこそ、賛同いたしかねます」正面から撃うち込まれる視線をルジュナはまっすぐに見返し「今回マザーコアの交換を認めるということは、ニューデリーというシティが魔法士を犠ぎ牲せいにするという選択を承認するということと同義です。新たなコアによって現状の問題を解決したとして、十年後にそのコアが寿命を迎えたとき、『過去に中央招集会かい議ぎにおいてマザーコアの存在が承認された』という事実は大きな意味を持ちます。新たなマザーコアを用意すれば状況が改善すると分かっていて、それでもシティの機き能のうを削るという道を選択できる方がこの会議場に何人いらっしゃいますか？」

　市民の反発を招く可能性を承知で、あえて問う。はたして、人々の表情に様々な反応が生まれる。戸惑ったように目を丸くする者、怒りのためか頬ほおを紅こう潮ちようさせる者、隣りん席せきの参加者と言葉を交わす者、何かを恥じるように顔を伏せる者──それぞれの方法で問いかけを受け止める市民達を見下ろし、ルジュナはさらに言葉を紡ぐ。

「今ここでマザーコアの存在を認めれば、近い将来、市民の皆様の中から次の誰だれかを選ばなければならない日は必ず訪れます。そして、そのとき人柱として選ばれるのは──」

　言葉を切り、目を閉じて、

「皆様のうちの誰かであり、誰かの友人であり、誰かの家族であり、あるいは、誰かの恋人なのです」

　市民席のざわめきが、少しずつ静せい寂じやくに変化していく。それを確かく認にんして目を開き、ルジュナは円卓の向こう、白しろ装しよう束ぞくの主席執政官を見据える。

「このニューデリーの代表者の一人ひとりとして、マザーコアの交換という案に異議を唱えます。──我われ々われは魔ま法ほう士し擁よう護ご法ほうを無視した安易な選択をとる前に、最大限の努力をするべきです」

　一息にそう言いきって、相手の出方をうかがう。

　数秒。

　アニルは「なるほど」とうなずき、指先で眼鏡めがねを押し上げ、

「確たしかに、ルジュナ・ジュレ執政官の考えにはいくつかの重要な点が含まれています。この場でマザーコアの存在を認めるという選択がこのニューデリーの理念を揺るがすことになりはしないか、という点は、私も危き惧ぐしているところではあります」

　言葉を切り、会議場全体をゆっくりと見回して、

「しかし、それではマザーコアに志し願がんしたその人物の意志はどうなるでしょう。自らを犠牲にしようというその善意を、果たして我々が無む駄だにして良いものでしょうか。自分たちが尊い犠牲の上に生きているのだと──その事実を我々が忘れなければ、ニューデリーが他ほかのシティのように魔法士の権利を踏みにじる道をたどることは無いのではないでしょうか」

「その考えが危険だと、私は申し上げているのです」さらに何か発言しようとするアニルをルジュナは遮さえぎる。「私たちはすでに一度、その選択の結果を見ています。それは戦後十年、ニューデリー執政院が歩んできた歴史その物です。……私は執政官の一人として、その事実を市民の皆様にお伝えする義務があります」

　静かにそう告げると、市民席からざわめきが起きる。円卓に残った十人の執政官が一様に驚おどろきの表情を浮かべ、マザーシステム推進派も反対派もなく数人が腰を浮かしかけて隣りん席せきの執政官に止められる。

　その向こうで、小さく笑えみを浮かべるアニル。

　ルジュナは、そんな兄に向かって一つうなずき、

「先ほどアニル・ジュレ執政官がマザーコアに関する事実を皆様にお知らせしたように、私もまた、この場で重大な事実を公表しなければなりません」

　振り返って台座の柵さくに右手を置き、市民席を見渡して、

「このニューデリーを現在動かしている、間もなく寿命を迎えようとしている『今』のマザーコアに関する事実です。……お聞き下さい。十年前、大気制御衛えい星せいの暴ぼう走そうと世界大戦によって崩ほう壊かいの危き機きにあったニューデリーを救うため、最初のマザーコアとなったのは──」

　その時、視界の先で、なにかが動いた。

　二十五段に連なる市民席のさらに上、強化ガラスで区切られた個室席の奥、豪ごう奢しやな赤い扉の上でルジュナの視し線せんは止まった。

　他シティの要人用として普ふ段だんは閉へい鎖さされている扉が開け放たれる。ルジュナにとっても見覚えのあるアニルの子飼いの部下に先せん導どうされて、小さな人ひと影かげが通路の闇やみの奥から姿を現す。

　貴き賓ひん席せきにはおよそ似つかわしくない、簡かん素そなつなぎの上下を纏まとった人影が、豪奢な椅い子すにゆったりと腰掛ける。

　……まさか……

　知らず、言葉が止まる。今の自分の立場を忘れてルジュナは息を呑のむ。見間違えようもない。数年前に最後に見たときよりさらに白くなったひっつめ髪。あれは、あの人は──

　……母かあさん……！

　その思考に応こたえるように、老ろう婆ばが顔を向けた。

　ルジュナの母、サティ・ジュレが、百数十メートルの向こうから鋭するどい眼光を投げた。




　何な故ぜ、という言葉が最初に頭に浮かんだ。

　シティの外にいるはずの母が、なぜこの場所に、しかもこのタイミングで現れるのかという疑問が頭の中に膨ふくれあがった。

　……いけない……

　混乱しかかっていた思考が、ぎりぎりの所で踏みとどまる。自分が発言の途中であったことを思い出し、軽く咳せき払ばらいして体裁を取とり繕つくろう。実際には自分が止まっていたのはほんのわずかな時間であったらしく、市民たちが不ふ審しんがる様よう子すは見られない。

　横目に、一いつ瞬しゆんだけアニルの表情をうかがう。

　眼鏡めがねに隠かくされた兄の瞳ひとみの奥にほんのわずかな戸惑いの色を認め、心の中で驚おどろく。

　……兄にいさんの差し金……というわけではないのですか……

「どうしました？　ルジュナ・ジュレ執政官」そんな思考を見透かしたような、アニルの声。「重大な事実、とは、いったいいかなる物でしょう」

「……失礼いたしました」

　小さく一つ息を吐き、アニルに向かって会釈する。顔を上げ、横目に見つめたアニルの瞳ひとみはすでに平静。これから自分が何を話そうとしているか理解しているはずなのに、その表情にはいかなる感情の動きも見られない。

　兄にいさんは、主席執政官アニル・ジュレは、決して揺らがない。

　ならば、自分も、ここで無様をさらすわけにはいかない。

「市民の皆様、お聞き下さい。十年前の大戦の後、このニューデリーを立て直すために命を捨て、自らマザーコアとなったのは──」

　市民席に向かって両腕を広げ、視界の正面、射い貫ぬくように注がれる母の視し線せんをまっすぐに受け止め、

「──先代の主席執政官、ラジェーシュ・ジュレ。私、ルジュナ・ジュレ執政官とアニル・ジュレ主席執政官の父です」

　その事実を、人々に告げた。




「私たちの父は、自らをマザーコアとする決定を下したとき、一つの遺ゆい言ごんを残しました」

　鉛なまりのような静せい寂じやくが、会かい議ぎ場じようを包んだ。

　外周を取り巻く三万五千人の参加者、真実を知らなかった多くの軍人、官かん僚りよう──全すべての人々の視線が自分に注がれるのをルジュナは感じた。

　ルジュナとアニルの父、ラジェーシュ・ジュレは、ニューデリー自治軍の総司令官として大戦を戦い抜いた英雄だった。自らもＩ－ブレイン埋め込み手術を受けて魔ま法ほう士しとなり、常に最前線で兵士達を導みちびき、戦後は混乱の直ただ中なかにあったニューデリーで自治政府を立て直して、現在のこの町の礎いしずえを築きずいた。

　大戦終結のわずか数ヶ月後に病に倒れ、志半ばで命を落としたことになっている、全てのニューデリー市民にとっての『英雄』──

　その死の真相に驚きよう愕がくする人々を前に、ルジュナは言葉を紡いだ。

「ラジェーシュ・ジュレ前主席執政官の望みは、マザーコアに関するあらゆる事実を伏せ、マザーシステムの正体を隠いん蔽ぺいすることでした。市民の皆様が平へい穏おんな日々を過ごすために、誰だれかが犠ぎ牲せいになったという事実は不要であると。……その遺言は忠実に実行され、全ての真実はごく一握りの、政府と軍部の高官のみが知るところとなりました」

　言葉を切り、アニルを振り返る。円卓の向こうの兄が発言を求める様よう子すがないのを確かく認にんし、さらに話を続ける。

「主席執政官の地位を引き継いだ兄は、このニューデリーに魔法士擁よう護ご政策を敷しきました。ですが、魔ま法ほう士しの地位を保ほ護ごしようという政策の意図は完全に実現されたわけではなかった。……現実問題として、執政院を始めとしたこのシティの上層部には『マザーシステムを容認すべき』という派は閥ばつが残り続けました」

　円卓に座る他ほかの執政官達に横目を向ける。発言を求める者がいないのを容認と解釈し、市民に向き直る。

「結果として執政院はマザーシステムに反対する派閥とマザーシステムに賛さん成せいする派閥の二つに分かれ、皆様の目の届かない場所で争いを始めました。──それが、このシティの現実です」息を吐き、市民の呼吸を測り「その争いは戦後十年続き、今日きよう、この場でのこの論ろん争そうを招きました。由ゆ々ゆしき事態です。……そして、私は、その原因を十年前の、私の父が犯した判断の誤りだと考えます」

　市民席に動揺が広がるのがはっきりと分かる。戦中と戦後のニューデリーを導みちびき、崩ほう壊かい寸前だったニューデリーの政治システムを立て直し、最後は自らマザーコアとなって人々を救った英雄をその娘が否定したのだから、人々の反応は当然だ。

「ただ今の発言に説明を求めます。ルジュナ・ジュレ執政官」あくまでも落ち着き払ったアニルの声。「『判断の誤り』という言葉が何を指す物か、私はもちろん市民の皆様も混乱しています。貴官は、ラジェーシュ執政官が自分自身をマザーコアとする決定を下したことを、『誤り』と表現しているのでしょうか？」

「もちろん、違います」ルジュナは台座の外周にそってゆっくりと歩を進め「当時の状況を鑑かんがみれば、誰だれかがマザーコアとなる以外にこのニューデリーを救う道は無かったはずです。現に、マザーシステムを利用する道を選択しなかった多くのシティは戦後一年を待たずして滅び、地球上には現存しない神こう戸べを含めて七つのシティだけが残りました。父の決定は英断であり、敬意を表すべき物です。ですが──」

　立ち止まり、市民席を見下ろして、

「ですが、それら全すべてを考こう慮りよして、なお、私は彼の判断には誤りがあったと断言します」

　視界に映る市民一人ひとり一人の顔に視し線せんを巡らせ、

「彼の間違いは二つ。一つは、マザーシステムに関する真実を公表しなかったこと」

　憂うれいの表情を作って息を吐き、

「もう一つは──自らを犠ぎ牲せいにするというその道を、一市民としてではなくニューデリーの代表者として選択してしまったことです」

　市民達が一様に怪け訝げんな表情を浮かべる。そんな人々の顔をゆっくりと見渡し、ルジュナは白しろ装しよう束ぞくを翻ひるがえして背後を振り返る。

　円卓の向こう、アニルは無言で悠ゆう然ぜんと佇たたずむ。

　その口元にかすかな笑えみが浮かぶのを認め、ルジュナはさらに続ける。

「この世界の現状を考えれば、シティにおける安定した生活がマザーコアという代だい償しよう無しに維持されることは有り得ません。そしてマザーコアの寿命が永遠でない以上、いずれは今日きようのように真実が明かされ、市民の皆様が選択を迫られる日がやって来ることは分かっていたはずです。……けれども、父は事実を隠いん蔽ぺいした。本来ならこれはシティに住む全すべての人々がそれぞれに考え、立ち向かわなければならない問題であったにもかかわらず、市民の皆様は今日までその機き会かいを奪われ続けてきたのです」

　言葉を切り、円卓の向こうを見つめる。

　続きを、という風にうなずくアニルに、視し線せんでうなずき返して口を開く。

「そして、彼が主席執政官──このシティの政治的指し導どう者しやであったことは、問題をより根深い物にしました。皆様もご承知の通り、ニューデリーの自治法は刑罰を別として魔ま法ほう士しに対するいっさいの非人道的な扱いを認めていません。本来ならこのシティでマザーシステム賛さん成せいを公言できる方がいるはずはない。にもかかわらず、現実問題としてマザーシステム賛成派は執政院の議ぎ席せきを反対派と二分し、このシティの政治、軍事組そ織しきの半数を自らの派は閥ばつとして取り込んでいる。……シティの代表者が自らマザーコアに志し願がんした、という事実が彼らに大義名分を与え、コアとして魔法士を殺すという選択を肯定してしまったのです」

　円卓に残る十人の半数、マザーシステム推進派の面々を見渡し、

「この会議の場でマザーコアの交換を承認するという選択は、私の父が犯した過ちを再び繰くり返すことに繋つながると私は考えます。どう言いい繕つくろおうともそれは、皆様自身が『魔法士を犠ぎ牲せいにする』という解決策を良しとするということなのです」

　深く息を吐き、円卓の向こうの兄に視線で挑む。

　しばしの沈ちん黙もく。

　アニルは眼鏡めがねの奥で静かに目を閉じ、その目をゆっくりと開いて、

「……ただ今のルジュナ・ジュレ執政官の発言は、あまりに一方的であると感じます」

　傍かたわらの柵さくに左手を置いてゆっくりとこっちに一歩踏みだし、

「確たしかに、最初のマザーコアがラジェーシュ前主席執政官自身であったという事実は、このシティにおいてマザーシステムの存在を認める方々の行動の根拠となりました。中央招集会議がマザーコアの交換を認めたという事実がその流れを後押しすることになるのではないか、というルジュナ・ジュレ執政官の危き惧ぐは理解できます」

　円形の台座の外周をゆっくりと巡り、ルジュナの数歩先で立ち止まり、

「しかし、だからといって今、目の前に差し伸べられている救いの手を払いのけることが我われ々われに許されるのでしょうか。我わが身を犠牲にして多くの人々を救いたいという意志は、そのような政治信条によって否定されて良い物でしょうか。──大戦後の混乱期に多くの人々を救おうとした魔法士がいて、彼の犠牲によって現に一つのシティが救われた。その行いが後に禍か根こんを残すことになったとしても、彼の選択はやはり尊いものだったのでは無いでしょうか」

　そこで、アニルは言葉を切る。

　優ゆう雅がな所作で左手を柵さくから下ろし、柔らかな笑えみを浮かべて、

「たとえこのニューデリーの理念に反するとしても、多くの人々が救われる道が誤りであるはずがない。──そうは思われませんか？　ルジュナ・ジュレ執政官」

　その瞳ひとみに今までとは明らかに密度の異なる緊きん張ちようが宿るのを、ルジュナは見る。

　緊張に全身の肌が粟あわ立だつのを感じる。

　マザーシステムの助け無しには生きていけない立場にありながら、マザーシステムの存在を否定するという矛む盾じゆん。

　何年も考え続け、自分なりに見つけたその矛盾の答えを口にする。

「……主席執政官は詭き弁べんを弄ろうしておられます」

　白しろ装しよう束ぞくを翻ひるがえして居住まいを正し、小さな笑みを兄に返して、

「自らを犠ぎ牲せいにすることの美しさと、その選択を肯定し甘受することの醜みにくさとは、明めい確かくに区別されなければなりません」

　静かにそう言って、市民席に向き直る。

　広大な会かい議ぎ場じようの隅すみ々ずみにまで視し線せんを巡らせ、台座の外周に歩み寄って柵に右手を置き、

「多くの人々のために我わが身を犠牲にするという行為は尊い──それは事実です。ですがその尊さは、そうやって少数の誰だれかによって救われた多くの人々を同時に肯定してはくれません。まして、彼らに罪の意い識しきを抱かせないために犠牲となる人の存在を隠かくすなど、断じて許されることではない。……犠牲が必要なら、そうしなければ人々が生きていけないというのなら、その事実をあまねく全すべての人々に知らしめるべきだったのです。マザーシステムに関するあらゆる問題は、執政院とそれに連なる一部の人々によってではなく、ニューデリーに属する全ての市民の方々によって共有され、広く考えられなければならない問題だったのです」

　矢のように注がれる数多あまたの視線に、臆おくすることなく胸を張る。

　自分自身の答えを、一人ひとりの人間としての信念を、堂々と口にする。

「私たちは、少数の犠牲の上に多数を乗せるような道を選択してはなりません。そして、他ほかに選択の余地が無く、どうしてもその道を選ばなければならないのなら、そうやって生き残ってしまった多くの人々は自らの選択と、生き残ったという事実を恥じなければなりません」

　市民席に向かって大きく両腕を広げる。

「たとえ一国の指し導どう者しやであろうと、その罪に許しを与えることは出来ない」

　まっすぐに顔を上げ、人々の顔を正面から見据え、

「──政治とは、断じて神の代理行為ではないのです」
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　会議場を包む人々のどよめきを、クレアは聞いた。

　貴き賓ひん席せきを取り囲むガラス窓の向こう。口々に興こう奮ふんの声を上げるニューデリー市民の姿をＩ－ブレインの仮想視界に捉とらえ、知らず、息を呑のんだ。

　……なんなの……これ……

　わけもなく自分の胸に手を当て、心しん臓ぞうの鼓動の激はげしさに自分で驚おどろく。マザーコアの是非を巡る二人ふたりの執政官の議ぎ論ろん──目の前で交わされた激しい論理の応おう酬しゆうに、全身に鳥肌が立っているのを感じる。

　マザーコアとして魔ま法ほう士しを犠ぎ牲せいにすることは許されるか──

　そんなことを真剣に議論する人間を、クレアは生まれて初めて見た。

　ファクトリーで生み出された魔法士であるクレアにとって、マザーシステムとは否も応もなく最初からただそこにある物だった。魔法士は必要になればマザーコアとして殺される物で、そこに異議を唱えることが出来るなんて考えたこともなかった。

　正面のガラス窓に歩み寄り、サングラスを外す。

　会議場の中央、円形の台座の上で対たい峙じする二人の執政官に、まっすぐ顔を向ける。

「……で、どうすんだババァ。話も一段落したみてぇだし、そろそろ殴り込むか？」

　脳天気なヘイズの声が背中越しに聞こえる。仮想視界の先、貴賓席に座ったサティは椅い子すの肘ひじ掛かけに頬ほお杖づえを突き「そのつもりだったんだけどねぇ……」呟つぶやいて小さく笑い、

「ま、あれだよ。馬ば鹿か共は馬鹿共なりに、いっぱしの口をきくようになったもんさね」

　そーかよ、とこちらも笑いながら答えて、赤髪の青年は一つ指を鳴らす。そんな二人の様よう子すを仮想視界にうかがい、クレアは静かにガラス窓から離はなれてサティが座る椅子の隣となりに立つ。

「……おや、どうしたね？」

　と、不ふ思し議ぎそうなサティの声。

　え？　と首を傾かしげるクレアを老ろう婆ばは思いがけなく柔和な瞳ひとみで見上げ、

「あんただよ。何か良いことでもあったかい？」

「そう……かな？」クレアは呟き、すぐに自分の言葉にうなずいて「そうね……そうかもしれない」

　そうかい、と呟いて仮想視界の中でサティが視し線せんを正面に戻す。椅子の上で背筋を伸ばし、両肩の関節を交互に鳴らし、ふとその動きを止めて、

「──ヘイズ」

　唐とう突とつに、青年の名を呼ぶ。

「あ？　やっぱ気が変わったか？　ババァ」

　ヘイズの軽口に、サティは珍しく無言で応こたえる。

　ガラス窓の向こうにじっと目を凝こらし、眉み間けんに皺しわを寄せて首を傾げ、

「いや、ね……」何度もためらってから、正面、会議場の反対側の扉を指さし「あれも、うちの馬鹿息子むすこか馬鹿娘の策かねぇ」




　　　　††††††††††††††




　会かい議ぎ場じようのあらゆる照明が、一斉に途と絶だえた。

　護ご衛えい役やくの椅い子すに座ってうつむいていた錬れんは、ぼんやりと顔を上げた。

　ともかく椅子から立ち上がり、腰のナイフにのろのろと手を伸ばす。アニルとルジュナ、二人ふたりの執政官の議ぎ論ろんに圧倒されて、まだ少し頭がぼんやりしている。

　闇やみに包まれた会議場に目を凝こらし、状況を探る。

　円形の台座の縁ふちに沿って時と計けい回りに移動し、ともかくアニルの傍そばにたどり着く。

「錬君ですか、ありがとうございます」

「……いちおう、護衛役だからね」

　アニルの言葉に冷たく答え、ナイフを鞘さやから引き抜いて胸の前に構える。

　同時に、視界のずっと遠くで光が灯ともる。

　天てん井じようから一筋だけ伸びたスポットライトが、市民席最上段のさらにずっと上、天井に近い位置から突き出た作業用と思おぼしき小さなテラスを人々に示す。

　……あれは……

　テラスの奥、非常扉から姿を現す人ひと影かげに、思わず錬は息を呑のむ。会議場を包む闇の中、ライトの強い光が大小四つの人影を照らし出す。

　長い黒髪を頭の両側で編あんだ、黒いドレス姿の少女。

　二振りの騎き士し剣けんを両の腰に構えた、長い銀髪を翻ひるがえす白人の少年。

　金きん色いろの髪をポニーテールに纏まとめた、小さな白人の少女。

　そして、三人の背後に影のように佇たたずむ、スーツ姿の黒髪の青年。

　……真ま昼ひる兄にい……！

　市民席のあちこちに配備されていた警けい備び兵へいが、一斉に短たん機き関かん銃じゆうを構える。瞬しゆん間かん、スポットライトの中から白人の少年の姿が消きえ失うせ、あらゆる場所で同時に悲鳴が上がる。兵士達が銃を取り落とす音が完かん璧ぺきに一つに重なり合って響ひびき、次の一瞬には剣を抜きはなった少年の姿が足音すら残さず元通りの位置に出現する。

「ニューデリー市民の皆様に、ご挨あい拶さつ申し上げる」

　会議場に響き渡る、高い声。

　黒髪の少女は闇色の外がい套とうを翻して音もなく跳ちよう躍やく。簡かん素そな意い匠しようが施されたテラスの手すりに飛び乗り、眼下の人々を睥へい睨げいして静かに宣言した。

「──我われ々われは『賢けん人じん会議』。ただ今よりこの会議場は、我々が占拠させて頂く」







　　　第十章　砂上の楼閣　～Truth seems like a rotted dark～







　闇やみに覆おおわれた会かい議ぎ場じようを、騒そう然ぜんとした空気が包んだ。

　携帯端末のディスプレイの向こうにその光景を睨にらみ、月つき夜よは一人ひとり、唇を噛かんだ。

「……分かってる。こっちでも確かく認にんしたわ」

　耳元の通信素子から聞こえるイルの声に、小さくうなずく。フィアと共に第一階層で軍の動きを監かん視ししている少年の声が、街の状況を伝える。賢けん人じん会議の出現は街頭ディスプレイを介して市民達に中継され、市街地では早くも混乱が広まっている。自治軍はすでに状況を把握しているらしく、第一階層に配備されている部隊の半数近くが中央塔の包囲に向かって動き出している。

　……始まったわね……

　ディスプレイの光を頼りに壁かべに手を当て、姿勢を変えてその場に腰を下ろす。シティ・ニューデリー第二十階層、地下部分に埋設された通気ダクトはどうにか身をかがめて走れる程度の広さで内部は暗く、ボディスーツ越しに触れるスチールの壁の感触はひやりと冷たい。

　伸ばした膝ひざの上に携帯端末を乗せ、タッチパネルを叩たたく。

　二十階層の全体図をディスプレイに呼び出し、目的地の座標を入力する。

『それで、どないするんや？』通信素子の向こうからイルの声。『賢人会議が全員まとめて現れたいうのに、ほんまにほっといてええんか？　今からでも、会議場に乗り込め言うんやったら……』

「どうしてもってんなら止めないけど、真ま昼ひるの思うつぼよ？　それ」

　少年の問いにそっけなく答え、さらに端末を操そう作さする。事前に仕入れておいたダクト網の構造図を展開して二十階層の地上部分の地図に重ね合わせ、自分の現在位置を再確認すると同時に今後の移動経路を選定する。

　ディスプレイに表示された黄き色いろい光点が編あみ目めのように絡まり合ったダクト網の模式図の中を縦じゆう横おうに走り、軍事区画の西、第三区と表示された一点で止まる。

「昨日きのうも言ったけど、あいつが本気で自分で何かする気があるんなら、目立つ場所には絶対に出てこない。賢人会議が四人まとめて現れたっていうんなら四人全部が囮おとり。本当の目的はもっと全然別の場所にあるってことよ」

『……確たしかに、そらそうやなぁ』メルボルンでの戦いでも思い出しているのか、イルは通信素子の向こうでしばし沈ちん黙もくし『ま、とりあえずは様よう子す見みってことにしとくけど……ところで、そう言うお前はどこで何しとんねん』

「わたし？」

　前後に続く通気ダクトの闇やみに視し線せんを向け、通信素子をさりげなく手のひらで覆おおう。空いたもう一方の手で携帯端末を操そう作さし、事前に録ろく音おんしておいた市街地の雑踏の音声を再生して、

「とりあえず今は第八階層の真ん中をちょっと外れた辺あたりね。こっちはこっちでうろうろしながら、軍の動き調しらべてるところよ」

『そうなんか？　それにしたら、さっきまでなんや変に静かやったような』

「この辺は公園が近いから人通りが少ないのよ。市民の人たちみんな、会かい議ぎの中継見るために市街地の方に集まってるみたいね」

　淀よどみなく答えつつタッチパネルを叩たたき、スピーカーから流れ出る雑踏の音を少しずつフェードアウトさせていく。別な音声ファイルを呼び出して遠ざかる人々の足音に木々のざわめきを織おり交まぜ、

「とにかく、フィアのこと頼んだわよ。こっちはこっちで忙しいんだから」

　返事を待たずに通信を切り、携帯端末をたたんでバックパックに押し込む。身をかがめた格好で立ち上がり、ボディスーツのフードに髪を押し込んで口元までをぴったりと覆おおう。

　……敵を騙だますには……って、なんか真ま昼ひるが好きそうな手ね……

　襟えりに貼はり付けた通信素子を指先で押さえ、小さく息を吐く。そう、今日きようの自分の行動は誰だれにも秘密。イルはもちろんフィアにも錬れんにも、アニル・ジュレ執政官の部下の誰にも、自分が今この場所にいることは知らせていない。

　おそらく、これが最善の選択。

　真昼の策がこっちが思っている通りの物で、事態が月つき夜よの予想通りに動いているなら、この通信素子で味方に連絡を取ることは自殺行為を意味する。

　……目的地まで直ちよく線せん距きよ離りで五キロ、休きゆう憩けい無しで軽く一時間か……

　腰のホルスターに下げた二丁の銃を左右それぞれの手に引き抜き、指先の動きで安全装置を外す。かすかな機き械かい音おんは通気ダクトの天てん井じように静かに反はん響きようし、周囲の闇に溶けて消える。

　左右の銃を胸の前に構え、ダクトの先をまっすぐに見据える。

　ニューデリー二十階層、西部第三区。

　そこに存在するはずの目的地。シティの中ちゆう枢すう、『マザーシステム』の姿を頭に思い描く。

　……何でも思い通りに行くと思ったら大間違いよ、真昼……

「今度こそ頭張り飛ばして、無理やり連れて帰ってやるんだから」

　呟つぶやく声をかき消すように、スチールの床を強く蹴けった。

　冷たい静せい寂じやくに満たされた通気ダクトの闇を、月夜は駆け出した。
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　スポットライトの強い光が、周囲から強く降り注いだ。

　サクラは会かい議ぎ場じようの最も高い位置から市民席を見渡し、外がい套とうの裾すそを右手でつまんで優ゆう雅がに一礼した。

「まずは、この重要な会議の場に許可無く踏み込んだ非礼を謝しや罪ざいする」静かに顔を上げ、長い髪を翻ひるがえす。「本来なら正式な招待を受けるべきところであるのは承知しているが、残念ながら我われ々われはシティと対等の交渉を行うことが出来る立場にはない。故ゆえに、このような強引な手段を取らざるを得なかった。……その点を、市民の方々には容よう赦しや頂きたい」

　眼下の人々を見下ろし、そう告げる。襟えり元もとの通信素子から会議場内のスピーカーに間違いなく音声が流れているのを確かく認にんし、心の中で一つうなずく。

「──自ら登場とは、恐れ入ります」

　と、闇やみの向こうから響ひびき渡る静かな声。

　会議場の中央、こちらの位置からは少し見下ろす角度。スポットライトの明かりが執政官席の上、両目を眼鏡めがねで隠かくした白しろ装しよう束ぞくの男の姿を照らし出す。

「シティ・ニューデリー自治政府代表、主席執政官アニル・ジュレと申します。……賢けん人じん会議の方、よろしければお名前を戴いただけますでしょうか」

「──サクラ」丁てい重ちような問いかけに、声を和らげて答える。昨日きのうの夜に真ま昼ひると話し合い、可能な限り繰くり返した『会議のシミュレーション』を頭に思い浮かべる。「だが、この名に意味はない。我々は世界中で虐しいたげられる魔ま法ほう士し達の代弁者であり、その総意の結晶として私がここにいることを主席執政官殿にはご理解頂きたい」

　自分でも大言が過ぎると思うその言葉を、ともかく言い切る。大切なのは正しさではなくわかりやすさ。何よりも重要なのは自分たちの意志をはっきり表明することだと、真昼には何度も教わっている。

「承知しました。では、やはり賢人会議とお呼びすべきでしょう」アニル・ジュレ主席執政官はうなずき「ではお尋たずねします、賢人会議殿。本日はいったいどのようなご用件でしょうか。あなた方は数日前にシティ外にて私を襲しゆう撃げきし、昨日もまた市街地にて戦せん闘とうを起こした。今日きよう、改めてこの場にお越しになる意図が、私には掴つかみかねるのですが……」

　自分が昨日の戦闘の引き金を引いた張本人であることを忘れたかのような物言いに、なんとなく背後に控える参さん謀ぼう役やくの青年と同じ空気を感じる。そのことでわけもなく心が落ち着き、肩の力が抜ける。

　数日前の襲撃、という言葉に反応したのか、市民席にざわめきが起こる。

　会議場全体に視し線せんを巡らせてそれを黙だまらせ、作業用テラスの上から主席執政官を見下ろす。

「先日の戦せん闘とうについては、我われ々われとしても意図するところではなかった、と申し上げておく」一つ息を吐き、頭上からこっちを撮さつ影えいするカメラに視し線せんを向け「その上で、我々はこの会かい議ぎを極めて意義の深いものと考えている。我々の主張を受けてシティの全住民が討議を行い、マザーシステムの是非を論ろんずる。……今後の世界情勢にとって重大な転換点であり、故ゆえに、我々『賢けん人じん会議』もこれを評価している」

　言葉を切り、一つうなずいて、

「だが──足りない」

　通信素子越しに鋭するどく言い放ち、人々に視線を投げ、

「ここにいる参加者の方々は皆、シティに属し、マザーシステムの恩恵を受けている方々ばかり。……それでは不十分であると我々は考え、今日きよう、この場に強制的に介入する必要があると結論した」

　手袋に包まれた右腕を大きく広げ、人差し指で合図を送る。会議場の照明がゆっくりと戻り、視界が明るさを取り戻していく。

　会議場のあちこちで、悲鳴が上がる。

　市民席を照準する位置に等間隔に六つ、中央の政府要人席を狙ねらう座標に二つ、淡あわい照明の中を浮遊する透明な正八面結晶体の姿に人々がようやく気づく。

　さらにもう一つ、別な結晶体が執政官席の周囲をゆっくりと巡り、アニル・ジュレ主席執政官の目の前で静止する。傍かたわらでナイフを構える黒髪の少年がとっさに反応しかけ、アニル・ジュレの手がその動きを制する。

　ガラスのように滑なだらかな結晶体の表面に映り込む主席執政官の姿が、カメラを介して中央の立体映像ディスプレイに大写しになる。

　その映像が、結晶体を中心にして何の前触れもなく歪わい曲きよくする。

　握にぎり拳こぶし大の正八面結晶体が、人々の視界から消え去る。自らの周囲に閉へい鎖さ空間を展開した光使い専用デバイス『Ｄ３』は一秒足らずの間に自身の周囲に荷か電でん粒子を蓄ちく積せきして閉鎖空間を解除。再出現すると同時に放たれた細い光の槍やりは一切のタイムラグ無しに市民席最上段の豪ごう奢しやな扉に着弾し、扉の上に取り付けられたスチールのモニュメントを蝋ろう細ざい工くのように融ゆう解かいさせる。

「──我々の要求は二つ。一つは我々をこの会議の正式な参加者として認め、発言を許可すること」

　恐怖におののく市民を見下ろし、サクラは告げる。

　外がい套とうの裏から取り出したナイフを電でん磁じ加速で一挙動に投げ放ち、Ｄ３の一いち撃げきによって半ば融とけ落ちたモニュメントに突き立て、

「もう一つは──この会議の一部始終を我々の用意した回線を通じて全世界に中継することだ」
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　賢けん人じん会かい議ぎを名乗る少女の声が、会議場に響ひびき渡った。

　執政官席からその姿を見上げ、ルジュナは息を呑のんだ。

　……いったい、何が……

　内心の動揺をかろうじて押しとどめ、冷静な表情を取とり繕つくろう。スポットライトの向こうに目を凝こらし、サクラという名の少女の背後、残る賢人会議のメンバー三人が間違いなく自分が知る人物であることを確かく認にんする。

　マザーコアの正体を探るために、二十階層の本部で解析作業を行っているはずの四人。

　その四人が何な故ぜこの場にいるのか。答えを求めて振り返り、テーブルに座るマザーシステム反対派の執政官達に視し線せんを向ける。

「皆様、これは……」

　これはいったいどういうことか──口にしかけたその問いが仲間達の視線に遮さえぎられる。黙だまって見ていろ、とでも言うように、五人の執政官達が静かに首を振る。

「問題ない、ルジュナ執政官」もっとも近い席に座る初老の執政官が、ルジュナだけに聞こえる小さな声で告げる。「訳わけあって君には伝達していなかったが、彼らの行動については我われ々われも了承済みだ」

　呆ぼう然ぜんと視線を戻し、少女の姿を遠目に凝ぎよう視しする。

　自分は、蛇へびと龍りゆうを見誤ったのではないか……

　胸の奥にくすぶっていたその不安が、膨ふくれあがっていく。

「そのような要求、通るとお思いですか？」

　朗々とした男の声に、はっと意い識しきの焦点を取り戻す。アニルはいまだに目の前に浮かんだままの正八面結晶体に一切臆おくすることなく、少女をまっすぐに見据える。

「この会議場には私を含め多くの魔ま法ほう士しがいます。どうやってここに入り込んだのかは問いませんが、外の警けい備び兵へいの皆様も異変に気づいて駆けつけてくるでしょう。それだけの兵力を相手に、あなた方は勝てるとでも？」

「容易たやすいことではないが、不可能ではないな」少女は傲ごう然ぜんと言い放ち「試したいと言うのであれは止めはしない。存分に力を振るうがいい。……もっとも」

　外がい套とうの裏に伸びた少女の手が、左右に三本ずつ、小さなナイフを掴つかみ出す。

　銀光を放つナイフの切っ先が眼下の市民をためらいなく照準し、

「貴方あなた達に、Ｉ－ブレインを持たない市民と官かん僚りよう、三万人以上を犠ぎ牲せいにする覚悟があれば、の話だが」

　市民達の間に明らかな動揺が広がる。人々は青ざめた顔で周囲の様よう子すをうかがい、頭を押さえてうずくまり、中にはすすり泣く者まで現れ始める。幾人かの市民がおそるおそる立ち上がって逃げようとし、自分を狙ねらう正八面結晶体の姿に気づいて転げるように椅い子すに座り直す。

　アニルの傍かたわらに立つ護ご衛えい役やくの少年が、息を呑のんで駆け出そうとする。

　その動きを視し線せんで制して、主席執政官が一歩前に進み出る。

「なるほど、テロリストにふさわしい古典的な手段です」アニルはこの状況におよそ似つかわしくない淡あわい笑えみを浮かべ「ですが、それは同時に愚かな手段でもあります。このような手段で会かい議ぎの席に着いたとして、そこで得られた結けつ論ろんに何の意味があるでしょう。対等な会議の参加者ではなく脅迫された人質と議論を交わして、あなた方は何を得ようと言うのですか」

　……兄にいさん……？

　アニルの目が少女を見ていないことに、唐とう突とつにルジュナは気づく。眼鏡めがねの奥に隠かくされた主席執政官の瞳ひとみは、賢けん人じん会議の代表者である少女を素通りしてその向こう、少女の背後に付き従う黒髪の青年の姿を捉とらえている。

　それに気づいたのか、青年の口元にも笑みが浮かぶ。

　賢人会議の参さん謀ぼう、天あま樹ぎ真ま昼ひる──その言葉を代弁するように、少女が口を開く。

「アニル・ジュレ執政官、周りを見て欲しい。この状況、貴方あなたは何も気づかれないか？」

　唐突な問いかけ。会議場にいる三万五千人以上のほとんど──賢人会議とアニルを除いた全すべての者が怪け訝げんな表情を浮かべる。

「気づく、とは、どういう意味でしょう」

「似ていると思われないか、と問うている」あらかじめ用意された言葉なのか、少女は即答する。「無論、このような手段が正当な物でないことは我われ々われも承知している。だが、仮に我々がもっと平和的な手段で会議への参加を求めたとしても、貴方達はテロリストの戯ざれ言ごとと切り捨てただろう。マザーシステムに賛さん成せいするのがシティの住民なら、反対するのも結局はシティの住民。マザーコアとして現実に虐しいたげられる魔ま法ほう士しに最も近い位置にいるのは我々であるのに、その我々が貴方達と同じ話し合いの場に立つためには犯罪者として振ふる舞まうしかない。……そういった事象の全すべてが、何かに似ていると貴方は思われないだろうか」

　……そういう……こと……

　冷たい感触が背筋を駆け上がるのルジュナは感じる。

　少女の姿を凝ぎよう視しし、無む意い識しきに口を開く。

「──これが世界の現実その物だと、あなたは主張しているのですね？」

　呟つぶやき、執政官席の周囲をアニルとは逆方向に半周する。

　少女の姿が最も良く見える位置まで歩を進めながら、何かに憑つかれたように言葉を吐き出す。

「この世界に生きる通常人のほとんどとマザーコアに対する適性を持たない大多数の魔法士は、マザーシステムの正体も、そのために虐げられる魔法士が存在することも知らずに日々を過ごしています。彼らがシティの恩恵を被こうむって安あん穏のんとした生活を過ごす一方で、マザーコアの開発のために生み出されたごく少数の魔ま法ほう士し達だけが、実じつ験けんサンプルとして使い捨てにされ、あるいはそれに反対して軍と敵対する立場に置かれています」

　大きく一つ息を吐く。

　少女の顔をまっすぐに見つめて、言葉を紡ぐ。

「世界の大多数であるシティの政治中ちゆう枢すうは自分たちの圧倒的な正しさを信じ、仮にマザーシステムの是非を問う場面であっても現に殺されていく魔法士達自身の意見が必要とは考えません。少数者である魔法士が世界に対して何かを主張するためには、望むと望むまいとに拘かかわらずテロリストと成らざるを得なくて……それは、それはつまり……」

　それはこの世界、賢けん人じん会かい議ぎが戦っている現実その物。

　つまり、少女はわずか直径三五〇メートルのこの空間に、

　……世界を丸ごと放り込んだ……

「マザーシステムの是非を論ろんずるのにこれ以上の舞ぶ台たいは無い。そして、この会議はニューデリー一国に留とどまらず、世界の全すべてに対して放送されるべきものだと私は考える」

　凛りんとした少女の声が、会議場に響ひびく。

　賢人会議の代表者である少女は眼下の人々を見渡し、

「──会議参加の許可を頂きたい。世界に生きる当事者の一人ひとりとして、我われ々われはその資格を十分に有しているはずだ」
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　船室の天てん井じように取り付けられたスピーカーから、ノイズ混じりの警けい告こく音おんが響いた。

　ヴィドは電子書類の積つみ荷にリストを繰くる手を止めて、顔をしかめた。

『……ん？　ヴィドさんどうしたの？　何か変な音したけど』

　立体映像ディスプレイの向こうで同じく注文票とにらめっこしていた弥生やよいが顔を上げる。壁かべのマイクに「ちょっと見てくる」と声を投げ、部へ屋やの隅すみの端末に向かう。積荷が満まん載さいの輸ゆ送そうフライヤーの貨物室はほんの数メートル移動するだけでも一苦労で、小さなコンテナを乗り越えたり床に散乱した機き材ざいをついでに片づけたりしているうちに汗が噴ふき出してくる。

　ニューデリーから北に数千キロ、ユーラシア大陸の中央部に広がる広大な平原地帯。

　インド地方で錬れん達と別れてから二週間近く。ヴィドが率いるフライヤーの商隊は、周囲に点在する町の間を渡り歩きながら、いつもと変わりの無い旅を続けている。

『それにしても、錬ちゃんとフィアからは全然連絡ないのよね？　二人ふたりとも大丈夫なのかしら』

　頭上のスピーカーから弥生の心配声が響く。二週間前に錬とフィアを見送ってからというもの、弥生は口を開けばその話ばかりしている。

「ま、大丈夫だろ。錬ちゃんも一応プロだしな」いつも通りの答えを返し、貨物室の隅に据え付けられた端末の前に座って「……さてっと。今日きようは何だ？　また空くう調ちようでもいかれたか？」

　鼻歌交じりにタッチパネルを叩たたき、旧式の設置型ディスプレイにステータス表示を呼び出す。その鼻歌が唐とう突とつに止まり、喉のどの奥から、うげ、という声が漏もれる。

『そりゃ私だって二人ふたりのことは信用してるわよ？』スピーカーからは、相変わらず脳天気な弥生やよいの声。『だけど、やっぱりお母かあさんとしては娘のことは心配だし、錬れんちゃんだって真ま昼ひると月つき夜よに比べたらまだまだ危なっかしいところあるし……って、ヴィドさん？』

「……弥生……」

『ちょっとヴィドさん聞いてるの？　ひょっとして、またスピーカー故障？』

「……弥生、何でもいいから映像受信用の端末開け。今すぐだ……」

『は……？』スピーカーの向こうで弥生が怪け訝げんな声を上げ、すぐにタッチパネルを操そう作さする気け配はいがあって『……ちょ……ヴィドさん、ちょっとこれ！』

　壁かべ際ぎわのマイクに、ああ、と生返事を返し、ディスプレイを凝ぎよう視しする。無む線せん通信を介してどこからか強制的に送りつけられた映像が、中央の表示窓いっぱいに大写しになる。

　どこかのシティの会かい議ぎ場じようと思おぼしき半球型の広大な空間。

　外周の座席を埋め尽くす、数え切れないほどの人の群れ。

　映像の中央、豪ごう奢しやな円形の台座の上に映し出される、政府要人と思しき白しろ装しよう束ぞくと眼鏡めがねの男。その傍かたわらでナイフを構える、ヴィドが良く見知った少年の姿。

　そして、カメラが辿たどっていく二人の視線の先。会議場の中央に浮遊する、もう一つの別な台座の中央──

『ヴィドさん……この映像……』

「ああ、前と同じだ。地球上全部、ありとあらゆる場所に向かって同時に放送されてやがる」

　ディスプレイの奥で胸を張る黒髪の少女を、ヴィドは呆ぼう然ぜんと見つめた。

　シティに対する宣戦布告から二ヶ月と少し──

　賢けん人じん会議が、再び世界の表おもて舞ぶ台たいに姿を現した瞬しゆん間かんだった。
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　新たな台座が会議場の底から浮上し、執政官席の正面で静止した。

　錬は呆然と目を見開き、用意されたテーブルを当然のように囲む賢人会議の面々を見つめた。

　執政官席の傍らに置かれた護ご衛えい役やくの椅い子すの上で拳こぶしを握りしめ、誰だれにも気づかれないように深呼吸を繰くり返す。冷たい汗が背中をべったりと濡ぬらし、少しでも気を抜くと手足が震ふるえだしそうになる。

　目の前で交わされた二人の執政官の議ぎ論ろん、突然現れた賢人会議の主張。

　何もかもに圧倒されて、息を吐くことさえままならない。

　……これが、政治……

　自分のこれまでの戦いを思い出し、暗あん澹たんたる気持ちになる。君には覚悟がないというアニルの言葉に反発した昨日きのうの自分の姿が頭をよぎり、目の前の光景が歪ゆがんで捻ねじれていくような錯さつ覚かくを覚える。

　どう足あ掻がいても誤ご魔ま化かしようがないほど、打ちのめされる。

　彼らと対等に語り合えるだけの言葉を、世界はかくあるべしという信念を持たなければ何もしてはいけないというのなら──

　自分には本当に、何を望む資格も、誰だれを助ける資格もありはしない。

　……僕は……

「まず、会かい議ぎ参加の許可を頂いたことについて、ニューデリー市民の方々にお礼申し上げる」

　凛りんと澄すんだ少女の声に、錬れんは我われに返って顔を上げる。錬の位置から向かって正面。黒いドレスに包まれた足を豪ごう奢しやな椅い子すの上で組み、賢けん人じん会議の代表者たる少女はこちらのテーブル、執政官席に座る白しろ装しよう束ぞくの十二人に鋭するどい視し線せんを投げる。

「ここまでの会議の様よう子すは我々も拝見させて頂いた。見事な討議だったと言うべきだろう。ことにルジュナ・ジュレ執政官、貴方あなたの主張には感服した。シティの為い政せい者しやという立場でありながら、貴方の言葉は我々賢人会議の意志の一部を代弁している。が──」

　思わせぶりに言葉を切り、少女は薄うすい笑えみを浮かべる。

「だが、そうは言っても、やはり緩ぬるい」

　尊大な態度で言い放ち、テーブルの上で両手を組む。

「いかに魔ま法ほう士しの擁よう護ごを謳うたおうとも、貴方の主張は所しよ詮せんは『シティの為政者』という立場に基づいたもの。仮にこの場で人々の心を動かすことが出来たとしても、シティという器が現状のままで存続し続ける限り民衆の意志は最後には必ず安易な選択に傾く」

　頭上のカメラにわずかに視線を向け、執政官に対してと言うよりは、中継の向こうにいる全世界の数え切れないほどの聴ちよう衆しゆうに語りかけるように、

「残念だが、シティにおける魔法士の権利を守るには、貴方のやり方では到底足りない」

「では──」

　とっさに言いかけたルジュナ・ジュレ執政官が、口をつぐんでテーブルを見回す。賢人会議との間で上う手まく意思の疎通が取れていないのか、マザーシステム反対派の筆頭であるはずの女執政官はおそるおそるという風に他ほかの反対派執政官に視線を向ける。

　錬が見つめる前で、反対派の五人の執政官が小さくうなずく。

　ルジュナは息を吐き、ややためらってから口を開く。

「……では、あなた方はどのような方策をお持ちなのでしょう。会議参加者としてこの場で発言権を得た以上、何らかの建設的な提案があっての事と期待しますが」言葉を切り、少女に視線を突き立て「それとも、テロリストはテロリストにふさわしく、マザーシステムに依よって運営される全すべてのシティを滅ぼして力ずくで魔ま法ほう士しを解放なさいますか？」

　あくまでも落ち着きを失わないその問いかけに、少女は無言で目を閉じる。

　数秒の沈ちん黙もく。

　少女は静かに息を吐き、聴ちよう衆しゆうの視し線せんを一身に集めて口を開く。

「我われ々われの主張の根幹は、二ヶ月前に世界に向けて放送した宣戦布告の通りだ。我々は魔法士の犠ぎ牲せいによって運営される現在のシティの存在を認めず、これを打破することを最終的な目的として活動している。その主張には一切の変更はない」

　そこで言葉を切り、少女は「──だが」と続ける。

　十二人の執政官に次々に射い抜ぬくような視線を向け、最後にちらりと錬れんを見つめて一つ息を吐き、

「だが我々は、我々の目的が一いつ朝ちよう一いつ夕せきで実現される物では無いことも十分に理解している。我々の目的はあくまでも魔法士の権利の確かく立りつであり、そのために大量虐ぎやく殺さつを引き起こすことは本意ではない。……故ゆえに」

　少女が音もなく椅い子すから立ち上がる。

　スポットライトの強い光の中、賢けん人じん会かい議ぎの代表者たる少女は市民席を見渡し、

「──我々は、ここに、協力者を募る」

　強い声。

　少女は長い黒髪を飾り羽根のように翻ひるがえし、頭上のカメラをまっすぐに見上げて、

「これはニューデリーに限らず、世界の全てのシティに向けた発言だ。我々『賢人会議』は、我々の主張を認め、マザーシステム撤てつ廃ぱいを目的として努力する用意のあるシティと、同盟を締てい結けつしたいと考えている──」




　頭の中が真っ白になった。

　錬はぽかんと口を開け、光の中に悠ゆう然ぜんと佇たたずむ少女の姿を見つめた。

　……同盟……締結……？

　その言葉が頭の中に浸透するのにしばらく時間がかかる。呆ぼう然ぜんと泳いだ視線が、少女の後ろ、テーブルの上で静かに手を組む黒髪の青年の姿を捉とらえる。

　青年の顔が、ゆっくりとこっちを向く。

　その口元に、いつもと何も変わりない、優やさしい笑えみが浮かぶ。

「……同盟締結とは……どういう意味であろう」

　執政官席の一つ、錬からテーブルを挟んでちょうど反対側で、マザーシステム反対派に属するはずの初老の執政官が声を上げる。賢人会議の協力者であるはずの執政官にとっても今の発言は全くの想定外であったのか、白しろ装しよう束ぞくに隠かくされた手がかすかに震ふるえている。

「対等の地位関係を求める、という意味だ」そんな男を見返し、少女は落ち着きを払った態度で応じる。「我われ々われは我々の主張に賛さん同どうするシティと協力体制を築きずく用意がある。だが、それは我々がシティの傘さん下かに入り、一部隊として活動するという意味ではない」

　そう言って、少女は口元に笑えみを浮かべ、

「我々『賢けん人じん会かい議ぎ』は、我々を単なるテロリストではなく一つの国家、あるいはそれに準ずるものと考え、対等の立場で外交を結ぶ用意があるシティを求めている」

「──馬ば鹿かげたことを」執政官席の別な場所、こちらはマザーシステム推進派の女の執政官が声を上げる。「あなた方は本気で、自分たちがシティと対等の立場にあると考えているのですか？　国家として遇ぐうせというのなら、あなた方の国民はいったい何人いますか。領土は？　軍隊は？　いくら大言を並べたところで、ここにいるあなた方はたった四人のテロリストに過ぎ……」

「──シティ・モスクワ自治軍陸戦師団全戦力と戦い、勝利することが可能な四人だ」

　余裕すら含んだ声で、少女が女執政官の言葉を遮さえぎる。

　口元に笑みを浮かべたまま言葉の主を見返し、

「現実を無視した発言は身を滅ぼすぞ、執政官殿。仮に我々がここで本格的な破は壊かい活動に出た場合、市民に何百万人の死者が出るか──すでに試算は済んでいるのだろう？」

　女執政官が言葉に詰まり、無言で口元に手を当てる。その表情がかすかに青ざめているのに気づき、錬れんは息を呑のむ。

　推進派に属する幾人かの執政官が、忌いま々いましげに少女を睨にらむ。

　それを確かく認にんしたのか、少女は静かにうなずく。

「我々は現在、とある場所に魔ま法ほう士しのための街を準備している。住民のほとんどが魔法士で構成される我々の街は通常の地ち熱ねつ発電プラントのみで十二分に運用が可能な物であり、マザーシステムに頼る必要もなければシティのエネルギーをかすめ取る必要もない。実質的な国力は貴方あなた達の街に匹敵、戦力は住民たる魔法士全すべて。……我々はその街を賢人会議の拠点として定め、我々に協力するシティに次のことを要求するつもりでいる」

　少女が視し線せんで合図を送るのに合わせて、真ま昼ひるがポケットから取り出した携帯端末を操そう作さする。この会議場のシステムはすでに掌しよう握あくしているのだろう、タッチパネルを叩たたくかすかな音に従って、周囲の巨大なディスプレイの映像が賢人会議の主張を要約した資料に書き換わる。

「我々の要求は三つ。シティに住む魔法士に対し、我々の街への移住を無制限に認めること。マザーシステムの稼か働どう率りつを現状の七十パーセントに制限し、コアの寿命の確かく保ほに努めること。そして、マザーシステムに代わる新たなエネルギーを開発するための研究機き関かんを我々と共同で設立し、シティにおける全ての研究費の五十パーセント以上をこの機関に配分すること」

　少女の声だけが、静まりかえった会議場に響ひびき渡る。

　市民達は息をするのも忘れて、少女の姿に見入っている。

「その見返りとして、我々は世界で最高レベルの軍事力を提供する。我々は、我々とその同盟者に敵対するシティに対して積せつ極きよく的てきな破は壊かい活動を行い、それによって得られる物資情報その他あらゆる物を、我われ々われに協力するシティに還かん元げんする」

　優ゆう雅がな所作で、少女が闇やみ色いろの外がい套とうを翻ひるがえす。

　鋭するどく尖とがった少女の視し線せんがこちらのテーブル、錬れんの目の前に座る主席執政官を見据え、

「これが我々の主張だ。そして我々は、この同盟者の第一候補としてシティ・ニューデリーこそがふさわしいと考えている」

　いかがか？　と少女の視線が主席執政官に問う。

　と。

「確たしかに、幾つかの見るべき点のある提案です」答えて、アニルは静かに首を振り「ですが、残念ながら、到底受け入れられる物ではありません」

　迷いなく断じて、白しろ装しよう束ぞくの執政官が椅い子すから立ち上がる。

　市民席をゆったりと見渡し、少女に向き直って、

「あなた方の主張する『魔ま法ほう士しのための街』という存在は、現状の世界において魔法士の権利を論ろんずる上で一考に値します。『マザーシステムに代わるエネルギーを研究するための共同機き関かん』という案も、実に興きよう味み深ぶかい。……ですが、そのためにマザーシステムの機能を削減し、他ほかのシティと明めい確かくに敵対するなど到底許容できることではありません」

　円形の台座の端、少女に最も近い位置まで静かに進み出て、

「マザーシステムの存在が魔法士を虐しいたげている──それは紛まぎれもない事実です。我々がいずれはマザーコアによるシティ運営から脱却しなければならない、というのも確かでしょう」

　台座の手すりに手を置いて立ち止まり、賢けん人じん会かい議ぎの面々に順に視線を向け、

「ですが、それは決して『市民の皆様の命と引き替えにしてでも』という意味ではありません。いかに問題があろうと、現に人類はマザーシステムの恩恵によって世界を維持しています。一いつ朝ちよう一いつ夕せきで変えられることではない。今の世界を守りながらでも、もっと穏おだやかに変革を進めていくことは可能なはずです」

　思わせぶりに言葉を切り、指先で眼鏡めがねを押し上げ、

「それとも……賢人会議の皆様にとっては市民の命など取るに足らぬものなのでしょうか？　マザーシステムとして殺される魔法士の権利を守るためなら、通常人の市民が何千万人死のうと眼中にはないと、それが賢人会議の考えでしょうか？」

　ひどく穏やかな口く調ちようで、アニルが言葉の剣を叩たたきつける。

　丁てい寧ねいな言葉遣いとは裏腹のあまりにも直ちよく截せつな物言いに、賢人会議の一員である銀髪の少年とポニーテールの女の子が目を見開く。

「……それは……」

　初めて、少女が言葉に詰まる。

　必死に言葉を探す少女に猶ゆう予よを与えず、主席執政官はさらなる攻こう撃げきを繰くり出す。

「市民の皆様もお聞き下さい。十年前、我われ々われは生き延びるためにマザーシステムという解答を得ました。もちろん正しい解答ではありません。我々が選んだその道は多くの争いと悲しみを生み、数え切れないほどの魔ま法ほう士しの命を奪ってきました。……ですが、それでもその解答は確たしかに、今こん日にちまでシティを支え、奪った命の何万倍もの命を救ってきたのです」

　そう言って市民席に向き直り、アニルは両腕を広げ、

「変革を急いではなりません。たとえ今の世界が間違っているとしても、その間違いは長い時間をかけて少しずつ正していくべき物です。マザーシステムは私たちにその時間を与えてくれる。私たちは安易な解答に手を出しては……」

「──お待ち下さい」

　唐とう突とつな声が演説を遮さえぎる。市民たちの視し線せんが声の主、賢けん人じん会かい議ぎのテーブルに集中する。

　思わず、錬れんは息を呑のむ。

　少女の背後、これまで静かに付き従っていた黒髪の青年が、静かに立ち上がる。

「ただ今の発言は公正とは申せません。異議を唱えます」

　呆ぼう然ぜんとそちらを振り返る少女の肩を叩たたき、真ま昼ひるが一歩進み出る。

　アニルは咳せき払ばらいして青年に向き直り、小さく首を傾かしげて、

「失礼ですが、あなたは……」

「賢人会議の参さん謀ぼう、天あま樹ぎ真昼と申します。アニル・ジュレ主席執政官」真昼は優ゆう雅がな態度で一礼し「重ねて申し上げます。ただ今の閣かつ下かの発言は到底公正なものとは言えません。賢人会議の一員として、訂正を求めます」

　アニルの表情に、一いつ瞬しゆんだけ怪け訝げんな色が浮かぶ。

　主席執政官は青年の顔をまっすぐ見つめ、すぐに口元に笑えみを浮かべて、

「公正でないとはどういうことでしょう。私はただ、私の考えを皆様にお伝えして……」

「閣下は、重大な事実を故意に隠かくしておられます」またしても真昼の声がアニルの言葉を遮る。「先ほど閣下は『問題は時間をかけて改善していけば良い』とおっしゃった。ですが、状況がそれほど猶ゆう予よのあるものでないことは、閣下もよくご存じのはずです」

「……真昼……？」

　黒髪の少女が、不ふ思し議ぎそうに声を上げる。

　市民席のあちこちから、ざわめきが起き始める。

「……意味が、分かりかねるのですが」

　錬が初めて聞く、どこか強こわ張ばったアニルの声。

　真昼は「いけません、閣下」と首を振り、小さく笑んで、

「閣下はこの市民会議の場で、勇気をもってマザーシステムの正体を告白なさいました。今、市民の方々の目はこの世界が置かれた現実と、自分たちが直面している問題に向けられている。──今をおいて他ほかに機き会かいはありません。世界の状況は市民の方々が考えているより遥はるかに切迫しています。閣かつ下かが今全すべての事実を明かされなければ、世界はいずれ重大な間違いを引き起こします」

　眼鏡めがねの奥に隠かくされたアニルの瞳ひとみが、かすかに見開かれる。

　君は、という声にならない呟つぶやきに、真ま昼ひるはうなずく。

　焼け付くような静せい寂じやくが会かい議ぎ場じようを支配し、人々の視し線せんを賢けん人じん会議の参さん謀ぼうと主席執政官の二人ふたりに釘くぎ付づけにする。わけもなく全身に鳥肌が立つのを感じ、錬れんは自分で自分の腕を押さえる。

　真昼の視線が、ゆっくりと天てん井じようのカメラを見上げる。

　その向こうにいる誰だれか──全世界でこの中継を見ているはずの二に億おく人にんの人々に向かって、青年はただ視線を向ける。
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　長い、呼吸も忘れるほどの沈ちん黙もく。

　真昼はカメラをじっと見つめ、静かに目を閉じ、

「閣下は全世界に対して公表すべきです」

　その言葉を、口にした。

「──このままマザーシステムを維持し続けたとしても、人類には未来がないという事実を」




　人々の呼吸が止まる音を、錬は聞いた。

　三万五千人の市民、主要機き関かんの代表者である軍人、官かん僚りよう、錬自身も、真昼の仲間であるはずの賢けん人じん会かい議ぎの面々までもが、一様に目を見開き、ただ青年の顔を呆ぼう然ぜんと見つめた。

「……そ……」賢人会議の代表である少女が、ようやくというふうに口を開く。「それは……真ま昼ひる、どういうことだ……？　それは、いったい……」

「言葉通りの意味だよ、サクラ」人々の視し線せんを一身に受けて、真昼は平然と応じる。「マザーシステムは確たしかに永久機き関かんだけど、永久に回り続けるのはエネルギーだけでそれを回してるエンジンやパイプがすり減っていくのを止めてくれるわけじゃないでしょ？　そういう機械的な部分が壊こわれちゃったら、エネルギーだけあってもどうにもならない。そういうこと」

　……あ……

　そうか、と錬れんは思う。この会議場にいる人々の中で真昼と過ごした時間が最も長い錬は、誰だれよりも早く真昼の意図を理解する。

　考えてみれば当然の話。

　シティはマザーシステムの力によって動いているが、別にマザーシステム『のみ』の力によって動いているわけではないと、ただそれだけの事だった。

　……マザーシステムが永久に動いても、『シティ』はそうじゃない……

　マザーシステムはエントロピー保存則を無視してエネルギーを循じゆん環かんさせる第二種永久機関。確かにこれがある限り、シティにおいてエネルギーが不足することは無い。今の世界で用いられている生産プラントは原料になる物質とエネルギーさえあれば食料品から演算素子まで何でも作ってくれるから、シティに住む人たちが普ふ段だんの生活の中で『本当はエネルギー以外の物は無限にあるわけではない』という事実を認にん識しきする場面はほとんど無い。

　だけど、現実問題として、機械は必ず劣化する。

　生産プラントの機能低下やライフラインの故障、そういった機械的な部分の劣化を防いでくれるような便利な機能は、もちろんマザーシステムには無い。

　ネジが壊れたのなら『ネジ用の生産プラント』で新しいネジを作って付け替えればいい。パイプが破損したら『パイプ用の生産プラント』で新しいパイプを作って交換すればいい。だけど、その『ネジを作るための生産プラント』だっていつかは必ず壊れる。それを修理するためにはそれこそ『生産プラントを作るための生産プラント』が必要で、その大元のプラントも壊れてしまったら今度は『生産プラントを作るためのプラントを作るためのプラント』が必要になって……

　結局、いつかは全すべてが壊れてしまう日が来る。

　そして、生産プラントやシティそのもののような巨大な建造物を一から作り直す力は、もう、今の人類には残されていない。

「いくらマザーシステムがあっても、シティっていうマザーシステムの器その物が壊れていくのは止められない。まして、マザーシステムっていう本来想定されてないエネルギー供給源を付けられたシティは、百年前に建造された当時からは考えられないスピードで劣化して行ってるんだ」

　それだけ少女に言って、真ま昼ひるはアニルに向き直る。

　青年は白しろ装しよう束ぞくの執政官をまっすぐに見つめ、困ったような笑えみを口元に浮かべて、

「そこでお尋たずねします、アニル・ジュレ閣かつ下か。仮にこのままマザーシステム体制を維持し続けたとして、シティはあと何年保もちますか？　──閣下のおっしゃる『マザーシステムが与えてくれる時間』がどれほどの猶ゆう予よなのか、その正せい確かくなところをお教え願ねがいたいのですが」
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　氷のナイフを突き立てられたような冷たさが背筋を走り抜けるのを、アニルは感じた。

　スポットライトの光の中で深く息を吐き、視界の先に佇たたずむ青年の姿を凝ぎよう視しした。

　……彼が、賢けん人じん会かい議ぎの『指し手』ですか……

　マザーシステム反対派が呼び寄せたテロリストの中にただの人間がいるらしいという情報は、アニルもおぼろげに掴つかんでいた。その人間の青年が賢人会議の参さん謀ぼう役やくらしいと聞いたときから、気には留めていた。メルボルン跡地における戦せん闘とうでモスクワ自治軍を手玉に取ったあの手並み。ただ者であるはずがない。指揮官として極めて優すぐれた能力を持っているのだろうと、警けい戒かいはしていた。

　それでも、危き機き感かんはなかった。

　いかに優ゆう秀しゆうであろうと所しよ詮せんはテロリストの参謀役。持てる視野の広さ、世せ界かい観かんには自おのずと限界があるだろうと高をくくっていた。

　……どうやら、侮あなどっていたようです……

　賢人会議の目的は魔ま法ほう士しの解放だとアニルは聞いている。マザーコア開発のため、あるいはその他ほかの実じつ験けんのため、世界中のシティで殺されていく魔法士を救うのが彼らの目的だと、そう、他ならぬ賢人会議自身が主張している。

　実際、アニルも、いかにもテロリストらしい目的だと疑っていなかった。

　この会議が始まり、賢人会議が姿を現すまでは。

　……そんな甘いものでは、無いようですね……

　シティと戦い、軍事力をもってこれを打倒し、魔法士を解放する──そんな安直な目的で賢人会議は動いていない。あの黒いドレスの少女や騎き士しの少年、光使いの少女はともかく、少なくとも目の前にいるこの青年の目はもっと別な、もっと遠い場所を見ている。

　──面おも白しろい、と思う。

　そこまでの視野を持った若者が自分の前に現れた偶然、自分に時間が残されていないこの瞬しゆん間かんに、しかも敵として現れた皮肉──何もかもが面白いとアニルは思う。

「アニル……」

　背後から投げられる小さな声に視し線せんだけで振り返る。もっとも手近な席に座ったマザーシステム推進派の執政官が、首を横に振る。

　隣となりに座る反対派の執政官が、まったく同じ動作をする。

　マザーシステムに賛さん成せいする者と反対する者、その双方が、「その情報だけは隠かくすべきだ」と主張している。

　……申もうし訳わけありません……

　シティの為い政せい者しやとして当然のその声なき声に、首を横に振って応こたえる。

　目を見開いて何かを言いかける執政官を無視して、青年に向き直る。

「……まず、市民の皆様にお伝えしておかなければならないことがあります」静かにそう告げて、息を吐く。「このシティ・ニューデリーは、戦後十年、魔ま法ほう士し擁よう護ご政策を進めて参りました。我われ々われは他ほかのシティがマザーコアの開発に使う力を全すべてシティの機き械かい部分の増強に向け、マザーコアの寿命を延ばすことに力を尽くしてきた。……今から申し上げる数値は、その成果であるとご理解下さい」

　市民席をゆっくりと見渡し、一息。

　淡あわい笑えみでこっちを見つめる青年に小さな笑みを返し、

「主席執政官の権限において、お答えします」

　全世界に映像を中継しているはずのカメラをまっすぐに見上げ、

「このニューデリーで五十年、他のシティならば三十年。……それが、人類に残された時間です」
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　世界の全てが、凍り付いた気がした。

　ヘイズは愕がく然ぜんと目を見開き、ガラス窓に手を突いてかろうじて自分の体を支えた。

「……な……」

　その後に言葉が続かない。思考が頭の中を空転して、まともな形を成さない。噴ふき出した汗がべったりと背中を濡ぬらす。自分の意志とは無関係に右手が震ふるえだし、左手で押さえても止まらなくなる。

　落ち着け、と自分に言い聞かせる。

　いいから落ち着けと心の中で自分を殴り倒し、会かい議ぎ場じようの中央に佇たたずむアニルを睨にらみ付ける。

　……あのおっさん、今、何を……

　脳が言葉の意味を理解するにつれて、心の中に生まれた衝しよう撃げきが膨ふくれあがっていく。わけもなく口元に手を当て、会議場から視線を逸そらす。

　いくらマザーシステムに頼ったところで、シティの寿命はあと数十年ほどしか保もたない。

　アニルの口から明かされたその真実が、混乱した頭に少しずつ染み渡っていく。

　……ちょっと待て……！

　ようやく言葉の意味を理解できたらしい市民達が、会かい議ぎ場じようのそこかしこで騒さわぎ始める。わずかな話し声はすぐに巨大な怒ど号ごうとなり、会議場全体を激はげしく鳴めい動どうさせる。

　自分たちの命を支えるシステムが数十年後には間違いなく消滅する、と──

　その事実におののく人々を横目に、しかし、ヘイズは彼らとは全く別な方向に思考のベクトルを向ける。

　……ってことは、どうなる……

　現在の世界はマザーコアという犠ぎ牲せいによって成り立っている。ニューデリー以外のシティの指し導どう者しや達は多くの命を救うという大義名分の元、実じつ験けん室しつで生まれた魔ま法ほう士しを使い捨てにしている。彼らはマザーコアの供給を安定させ、システムを維持することに心血を注いでいる。マザーシステムに代わる可能性を模索すべき、という少数の意見はシティの厳きびしい現状の中で黙もく殺さつされ、人々は魔法士を犠牲にするという解決策を受け入れている。

　が、そこには当然、「マザーシステムさえ維持できれば、人道的な問題を抱えながらでも人類はともかく生き続けることが出来る」という大前提が必要になる。

　マザーシステムが間に合わせの延命処置に過ぎず、いくら魔法士の脳を切り刻んだところで数十年後には決定的な破局が訪れる──それが真実だというのなら、状況は一変する。

　ほんの数十年。解決策も無く、ただ目の前の問題を誤ご魔ま化かすために殺されていくのがマザーコアであり、シティの魔法士だというのなら……

「……う……そ……」

　傍かたわらで呟つぶやく少女の声に、我われに返って振り返る。マサチューセッツのエージェント、『千里眼クレアヴオイアンスNo.7』という名の少女はガラス玉のような目を虚うつろに見開き、どこともしれない場所を呆ぼう然ぜんと見つめている。

　小さなその唇から、かすれた吐息が漏もれる。

　力無く掲げられた右手が、正面のガラス窓に指先で触れる。

「おい、お前……」

「……うそ……よね……？　だって、そんな……なによ……それじゃ……」

　分からないことを切れ切れに呟いて、少女がガラス窓に両手を当てる。

　そのまま、壊こわれた人形のように、ずるずると座り込む。

「お、おい……」とっさに声を上げ、舌打ち混じりに頭をかき「いや……お前、いいからちょっと落ち着けよ。や、気持ちは分かる、すげー分かる。分かるけど、けど……だから、な？」

　自分でもめちゃくちゃな事を、しどろもどろに言い募る。

　と。

　少女はうつむいたまま、くぐもった声で問う。

「……分かるって……何が……？」

「何がって！　そりゃ、お前、あれだ、だから──」

　すさまじい音が、答えを強制的に遮さえぎる。

　いきなり振り上げられた少女の拳こぶしが、窓ガラスめがけて叩たたきつけられる。

「な……」一いつ瞬しゆん、我われを忘れて息を呑のむ。「な、何やってんだお前！　んなことやってる場合じゃねーだろちょっと止まれよお前──！」

　鈍にぶい音が何度も何度も繰くり返し響ひびく。叩きつけられる少女の手が裂けて、見る見るうちに血まみれになっていく。

　細いその手を背後から掴つかみ、力任せに動きを止めさせる。

「落ち着けっつってんだろうが！　こんなことやって何にな──」

　言い終わる間もなく、頬ほおに鋭するどい痛み。

　掴んだのとは逆の少女の手が、振り返りざま、何の遠えん慮りよもなくヘイズの頬を張り飛ばす。

「て、てめぇ！　なにしやが……」

　半ばまで出かかった声が、止まる。

　勢いで外れた少女のサングラスが、床に転がって高い音を立てる。

「お前……」

「……ふざけんじゃないわよ……あたしは……あたしは──！」

　切れ切れだった少女の声が、いきなり弾はじける。

　つかまれた手を強引に解ほどき、少女はその手でヘイズの胸を叩く。

「うわ……！　ちょ、お前……！」

「うるさいバカ──！」傷だらけの少女の手が、ヘイズの顔や胸をでたらめに叩く。「何よ！　なんなのよそれ！　マザーコアがあってもなくてシティはどうせ滅びるって、じゃああたし達は何で生まれたのよ！　毎日毎日バカみたいに魔ま法ほう士し作って、バカみたいに殺して、そういうのが全部目先の問題をどうにかするための誤ご魔ま化かしで、ホントは何の解決にもなってませんでしたって、そんなんで……そんなんで良いと思ってんの──！」

　少女の拳からどんどん力が抜けていき、半ばヘイズにすがりつくような格好になる。それでも少女は手を止めず、うつむいたまま声を張り上げる。

「あたしと一いつ緒しよに作られた子はみんなマザーコアとして死んだ！　あたしだってもっと普通の能力しか持ってなかったら同じように殺されてるはずだった！　ちょっとの間だったけど友達になった子もいた！　悔しかった！　でも、我慢してシティに従った！　これは仕方ないんだって、こうすればみんながずっと幸せに生きていけるんだって、そう言われたらもう何言っても無む駄だだから、だから黙だまって、誰だれも恨まないでやってきた──！」

　諦あきらめたのは相手の方が正しいから。こうすれば大勢の人が助かる、お前達が死に続ける限り人類は命を繋つないでいくことが出来るのだという現実の前で、それでも生きたいなどという主張はただのわがままと蔑さげすまれ、無視されるだけだから。

　その前提が違う、シティの運命は数十年先に必ず尽きるもので、自分たちは目先の問題を誤ご魔ま化かすためのただの捨すて駒ごまだと言うのなら、

「なんなのよ……。あたし達はいったい何なのよ──！」

　光の無い少女の瞳ひとみから、一粒、また一粒と涙がこぼれ落ちる。

　もはやジャケットの襟えりを掴つかむばかりの細い指が、小刻みに震ふるえる。

「お前……」

「そっとしといておやりよ」背中越しにサティの声。「半端な慰なぐさめでどうにかなるもんじゃない。あんた、そういうのは苦手だろう？」

「……あんたは、あんまし驚おどろいてねえんだな」傍かたわらに歩み寄る老ろう婆ばの気け配はいに、ヘイズは振り返ることなく「シティの寿命のこと……知ってたのか？」

「技術屋だからね。知らなくても、想像はついてたよ」サティは息を吐き「やりきれない話さね。まったく」

　窓の向こうの会かい議ぎ場じようでは、会議の運営委員が「静せい粛しゆくに！」と声を張り上げている。この状況でなお会議を進行しようという姿勢は見上げたものだが、残年ながら、興こう奮ふんした市民達はもはやそんな言葉では収まらない。

「ありゃダメだな……アニルのおっさんが何か言わねぇと収まらねー」ヘイズは呟つぶやき、未いまだに腕の中でうつむいている盲もう目もくの少女を見下ろして「あー……なぁ、お前。そろそろ、なんつーか……」

　少女の髪に手を伸ばそうとした途と端たんに、襟えり元もとの通信素子からかすかな発信音。舌打ち混じりに手を引っ込め、ジャケットの襟をつかんで口元に引き寄せ、

「なんだ！　こっちは今」

『赤髪の兄にいちゃんか！　ちょうどええ！　通信封ふう鎖さされまくりで執政官の人らのところまで音声届かへんねん！』いきなり耳元で叫ぶ、訛なまりの強い少年の声。『詳しく話しとる暇ない！　会議中断や！　推進派の執政官の人ら連れて、今すぐそこから脱出したって！』

「は……？」

　一いつ瞬しゆんだけ間抜けな声を上げ、次の一瞬には思考が戦せん闘とう状態に切り替わる。通信素子を手のひらで覆おおい、耳を押し当てて、

「……どうした。反対派の軍が動いたか？　だったら、とりあえずアニルのおっさんの部下捕まえて……」

『そんな甘いもんちゃうわい！』せっぱ詰まった少年の声。『おれらみんなまとめて完かん璧ぺきに一杯食わされたわ！　この会議、何から何まであの賢けん人じん会議の兄ちゃんの手のひらの上かもしれん！』

「待て！　何がどうなってやがる！　ちっと落ち着いて説明──！」

　慌てて問うヘイズを遮さえぎって、通信素子がけたたましいノイズ音を発する。「あ！　おい、こら！」と叫んだ時にはすでに遅く、おそらくは通信妨害によって回かい線せんを失った素子から砂をこするような音だけが響ひびく。

　……何だ？……

　床に片かた膝ひざをついて腰を浮かし、右手でジャケットの裏の銃を探る。窓の向こうで混乱したままの会かい議ぎ場じようにくまなく視線を巡らせ、市民席に配置された警けい備び兵へい達がともかくも警戒態勢を崩していないのを確かく認にんする。

　……クソったれ……

「ババァ、なんだか知らねぇけどやべぇ。すぐに動くぞ」肩越しにサティを振り返ってそう告げ、未いまだに腕の中でうつむいたままの少女を見下ろし「ってことで、立てるか？　立てねぇんだったら……」

　言いかけた言葉がそこで止まる。少女の手がジャケットの襟えりを強く掴つかむ。

　小さな肩の震ふるえがいつの間にか止まっていることに、ヘイズは唐とう突とつに気づく。

「お、おい……？」

「……ごめん、気が付くのちょっと遅れた」静かな、独り言のような少女の声。「正面から脱出するのはもう無理よ。通路が完全に塞ふさがれてる。……一般兵だけじゃない、魔ま法ほう士しもかなりいる。突破するのは難むずかしいわね……」

　は？　と目を見開くヘイズの前で、少女が顔を上げる。

　涙の色がわずかに光る頬ほおを指先で強く拭ぬぐい、少女はガラスのような瞳ひとみで市民席の扉を睨にらみ、

「──来るわ」




　　　　††††††††††††††




　割れんばかりの怒ど号ごうが、会議場を覆おおい尽くした。

　錬れんは呆ぼう然ぜんと椅い子すから立ち上がり、真ま昼ひるとアニル、二人ふたりの顔をぎこちなく見比べた。

「どういう……こと？　あと五十年とか三十年とか……それ、何……」

「うん、だからね」

「言葉通りの意味ですよ、錬君」

　やんわりと諭さとすような真昼の声に、アニルの言葉が続く。白しろ装しよう束ぞくの主席執政官は静かにこっちを振り返り、穏おだやかな笑えみを浮かべて、

「地球上に残された六つのシティは、マザーシステムの有無にかかわらずいずれ必ず滅亡します。このニューデリーを除く他ほかのシティで三十年。……そうですね。錬君が大きくなって誰だれかと結ばれて子供が出来て、その子が今の錬君ぐらいの年になるあたりが人類の限界でしょうか」

「……兄にいさん……」

　傍かたわらの執政官席から虚うつろな声が上がる。ルジュナ・ジュレ執政官が、青ざめた顔で自分の兄を見上げる。

「どうしてですか……。それだけは、その事だけはマザーシステムに賛さん成せいであろうと反対であろうと最後まで必ず隠かくし通すと。それが十年前、ニューデリー執政院が再建されたときに最初に交わした約束だったはず……」

「申もうし訳わけありません、ルジュナ、それに皆さんも」アニルは執政官席の面々に頭を下げ、真ま昼ひるに視し線せんを向け「ですが、残念ながらこの青年の主張には理があります。秘密はいずれ暴あばかれる物。そして、その秘密を正しく人々に伝えることが出来る機き会かいは今をおいて他ほかにありません」

　その言葉に、真昼が口の中で小さく、恐きよう縮しゆくです、と呟つぶやく。

　アニルはそんな真昼に向きなおり、小さく一つ息を吐いて、

「さて。これでとうとう明かされるべき秘密も尽きました。この上は議ぎ論ろんを尽くし、市民の皆様に審しん判ぱんを仰あおぐのみ。……賢けん人じん会議の主張が人々に受け入れられるか否か、心ゆくまで舌戦と参りましょうか」

　何かを楽しむような声でアニルが問う。

　数秒。

　真昼は、いえ、と静かに首を振る。

「それは僕としても願ねがってもないことなのですが……残念ながら時間切れです、閣かつ下か」

　青年の右手が、すっと目の前に掲げられる。一本だけ立てられた細い指が、リズムを取るような動きで空中に何かのサインを描く。

「ようやく、こちらの準備が整ととのいましたので」

　静かな声でそう告げて、真昼が笑う。

　瞬しゆん間かん──

　会議場の扉という扉が、いっせいに開け放たれた。




　──ライトの明かりに煌きらめく無数の銃口を、錬れんは見た。

　市民席の中ほど、会議場を三十六等分する位置に設けられた扉からなだれ込んで来たニューデリー自治軍の兵士達は、市民席の通路にそって整せい然ぜんと列を成し、ある者は場内に配置されていた仲間のはずの警けい備び兵へいを取り押さえ、ある者はあわてふためく市民たちに短機関銃を突きつけた。

　数百名の兵士達の後に続いて飛び込んできた自治軍の制服姿の魔ま法ほう士し達が、それぞれに騎き士し剣けんや空気結晶の槍やりを構えて会議場の中央、政府高官が座る台座に次々に飛び移る。

　その中の幾人かに見覚えのある顔を見つけて、錬は息を呑のむ。

　ここ数日アニル邸で過ごす間にすれ違った、マザーシステム推進派に属する、アニルに従っているはずの魔法士達……。

「──閣下」

　初老の域にさしかかった一人ひとりの騎き士しが、数名の魔ま法ほう士しを引き連れて錬れんがいる執政官席の台座に飛び移る。騎士はアニルの前に進み出ると、床に片かた膝ひざをついて剣を置く。

「無礼をお詫わびいたします閣かつ下か。この会かい議ぎ場じようは我われ々われが占拠いたしました。どうぞ、無益な抵抗はおやめ下さい」

「これは……いったいどういうことでしょう」

「我らのわがままです。お許し下さい」強こわ張ばった表情で問うアニルに、初老の騎士は頭こうべを垂れ「そして、どうか我らの願ねがいをお聞き届け下さい。閣下はこのニューデリーに無くてはならないお方。閣下がニューデリーにあればこそ、我らはこのシティに従ってきたのです」

　騎士の後方に従う部下らしき魔法士達が円卓に駆け寄る。魔法士達は自分が属する派は閥ばつの代表者であるはずの推進派の執政官達を次々に椅い子すから引きはがし、拘こう束そくしていく。

　そんな部下達の動きを無視するように、初老の騎士はあくまでも恭うやうやしい態度で顔を伏せ、

「どうかご自愛下さい。──我ら一同、シティの一時の安定のために、閣下をマザーコアとして死なせるわけには参りません」

　……な……

　言葉の意味を理解するのに、しばらく時間がかかる。

　……アニルが、次のマザーコア……？

　かすかに強張った主席執政官の横顔を、錬は愕がく然ぜんと見上げる。

「……なるほど」

　と、ため息混じりの呟つぶやき。

　アニルは会議場の隅すみ々ずみまでを制圧する自分の部下達を見下ろし、真ま昼ひるに向き直って、

「これがあなたの本当の策ですか、賢けん人じん会議の参さん謀ぼう殿どの」

　はい、と真昼が笑う。

　音もなく立ち上がる賢人会議の他ほかの三人を背後に、悠ゆう然ぜんと会議場を見下ろし、

「これで詰みです。アニル・ジュレ主席執政官」
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　第一階層の中央を貫く大通りをイルは駆ける。あふれかえる人の波を流水の動きでかきわけ、傍かたわらに立つ少女の手を引いてひた走る。街頭のディスプレイの周囲には、会議中継を呆ぼう然ぜんと見上げ、あるいは混乱気味に声を張り上げる市民達。その群衆を盾たてに警けい備び兵へいの目をかいくぐり、階層間バイパス道に至る道を突き進む。

「あかん！　回かい線せん切れてもうた──！」

　通信素子を襟えり元もとからむしり取り、手のひらで握りしめて口の中で叫ぶ。中央塔周辺に展開された高レベルの通信妨害のせいで会議場への回線を途絶された通信素子が、砂をこするようなノイズ音を発する。

　ダメ元で二度、三度と回かい線せんの回復を試み、ついに諦あきらめて天を仰あおぐ。

　通信妨害が完成する前にともかく警けい告こくは送った。具体的な情報は何一つ伝えることが出来なかったが、こうなったらあのヘイズという名の青年を信じるしかない。

　……頼むで、赤い兄にいちゃん……！

　青年の顔を思い出し、心の中で手を合わせる。敵の動きを正せい確かくに把握できているのが自分たちだけだというのに、それを伝える手段が無いのがもどかしい。自分一人ひとりならあらゆる警けい備び網もうをすり抜けて会かい議ぎ場じように侵入することも可能だが、今から向かったところで間に合わない。

　中央塔周辺、緑地公園の一帯はすでに、敵勢力の支配下にある。

　第一階層全域に展開されたニューデリー自治軍陸戦部隊一個師団──

　そのおよそ一割にあたる部隊が周辺警備という本来の任務を放棄し、中央塔を包囲してすでに内部への突入を開始している。

　……いったい、どないなっとんねん……

　後方遥はるか遠くにそびえ立つ中央塔の姿を一いつ瞬しゆんだけ振り仰ぎ、心の中で毒づく。自分たちにしたところで掴つかんでいるのは自治軍の部隊の動きだけ。具体的に何が起こっているのかは全く見当が付かない。

　敵がすでに動き出しているはずの今でさえ、イルが警戒していたような事態は何一つ起こっていない。何しろ、マザーシステム反対派に属する部隊は全すべて当初の持ち場についたまま、中央塔の異常に混乱している気け配はいさえ見られる。

　中央塔を攻こう撃げきしている、完全武装の、通常の市街地警備より二レベル上の火器を装備した兵士達──

　それらは全て、マザーシステム推進派の、アニル・ジュレ主席執政官に従っているはずの兵士達だった。

『──ちょっと、状況はどうなったの？』

　手のひらに握ったままの通信素子から緊きん迫ぱく感かんを孕はらんだ月つき夜よの声。慌てて小さな素子を襟えり元もとに戻し、回線を開いて、

「お、今度はこっちが通信回復かいな」

『中央塔の通信妨害に手を取られて二十階層の妨害は手て薄うすになってるみたい。予定通りね』答えて月夜は息を吐き『……じゃなくて、だから状況よ、状況。会議場の中とは連絡取れたの？』

「通信妨害かかる前に何とか警告だけは出来たわ」答えて、背後にちらりと視線を向け「てか、このちびっ子のおかげやな。おれ一人やったらさっぱり気づかへんかった」

　手を引かれたまま懸けん命めいに走る少女が「な、何ですか──？」と慌てた声を上げる。「何でもあらへんよ」と答えて視線を正面に戻し、少女に合わせて歩ほ調ちようを少しだけ緩ゆるめる。

　実際問題、このフィアという少女がいなければ危なかった。

　マザーシステム反対派に属する指揮系統の部隊ばかりに気を取られていた自分に少女が「こっちの味方のはずの部隊の動きがおかしい」と教えてくれなければ、それを月つき夜よに伝える事も、ぎりぎりとはいえ会かい議ぎ場じよう内ないのヘイズに警けい告こくを送ることも出来なかったはずだ。

『すごい子でしょ。死ぬほど感かん謝しやしなさいよ』月夜はノイズ混じりの声でさらりと答え『っていうか、事前に説明できなくて悪かったわね。こっちの派は閥ばつの部隊が裏切ってるんなら通信素子の音声とか全部筒抜けになってるかもしれないし、昨日きのうの夜のうちに話そうにも誰だれかに盗み聞きされてるの確かく実じつだったから』

　だから自分が二十階層のマザーシステムに向かっていることも隠かくしていたのだ──そう説明する月夜に、イルはうなずく。

　四つ角を曲がって比較的人通りの少ない通りに入り、油断なく周囲に視し線せんを巡らせ、

「てか、そろそろ説明してもろてもええか」通信素子を口元に引き寄せ、通りのそこかしこにたむろする市民に聞かれないよう注意しながら「敵がこっちの味方の部隊を寝返らせて中央塔を攻める、てお前の読みはばっちり当たったけど、それでも納得いかへんで。いったい何が起こっとんねん。あの賢けん人じん会議の兄にいちゃん、いったいどんな手品使つこうてん」

　小声でそう問うと、通信素子の向こうで『はぁ？』と妙な声が上がる。

　月夜は少しの間沈ちん黙もくし、すぐに呆あきれたように、あのねぇ、と呟つぶやいて、

『この忙しいときに何わけの分かんないこと言ってんのよあんた。そんなの、私に分かるわけないじゃない』

「……は？」

　イルは思わず目を見開く。

「いやちょっと待て。ほんならお前、なんでこっちの派閥の部隊が寝返るて気がついてん。あの兄ちゃんが、こっちに警けい戒かいされとるマザーシステム反対派の戦力やなしに、推進派の戦力使えるようにして会議場を直接攻めてくるいうんは……」

『それは真ま昼ひるの奴やつがどんな手使ったかとは関係ないわよ』月夜は当然のような声で『賢人会議がまとめて囮おとり役やくをやってるんだから、他ほかにこのニューデリーで真昼が使える駒こまって言ったら自治軍しか無いでしょ？　けどマザーシステム反対派の息のかかった部隊は当然こっちにも警戒されてる。だったら、あとは何とかして推進派側の部隊を切り崩すしかないじゃない』

　いったん言葉を切り、一つ息を吐いて、

『どんな手使って何考えて、なんて気にしてたら真昼の思うつぼよ。そんなものこっちの対応や状況次第でいつでも変わるし、あいつは一つ目的があったらその目的のために常に百個は手を用意してる。……それでも、その最終的な目的だけは動かせない。今のこの状況で真昼が使える駒は他にないし、その駒で一番効率よく攻めれる場所も一個しかない。だったら、どんな方法かは分からなくても、結局はその駒動かしてその場所攻めて来るに決まってるじゃない』

　早口にそれだけ言って、月夜が、分かった？　と問う。

「……いや……何ちゅうか……まあ分かった」

　曖あい昧まいに答えて通信素子からいったん手を放す。月つき夜よの言葉を理解するにつれて、心の中に驚きよう愕がくが膨ふくれあがっていく。

　……どんな姉弟やねん、こいつら……

　月夜が話した理屈は、もちろん誰だれが相手でも通じるという類たぐいの物ではない。普通の人間は自分が置かれた状況でベストの行動が分かったとしても、それが実現不可能なら次善の策で妥協する。だが、賢けん人じん会かい議ぎの参さん謀ぼうにはそれがない。あの青年はあらゆる状況で常に最強の手を選択し、それを実現する能力を持っている。

　そして、月夜は、そのことを一ひと欠片かけらも疑っていない。

　自分の家族に対する絶対の信頼──それが、彼女の予測を支えている。

『分かったら急いで』通信素子の向こうで、かすかな緊きん張ちようを孕はらんだ声『向こうの一番の狙ねらいが会議場なら、他ほかの場所に対する注意はどうしても甘くなる。私たちはそこを突く。この状況で全部を先読みして会議場以外の場所に動いてる部隊があるとはさすがに真ま昼ひるも思わないはず。──向こうが裏の裏ならこっちは裏の裏の裏。今回の作戦の一番の肝きもを押さえるわよ』

　月夜の言葉に意い識しきを向けつつ、通りを曲がって小さな公園に飛び込む。階層間バイパス道の入り口に最も近い公園。人通りの無い並木道を途中で脇わきに逸それ、木立の中に分け入ってポケットから取り出した小さな素子を起動する。

　かすかな振動音と共に偏へん光こう迷めい彩さいが取り払われ、黒くろ塗ぬりの軍用フライヤーが木々の合間に忽こつ然ぜんと姿を現す。

『推進派が用意してたコア交換用の機き材ざいは、資材に偽装して昨日きのうのうちにマザーシステムの傍そばまで運んである。あとは警けい備びの部隊を黙だまらせて機材を中に運び込むだけ。──私たちは会議場の執政官達が上う手まく脱出するなり何なりしてその「マザーコアの候補」が確かく保ほできた場合に備えて、マザーシステムの方を押さえる』

　マザーシステムという言葉が漏もれ聞こえたのか、背後に立つ少女の呼吸がわずかに乱れる。それに気づかないフリをしてフライヤーのドアを開け、イルは操そう縦じゆう席せきに身を滑すべり込ませる。

「作戦りょーかいや」言葉を切り、少し迷って「けど、ほんまにええんか？　弟止めるため言うたかて、お前、マザーシステムとかそういうのは……」

『嫌いよ』通信素子の向こうで月夜が即答する。『大っ嫌い。マザーシステム認める連中の手て伝つだいするなんて、本当なら気分悪くて吐きそうよ』

「そ……そうなんか……？」

　淡たん々たんとした口く調ちようが逆に恐ろしく、無意識に息を呑のむ。

　この先を聞くべきか迷い、意を決して、

「せやけど……ほんならお前、何で手伝ってくれんねん。おれに隠かくれて賢人会議を支援する方法ぐらい、なんぼでも……」

『賢けん人じん会かい議ぎのやり方が、シティのやり方よりもっと嫌いだからよ』

　通信素子の向こうで月つき夜よが即答する。

　一つ息を吐く気け配はいがあって、月夜は「あのね」と呟つぶやいて、

『私は確たしかにマザーシステムが嫌いよ。何にも悪いことしてない魔ま法ほう士しの人を生いけ贄にえにして生き延びるくらいなら、死んだ方がマシだって思ってる。……でも、それは私の考えであって、人に押しつけて良い事じゃないの。たとえ間違った方法の結果でも現にシティはあって、そこで幸せに暮らしてる人がいるんだから、そこにのこのこ出て行って「お前達は間違ってる」なんて偉そうに説教する権利、部外者の私たちには無いの』

　それが理由よ、と月夜が静かな声で答える。

「……何となくやけど、分かった」イルはうなずき「もう余計なことは聞かへん。よろしく頼むわ」

　そう言って通信を切り、息を吐く。

　フライヤーの演算機き関かんのスイッチを入れ、ドアの向こうに立ちつくす少女を見上げる。

「それで、お前はどないするんや？　ちびっ子」

　え？　と目を丸くする少女。

「いや、せやからな」イルは短い白髪をわしわしと指でかき「お前はあんまりマザーシステムとか近寄りたくないんやろ？　こっちはこっちに任せて、お前は会議場におる彼氏助けに行った方がええんとちゃうんか？」

　数秒の沈ちん黙もく。

　少女はかすかに顔をうつむかせ、唇を噛かむような表情で声を絞り出す。

「……いいえ……」呟つぶやき、毅き然ぜんと顔を上げて「私も行きます。……私も、私に出来ることをやります」

「そーか」

　イルは一つ息を吐く。

　少女のエメラルドグリーンの瞳ひとみを見つめ、大きくうなずいて、

「ほな行こか。時間もあらへんしな」
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　巨大な金属同士が触れ合うかすかな衝しよう撃げきが、円卓を震ふるわせた。

　賢人会議の四人を乗せた円形の台座は会議場の中央を進み、錬れんと執政官達が座る台座に接触したところで静止した。

「……真ま昼ひる兄にい……」

　思わず呟く錬に、真昼は手すり越しに柔らかく笑えんで応こたえる。執政官達が座る円卓に向き直り、テーブルに残った反対派の執政官五人に会釈して、

「皆様のご協力に感かん謝しやします。おかげで、無事に作戦を完了することが出来ました」

「……貴公らがこの会かい議ぎに参加する、という所までは事前の作戦案通りでしたが」反対派の執政官の一人ひとりが苦虫を噛かみ潰つぶしきった顔で「全世界に向けてあそこまでの主張をするという話は、聞いていなかったように思いますが？」

「申もうし訳わけありませんが、我われ々われにも我々の目的というものがあります」真ま昼ひるは笑えみを絶やすことなく「作戦遂行のためにリスクを冒して囮おとり役を務めたのです。賢けん人じん会議として、せめてこの程度の見返りは頂かなければ」

「良いではないか」とこちらは別の、初老の執政官「いずれ我らが賢人会議と同盟を組むことになれば、遅かれ早かれ他ほかのシティも賢人会議の主張を知るところとなるのだ。今回のことは良い機き会かいだと私は考え……」

「お待ち下さい！」

　淡たん々たんとした執政官同士の会話に、ルジュナの鋭するどい声が割って入る。反対派六人の中でただ一人ひとり、事の成り行きを呆ぼう然ぜんと見つめていた女執政官は、我に返ったように振り返って仲間達に詰め寄り、

「これはいったいどういうことですか！　私は、このような作戦は──！」

「知らんだろうとも、ルジュナ・ジュレ執政官」初老の執政官が平然とうなずく。「そこの賢人会議の参さん謀ぼう殿どのの策で、今日きようの作戦は全すべて貴官には秘密で進めておったからな」

　なに、と小さく呻うめくルジュナ。

　ゆっくりと目を見開いていく女執政官に、初老の執政官は何かを悲しむような視し線せんを向け、

「これより貴官を拘こう束そくする。……我々に対する数々の虚偽の報告、マザーコアの候補者の正体を知りながら、その事実を隠いん蔽ぺいしたのが貴官の罪状だ」

　他の四人の執政官達がそれぞれに愁うれいを含んだ表情でうなずく。愕がく然ぜんと見開かれたルジュナの目が、後方に立つ黒髪の青年を振り返る。

「……天あま樹ぎ真昼。あなたは……」

「感謝します、ルジュナ執政官殿」正面から叩たたきつけられる視線に、真昼は小さく息を吐き「マザーコアの候補者が推進派の要人の誰だれかなのではないか──推測は出来ても確かく証しようは得られなかったし、それが誰かまでは僕には特定できませんでした」

　スーツのポケットに手を差し入れ、小さなデータディスクを取り出し、

「ようやくそれが分かったのは昨日きのう。閣かつ下かがつけていた、この日記のおかげです」

　その言葉に、ルジュナが息を吐く。

　白しろ装しよう束ぞくの女執政官は何かを悟ったような顔で目を閉じ、傍かたわらの椅い子すに腰を下ろして、

「昨日の作戦……あなたの目的はアニル・ジュレ執政官の部へ屋やでは無く、私の部屋だったのですね」

「閣かつ下かの私物の端末から、データをコピーさせて頂きました」真ま昼ひるはディスクをしまい、かすかに視し線せんを逸そらして「誤解がないように申し上げておきますが、僕も最初から閣下を疑っていたわけではありません。主席執政官の実の妹でいらっしゃる閣下なら何かご存じなのではと思い、最初に調ちよう査ささせて頂いたまでのこと。深い理由などありません」

　幸運でした、と真昼が小さく呟つぶやく。

　ルジュナはそんな青年に視線を向け、そうでしたか、とうなずき──

「待ちなさい、ルジュナ」

　突然投げられたその声に、真昼とルジュナは同時に振り返る。

　二人ふたりの視線が交差する先には、部下である魔ま法ほう士し達に包囲される主席執政官の姿。

　アニルは喉のど元もとに騎き士し剣けんの切っ先を突きつけられたまま、強こわ張ばった表情で自分の妹を見つめ、

「いったいどういうことですか。ルジュナ、あなたは……」

「閣下がお察しの通りです」

　言葉を失うアニルに、真昼は静かに答える。

「閣下は上う手まく隠かくし通したお積つもりだったのでしょうが、ご自身の妹の目は欺あざむけなかった」言葉を切り、女執政官に少しだけ視線を向け「……ルジュナ閣下は知っておられたのです。御自身の兄が自らマザーコアに志し願がんしたことも、その理由も」

「そ、それってどういうこと──？」

　堪こらえきれずに、錬れんは口を挟む。

「アニルはニューデリーのために自分をマザーコアにすることに決めたんだよね？　じゃあ、それを知ったルジュナさんは、お兄にいさんを助けようとしたってこと？　自分が知ってるマザーコアの正体は仲間の人には伏せて、お兄さんが死ななくて済むようにコアの交換を阻止しようとしたって……そういうこと？」

　勢い込んで問うと、沈ちん黙もくが返ってくる。

　真昼は「んー」と額ひたいに指を当て、なんだか悲しそうに笑って、

「おしいけどちょっと違う。この人はね、そんな甘い人じゃないんだよ」

　そう答えて、真昼は執政官席に向き直る。

　五人の執政官に順に視線を向け、最後にルジュナを見下ろして、

「自分の兄がマザーコアとして命を捨てようとしていることを知り、その理由を悟ったあなたは考えた。兄の気持ちは良く分かる。シティのために身を捨てようというその覚悟は、出来るなら尊重したい、と」

　言葉を切り、手すりに片手を突いて身を乗り出し、

「だけど、黙だまってそれを許したのでは十年前の、先代の主席執政官がマザーコアとして死んだときと同じになる。マザーコアの交換を認めることはマザーシステム反対派の政治的な敗北を意味し、このシティにおける魔法士擁よう護ごの流れはますます厳きびしい物になってしまう。かと言って自分が政治力を駆使してコアの交換を中止させれば、兄の意志が無む駄だになるのみならず、市民の生活を根底から破は壊かいし、多くの犠ぎ牲せい者しやを出してしまう。どちらの結末も望ましくない。……そこで、あなたは策を練った」

　台座の手すりに片足だけ腰掛ける格好で視し線せんを頭上に向け、

「『賢けん人じん会かい議ぎと協力関係を結ぶ』──そんな無む謀ぼうな作戦を反対派の執政官達に提出して、あなたは僕たちをニューデリーに招き入れた」

　賢人会議の他ほかのメンバー三人が、は？　と目を丸くする。

「真ま昼ひるさん……？」

「待て真昼！　策とはどういうことだ！」

　銀髪の少年と黒髪の少女が、代わる代わるに叫ぶ。

　真昼はそんな二人ふたりを振り返り、「言葉の通りだよ」と呟つぶやいて、

「ルジュナ・ジュレ執政官、あなたには最初から全すべてが見えていた。僕たちが大人おとなしく執政院に利用されるはずがないことも、この状況を利用して世界に自分たちの主張を発信しようと動くことも。……それを承知で、あなたは僕たちをニューデリーに呼んだ。賢人会議が自分たちの意向を無視して勝手に暴ぼう走そうを始め、マザーシステム反対派の主張をより巨大に、より尖せん鋭えい化かしてニューデリー市民の前に突きつけてくれることを期待して、ね」

「真昼、それは……」

　長い黒髪の少女が、思わず、という風に口を開く。

　それは、まさに自分たちが今やったことではないのか、と──

　声にならないその問いかけに、真昼は小さくうなずく。

「おそらくあなたの筋書きはこうでしょう、閣かつ下か。……賢人会議をニューデリーで自由にさせておけば、僕らは必ず動き出す。たとえこの会議がなかったとしても、僕たちは『賢人会議』としての存在を世界に誇示するために必ず何らかの行動を起こす。あなたはその行動を黙だまって見守り、あるいは自分たちとの関係を隠かくしたままサポートして、僕たちに過か激げきで精せい鋭えい的てきな活動を行わせ、その陰で自分たちは『マザーシステム反対派』として必要な主張を市民に行う」

　淀よどみない動作で手すりを乗り越えて執政官席に乗り移り、ルジュナの傍そばに歩み寄って、

「市民たちに『マザーシステム推進派』対『賢人会議』というイメージが十分に植え付けられたところで、あなたは推進派に手を回してコアの交換を実行させる。同時にあなたは僕たちにその妨害行動を起こさせつつ、自分は反対派の執政官を言いくるめて賢人会議との関係を絶つ決断をさせる。賢人会議は『行きすぎた主張を行うテロリスト』として自治軍に敗北し、場合によっては捕らえられる。マザーコアの交換が成功する一方で市民たちには『反社会的な行動を取った賢人会議が倒され、ニューデリーが守られた』というイメージだけが残り、あなたたちマザーシステム反対派の主張は無傷のままで生き続ける」

　そう言って視線を向ける真昼に、ルジュナは無言でうなずく。あくまでも毅き然ぜんと、臆おくすることなく顔を上げるその姿に、錬れんはぞくりと肌が粟あわ立だつのを感じる。

　……なんて、作戦……

　マザーコアの交換を成功させながら、同時にこのシティにマザーコア反対の思想を根付かせる、少なくともその芽を残す。マザーシステム推進派を勝利させながら、同時にマザーシステム反対派を『敗北させない』。

　そのために、自分たちと同じようにマザーシステム反対を唱えながら、自分たちの代わりに敗北してくれる誰だれかを呼び寄せるという、遠大な策──

「見事です。正直、感服しました」

　真ま昼ひるは息を吐き、束つかの間ま、目を閉じる。

　その目を静かに開け、まっすぐアニルに向き直り、

「閣かつ下か。あなたは他ほかでもない、あなた自身の妹を侮あなどった。ご自身の妹が真実に気づいている可能性を考こう慮りよされなかった」

　呆ぼう然ぜんと佇たたずむ白しろ装しよう束ぞくの男を見つめて、

「申もうし訳わけありませんが、ここまでです。あなたがマザーコアとして死ぬことは我われ々われ賢けん人じん会かい議ぎが許しません──アニル・ジュレ主席執政官」




　　　　††††††††††††††




　兵士達の足音が、幾つも重なり合って頭上から響ひびいた。

　ヘイズは闇やみの中に身をかがめ、息を殺してその足音をやり過ごした。

「……クソったれ！」

　兵士達の気け配はいが消えた瞬しゆん間かん、溜たまっていた怒りをまとめて吐き出す。手のひらの上の携帯端末に会議場の映像を映し出し、執政官席を制圧するアニルの部下達を睨にらんで、

「あいつら何やってやがる！　そんなことやってる場合じゃねぇだろうが！」

　直前までいた貴き賓ひん席せきの真下、取り外し可能な床板を一枚隔へだてたわずかな空間。ヘイズはサティとクレアと三人で身を寄せ合い、携帯端末から会議場の天てん井じようのカメラを介して様よう子すをうかがっている。サティの指示で飛び込んだこの空間はシティでもほとんどの者が存在を知らないらしく、貴賓席を頻ひん繁ぱんに出入りしている兵士達が気づく気配はない。

　自分たちをこの部へ屋やまで案内してくれたあの士官は、今は反逆者の一人ひとりとして会議場の中央、執政官席の上。

　彼が仲間にこの部屋のことを知らせたのは、間違いなかった。

「……けど、確たしかに、アニル執政官の部下の人達の気持ちも分かるわよね」

　隣となりで膝ひざを抱えていたクレアがぼそりと呟つぶやく。

　自分の『千里眼』で会かい議ぎ場じようの様よう子すを観かん察さつしているらしい少女は、ガラス玉のような瞳ひとみを闇やみの奥に向け、

「あの人たちはアニル・ジュレ執政官が作った『魔ま法ほう士しと普通の人間が仲良く暮らす街』を信じてるのよ。たとえここでシティの機き能のうが一時低下することになっても、主席執政官さえいればニューデリーはもっと良くなる、って。それって……」

「バカ野郎──！」呟くようなクレアの声を、ヘイズは遮さえぎる。「アニルのおっさんはな、心しん臓ぞうに病気抱えててもう寿命なんだよ！　どうせ死ぬんならシティのために死んでやるってそういう腹なんだ！　おっさんの部下共が言ってんのは、見当外れもいいとこなんだよ！」

「……は……？」

　クレアが間の抜けた声を上げる。

　少女は不ふ思し議ぎそうな顔をこっちに向け、は？　ともう一度呟いて飾り物の目を見開き、

「ちょ、ちょっと待ってよ！　それホントなの？　だったらダメじゃない！　ここでマザーコアにならなくてもすぐに病気で死んじゃうって言うんだったら、何であの人たちあんなこと！」

「そこだけは都合よく隠かくして、『アニルのおっさんがマザーコアとして死ぬつもりだ』ってところだけ伝えたんだろうよ！」ヘイズは今の状況も忘れて激はげしく床を叩たたき「クソったれ！　今からでも遅くねえ！　あいつらにそのこと教えてやれば！」

「……無む駄だだよ」

　水を差すように、闇の向こうから静かな声が響ひびく。

　振り返るヘイズに、サティは息を吐き、

「この状況で今さらそんな話をしたところで意味なんか無いさね。どんな証拠を出して見せたって、時間稼かせぎのための作り話ってことになっちまうのがオチだよ」

　そんな、とクレアが息を呑のむ音。

　ヘイズは「あーったく！」と頭をかきむしり、

「とにかく動くぞ！　あの状況じゃアニルのおっさんも錬れんも身動き取れねぇ。この会議場で今まともに動けんのはオレ達だけだ！」

「どうやって動くつもりだい」腹立たしいほど落ち着いたサティの声。「外は警けい備び兵へいがわんさか、魔法士もいるんだよ。不意でも突くってんならともかく、正面からのこのこ出て行っても蜂はちの巣になるのがオチさね」

「落ち着いてる場合かよババァ！」ヘイズは思わず老ろう婆ばに詰め寄り「あんたの息子むすこと娘だろうが！　ちったぁ焦るとか慌ててその辺うろうろするとかだなぁ──！」

「失礼だね！　あたしゃ十分焦って──」

「ちょっと待って！」

　いきなり割り込んでくる少女の叫びに、ヘイズとサティは取っ組み合いをやめる。振り返ると、少女は飾り物の瞳ひとみで闇やみの天てん井じようを見上げ、んー、と首を傾かしげている。

「何だ？　何か思いついたか？」

「じゃなくて……さっきからニューデリー自治軍の通信が……」

　少女は意い識しきを集中するように目を閉じ、「あれ」と小さく声を上げ、

「二十階層の警けい備び部隊が騒さわいでる。マザーシステムがどうのとか……。そっか、通信系統が混乱してんのね。だから第一階層にはまだ情報が伝わって無くて……」

　言いかけて、唐とう突とつに少女が黙だまり込む。少女は目を閉じたまま、んー、と額ひたいに指を当てる。

「お、おい。どうした」

　おそるおそる声を掛けるヘイズ。

　そのまま数秒。

　クレアは飾り物の目を静かに開き、会かい議ぎ場じよう中央の方向にまっすぐに顔を向け、

「……使えるわね、これ」
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　天井に埋め込まれたスピーカーから、甲かん高だかい警告音が鳴なり響ひびいた。

　執政官席で呆ぼう然ぜんと顔を伏せていたルジュナは、はっ、と我われに返った。

　……第一種……いえ、これは特級の警戒警報……？

『ニューデリーその物の存続に関かかわる危き機き』を表すその警告音に、今の自分の置かれた状況も忘れて椅い子すから立ち上がる。円卓の向こうに座るマザーシステム反対派の執政官五人がそれぞれの顔に怪け訝げんな表情を浮かべ、その後方に集められた推進派の執政官達も彼らを拘こう束そくする自治軍の魔ま法ほう士し達も不安そうに互いの顔を見合わせる。警告音の意味を理解できないだろう賢けん人じん会議のメンバー四人とアニルの護ご衛えい役やくの少年は耳をつんざく轟ごう音おんに顔をしかめ、不ふ審しんそうにニューデリー自治政府の関係者達の反応をうかがっている。

　そんな人々の中でアニルただ一人ひとりが、表情をわずかも揺らがせることなく佇たたずんでいる。

　白しろ装しよう束ぞくの主席執政官は何かに気づいたように眼鏡めがねの奥の目を細め、頭上に浮かぶ立体映像ディスプレイを見上げている。

　そんな執政官席から見下ろす会議場のあちこちで、人々のざわめきが膨ふくれあがる。外周の参加者席に座る市民、そこに銃口を向ける兵士、誰だれもがこのニューデリーで最も恐れるべきその警戒音に不安の表情を浮かべる。

『──警告。特級警戒警報を発令します』

　機械合成された電子音がスピーカーの向こうでそう宣言する。会議場の中央、ルジュナから見て頭上に浮かぶ十二枚の巨大な立体映像ディスプレイに、真まっ赤かな『警告』の文字が映し出される。

　全すべての人々の視し線せんが中央の立体映像ディスプレイに集中する、ほんのわずか一いち刹せつ那な。

　瞬しゆん間かん、それを待っていたかのように、指を弾はじくような小さな音が警けい告こく音おんに紛れて響ひびく。

「え──」

　賢けん人じん会かい議ぎの騎き士しの少年が、真っ先に何かに気づいたような声を上げる。少年が不ふ審しんに視線を巡らせるよりも早く、ルジュナの足下、会議場の浮遊する円形の台座の『下側』でかすかに火花の散る音がする。

　……これは……！

　危険を悟ったルジュナは、とっさの判断で円形の台座の手すりを両手で掴つかむ。同時に、直径五メートル近い執政官席の円形の台座がルジュナが座る方向に大きく傾く。テーブルの上の水差しや調ちよう度ど品ひんが転げ落ち、台座の外周の柵さくに引っかかって止まる。アニルが、真ま昼ひるが、台座の上に乗る全ての者が、外周の手すりや台座に固定された円卓の縁ふちをつかんでかろうじて転倒を免まぬがれる。

　台座の下側から、黒い煙がうっすらと立ち上る。

　おそらくは電でん磁じ場ば浮遊システムの一部を破は壊かいされた円形の台座が、不安定にぐらりと揺れる。

「真昼──！」

　隣りん接せつする賢人会議用の台座の上で、黒髪の少女が自らの参さん謀ぼうの名を呼ぶ。執政官席に乗り移ってしまっていた青年は手すりを片手でつかんで器用にバランスを取り、少女に手を振って見せる。

　その体が、再度、別な方向に傾く。

　続けざまに三度指を弾く音が響き、その度に台座の下側から新たな破壊音が応答する。

　……これは、ヘイズの……

　確かく信しんを持って視線を巡らせ、市民席最上段の上、青年が母と共にいたはずの貴き賓ひん席せきを遠目にうかがう。さっきまで無人だったはずの貴賓席に見知った青年の姿を認めた瞬間、さらに四度指を弾く音が聞こえる。

　円形の台座がほぼ垂直に近い状態にまで大きく傾き、次の瞬間、浮遊システムを完全に破壊された台座は、賢人会議の魔ま法ほう士し達が残る隣となりの台座を取り残したまま、すり鉢状の会議場の底に向かって落下を開始する。

　市民席から人々の悲鳴が上がる。

　視界を流れ去っていく会議場の様よう子すが、Ｉ－ブレインなど持たないルジュナの視界に不思議なほどゆっくりと捉とらえられる。

　垂直になった手すりにぶら下がる格好のルジュナの右手で、アニルの護ご衛えい役やくの少年が動く。腰のナイフを右手に構えた少年は共に落下する椅い子すを足場に器用に跳ちよう躍やく。次の瞬間、半透明な球形の揺らぎに包まれた少年の体は数メートルの距きよ離りを転移し、ルジュナから見て左側、無防備に落下を続けるアニルの傍そばに出現する。

　主席執政官に向かって手を伸ばす、黒髪の少年。

　が、次の瞬しゆん間かん、その手の動きを遮さえぎるように銀光が宙に翻ひるがえる。

　ルジュナにとっては完全に同時としか捉とらえられないタイミングで立て続けに五つの火花が散り、大きく弾はじき飛ばされた六度目の火花が『デュアルNo.33』という名の少年の姿を取ってようやくルジュナの視界に認にん識しきされる。二本の騎き士し剣けんを両手に構えた少年は片方の剣を足場にするように自分の爪つま先さきに触れさせ、次の瞬間、跳ちよう躍やくの姿勢を取ったかと思うと再びルジュナの視界からかき消える。

　が、その姿はほんの数メートルの距きよ離りを移動したところで、再び速度を減じてルジュナの視界に出現する。

　その右手が黒髪の青年、賢けん人じん会かい議ぎの参さん謀ぼうの腕を掴つかむのを、ルジュナは視界の端に見る。

　攻こう撃げきの手を逃れたもう一方の魔ま法ほう士しの少年が、アニルの体を細い腕に抱える。再び跳躍姿勢を取ろうとした少年の頭上めがけて、黒髪の少女が高速で飛来する。ツインテールに編あんだ長い黒髪を飾り羽根のように翻ひるがえし、少女が両手に構えた投とう擲てきナイフを一挙動に投げ放つ。同時、その動きを予測したように、指を弾く鋭するどい音。ルジュナには全く捉えられない速度で射出された六本のナイフは目標である少年との中間地点付近でようやく視界に出現。見えない壁かべに阻はばまれるようにその形状を失い、砂のように崩れ落ちる。

　指を弾く音が立て続けに幾度も響ひびき、天てん井じようの照明という照明が根こそぎ破は壊かいされる。闇やみに包まれた視界の先で、アニルの体を抱えた護ご衛えい役やくの少年がこっちに向かって跳躍する。必死に差し伸べられた手が、直前で大きく離はなれていく。体に感じる重力が突然消滅し、ルジュナは会議場の底に叩たたきつけられる寸前で落下を止める。

　頭上には、金髪をポニーテールに結わえた少女の姿。

　セレスティ・Ｅ・クラインはこっちを見下ろして、安心したように息を吐く。

　黒髪の少年が小さく舌打ちを漏もらし、アニルの腕を肩に担ぎ直して跳躍する。半透明の揺らぎに包まれた少年の姿は瞬時にルジュナの視界から消失。会議場を包む闇に紛れていずことも知れない場所へと消える。

　部下の魔法士達によって拘こう束そくされていた推進派の執政官達は、他ほかならぬその魔法士達の手によって助け出される。自分自身が魔法士である反対派の執政官達はそれぞれの方法で空中に留とどまる。

　無人となった円形の台座が、会議場の底に叩きつけられる。

　すさまじい衝しよう撃げき。

　押しつぶされた巨大な構造物の残ざん骸がいが、幾つもの破片を撒まき散ちらして甲かん高だかい金属音を立てた。




　天井の照明が非常用の補助系統に切り替わり、視界に光が戻った。

　セレスティ・Ｅ・クラインの能力に支えられたルジュナの体は、会議場の底に降り立った。

　すぐさま駆け寄った兵士達が、ルジュナの両手に手て錠じようをはめる。金髪の少女は何か言いたそうに口を開きかけ、その口をつぐんで息を吐く。

　その傍かたわら、砕けた台座の部品が転がる一帯に、反対派の執政官達と賢けん人じん会かい議ぎの他ほかの面々が着地する。天あま樹ぎ真ま昼ひるが自分を救った騎き士しの少年に礼を言い、執政官達に向き直る。

「派は手でにやられましたね。上う手まくタイミングを取られたようです」

　呟つぶやいた青年の瞳ひとみが、襲しゆう撃げき者しやを捜すように会議場を見渡す。その視し線せんを追ってルジュナは貴き賓ひん席せきの様よう子すをうかがい、ヘイズたちの姿が消えているのを確かく認にんして心の中で息を吐く。

「詰めを誤った……とまでは行かぬが、いささか面めん倒どうなことになったな」執政官の一人ひとりが、青年の言葉に応じる。「このままアニルに自由に動かれては困る。すぐに追つい撃げきを出したいところではあるが……」

　言葉を切り、執政官が頭上の立体映像ディスプレイを見上げる。天樹真昼も「ええ」とうなずき、同じ方向に視線を向ける。

「そうしたいのは山々ですが……今はあちらの方が急務でしょう」

　十数メートル四方の巨大な立体映像ディスプレイに、ようやく送られてきた二十階層の映像が映し出される。鳥の卵に似た五百メートルほどの巨大な建造物を背景に、倒れ伏す無数の兵士の姿がディスプレイを埋め尽くす。

　本来の三分の一以下にまで数を減じた兵士達はもはや隊列を失い、血走った形ぎよう相そうで短たん機き関かん銃じゆうの銃口を四方八方に向ける。

　通信役らしき兵士のせっぱ詰まった声が、会議場に響ひびき渡る。

『応答願ねがいます！　こちら第二十階層西部第三区、マザーシステム警けい備び部隊、どなたか応答願います──！』

　必死の形相で叫ぶ兵士の背後で、立て続けに幾度も銃声が響く。銃を持つ手を押さえて次々にその場にうずくまる兵士達の間を、白いジャケットを纏まとった人ひと影かげが高速で走り抜ける。かろうじて残った兵士達が人影に向かって引き金を引き、その銃撃をすり抜けた人影は踊るように兵士達に肉にく薄はくする。

　人影が右手を無造作に兵士の首に当て、兵士達は銃を構えたまま次々に倒れていく。

　銃撃の音が一つ、また一つと、確かく実じつにその数を減じていく。

『現在、我わが部隊は正体不明の敵と交戦中！　戦況は不利！　応援、応援を──！』

　言いかけた兵士の声が唐とう突とつに途と切ぎれる。映像が目線の高さから舗ほ装そうタイルすれすれの位置までゆっくりと落下し、人間の体が地面に倒れ伏すときの鈍にぶい音が響く。

　耳障りなノイズ音と共に映像が安定し『信号消失』のメッセージと共に回線が途切れる。

　静せい寂じやく。

　五人の執政官達と賢人会議の面々が、頭上のディスプレイを険けわしい表情で睨にらんだ。
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　最後の兵士が舗ほ装そうタイルの上に倒れ伏し、銃じゆう撃げきの音が止やんだ。

　第二十階層西部第三区、マザーシステム区画。イルは周囲に転がる兵士達の姿に一つうなずき、両手の指の関節を鳴らした。

「よっしゃ。もう出てきてもええで、ちびっ子」

　戦場から少し離はなれた場所を振り返り、大声で呼びかける。偏へん光こう迷めい彩さいで隠かくされていたフライヤーが強化コンクリート壁へきの陰に姿を現し、中からエメラルドグリーンの瞳ひとみの少女がおずおずと降り立つ。

　こっちの傍そばまで小走りに駆け寄り、兵士達を見回して、

「あの……殺しちゃったんですか……？」

「気絶させただけや。あっちの姉ねえちゃんも銃持ってる手しか狙ねらわへんかったしな」

　その言葉に応こたえるように、視界の先で偏光迷彩が解除される。強化コンクリートで長方形に区切られた広大な敷しき地ちの奥。卵形の巨大な建造物の向こうから、ボディスーツを着込んだ月つき夜よが姿を現す。

「あら……？」こっちに向かって軽く手を振りかけ、傍かたわらに立つ少女の姿に気づいて「ちょっと……なんでフィアまで連れて来ちゃったのよ！　危ないでしょうが！」

「む……無理やり連れて来たんちゃうぞ。このちびっ子が自分からついてくる言うたんや」

　額ひたいに青筋を立てる月夜にちょっとどもりながら答える。フィアも慌てた様よう子すで「ほ、ほんとです！」と応援する。

「本当でしょうね」月夜は三さん白ぱく眼がんでこっちをじーっと睨にらみ、少女に視し線せんを移して打って変わった心配顔で「本当ならいいんだけど……あんた、本当に大丈夫なの？」

　イルがしたのと似たような問いかけに、少女はまっすぐ顔を上げて「はい」とうなずく。月夜は少し心配そうな顔で笑い、「わかったけど、無理はダメよ？」と少女の髪を撫なで、

「それじゃさっそく、始めましょうか」

　バックパックから携帯端末を取り出し、タッチパネルを手早く叩たたく。十数秒の間があって演算機き関かんのかすかな駆動音が響ひびき、編あみ目めのような西部第三区の通りの向こうから大型の輸ゆ送そうフライヤーが姿を現す。

　フロントガラスの奥の操そう縦じゆう席せきは、完全な無人。

　自動操縦のフライヤーは三人の目の前をゆっくりと通り過ぎ、卵形の建造物──マザーシステムの側面に設けられた資材搬はん入にゆう口ぐちの隔かく壁へきの前で止まる。

「ほら、ぼけっとしないの。あんたの出番よイル」

「へいへい」

（アクセス。『シュレディンガーの猫は箱の中』）

　月つき夜よの言葉にひらひらと手を振り、ポケットに片手を突っ込んで無造作に隔かく壁へきに歩み寄る。そのまま立ち止まることなく歩を進め、進路を遮さえぎる隔壁の存在を量子力学的トンネル効果で『透過』する。

　全身を水に浸ひたすような感覚が一いつ瞬しゆんだけあって、薄うす明あかりに照らされた広大な空間が目の前に出現する。

　振り返って隔壁の脇わきに駆け寄り、壁かべに埋め込まれたタッチパネルを操そう作さする。

　大きく開け放たれていく隔壁の向こうからフィアと月夜が中に飛び込み、その後ろで輸ゆ送そうフライヤーが前進を開始する。

　静かに前進するフライヤーの駆動音に混ざって、遠くに幾つもの別な演算機き関かんの駆動音を聞く。丸レンズのサングラスを外して目を凝こらし、視界の彼方かなたに無数の軍用フライヤーの姿を認める。

「さっそく来よったな。向こうの増援や」

「オッケー、予定通りね」

　フライヤーのコンテナが完全に隔壁を通過したのを確かく認にんし、タッチパネルを操作する。巨大な隔壁がゆっくりと下り、マザーシステムの入り口を再び塞ふさぐ。

　月夜が急ぎ足でこっちに駆け寄り、タッチパネルを手早く操作する。隔壁の解除コードが書き換わり、外部からでは開けない状態になる。

　しばしの沈ちん黙もく。

　三人は同時に、大きく息を吐く。

「ひとまず作戦成功、ってとこね」月夜がボディスーツのフードを外し、長い髪をばさばさと振る。「さて、こっからは臨りん機き応おう変へん。敵と味方の動き次第。下へ手たすると長期戦になるし、最悪、私たちだけ孤立って事も有り得るわけだけど……」

「ま、どうせ最は初なっから無む茶ちやな作戦やねんからな。出たとこ勝負上等や」イルは首の関節をぐりぐりと回し「ってことで、まずは外の連中との連絡確保やけど、何か手ぇ考えてあるんやろうな？」

　ニューデリーに限らずシティの常として、マザーシステムの内部の端末はセキュリティのために外部から完全に隔かく離りされている。外に敵の部隊が展開されれば通信妨害も行われるだろうから、こっちの味方と連絡を取るのは極めて難むずかしい。

　が、月夜はなぜか「ああ」と笑い、

「それは楽勝。出来の良くない手は何個か考えてあったんだけど、全部要らなくなったわ」

　そうあっさり答えて、不安そうに周囲を見回してる金髪の少女に意味ありげな視し線せんを向ける。

「は？　おい、そらどういう……」

「内ない緒しよよ」首を傾かしげるイルに月夜は即答し「こっちの秘密兵器。……言っとくけど本当に内緒よ？　無理に聞き出そうってんなら、もう何も協力しないから」

　自分の話が出ているのに気づいたのか、フィアが「何ですか？」と駆け寄って来る。月つき夜よはそんな少女をおいでおいでと手招きし、耳元に顔を近づけて、

「あんたにちょっとお願ねがいがあるの。……実はね」

　こそこそと何かを耳打ちすると、少女が「そうなんですか」と目を丸くする。任せて下さいとうなずく少女の髪を撫なで、月夜がこっちを振り返る。

「通信回かい線せん、確かく保ほ完了」得意げに胸を張り、輸ゆ送そうフライヤーの巨大なコンテナを見上げて「それじゃ作戦第二段階スタートよ。籠ろう城じよう戦せんと行きましょうか」







　　　第十一章　去りゆく者の称え歌　～Dream land～







　重苦しい軍靴の響ひびきが、ニューデリーの街を包んだ。

　完全武装の兵士達が構える短たん機き関かん銃じゆうの銃口が、市街地のありとあらゆる街路の角で鈍にぶい光を放っていた。

　マザーシステム反対派による一方的な会かい議ぎ終了宣言から六時間、シティ・ニューデリーに生じた混乱は静かに、確実に広まりつつあった。推進派の執政官を拘こう束そくした反対派のメンバーと賢けん人じん会議は、軍の主立った部隊の命令権を掌しよう握あくしてニューデリー全域の市街地に外出禁止令を発令した。執政官直属の部隊の中でもアニル・ジュレ主席執政官に属していた一部の兵士と魔ま法ほう士し達がこれに協力し、街の至る所に完全武装の陸戦部隊が配備された。

　シティ全域で放送されていた会議中継は、反対派の計画によって、アニル・ジュレの部下による会議場制圧の時点から中断されていた。が、ほんのわずかであっても兵士達の突入の様よう子すが中継映像として流れたことで、市民の間に不安が広まった。マザーシステムに関する議題がなんら解決しないまま突然会議の終了が宣言され、会議参加者として中央塔に集められた市民が情報統制のために会かい議ぎ場じように拘こう束そくされたままであることもその不安に拍車を掛けた。

　市街地のあちこちで、会議の続行を求める声が上がった。

　デモ隊と化した市民達は第一階層中央塔を目指して行進を開始し、一部が暴ぼう徒と化かして警けい備び兵へいが襲おそわれる事態にまで発展した。

　マザーシステム反対派は軍の陸戦部隊を使い、武力によってこれを鎮ちん圧あつする行動に出た。市街地のいたるところで発砲事件が起こり、百人近い負傷者を生んだ。人々はそれぞれの自宅に逃げ込み、息を殺して事の成り行きをうかがった。

　反対派を裏切ったルジュナ執政官は推進派の執政官五名と共に逮たい捕ほされ、市民の前から姿を消した。反対派は公共放送を利用して特別番組を作り、彼らがマザーコア交換を成功させるためにマサチューセッツとモスクワのエージェントと手を結んだ、と逮捕の理由を説明した。推進派の直属の部隊であった一部の魔ま法ほう士し部隊はこれに反発して各地で抵抗活動を続けていたが、その動きは散発的で、大勢に影えい響きようを及ぼすには到底足りないものだった。推進派の中で唯一逃げ延びた主席執政官アニル・ジュレは『シティ外に脱出したらしい』という情報を最後に消息を絶ち、その行方ゆくえは杳ようとして知れなかった。

　二十階層、西部第三区。正体不明の賊ぞくによって占拠されたマザーシステムの周囲には、魔法士二個小隊を含む兵士数百人が厳げん重じゆうな包囲網を敷しいていた。マザーシステムの管理担当である技術者達は変更された隔かく壁へきロックの解除を試みたが、成功の目め処どは未いまだ立っていなかった。

　人々は自宅の扉という扉を固く閉ざし、窓から兵士達の様よう子すをうかがって不安の息を吐いた。会議参加者を家族に持つ者の中には兵士達の監かん視しをかいくぐって中央塔に潜せん入にゆうしようと画策する者もいたが、成功する者は一人ひとりとしていなかった。

　──西せい暦れき二一九九年二月五日、午後六時。

　シティ・ニューデリーは、終わりの見えない混乱と、軍の厳戒態勢の中にあった。




　　　　††††††††††††††




　リビングの小さなテーブルを、沈ちん黙もくが包んだ。

　冷え切ったコーヒーのカップに口を付け、錬れんは憂ゆう鬱うつな息を吐いた。

　シティ・ニューデリーから百キロ近く離はなれた飛ひ行こう艦かん艇ていの修理工房の町。サティの家のリビングで、錬は無言で顔をうつむかせた。テーブルの向かいではヘイズが頬ほお杖づえをついて時々思い出したように指を鳴らし、その隣となりでは千里眼クレアヴオイアンスNo.7という名の少女がカップの黒い水面をガラス玉のような瞳ひとみと向かい合わせていた。

　会議場における戦せん闘とうから、およそ六時間。

　誰だれもがその顔に焦りの色を浮かべて、互いの様子をうかがっていた。

　賢けん人じん会議の追つい撃げきを逃れてアニルと共に会議場を脱出した錬は、同様に自治軍の追っ手を振り切ったヘイズたちと合流した。五人はヘイズがシティに潜せん入にゆうするのに使ったフライヤーに飛び乗り、逃走を開始した。

　フライヤーの窓から見下ろすニューデリーの市街地では反対派の命令を受けたらしい自治軍と市民が衝しよう突とつし、幾つかの小こ競ぜり合いが発生していた。

　ヘイズとクレア、それにサティはその様よう子すに小声で何かを話し合っていたが、アニルだけは終始無言で後部座席に体を預け、街の様子を静かに見下ろしていた。

　五人を乗せたフライヤーはポートを突っ切ってシティの外に飛び出し、サティが暮らすこの町にたどり着いた。

　それが、今から二時間ほど前のこと。

　疲れ切った顔をしていたアニルはサティの家に着くなり客間に籠こもり、そのまま、姿を見せていなかった。

「──何だい何だい。良い若いもんが雁がん首くび揃そろえて情けないねぇ」

　正面の扉を勢いよく蹴けり開け、大きな盆ぼんを両手で抱えてサティが姿を現す。追加のコーヒーと見るからに合成品の茶菓子が載った盆をテーブルに置き、無反応な三人の姿に頭を振り、コーヒーのポットを抱えてカップに強引に注ぎ、

「あの状況から一人ひとり残らず逃げおおせただけでも大したもんなんだ。マザーシステムの方はあんたらの仲間が押さえてくれてるんだろう？　なら、まだまだこれからじゃないかね」

「別に落ち込んでるわけじゃねーよ」ヘイズが一つ指を鳴らし、三人を代表するように振り返って「今は作戦考えてるとこだ。ややこしい状況だからな、慎しん重ちようにいきてーのさ」

　サティは、そうかい、と呟つぶやき、部屋の隅すみの椅い子すを引き寄せてどっかりと腰を落とす。ポケットからタバコを取り出して口にくわえ、火を点つけて静かに一服吹かす。

「……けど、面めん倒どうな状況なのは確たしかよね」無言のプレッシャーに耐えられなくなったのか、クレアが口を開く。「ニューデリー自治軍のほとんどはもう、反対派の指揮下にある。向こうもアニル執政官を殺すつもりは無いだろうけど、推進派があたしみたいな他ほかのシティのエージェントを雇ってたってことは公表しちゃってるから軍に捕ほ獲かくを命じる程度なら十分大義名分が通る。マザーシステムに立て籠もってる幻影イリユージヨンNo.17達ともどうやって連絡つければいいか分かんないし……マズいわよね？　このままじゃ」

「戦力差に関しちゃ、アニルのおっさんに何とかしてもらうしかねぇな」ヘイズは答えて視し線せんを天てん井じように向け「ニューデリーの中じゃあのおっさんは国民的英雄だ。向こうに寝返っちまった連中も要はおっさんを死なせたくねぇってだけだし、普通の兵隊連中も命令されたからやってるだけで別に進んで反対派に協力してるってわけじゃねぇ。上う手まくすりゃ軍隊同士の戦いは互角くらいに……」

　そこまで言って、ヘイズが不意に口をつぐむ。サティが入ってきたのとは反対側のリビングのドアが静かに開き、資料らしき幾つかのディスクと携帯端末を抱えたアニルが姿を現す。

「皆さん、お待たせしました」テーブルの上のポットと皿を丁てい寧ねいにどけて携帯端末を広げ「では、作戦会かい議ぎと参りましょう」

「ってことは、何か手があるってことだな」ヘイズが頬ほお杖づえをやめてテーブルに身を乗り出し「じゃ、反はん撃げき開始といくか」

「はい。と言いましても、たった今ヘイズ君が話していたことと基本的には同じですが」

　そう前置きしてアニルは端末にデータディスクを押し込み、

「自治軍の兵士の方々に離り反はんを促すために、まずはメディアを押さえます。軍隊は基本的に反対派の管かん轄かつですが、報道関係は我われ々われの管轄。連絡を取ることさえできれば、この状況でもこちらに味方してくれるはずです」

「あとはあんたの演説次第で、通常戦力の問題は解決ってわけね」そう言葉を挟み、クレアが顔を上げ「残りの問題は賢けん人じん会議って事になるけど、そっちはどうする気なの？」

「魔ま法ほう士しの数と戦力だけならこちらも互角。あとは双方の動き次第ですが、問題は向こうの騎き士し、デュアルNo.33の扱いで……」言いかけて、アニルは言葉を切り「……失礼しました。あなたの前で彼のお話は」

「気にしないで」クレアは首を振り、笑えみを形作って「っていうか、そんな余計なこと考えてるとあっさり負けるわよ。あの子、本気で強いんだから」

　コーヒーカップに口を付け、澄すました顔で飲み干す。

　アニルは「失礼しました」と笑い、端末を操そう作さして賢人会議に関する資料を呼び出し、

「ともかく、彼の対応に関しては私が何か手を考えます。皆さんには、私の指示に従って動いて頂ければ……」

　言いかけたアニルの視し線せんが、こっちを見たところで止まる。白しろ装しよう束ぞくの執政官は息を吐き、テーブルの向こうに回り込んで身を乗り出し、

「何とか協力して頂けないでしょうか。錬れん君がマザーシステムというものを良く思っていないのは分かっていますが、しかし、私たちには戦力が足りないのです」

　眼鏡めがね越しの瞳ひとみでこっちを見つめ、アニルが小さく頭を下げる。

　数秒。

「……ねぇ」とうとう耐えきれなくなって、錬は口を開く。「あんたが次のマザーコアだって、本当に、本当なの？」

「はい」アニルはうなずき「コアの交換計画を無事に遂行するために、隠かくさざるを得ませんでした。その点については謝しや罪ざいします」

「そうじゃなくて……」錬はうつむいたまま首を振り「あんたはどうして、自分からマザーコアになろうと思ったの？　みんなが助かるなら、自分は死んでもいい？」

　横で聞いていたヘイズとクレアが、なぜか同時に目を見開いて「それは──」と声を上げかける。その動きを手で制し、アニルは錬の向かいの椅い子すに座ってテーブルの上で両手を組み合わせる。

「どうして……そんなことを？」

「あんたが、そういうことをする人に見えないからだよ」錬れんはいっそう強く顔をうつむかせ「あんたはそんな風に目先の解決策に飛びつく人じゃない。最後まで考えて苦しんで、一番いい答えを見つける人だ。だから……」

　それ以上は上う手まい言葉が見つからなくて、唇を噛かむ。

「錬君……」アニルはどうしてだか小さく笑い「光栄です。ですが、私には……」

　そこで不意に言葉が途と切ぎれる。

　テーブルの上で組み合わされた両手に唐とう突とつに力がこもり、その顔から笑えみが消える。

「え……？　ど、どうしたの？」

　とっさに声を上げる錬を、アニルは「大丈夫です」と手のひらで遮さえぎる。が、次の瞬しゆん間かん、激はげしく身をのけぞらせたアニルは胸を強く押さえてテーブルに突っ伏す。

　苦しげにテーブルをかきむしる手が、コーヒーカップを次々に弾はじき飛ばす。

　端正なその顔が、見る見る青ざめていく。

「ヤベぇ──！」ヘイズが椅い子すを蹴けって立ち上がり、アニルの肩を揺さぶって「おい、おっさんしっかりしろ、おい！」

「ちょ、ちょっと！　ヤバイじゃないのよ！」クレアも慌てた様よう子すで声を上げ「そ、そうだ！　薬！　ねぇおばあさん！　この家薬とかないの、ねぇ──！」

　振り返った少女の目の前に、老ろう婆ばが無言で手を突き出す。その手のひらに載った白い錠じよう剤ざいに、クレアは「え？」と目を見開き、

「お、おばあさん、これ」

「薬だよ、あんたが言ったんだろうに」そう言ってサティはクレアを押しのけ「ほれ、しっかりおし！　お前にゃまだやることがあんだろう！」

　アニルの顔を強引に上げさせ、白い錠剤を口に押し込む。その錠剤に見覚えがあることに唐とう突とつに気づき、錬は息を呑のむ。

　……それは……

　フィアの養い親、弥生やよいがいつも使っていた、悪性の心しん臓ぞう病びようの──

「あ、あんた、それ……」

　震ふるえる声で、錬は問う。

「……はい」

　無事に薬が効いたのか、アニルがゆっくりと身を起こす。

　疲れ切った顔でこっちを見つめ、柔らかな笑みを浮かべて、

「これが答えです。……たとえ今、命を長らえたとしても、私にはもう時間がないのです」




　目の前が真っ暗になるのを、錬れんは感じた。

　呆ぼう然ぜんと目を見開き、テーブルの向こうに座る男の顔を凝ぎよう視しした。
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「この病気とも長い付き合いになります。大戦よりもずっと前、かれこれ二十年になりますか」

　アニルは息を吐き、自分の胸に手を当て、

「神経性の、心しん臓ぞう病びようの一種なのだそうです。脳の一番奥、生物としての生存機き能のうを司つかさどる部分に異常があって、移植や人工の代だい替たい心臓ではどうにもならないのだとか」

「知ってる」身体からだ中じゆうが震ふるえそうになるのを堪こらえて、声を絞り出す。「僕の……大切な子の家族に、同じ病気の人がいるから……」

「そうですか」アニルはうなずき、ふと首を傾かしげてサティを振り返り「そういえば、なぜここに私の薬が？　いえ……それ以前に、母かあさんは私の病気のことは……」

「とうの昔に知ってたさね。母親をなめんじゃないよ」サティは面おも白しろくも無さそうに答えて息を吐き「それと、その薬を持ってきたのはルジュナさね。ずいぶん前に、『兄にいさんが実家に戻ってきてるときに何かあったら、誰だれが用意したかは秘密で飲ませてやってくれ』ってね」

　お前は本当にバカだねぇ、とサティが嘆たん息そくする。

「……どうやら、その通りのようです」アニルは呟つぶやき、しばらくの間、視し線せんをうつむかせ「……錬君。お知り合いに同じ病気の方がいるならご存じと思いますが、この病気に根本的な治ち療りよう法ほうはありません。薬でずいぶん誤ご魔ま化かしてきたのですが、それももう限界のようで……治ち療りようをお願ねがいしていた研究部の医師には、もういつ止まってもおかしくないと宣告されました」

「……だから、マザーコアとして死ぬって言うの？　最後の命を使ってみんなを助けるって……それがあんたの願いなの？」

「私はただ、最後まで最善の道を選び続けたいだけです」あくまでも穏おだやかに、アニルは笑う。「ここでニューデリーが滅びなければ、私が死んでも志は残ります。誰だれかが私の遺い志しを引き継いでくれれば、死んだ後であっても、私は生き続けることができるのです」

　ですから、とアニルが立ち上がる。

　小さく息を吐き、握手を求めるように手を差し伸べ、

「病人の最期の頼みと思って協力して頂けませんか。今、私には、あなたの力が必要なのです」

「え……」

　その手を、錬れんはただ見つめる。何を言うべきか、いや、自分程度の者に何が言えるのかまるで分からない。

　震ふるえる手をただ差し出し、アニルの手を掴つかむ。

「ありがとうございます」

　アニルは静かにうなずき、錬の手を握り返して……

『──なるほどなぁ』

　どこからともなく響ひびくその声に、錬は驚おどろいてアニルの手を放す。アニルも珍しく目を見開き、周囲に視し線せんを巡らせる。

「な、なんだ？」

　話に聞き入っていたらしいヘイズが、素すっ頓とん狂きような声を上げてばたばたとあたりを見回す。

　と、隣となりで同じように驚いていたクレアが「……あ」と呟つぶやき、

「あんた……ちょっと、そのナイフ」

「え？　な、何？」

　少女の指が示す先を辿たどり、自分の腰に下げたままのナイフにたどり着く。慌ててナイフを鞘さやごと外し、テーブルの真ん中におそるおそる置く。

　途と端たん、空中に突如として出現する立体映像ディスプレイ。

　四角く切り取られた画像の向こうで、短い白髪の少年がひらひらと手を振る。

『おーい、そっちは見えてるんかー。見えてるんやったら返事ー』

「って、お前かよ！」ヘイズが椅い子すから立ち上がって叫び「こりゃいったいどういう事だ？　そっちはマザーシステムの中だろうが。ここまでどうやって音声届けてやがる」

『いや、それがやなー。この辺から通話できる、て言われた場所に勝手にそっちの映像が出て声も聞こえてるだけで、どないなってんのかはおれにもさっぱり……』

『はいはい、私が説明するからあんたは黙だまってる』イルの顔を横から押しのけ、今度は月つき夜よがディスプレイの前に立ち『錬、聞こえる？　ってか、もちろん聞こえてると思うんだけど』

「え……うん、聞こえるけど」錬れんは慌ててディスプレイに顔を寄せ「月つき姉ねえ、これどうなってるの？　僕のナイフに何か変な細工とか……」

『何よ変って。失礼ね』通信の向こうで月つき夜よが頬ほおを膨ふくらませ『まあこういう時のために細工しといたのは本当だけど』

　そう言って、月夜は声を潜ひそめ、

『実は……ここにフィアもついて来ちゃっててね』

　……あ……

　その言葉で全すべてを理解する。ナイフを手にとって裏返し、柄の中ほどに先日までは存在していなかった小さな緑みどり色いろの結晶体を発見する。

　おそらくこれは、同どう調ちよう能力の目標になる情報の発信体。

　ここまで月夜の声を届けているのは、マザーシステム内部とこの場所、二つの空間に同調したフィアのＩ－ブレインの能力に違いなかった。

『対象の情報を丸ごと取り込んで支配する』という能力を持つフィアのＩ－ブレインは、通常なら自分を中心にした効果範はん囲いの情報を無差別に取り込んでしまうから、あまり遠く離はなれた場所に対しては使えない。が、その制約には一つだけ例外があって、特殊な素子を利用してあらかじめ目標を定めておけば、少女は自分がいる場所と目標点を情報の側から糸のように繋つないで離れた場所にまで同調能力を作用させることが出来る。

　いざというときにフィアが自分と連絡出来るように、月夜が用意してくれた細工。

　そのあたりの事情をわざとぼかして話したのは、この場にいるフィアの能力を知らない幾人かに事情を伏せるためだろうと一人ひとり納得し、

「とにかく、これで自治軍にも誰だれにも気づかれずに自由に連絡が取れるんだね」

　誰かに余計な質問をされる前に強引に話を結けつ論ろんし、そこでふと気になって、

「えっと……それで、フィアは？」

『それがねー……』月夜は通信の向こうで少し口ごもり『なんて言うか……あんたとそこのアニル執政官の話、この回かい線せん越しに全部聞いちゃったから』

　え、と息を呑のみ、少女の顔を頭に思い浮かべる。泣いていないだろうかと心配になり、すぐに、今はそんなことを考えている場合じゃないと思い直す。

　頭をぶんぶん振って余計な思考を追い出し、意味もなくナイフに右手を置いて、

「そ、それはまあいいや。じゃなくて」少しの間、言葉に迷い「えっと……そっちの状況はどうなの？　マザーシステムの中に立たて籠こもってるっていう話は聞いてるけど」

『もちろん、ただ潜せん入にゆうして中から鍵かぎ掛かけました、みたいな間抜けな状況じゃないわよ』月夜は通信の向こうで得意げに胸を張り『アニル執政官には内ない緒しよだったけど、実は推進派が用意してたコア交換用の機き材ざい、全部まとめてこの場所まで運び込んであるの。半分素人しろうとの作業だけど、一応、動作チェックも済ませてあるわ』

　思いがけないその言葉に、錬れんはアニルたちと顔を見合わせる。ヘイズが「良い仕事だな、おい」と手を叩たたき、

「ってことは、アニルのおっさんがそこまでたどり着きさえすりゃ、すぐにコア交換の作業始められるわけだな」

『その通り、て言いたいとこやねんけど、一個だけ面倒めんどいことがあってなぁ』ヘイズの言葉に、通信の向こうから今度はイルが答える。『実は……マザーシステムの中に入ったんはええねんけど、肝心のコアのある部へ屋やの扉が開かれへんねん』

「それはそうでしょう」この言葉にはアニルがうなずき「マザーシステムの中ちゆう枢すう、コアルームの扉は、執政官十二名のうち誰だれか一人ひとりの存在情報を認にん識しきさせなければ開かない仕組みになっています。ですから、私がそこまでたどり着きさえすれば……」

『その設定が、誰かに書き換えられてますねん』アニルの言葉をイルが即座に否定する。『扉の管理系調しらべたら、登とう録ろくされてる情報はマザーシステム反対派の執政官六人分だけ。あんたとあんたの仲間の情報は、いつの間にか完かん璧ぺきに消されてるんですわ』

「それは……」アニルは息を呑のみ「そうですか……彼らはそこまで用意していましたか」

「無理やりぶち破っちまったらどうだ？」と、これはヘイズ。「それなりに強化はされてんだろうけど、所しよ詮せん扉なんてのは固定目標だ。何なら、オレが一発ぶっ飛ばして」

『どないするつもりかは知らんけど、マザーコアのすぐ傍そばでそんな派は手でな情報制御使つこうてどないすんねん』乱らん暴ぼうな意見にイルは頭をかき『下へ手たしたらマザーシステム止めることになってまうで。却下や、却下』

「その通りです。ヘイズ君はもう少し慎しん重ちように」

　アニルはイルの言葉にうなずき、赤髪の青年を軽くたしなめ、

「……ともかく、状況は理解しました」口元に指を当て、少し考え「そうですね……それでは、私ではなく、ルジュナの情報ならいかがでしょう」

『たぶん、そこが唯一の突破口ですわ』通信の向こうの少年は、アニルに対しては彼なりの敬語で『反対派を裏切ってるいうんは昨日きのうまでばれてへんかってんから当たり前言うたら当たり前なんですけど、ルジュナ執政官の情報はまだ消されてまへん。せやから、誰かがあの人ここまで連れて来れたら……』

「ちょ、ちょっと待ってね！」とクレアが突然声を上げ、テーブルの上に置かれたままのアニルの携帯端末を取り上げ「ルジュナ執政官の居場所ね？　任せて」

　ポケットから取り出した有ゆう機きコードでＩ－ブレインを端末に接続し、ガラス玉のような目を閉じて額ひたいに指を当てる。

　数秒。

「──見つけたわ」少女は目を開け「たぶんこれ。シティの中じゃない。ニューデリーから南に五十キロ、高度一万五千メートル」

　一同の視し線せんが端末の画面に集中する。クレアが瞬しゆん時じに見つけ出したルジュナ・ジュレ執政官の現在の居場所が、裏付けになる幾つかの命令書と共にディスプレイに映し出される。

「……ニューデリー空軍の、空中戦せん艦かんの艦内ってことか」

「間違いないわ」ヘイズの呟つぶやきにクレアはうなずき「推進派の執政官五人と一いつ緒しよに捕まってる。周辺には同型の五百メートル級空中戦艦があと七なな隻せきに、小型の艦かん艇ていが多数。軟禁場所としちゃうってつけね」

「オッケー、ってことはオレの出番だな」ヘイズが一つ指を鳴らし「ババァ、船のメンテナンスは……」

「そこそこには仕上がってるよ」サティはうなずき、その眉み間けんに皺しわを寄せて「けど、あんた一人ひとりで手は足りんのかい？　向こうはほとんどニューデリー空軍全戦力。ご自慢の破砕の領域Erase Circleってのも飛行艦艇の演算機き関かん相手じゃ効果が薄うすいし、HunterPigeonの荷か電でん粒子砲じゃ、軽装艦は落とせても重装甲艦相手にゃ豆鉄砲みたいなもんだろ」

「いや、そりゃ……」

　ヘイズが口ごもる。

　赤髪の男は腕を組み、左右の色違いの瞳ひとみを隣となりに座る盲もう目もくの少女にちらりと向け、

「だからって、他ほかに手もねぇだろ。オレとハリーが根性でなんとか……」

「手ならそこにあんだろう。それも世界最強のが」

　ヘイズの言葉を遮さえぎり、サティは椅い子すから立ち上がる。

　部へ屋やを横切ってクレアの傍そばまでたどり着き、「え」と声を上げる少女の肩に手を置き、

「無理を承知で頼むけど……あんた、うちのバカ息子むすことバカ娘のために手を貸しちゃくれないかい？」

　あまりにもはっきりとした物言いに、クレアが息を呑のむ。「あたしは……」と呟いた少女は、そのまま老ろう婆ばから顔を逸そらして動かなくなる。

　と、そんなクレアのポケットからかすかな通信音。

　少女はびくりと体を震ふるわせ、通信素子をこわごわと取り出す。

『──こちらシティ・マサチューセッツ情報局。千里眼クレアヴオイアンスNo.7、応答せよ』

　小さな黒い素子の向こうから音声が響ひびく。クレアは飾り物の目を見開き、室内に居並ぶ面々に順に顔を向ける。最後にヘイズの顔をじっと視みつめ、クレアは通信素子に唇を寄せる。

「……はい、千里眼No.7、応答します」

『ニューデリーの状況はこちらでも把握している。……マザーコア候補者の正体が主席執政官アニル・ジュレであったことも、すでに認にん識しき済みだ』マサチューセッツの士官らしき男の声が、前置き無しにそう切り出す。『貴官の現状は？　未いまだ、マザーシステム推進派の協力者として活動中か』

「え……」少女は息を呑み、アニルとヘイズに顔を向け「……はい。まだ、こちらの本当の目的は悟られていません」

『了解した』通信の向こうの士官は息を吐き『では、これより作戦内容を変更する。──千里眼クレアヴオイアンスNo.7。ニューデリー内におけるマザーコア交換を完全に妨害するため、アニル・ジュレ執政官を暗殺せよ』

　え？　とクレアが惚ほうけたような顔をする。

　ぽかんと口を開ける少女に、通信素子の向こうの士官はさらに言葉を重ねる。

『作戦終了ののち貴官は直ただちにニューデリーを離り脱だつ。それをもって、今回の作戦は終了とする。──復唱を、千里眼No.7』

　淡たん々たんとそう告げる手のひらの上の素子を、呆ぼう然ぜんと視みつめる少女。

　と、その手が突然震ふるえ出す。

　通信素子を両手で胸に握りしめ、少女は勢いよく顔をうつむかせる。

　くぐもったような声が唇から漏もれ、それはすぐに嗚お咽えつへと姿を変える。光のない少女の瞳ひとみから涙がこぼれ、テーブルの上に小さな水たまりを作る。

「お、おい……」

　そんな少女の背中におそるおそる手を伸ばすヘイズ。

　と。

「……ざ……んな……」

　切れ切れだった少女の声が、唐とう突とつに形を帯びる。

　クレアはやにわに顔を上げ、通信素子を持つ手をテーブルに叩たたきつけ、

「──ふざけんな！　あたしは、あんた達の道具じゃない──！」

『な……に……？』

　声を張り上げて叫ぶ少女に、初めて、通信素子の向こうの音声に戸惑いの色が浮かぶ。

『……千里眼No.7。どうも通信が混乱したようだ。作戦を了承したのなら』

「うっさい黙だまれバカ──！」クレアは通信素子を目の前に掲げ、今度こそ、相手に嫌いやでも聞こえるように「聞こえなかったんなら何度でも言ってやるわよ。あたしは二度とあんた達の命令は聞かない。あんた達の汚い命令に従って生きるなんて、金こん輪りん際ざい、まっぴらごめんよ！」

『千里眼No.7……』通信素子の士官はわずかに震える声で『言葉には気をつけたまえ。貴官の今の発言はシティに対する反逆ともとられかねない。そうなれば貴官は──』

「好きにすればぁ？」クレアはバカにしたように鼻先で笑い「国家反逆罪で指名手配にする？　軍隊出してあたしを捕まえに来る？　──上等じゃない。いつでも相手になったげるから、死ぬ気でかかってきなさいよ！」

　一息に言い放って、少女が大きく肩で息をする。

　通信素子に顔を寄せ、とどめとばかりに声を張り上げ、

「──研究部のじじい共！　聞いてんでしょ？　聞いてんならそのまま黙って最後まで聞いてなさい！　あたしは今から生きたいように生きる。あんた達に邪じや魔まなんかさせない！　それが気に入らない、許せないってんなら……」

　少女が椅い子すから立ち上がり、通信素子を掴つかむ右手を振り上げる。

　小さな黒い素子を床に叩たたきつけ、足を高々と掲げて、

「たった今から、あたしはあんた達の敵よ──！」

　力任せに振り下ろされた少女の足が、通信素子を踏みつぶす。

　そのまま数秒。

　同じ体勢のまま動かなくなった少女に、誰だれもが不安そうに互いの顔を見合わせ始める。

「……だ、大丈夫か……？　お前……」

　ようやくという感じで、問いを発するヘイズ。

　と、クレアは突然大きく息を吐き、両手を頭上に掲げて、

「あー！　すっとした──！」

　全身で勢いよく伸びをし、憑つき物ものが落ちたようなたおやかな笑えみをサティに向け、

「やるわ、お婆ばあさん」何かを誇るように胸を張り「お婆さんの娘さん、あたしが何が何でも助け出してくる」

「……そうかい」

　サティは小さくうなずく。

　光のない少女の瞳ひとみをまっすぐに見上げ、その腰を勢いよく叩いて、

「あんたがいてくれりゃ百人力さね。──頼んだよ、嬢じようちゃん」

　うん、とうなずくクレア。

　テーブルを振り返り、一同を見渡して、

「ってことで、そっちの件はオッケーよ。任せといて」

「……いや、まあ、オレも行くんだけどな」ヘイズはわしわしと頭をかき「けどま、相方としちゃこれ以上はねぇ。よろしく頼まぁ」

　少女に向かって、びっ、と親指を立てる。

　何とも言えない笑みがその口元に浮かび、ヘイズはクレアに右手を差し出し、

『──上う手まいことまとまったところで悪いねんけどな』流れに水を差す、少年の声。『あともう一個、一番でかい問題が残ってるねんけど』

「っとぉ──！」ヘイズは半端に差し出した右手を泳がせて椅子からずり落ちそうになり「お前なぁ！　そういうことは全部まとめて言えよ！」

『いや、そんなこと言われたかて……』イルは口の中でぶつぶつ呟つぶやき『っていうか、これが一番でかい問題やぞ？　アニル執政官は、もちろん分かってる思いますけど』

「ええ」少年の言葉にアニルがうなずく。「マザーコアの交換にはもちろん機き材ざいも必要ですが、同時に、コアの最終的な調ちよう整せいを行うスタッフが欠かせません。……ですが、今回我われ々われには、おそらく敵に監かん視しされているはずの研究部のスタッフを助け出してマザーシステムまで連れて行く余裕がない」

　言葉を切り、何かに迷うように視し線せんを泳がせ、

「……どなたか、マザーコアのことをよく知る方に、調ちよう整せい作業をお願ねがいしなければならないのですが」

「それって……」

　錬れんは目を見開く。

　このメンバーの中で最もマザーコアを良く知る者。

　それは、マザーコアとして最適なＩ－ブレインの持ち主として生み出された──

『……やります』

　ディスプレイの向こうから響ひびく声に、驚おどろいて振り返る。目の前に映し出されるエメラルドグリーンの瞳ひとみの少女の姿に、頭を撃うち抜かれたような衝しよう撃げきを覚える。

「フィア……」

『私がやります』

　錬の声に視線だけでうなずき、少女がディスプレイ越しにアニルを見つめる。

　細い肩をかすかに震ふるわせ、それでも毅き然ぜんと顔を上げて、

『アニルさんは何も心配しないで。──全部、私に任せて下さい』




　テーブルの上に用意された巨大な立体映像ディスプレイに、ニューデリーの全階層の、ありとあらゆる地図が映し出された。

　テーブルの周りの五人と、マザーシステム内に立たて籠こもった三人──八人はニューデリー自治軍の配置図が重ね合わされた地図を見上げ、それぞれに意見を出し合った。

　各人の具体的な役割が決まったことで、作戦会かい議ぎは急ピッチで進んだ。アニルが用意した作戦案を基本にして幾つかの変更点が加えられ、全すべての計画が決まったのは深夜零れい時じを過ぎた頃ころだった。自治軍の兵士達に呼びかけて反はん旗きを促さなければならないという作戦の性質から、行動の開始は翌日の朝と決まった。自分の役割を確かく認にんした各人はいったん解散し、それぞれの準備を始めた。

　錬はフィアに頼んでマザーシステムの中を歩いてもらい、構造を確認することにした。

　明日あしたの作戦で自分は、マザーシステムの内部で敵の攻こう撃げきを食い止める最後の防ぼう衛えい線せんの役目を果たすことになる。戦せん闘とうを有利に進めるための材料は、一つでも多く仕入れておきたかった。

『……錬さん』

　突然投げられる少女の声に、ぼんやりしていた意い識しきが焦点を取り戻す。サティに借りた客室のベッドの上、錬は通つう信しん機きの役目を果たすナイフを膝ひざに抱え、マザーシステム内を歩く少女とディスプレイ越しに向かい合う。

「あ……ごめん。フィアはもう疲れた？」

　いえ、と少女が首を横に振る。

　フィアは細い通路の真ん中で足を止め、エメラルドグリーンの瞳ひとみをうつむかせて、

『……怒ってますか？』

「え？」

　言葉の意味が良く分からず、少女の顔を凝ぎよう視しする。そんな錬れんに、フィアはうつむいたまま、

『だから……私がアニルさんのお手て伝つだいするって決めたことです。アニルさんをマザーコアとして死なせるのに協力するなんて……錬さんは、やっぱり嫌いやですか？』

「嫌……っていうのかな？　こういうの」錬は視し線せんを上に向け「けど、それは自分のことで、フィアのことはどっちかって言うとびっくりした」

『ごめんなさい……』少女は暗く沈んだ声で『本当に……自分でもどうしてあんなこと言ったのか分からないんです。ただ……』

「ただ？」

『はい……』錬の問いかけにフィアはうなずき『ただ……私も、自分に出来ることがしたいな、って……』

　そっか、と錬は呟つぶやく。

　ベッドにごろりと横になり、ディスプレイを見上げて、

「……ごめん」

　今度は、フィアの方が、え？　と首を傾かしげる。

『どうして……謝あやまるんですか？』

「どうしてだろ」錬は少しの間目を閉じ、息を吐いて「……たぶん、フィアの気持ちが分からないからだと思う」

『それは、私が……』

「フィアが悪いんじゃないよ」錬は首を振り「フィアがどんな気持ちで生きてきたかとか、マザーシステムっていう物を本当はどんな風に思ってるのかとか……そういうことをちゃんと分からないといけないのは、僕の方なんだから」

　錬さん、と少女の小さな呟き。

　こっちを心配そうに見つめる少女に、錬は力無く笑う。

「ニューデリーに来てから、分からないことだらけだよ。シティのことをどう思うのかとか、マザーシステムのことをどう思うのかとか、賢けん人じん会かい議ぎとか、真ま昼ひる兄にいとか、アニルとか、そういう人たちのことをどう思うのかとか」ベッドに仰あお向むけになって、天てん井じようを見上げ「だけど、そういう物はみんな僕が分からなくてもずっとそこに在あって、僕もそういう物とは無関係じゃないとこで生きてる。……知らないとか、分からないとか、僕には関係ないとか、そんなことばっかり言ってるから、僕にはフィアの気持ちが分からないんだと思う」

　淡たん々たんと呟つぶやいて、ベッドから身を起こす。

　少女の心配顔に、にっこり微笑ほほえみかける。

「僕にはきっと分からないことがたくさんあって……そういうことを、僕はもっと分かるようにならなきゃいけないんだと思う」

　だからごめん、と頭を下げる。

　フィアは悲しそうな顔で、ただ、はい、とうなずいた。




　　　　††††††††††††††




　深夜二時を過ぎたHunterPigeonの操そう縦じゆう室しつに、明かりが灯ともった。

　立体映像ディスプレイのステータス表示に手早く目を通し、ヘイズは一つうなずいた。

「うっし、さすがはババァ。完かん璧ぺきだな」

『はい、それはもう』

　傍かたわらのスピーカーから声が響ひびき、横よこ線せん三本のマンガ顔が目の前に出現する。ハリーは『おはようございます。ヘイズ』とマンガ顔の縁ふちを揺らし、すぐに、おや、と驚おどろきの表情を作って、

『これはアニル様、お久しぶりです』

「はい、お久しぶりです。ハリー」

　笑え顔がおでそう答えてアニルは雑多に物が積つみ上げられた狭い操縦室を見回し、

「変わりませんね、ここは。ヘイズ君に最初に会った頃ころと何も変わらない」

「そりゃオレが成長してねぇ、ってことかよ」冗じよう談だんめかした口く調ちようでヘイズは応じ「それに、まるっきり何も変わってねぇってわけじゃねーぞ。昔はその辺に、まだ人が座る場所があった」

　そうでした、と笑い、アニルは操縦室の奥に向かう。

　積み上がったガラクタを慣なれた手つきで取とり除のけ、古びた椅い子すを発掘して埃ほこりを払うのもそこそこに腰掛け、

「この船にもずいぶんお世話になりました。改めてお礼申し上げます」

　立体映像のマンガ顔に頭を下げる。

　ハリーは、いえ、と自分の表示を二つに曲げて礼の真ま似ねをし、

『ヘイズ。居住区の空調がまだ不完全なようです。私、少し見て参ります」

　くるりと丸まって筒型になり、スピーカーに飛び込んで二人ふたりの前から姿を消す。

「相変わらず、芸が細かい」

「ありゃ趣しゆ味みみたいなもんだな。昔っから一つも変わんねぇ」

　ヘイズはアニルと顔を見合わせ、笑う。

　自分も操縦席の縁に腰掛け、アニルと差し向かいになって、

「……何か、今のうちにやっとくこととかねぇか？」

「……特には何も」アニルは静かに首を振り「明日あしたに備えて英気を養う、程度でしょうか」

　そうかい、とヘイズは笑い、操そう縦じゆう席せきの下を手探りする。

　お目当てのビンを掴つかみだし、ラベルを外して栓せんを抜く。

「んじゃ、ま、前祝いと行くか」操作盤ばんの上に放り出したプラスチックのカップを適当に二つ取り、片方をアニルに差し出して「秘ひ蔵ぞう品中の秘蔵品。世界に二つとねぇ戦前の年代物だ。……心しん臓ぞう病びようっつっても脳性だから、酒はいけんだよな？　確たしか」

「はい」アニルはうなずき、カップを差し出し「ですがほどほどに。市民相手に世紀の演説をするシティの代表が二日酔いとあっては、歴史書に悪名が残ります」

　そりゃそーだ、と笑い、ヘイズは差し出されたカップに琥こ珀はく色いろの液体を注ぐ。自分のカップにも同じようにビンを傾け、程よく重さを増したカップを目の高さに掲げ、

「──乾杯」

「はい、乾杯」アニルは同じようにカップを掲げ、涼しい顔で一息に半分飲み干し「しかし……何に対しての乾杯なのでしょうね？　これは」

「細けぇことは気にすんなよ」ヘイズも同じように一気にカップを傾け「こういう状況で野郎が二人ふたり集まったら、とりあえず酒飲むに決まってんだろうが」

　それもそうです、とアニルが笑う。

　しばらくの間、二人は無言でカップを傾ける。

「……そういや、だなぁ」三杯目を空にしたところで、ふと思いついて口を開く。「おっさん、何であんなに錬れんのこと気に入ってたんだ？」

　アニルは、おや、と目を丸くし、

「気に入っている……そんな風に見えましたか」

「おお、見えた見えた。何か、生徒に物教える教師みてぇだったぞ」

　結構ちくちくいびってたけどな、とヘイズはアニルのカップに四杯目を注ぐ。

　アニルは、そうですね、とうなずき、

「確たしかに、彼の存在は面おも白しろいと思います。マザーコアを助けるためにシティと戦った身でありながら、シティのこともマザーシステムのことも完全に否定するわけではない。望めばシティを倒す道もシティを救う道も選べるだけの力を持っているのに、どちらにも進むことができずに立ち止まって、迷っている」

「……何か、誉ほめてるように聞こえねぇーぞ。それじゃ、ただの優ゆう柔じゆう不ふ断だんだろうが」

「確かに」アニルは笑い「ですが、だからこそ彼は、まだ『道を選ぶ』力を残している。この世界において、それはとても貴重なことです」

「何だそりゃ」

　よく分からずに、ヘイズは首を傾かしげる。

「……失礼しました。確かに今の言葉では分かりませんね」

　アニルは視し線せんを上に向け、優ゆう雅がにカップを口に運び、

「この世界の置かれた状況は深刻です。シティは生き延びるために魔ま法ほう士しを犠ぎ牲せいにし、魔法士は自分たちを助けるためシティと戦う。シティを救うか、あるいは魔法士を救うのか──力を持った方々はどちらかの道を選び、そのために我わが身を削っている」

　小さく一つ息を吐き、目を閉じて、

「無む論ろん、彼らの覚悟は尊い物です。どちらの立場であれ、人々は彼らに敬意を覚え、その戦いを美しい物と感じるでしょう。それは間違いない。ですが……」

　そう言って、アニルは目を開ける。

　カップの中身を飲み干し、静かな視線をこっちに向け、

「そうやって『どちらかの道』を選び取った人は、もう二度と、『どちらでもない道』を見つけることは出来ないのです」

「分かったような……分かんねぇような……」ヘイズは少しアルコールが回った頭で、んー、と悩み「要するに、あいつはヘタレだけど、そのうちすげーでかいことやるかも知れねーってそういうことだな？」

「それは平たくまとめすぎという物です、ヘイズ君」アニルは苦笑し「それに、その言葉は自分の首を絞めますよ？　私は錬れん君だけではなく、君にも期待しているのですから」

「なんだよ、オレもヘタレの仲間入りかよ」

　ほとんど勢いだけで答え、ヘイズはアニルのカップに、ビンに残った酒を半分だけ注ぐ。

　残りの半分を自分のカップに移し、空の瓶を床に放り出して、

「けど、期待されてるってんなら応こたえねーとな」アニルの目の前にカップを差し出し「ま、オレはオレで出来ることやるから、おっさんはおっさんで出来ることやれや」

「ええ」アニルはうなずき、そのカップに自分のカップを触れさせ「それでは、この世界の『これから』を頼みます」

　どちらからともなくカップを離はなし、静かに口を付けた。

　決戦前夜の夜は、そんな風にして過ぎていった。
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　夜明けを告げる鐘かねの音が、ニューデリーの街に響ひびいた。

　第三階層東部、民間第七ポート。臨りん時じの周辺監かん視しを命じられた警けい備び兵へいは冷え切った空気に白い息を吐き、短たん機き関かん銃じゆうの銃口を油断なく周囲に巡らせた。

　巡回ルートにそって静かに歩を進め、ふとその足を止めて傍かたわらの巨大な構造物を仰あおぎ見る。民間の輸ゆ送そう機きという名目でこのポートに停泊していた全長七十五メートルの銀ぎん灰かい色しよくの船体が、ライトの光に照らし出されて煌きらめく。

　シティ・マサチューセッツ所属、高高度策敵艦かん『FA-307』。

　一兵卒に過ぎない身でも名前だけは聞いたことがあるその船を見上げ、年若い警けい備び兵へいは憂ゆう鬱うつな息を吐いた。

　中央招集会かい議ぎの突然の終了から一日、ニューデリーを包む空気はどんどん不ふ穏おんな方向へと動いている。市街地には外出禁止令が発令され、執政官十二人のうち六人が国家反逆罪で逮たい捕ほされた。他シティの工作員と手を結んだ、というのがその罪状で、目の前にある船はそのエージェントの一人ひとりが乗ってきた物なのだという。

　難むずかしいことは分からない。そもそも自分は上から与えられた命令をこなすだけで、何の権限も持っていない。

　が、それでも、何かがおかしいということだけは感じる。

　自分たちはこんな場所で船の見張りなどやっていて良いのだろうかと、不安な気持ちになる。

　昨日きのうの会議の中継は兵士ももちろん見ていた。主席執政官が暴ばく露ろしたマザーシステムの正体には驚おどろいたし、その後のテロリストの乱入には度ど肝ぎもを抜かれた。マザー交換の是非を問う主席執政官の言葉には興こう奮ふんしたし、『賢けん人じん会議』を名乗るテロリストの要求には驚きよう愕がくした。

　その全すべてが、突然の会議終了によって断ち切られた。

　街は厳げん戒かい態勢に置かれ、自分のような兵卒には最高レベルの警戒ランクが通達された。

　こうして任務を淡たん々たんとこなしていても不安は募る。噂うわさで聞いた限りでは、国家反逆の首しゆ謀ぼう者しやであった主席執政官はシティの外に逃亡し、一夜が明けた今でも行方ゆくえ知れずのままだという。

　上からは「見つけ次第捕ほ縛ばくせよ」との命令が出ているが、仮にこの場に主席執政官が現れたとしても、自分にはどうすればいいのか分からない。

　本当に、こんなことをしていて良いのか。

　自分には、もっと他ほかにやらなければならない事があるのではないか……

「──おーい」

　突然投げられる声に、我われに返って顔を上げる。振り返った視界の先に自治軍の制服をまとった赤髪の男の姿を認め、内心で首を傾かしげる。交代の時間にはまだ早い。緊きん急きゆう連絡なら、通信素子を利用すれば済むはずだ。

　兵士に偽装した敵かも知れない、と、その考えが頭に浮かぶ。

　油断なく銃を構え、無造作に歩み寄る人ひと影かげを凝ぎよう視しする。

　男の両手はおろか腰のホルスターにも銃が存在しないのを確かく認にんし、少しだけ緊張を緩ゆるめる。魔ま法ほう士しによる襲しゆう撃げきに備えて、このポートには昨日の夜からノイズメイカーによる電でん磁じ防御が展開されている。丸腰の男が仮に魔法士だとしてもここでは魔法を使うことが出来ない。

　もしかすると、本当にただの伝令か何かなのかも知れない。

　ともかく銃口は向けたまま、見事な赤髪の男に歩み寄る。

「どうした」

「いや、それが緊きん急きゆうの連絡でよ」

　妙に馴なれ馴なれしい口く調ちようで答えて、男が手が届く距きよ離りまで近づく。その段になってようやく、兵士は何かがおかしいのに気づく。このポートには自分を含めて、他ほかに三十人以上の兵士が配備されている。彼らはどうしたのか、なぜ、この男の姿を見み咎とがめる者が誰だれもいないのか──

「お、良い勘」こちらの表情の変化を見て取ったのか、男の口元に笑えみが浮かぶ。「けど、三秒遅かったな。残念」

　とっさに跳ね上げた短たん機き関かん銃じゆうの銃身が虚むなしく空を切り、まるで始めからそこに攻こう撃げきが来ることが分かっていたかのような動きで背後に回り込んだ男はこっちの手から機関銃をはたき落とし……

「──そこまでです、ヘイズ君」

　柔らかく響ひびくその声に、こっちの首を羽は交がい締じめにしようとしていた男が動きを止める。勢い余って床に両手をつく兵士の頭上に、すっと影かげが降りる。

　取り落とした銃を手探りしながらおそるおそる顔を上げ、兵士は目を見開く。

　目の前には、少年兵らしき小さな人影を従えた、豪ごう奢しやな白しろ装しよう束ぞくの男の姿。

　軍の観かん覧らん式しきでしか見たことのないその顔に、ようやく掴つかんだ銃を放り出して立ち上がる。

「アニル・ジュレ閣かつ下か──！」

「ああ、そうかしこまらずに」最敬礼しようとする兵士の動きを、主席執政官は柔らかく制し「手荒なことをして申もうし訳わけありません。今は急ぎの身でして。他の警けい備び兵へいの方々にも申し訳ないことをしました」

　眼鏡めがねに隠かくされた瞳ひとみが、ゆっくりと周囲を巡る。その視し線せんのあとを追い、兵士はようやくポートのずっと遠くに倒れ伏す同どう僚りようの警備兵の姿に気づく。

「気絶しているだけですから、十分もあれば目を覚ますかと」執政官は呟つぶやき、こっちに視線を向けて「それで、どうなさいますか？　司令部からは私の逮たい捕ほ命令が出ているはずですか。私を、ここで拘こう束そくしますか？」

　こっちの腰に下がったままの予備の銃を見下ろし、執政官が問う。その言葉で兵士はようやく銃の存在を思い出し、その気になれば自分がこの状況からでも目の前の執政官を攻撃できることに気づく。

　数秒。

「……いえ」兵士は首を振り「自分には出来ません。──自分には到底、閣下が反逆者だとは思えません」

「執政院の主張その物に、嘘うそは無いのですよ？」主席執政官は傍かたわらの船を見上げ、諭さとすような口調で「この船は確たしかに、私の協力者がここに持ち込んだものです。マザーコア交換を成功させるために私が他シティと手を結んだという彼らの主張は、全くの真実なのです」

　それでも本当に良いのかと、主席執政官が視線で問う。

「はい」今度こそはっきりと兵士はうなずき「……自分は、昨日きのうの閣かつ下かの演説に感服いたしました。この船の存在が閣下の選択であるとおっしゃるのなら、そこに間違いはないと信じます」

　そうですか、と主席執政官がうなずく。

　ゆっくりと歩を進め、こっちの隣となりをすり抜けて少し行ったところで止まる。

「マザーシステムに反対する執政官達は、賢けん人じん会かい議ぎと手を結びました」誰だれもがうすうす感づいていた真実を口にし「私はここから反攻作戦を開始します。そのためには今、この船の力が必要です」

　慌てて振り返る兵士に、主席執政官が笑えみを向ける。

　まっすぐこっちに向き直り、柔らかな笑みを浮かべて、

「ポート隔かく壁へきの開放と船体ロックの解除、お願ねがいできますでしょうか」

「──はっ！」

　背筋に、鋼はがねの支柱が通るのを感じた。

　兵士は両の踵かかとを鋭するどく打ち合わせ、右手を掲げて最敬礼した。
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　FA-307の操そう縦じゆう槽そうを、暖かな薄うす桃もも色いろの羊水が満たした。

　淡あわい光の中に一糸まとわぬ姿で浮かび、クレアは久しぶりに乗りこむ船の感触を絶対知覚の中に確たしかめた。

「よし、全部終わったよ」

　操縦室天てん井じようの巨大なディスプレイに、老ろう婆ばの得意げな顔が浮かび上がる。サティは船体後方の演算機き関かん調ちよう整せい室しつの中からカメラ越しにこっちを見下ろし、やれやれと額ひたいの汗を拭ぬぐって、

「マサチューセッツの連中が書き込んだプロテクトは一つ残らず外した。案の定いろいろつまんない仕掛けがやってあったけど、これでもう居場所をトレースされることはないし、遠隔コードで強制的に機能停止とかそういうバカなことも起こらないはずだよ」

　年寄りが無理するもんじゃないね、と呟つぶやき、サティが手にしたスパナで自分の肩を叩たたく。その姿を仮想視界の先に見つめ、クレアは小さく笑う。

「おばあさん……ありがと」

「おやおや、礼を言うのはこっちの方さね」サティは笑い、ふと息を吐いて「……あたしが言えた義理じゃないけど、無む茶ちやはやめとくれよ。船は幾らでも直せるけど、あんたはそうはいかないんだからね」

　うん、とクレアはうなずく。

　調整室から船外に退たい避ひする老婆の姿を意い識しきの端に、視界の焦点を前方に切り替える。

　ゆっくりと開かれていくポートの隔壁の向こうに、鉛なまり色いろの空が姿を現す。果てなく広がる暗い雲の天てん蓋がいを、幾筋もの紫し電でんが走り抜ける。

　心が沸き立つ。全身の肌がわけもなく震ふるえ、薄うす桃もも色いろの羊水を揺らめかせる。

　Ｉ－ブレイン越しに感じる七十五メートルの船体が、驚おどろくほど頼もしく、力強く感じられる。

　そっか、という突然の思考。

　あたしは、今日きよう初めて──

　本当に、この空を飛ぶのだ。




　──『始動』という言葉が、仮想視界の中心に浮かぶ。

　演算機き関かんの鼓動が、Ｉ－ブレインを介して全身に響ひびき渡る。

　ゆっくりと蓄ちく積せきされていく、爆ばく発はつ的てきな力のうねり。

　限界まで引き絞られたその拘こう束そくを、静かに解き放つ。

　圧倒的な衝しよう撃げきと共に、七十五メートルの巨大なチタン合金の構造物が前方に飛び出す。慣かん性せい制御によって加速度を打ち消された船体内部の操そう縦じゆう槽そうの中、機体表面に突き当たり流れ去る圧倒的な風の圧力をＩ－ブレインの知覚の向こうに感じる。音速の壁かべを瞬しゆん時じに突き抜け、なおも機体が加速する。あらゆる物がナノ秒の内に後こう方ほうに流れ去り、彼方かなたへと消え去っていく。

　視界を四角く切り取っていた鉛なまり色いろの壁が、消失する。

　広大な空の下へと躍おどり出た機体が、宙に緩ゆるやかな弧を描く。

　果てなく広がる視界の後方、半球型の巨大な構造物の向こうから小さな影かげが飛来する。影はこちらよりもさらに速いスピードで急きゆう激げきにその大きさを増し、巨大な真しん紅くの船せん影えいを形作る。

　紅くれないと銀、空中に寄り添った二つの船体が、絡み合って螺ら旋せんを描く。

　一秒のほんの数百分の一、瞬まばたきする間にも満たない刹せつ那なの舞ぶ踏とう。

　二つの機体は螺旋運動から離り脱だつし、今度こそ、全力で加速を開始した。
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　テーブルの上に表示された立体映像ディスプレイを、『緊きん急きゆう通信』の文字が躍った。

　第二十階層、マザーシステム反対派の拠点と定められた軍司令部の一室。真ま昼ひるは携帯端末を繰あやつる手を止め、無言で顔を上げた。

　向かいのソファーに座っていたサクラが、顔を上げてこっちに視し線せんを向ける。小さくうなずいてそれに応こたえ、真昼はテーブルの隅すみのタッチパネルに手を伸ばす。

「……動きがありましたか」

『たった今、空軍本部から連絡があった』通信素子の向こうで反対派の執政官の一人ひとりが顔を強こわ張ばらせ『ニューデリー南部五十キロ。駐ちゆう留りゆう中ちゆうの艦かん隊たいが正体不明の飛行艦かん艇ていによる攻こう撃げきを受けている。敵は二に隻せき。うち一隻はマサチューセッツ所属の「FA-307」と確かく認にんされた』

　タッチパネルを素す早ばやく操そう作さし、執政官の姿を映すディスプレイの隣となりにもう一つ別なディスプレイを展開する。ノイズ混じりの映像の向こうに、超高速で空を飛び交う真しん紅くと銀ぎん灰かい色しよくの二つの船体を確かく認にんする。

「狙ねらいはルジュナ執政官ですか」

『他ほかに考えようもあるまい』執政官はうなずき『想定通り……と言いたいところだが、この期に及んでマサチューセッツのエージェントが向こうに与くみするとは意外だったな。この状況でマザーコアの交換が成功したところで、マサチューセッツには益など無いはずなのだが』

「確たしかに」真ま昼ひるはうなずき「とはいえ、計画の変更が必要なのは間違いありません。現地にはこちらの魔ま法ほう士しも一人ひとり待たい機きしていますが、敵の戦力次第ではルジュナ執政官の奪だつ還かんを防ぎきれないかもしれない。……マザーシステムの制圧にはまだ時間が？」

『残念ながら、現場からの報告は芳かんばしくない』ディスプレイの向こうの執政官は苦々しげに息を吐き『ともかく、状況は開始された。敵はおそらく魔法士を投入しての市街戦に出る。賢けん人じん会かい議ぎの方々には、迎げい撃げきの準備を……』

　言いかけた声が唐とう突とつに途と切ぎれる。通信映像にノイズが走り、ディスプレイが暗転する。

「どうした？　真昼」

「うん……始まったみたい」

　ソファーから腰を浮かせて問うサクラに答えて、テーブルのタッチパネルを操作する。数十枚のディスプレイをテーブルの上に展開し、民間放送から軍用特殊回かい線せんに至るまで、ニューデリー内のあらゆるチャンネルを同時に映し出す。

　その全すべてが同様に暗転している事実に、サクラが目を見開く。

「真昼……これは」

「向こうの反撃。やっぱり、正面から来た」

　ディスプレイの映像が全て同時に切り替わり、強化コンクリート打ちっ放しのどことも知れない部へ屋やを映し出す。古びたソファーに腰掛けて大写しになるその人物の姿に、少女がかすかに息を呑のむ。

　豪ごう奢しやな白しろ装しよう束ぞくを身に纏まとい、静かな笑えみで人々を睥へい睨げいする、シティ・ニューデリー主席執政官、アニル・ジュレ。

「そうくるとは思ってたけど……さすがは一国の指し導どう者しやだね」

　焦りの欠片かけらも感じられないその表情に、真昼は感嘆の息を吐く。

　テーブルの上で両手を組み、ディスプレイの向こうの顔をじっと見つめ、

「サクラもよく見ておくと良いよ。……この人は魔法士戦力なんか一切使わずに、自分の演説の力だけでこの状況を五ご分ぶにまでひっくり返すつもりだから」
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　ポートの警けい備び室しつに設置された即席の中継機き材ざいにスイッチが入った。

　錬れんは撮さつ影えい用ようの小さなカメラを動かし、兵士の仮眠のために用意されたソファーにゆったりと腰を下ろすアニルの姿をディスプレイの中央に捉とらえた。

「閣かつ下か、申もうし訳わけありません。このような場所で」

　先ほどポートの開放に協力してくれた兵士が、アニルに向かって声を掛ける。いえ、と笑うアニルの後ろでは、兵士の説得で寝返った他ほかの警備兵達が中継の準備のために忙しく動き回っている。

　上層部の命令に背き、作戦が失敗すれば反逆罪に問われるはずの彼らは、しかしその目を輝かがやかせ、互いに檄げきを飛ばしあって猛スピードで自分たちの警備室を主席執政官のための舞ぶ台たいに作り替えていく。

「錬君？　どうかしましたか？」

「え？」

　アニルの声に我われに返り、なんでもないと首を振る。兵士達の姿を横目にうかがい、彼らを動かす物は何なのだろうと考える。

　あるいは、それが、アニルの言った『覚悟』なのだろうか。

　果たして自分に、彼らを動かせるような『言葉』を持つことが出来る日は来るのだろうか。

「閣下、準備が整ととのいました」

　兵士の一人ひとりがアニルの傍そばに駆け寄り、素す早ばやく耳打ちする。「了解しました」とうなずいたアニルが視し線せんを動かし、部へ屋やの隅すみ、小さな椅い子すに腰掛けてタバコを吹かす老ろう婆ばの姿に苦笑する。

「母かあさん、そこで見られていると、少し緊きん張ちようするのですが」

「ニューデリーの指し導どう者しや様が、寝ぼけたこと言ってんじゃないよ」サティは意地の悪い笑えみを浮かべ「しっかりおし。あんたの言葉は、このニューデリーの言葉になるんだからね」

　そうですねと呟つぶやき、アニルがソファーの上で居住まいを正す。

　兵士達の一人一人に視線を向け、最後にこっちに向かってうなずき、

「──それでは、始めましょう」
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　ニューデリー内に設置されたありとあらゆるディスプレイに、明かりが灯ともった。

　街頭の公共ディスプレイ、各家庭に置かれた小型の端末、軍部のモニター、通信用の回線──スイッチが入っていた物であろうとそうでない物であろうと一切を問わず同時に動き出したディスプレイは、市民たちの前に、全く同時に一つの映像を映し出した。

　市街地を占拠していた兵士達は、頭上に浮かぶディスプレイを見上げて息を呑のんだ。自宅の寝室で息を殺していた市民達は、部へ屋やの隅すみに映し出されるその姿に目を見開いた。

　一般市民、軍人、魔ま法ほう士し、合わせて一千万人。

　誰だれもが、ディスプレイに姿を現す主席執政官を見つめた。

『──シティ・ニューデリーに暮らす全すべての方々にご挨あい拶さつ申し上げます。私は主席執政官、アニル・ジュレ。故ゆえあって国家反逆者として執政院を追われ、逃亡中の身です』

　静かにそう告げて、アニル・ジュレは映像の向こうから人々を見下ろす。自分を卑ひ下げするような発言とは裏腹に、余裕に満ちたその表情には一片のかげりもない。

『現在、このニューデリーはマザーシステムの存在に反対する勢力の支配下にあります。昨日きのうの会かい議ぎ中継をご覧らんになった方の中にはお気づきの方もおられるかと思いますが、彼らは私の提案したマザーコア交換を阻止するため賢けん人じん会議を名乗るテロリストと手を結びました。……彼らは賢人会議が提案した同盟を市民の皆様に無断で締てい結けつし、他ほかのシティと完全に敵対する道を選ぼうとしています』

　かすかな憂うれいを浮かべて、主席執政官が息を吐く。

　静かに顔を上げ、少しの間、目を閉じて、

『……私は彼らを責めようとは思いません。彼らもまたこのニューデリーの未来を憂い、市民の皆様の幸福を願ねがっていることに代わりは無いからです』その目を開き、ディスプレイの先にいる市民一人ひとり一人に顔を向けるようにゆっくりと視し線せんを巡らせ『マザーシステムの存在を受け入れてはならないという彼らの主張には一つの理があります。昨日も申し上げました通り、私もまたマザーシステムの存在を受け入れているわけではなく、そのような理由で魔法士の方々を犠ぎ牲せいにして良いはずがないと考えています。賢人会議の主張は過か激げきで傲ごう慢まんですが、ある意味で正しい。それは、間違いのないことです』

　言葉を切り、もう一度息を吐く。

　両手を膝ひざの上で組み合わせ。「ですが」と前置きして、

『ですが、今回に限り、私はあえてマザーコアの交換を実行すべきだと考えます。私には彼らの反対を押し切ってもそれを行う権利がある』

　なぜなら、という穏おだやかな声。

　主席執政官は視線をかすかにうつむかせ、薄うすく笑えんで、

『……なぜなら、次のマザーコアとは、他ならぬこの私自身だからです』

　その言葉に、市街地のあちこちでどよめきが起こる。

　ディスプレイを呆ぼう然ぜんと見つめる人々の前で、アニル・ジュレはさらに口を開く。

『皆様の中には私のこの決断を、責任放棄と責める方もあるかと思います。執政官として皆様を導みちびくという役割を放棄して命を投げ出そうというこの選択を、安易とお叱しかりになる声もきっとあるだろうと考えます。ですが、私にはもう時間がありません』

　アニルの指が、眼鏡めがねを外す。

　ひどく柔らかなまなざしで、主席執政官は人々を見つめ、

『私のこの心しん臓ぞうは、不治の病に冒されています。余命はすでに幾ばくも無く、いつ呼吸が停止してもおかしくない状態です』

　その言葉に、ニューデリーの各地で、驚きよう愕がくの声を上げる者達がいる。

　アニルの命を救うためにあえて反対派に下ったかつての主席執政官の部下達が、ディスプレイの前で一人ひとり、また一人と己おのれの武器を取り落とす。

『この事実を隠かくしてきたことが今こん日にちの混乱を招いたことを、私は皆様にお詫わびせねばなりません。……そして、その上で、私は皆様にお願ねがいすることがあります』

　そう言って、アニルが、すっと頭こうべを垂れる。

　シティ・ニュデリーの主席執政官は、ディスプレイの向こうの人々に頭を下げ、

『どうぞ道を開き、私をマザーシステムの元までお通し下さい。そして、今日きようこのようにして死んでいく私の最期を語り継ぎ、ニューデリーはいかにあるべきなのか、その答えを次の十年の間に考え続けて下さい』

　市街地の片かた隅すみで、兵士が銃を放り捨てる。

　軍司令部で、オペレーターがヘッドセットをむしり取る。

『マザーシステムに頼るこの世界は、確たしかに愚かであるかも知れません。魔ま法ほう士しの命をいくら犠ぎ牲せいにし続けたところでどうせ数十年の後には立ち行かなくなってしまうなら、そのような道に意味はないと言う方もいらっしゃるかも知れません』

　銃を手に家を飛び出した市民達が、階層間バイパス道のバリケードになだれ込む。

　兵士と市民の、あるいは兵士同士の争いが、市街地の全域に少しずつ広まっていく。

『ですが、先に生まれ、先に死んでいく者として、私達には後に続く人々に少しでも長い時間を残す責務があります。たとえ愚かであろうと、見苦しかろうと、今を生きる者はその今を生き続けるしかないのです』

　そんな人々の前で、白しろ装しよう束ぞくの執政官は静かに立ち上がる。

『皆様が賢けん人じん会かい議ぎの主張を受け入れるというのならそれは一つの選択です。テロリストと手を結ぶ道を選んだからと言って、恥じる必要などどこにもありません。……ですが、そのために今目の前にある平へい穏おんを、「マザーコアによる束つかの間まの安定」という選択を否定することはお止やめ下さい。人々の安あん寧ねいな暮らしとは尊いものです。間違った方法によってもたらされた物であろうと、いずれは終わりを迎える物であろうと、その価値は決して揺らぐ物ではないのです』

　柔らかく、それでいて力強い、心に染みいるような声。

『──たとえ五十年が一年であり、一日であったとしても』

　アニルはカメラの前に静かに歩を進め、両腕を大きく開き、

『私達の家族が、子供が、愛する人々が健すこやかに過ごすその一日には意味があるのです』

　その言葉を、人々の頭上に高らかに告げた。
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　中継カメラのスイッチがオフに切り替わり、第三階層第七ポートの警けい備び室しつに静せい寂じやくが下りた。

　錬れんは操そう作さ用ようの機き材ざいから手を放し、アニルの許もとに駆け寄った。

　最後の言葉を言い終えたアニルが、崩れ落ちるようにソファーに座り込む。その顔が見る見るうちに青ざめていくのに気づき、錬は慌ててポケットから白い錠じよう剤ざいを取り出す。

　錠剤をアニルの口に押し込み、無理やり飲み込ませる。数秒の間があって、激はげしく咳せき込んだアニルは荒い息を吐きながら身を起こす。

「ありがとうございます……錬君。助かりました……」

「助かりましたじゃないよ！」錬は思わず声を張り上げ「発作が起きたのいつ──？　今じゃないでしょ？　本当は、演説の真ん中ぐらいからずっと心しん臓ぞう止まりそうだったくせに！」

「政治家というのは苦しい物でして」アニルは疲れ切った顔でそれでも笑えみを浮かべ「少なくとも公の場で市民の皆様の前に立っている間は……執政官は人であって人ではないので……」

「もういい！　いいから余計な体力使わないで！」

　アニルの腕を肩に回して強引に立ち上がる。簡易重力制御アインシユタインを起動して体重を軽減し、自分より大きな男の体を無理やり支える。

「すみません……もう少し、薬が効いてくれば……」

「だから、いいってば！」

　それ以上アニルが話さないように、男の体を引きずって歩き出す。

　驚おどろいて駆け寄ってくる協力者の兵士達を、手で制する。

「時間がないんだ。今からすぐマザーシステムに向かう。……手て伝つだってくれる気があるんなら、階層間バイパス道までルートの確かく保ほに協力して」

　肩の上のアニルが「お願ねがいします」と添えると、兵士達は一斉にうなずく。兵士達は警備室の操作卓に飛びついたり銃を手に隣りん室しつに走ったりと、それぞれの行動を開始する。

　うなずき、歩き出しかけた足が止まる。

　そんな兵士達の向こう、部へ屋やの隅すみから、老ろう婆ばが静かに歩み寄って来る。

「サティさん……」錬は唇を噛かみ、視し線せんを逸そらして「ごめん……すぐ行かなきゃ」

「分かってるよ。すぐ済むさね」

　そう言って、サティはアニルのすぐ傍そばに立つ。

　疲労の色が濃こく浮き出た男の顔を、ただ無言で見上げる。

「どうやら……時間が来たようです」アニルは小さな笑みを浮かべ、老婆に向かってすっと頭を下げ「……これでお別れです。……母かあさん。今日きようまでありがとうございました」

　その言葉に、サティが息を吐く。

　老ろう婆ばは皺しわだらけの手を伸ばし、自分の息子むすこの耳を掴つかむ。

「母……さん？」

「不孝者だね……親より先に死ぬ奴やつがあるかい」

　押し殺したようなその呟つぶやきに、アニルが「申もうし訳わけありません……」と視し線せんを逸そらす。

　と。

　サティはそんな息子の肩に手を置き、にやりと笑えみを浮かべて、

「だけど……良い演説だったよ」

　アニルに向かって大きくうなずき、

「あの人の代わりに誉ほめてやる」

　良くやった、と力強く告げるサティを、アニルは目を丸くして見下ろす。

　その唇から、ありがとうございます、というかすかな呟きが漏もれる。

「……では……母さん、行って参ります」

「ああ行っといで。あんたの最後の、晴れの舞ぶ台たいだ」

　最後の最後まで笑みを崩すことなくそう言って、サティはこっちに顔を向ける。

　かすかに震ふるえる手を背中に隠かくし、老婆は錬れんに頭を下げる。

「悪いけど、うちのバカ息子を頼んだよ」

　その言葉に、涙がこぼれそうになった。

　唇を強く噛かんでそれを堪こらえ、錬は「はい」とうなずいた。
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　Ｉ－ブレインの仮想視界に描き出される鉛なまり色いろの空を、無数の紫し電でんが貫いた。

　FA-307の管制系と接続されたクレアの脳内を、無数の警けい告こくメッセージが埋め尽くした。

　母ぼ艦かんである八はつ隻せきの五百メートル級重装艦と、その周囲に展開された数十の小型艦かん艇てい──ニューデリー自治軍空戦師団は広こう範はん囲いに散開して半球型の陣形を取り、荷か電でん粒子砲の砲身をこちらに向けて一斉に解き放つ。重装艦一隻につき十二門、小型艦艇からは一門ずつ。こちらに対する直ちよく撃げきコースとそこから少し外れた位置で回かい避ひ軌道を塞ふさぐコースを織おり交ぜ、計算しつくされた配置で放たれた百を超える荷電粒子砲はFA-307の正面から群れをなして襲おそい来る。

　が、次の瞬しゆん間かん、絶対とも思われた弾だん幕まくの全すべてが、あっけないほど容易たやすく空を切る。

　全ての攻撃を最小限の機動でやり過ごしたクレアは、全長七十五メートルの船体を敵艦隊の中心めがけて一直線に滑り込ませる。

　飛行艦艇が放つ荷電粒子砲は、通常、光速に限りなく近いスピードで射出される。認にん識しきと同時に着弾するその攻こう撃げきは目視による回かい避ひが極めて難むずかしく、従って、艦かん艇てい同士の砲ほう撃げき戦せんには必ず確かく率りつの、よりはっきり言うなら『運』の要素が介在する。

　だが、クレアの『FA-307』にはそんな常じよう識しきは通用しない。

　地球の裏側までも見通す絶対的な知覚力を持ったFA-307は、荷か電でん粒子砲が敵艦の砲身から放たれるより早くその砲身の状態を知覚、内部に蓄たくわえられた荷電粒子の密度、周囲の電でん磁じ場ばによる微細な軌道変化までも詳細に読み取り、これから襲おそい来るであろう攻撃の正確な軌道を、ミリ単位の精度で計算し尽くしてしまう。

　いかに高密度の砲撃であろうと、『そもそも攻撃の来ないポイント』さえ分かっていれば回避することなど造作も無い。

　この世でただ一人ひとり、クレアにだけ許された、絶対的な空戦能力。

　……て言っても、あれには負けるわね、さすがに……

　仮想視界の焦点を前方に合わせ、超高速で空を飛び回る真しん紅くの船せん影えいを捉とらえる。ヴァーミリオン・ＣＤ・ヘイズの船、百五十メートル級高速機き動どう艦かん『HunterPigeon』はすでに敵の小型艦艇群の中に突っ込み、全方位から降り注ぐ荷電粒子砲と質量弾体の嵐あらしを当然のように回避し続けている。

　最高時速五万キロのでたらめな機動と、その速度状態からの完全停止、急加速を可能とする常軌を逸いつした運動性能。

　さらには船体表面に取り付けられたスピーカから発する『音』による攻撃で質量弾体の攻撃を完全に打ち落とし、真紅の船は弾だん幕まくの雨の中をダンスを踊るように跳び続ける。

「おい──！　ターゲットはどいつだ！　ルジュナはどの船に乗ってる！」

　通信回かい線せんの向こうからヘイズの声が飛ぶ。「ちょっと待って！」と答えを返し、知覚の焦点を敵艦隊に向ける。小型艦艇が全すべて外れなのを一いつ瞬しゆんで確認し、意い識しきを本命の、八はつ隻せきの母艦に順に合わせ──

「見つけた！」Ｉ－ブレインの認識の中にその反応を発見し、大声で叫ぶ。「あんたから見て右から二つ目！　五百メートル級の後方ブリッジ！」

　叫び終わる間もなく視界の先に紫し電でんが散り、演算機関の一部を撃うち抜かれた小型艦艇の一隻が地表に向かって降下を開始する。続けざまに放たれた荷電粒子砲が闇やみの空を三度にわたって染め上げ、それと同じだけの数の小型艦艇が推力を失って地表に落下していく。

　これまで自分たちが撃げき墜ついを免まぬがれていたのは、ただ、誤って捕ほ虜りよの乗った船を攻撃してしまわないように相手が手加減していただけ──

　それに気づいたのだろう。小型艦艇は隊列を乱し、砲撃から逃れるようにじりじりと後退していく。

「うわー……お見事」

「おだてんなよ、照れんだろーが」

　通信回かい線せん越しに軽口を叩たたき合い、船首を同時に目標の大型艦かん艇ていに向ける。急加速で闇やみ空ぞらを走り抜けた二つの船体が五百メートル級艦艇の直上に瞬しゆん時じに回り込み、その巨大な船体その物を盾たてにして、後方ブリッジめがけて一直線に降下を開始する。

　それに気づいた五百メートル級艦が、全すべての砲身を真上に向ける。雨あられと放たれる荷か電でん粒子砲が当然のようにことごとく空を切り、電レ磁ー射ル出ガ砲ンから放たれた巨大な質量弾体が指を弾はじく小さな音一つで粉みじんと消し飛ぶ。

　二つの船は同時に、目標艦の後方に左右から到達。

　が。

（高密度情報制御を感知。危険）

　脳内に突然浮かび上がる警けい告こくメッセージに、クレアはぎりぎりのところで機き体たいを急旋回させる。一瞬前までFA-307が存在していた空間を光の槍やりが貫き、凍こごえた大気を激はげしく鳴めい動どうさせる。

「何だ──！」

　同様に紙一重で攻こう撃げきを回かい避ひしたヘイズの叫び。

　HunterPigeonの全長百五十メートルの船体はダンスを舞まうように回転しながらこちらとは逆方向に大きく軌道を逸そらし、芸術的な運動ですぐさま姿勢を回復するや再び荷電粒子砲の砲身を翻ひるがえす。

　その照準の向かう先、目標である五百メートル級艦の艦内から飛び出す、小さな影かげ。

　Ｉ－ブレインの仮想視界がその姿を──透明な正八面結晶体を従えた小さな少女のシルエットを闇空の中にはっきりと捉とらえる。

　賢けん人じん会かい議ぎの光使い、セレスティ・Ｅ・クライン。

　ポニーテールに結わえられた長い金髪が吹雪ふぶきの中にそよ風のように揺らめき、周囲に浮かぶ十個の結晶体が周囲に閉へい鎖さ空間を展開して仮想視界の中からかき消える。

　……やば……！

　操そう縦じゆう槽そうの羊水に包まれた体を、鉛なまりのような悪お寒かんが走り抜ける感触。

　仮想視界が描き出す重力場の分布を頼りに空間の裏側に隠かくれた結晶体──Ｄ３の位置を確かく認にんしたクレアはすかさずFA-307の軌道を変更。一瞬遅れて衝しよう撃げきが大気を震ふるわせ、虚こ空くうに出現した十個のＤ３から放たれた光の槍は闇を一直線に貫いて視界の彼方かなたまで走り抜ける。

「って、賢人会議の光使いかよ──！」

　こちらと同じくＤ３の攻撃をかいくぐったヘイズが、通信回線の向こうで叫ぶ。その声を意い識しきの端に、刹せつ那なの判断でクレアは動く。弧を描いて船首を翻したFA-307の全長七十五メートルの船体が瞬まばたきする間もなく最高速度にまで加速。一秒足らずで目標である五百メートル級戦艦に肉にく薄はくしたFA-307は細いナイフのようなその船首を戦艦の表面装甲と光使いの少女の間に滑り込ませ、少女の前に壁かべとなって立たち塞ふさがる。

　同時に脳内でスイッチを叩たたき、クレアはFA-307の『近接兵器』を起動する。

　銀ぎん灰かい色しよくの装甲の隙すき間まから飛び出した無数の銀糸が、投と網あみのように周囲に展開される。分子レベルの情報制御によって構造を維持されたミクロン単位の細さの単分子繊せん維いが、刃やいばの糸となって四方八方から少女めがけて襲おそいかかる。少女が展開した重力場の盾たてがその攻こう撃げきを当然のように一つ残らず弾はじき、軌道を逸そらされたワイヤーはクレアの『本当の狙ねらい』に従って少女の反対側、五百メートル級戦せん艦かんの表面装甲のわずかな継ぎ目を縦じゆう横おうに斬きり裂く。

　チタン合金によって構成された飛行艦かん艇ていの装甲が表面から五メートル近い厚さにわたって剥はく離りし、ルジュナ執政官達が軟禁された、その部へ屋やの扉が外気に露あらわになる。

「今よ！　扉はこじ開けたから、救出お願ねがい──！」

　通信回かい線せんに向かって叫ぶと同時に再度刃の糸を翻ひるがえし、蜘く蛛もの糸のような投網を形成して少女めがけて叩たたきつける。大きく後方に飛ひ翔しようしてその攻撃を逃れた少女はそのまま十個のＤ３を従えて空高くに飛び上がり、それを追ったクレアはFA-307の船体を再び加速させる。

　その後方、仮想視界の端で、全長百五十メートルの真しん紅くの機き影えいが目標の船に隣りん接せつする。

　HunterPigeonの船外ハッチから伸びた筒状の通路が五百メートル級戦艦の後部に露ろ出しゆつした小さな扉を完全に塞ふさぎ、その中を通って人ひと影かげが一つ、敵船内に侵入する。

「うし──！　回収完了したぞ！　ルジュナも他ほかの執政官も全員無事だ！」わずか数十秒の間をおいて、HunterPigeonから再びヘイズの声が届く。「ここはもう用済みだ。速攻で離脱するぞ！　急げ！」

「……オッケー」クレアは呟つぶやき、操そう縦じゆう槽そうの羊水の中で息を吐いて「じゃ、あんたはさっさとニューデリーまで帰って。あたしは、ここであの子を足止めするわ」

「は……？　お、おいちょっと待てよ」慌てたようなヘイズの声「あいつを今のうちに叩いとこうってのか？　だったら二人ふたりで……」

「あんたはこれから山ほどやることあるでしょーが」

　そう言い捨てて、船首を闇やみの向こうの少女に向ける。自分の役目はここまでだが、ヘイズにはこの後、ルジュナをマザーシステムまで送り届けるという重大な仕事が控えている。

「顔を立てると思って任せてちょうだい。あたしが一番上う手まく力を使えるのはこの船の中なんだから──ここで出来ることをやるわ」

　通信回線の向こうで、ヘイズが息を吐く気け配はい。

「……言っとくけど、無む茶ちやすんじゃねーぞ」

「なんでか分かんないけど、あんたに言われるとムカツクわね、それ」

　クレアは何となしに笑い、周囲に展開した無数のワイヤーを船体内部に収納して、

「それじゃ急いで。……ニューデリーの方、頼んだわよ」

　了解、という答えが通信回線の向こうで聞こえ、HunterPigeonが船首を翻ひるがえす。それに気づいたように少女が顔を向け、十個のＤ３が閉へい鎖さ空間を纏まとって荷か電でん粒子砲の発射態勢に入る。

　仮想視界の中にその姿を捉とらえ、重力場の分布を完かん璧ぺきな精度で捉とらえる。

　すでに装そう填てんを終えていたこちらの荷か電でん粒子砲を、少女の右上方、五十メートルの地点に向けて解き放つ。

　放たれた光の槍やりは狙ねらい違たがわず、今にも閉へい鎖さ空間を解除しようとしていた正八面結晶体の一つを直ちよく撃げきする軌道を走り抜ける。Ｄ３が一いつ瞬しゆんだけ閉鎖空間を再展開し、その攻撃を回かい避ひすると同時に再び出現する。

　その動き、タイミングのわずかなズレによって、少女の攻撃に回避可能な間かん隙げきが生まれる。

　放たれた十本の光の槍の隙すき間まをミリ単位の制動でかいくぐり、真しん紅くの船せん影えいが加速する。通常の物理法則を無視して瞬時に最高速度に達した機体は空の天てん蓋がいすれすれの位置にまで飛び上がり、五十キロ前方、シティ・ニューデリーめがけて大気を斬きり裂いて飛ひ翔しようする。

　少女の周囲に展開された十個の正八面結晶体が、一瞬だけそれを追撃する動きを見せて、すぐに動きを止める。

　幼いながらに端たん整せいな顔にあきらめの色を浮かべて、少女が一つ息を吐く。

　周囲に浮かぶニューデリー空軍の戦せん艦かんが、シティに向けて移動を開始する。その動きを黙もく殺さつし、仮想視界に意い識しきを集中する。飛行艦艇などシティに戻ってしまえばただの置物。中に乗っているのは一般兵ばかりのはずだから、それがシティ内部の戦力に合流したところで大勢に影えい響きようは無い。

　……だけど、この子をシティに帰すわけにはいかない……

　荷電粒子砲を発射態勢に構え、少女の姿を仮想視界に視みつめる。

　闇やみの向こう、十個の透明な結晶体が少女の周囲に集つどい、光の粉を振りまいて螺ら旋せんを描く。

　少女の顔に視界の焦点を向け、そこに思いがけなく強い表情を認めてクレアは驚おどろく。もっと悲しそうな、出来れば逃げて欲しいとでも言うような顔をしていると思っていたのに、少女は毅き然ぜんと顔を上げ、こっちをまっすぐに見返している。

　十個のＤ３が少女の周囲から離はなれて、広こう範はん囲いに展開される。

　まるで何かを伝えるように、少女が小さく一つうなずく。

　……そっか……

　その姿に、わけもなく息を吐く。

　初めて少女と戦った、あの、別れの日のことを思い出す。

　……お互い、あの時とは違うのよね……

　自分とあの子とディーと、三人でマサチューセッツの空の上だった。あの子は母を失った悲しみに打ちのめされていて、自分は弟を失うかも知れない恐怖に崩れそうだった。訳も分からずに戦った。間違いだらけの戦いだった。たとえあそこで勝っていたとしても、自分にはきっとその先の道は無かった。

　あの時とは、もう、違う。

　あたしも、あの子も、自分で決めた自分の道をまっすぐに歩き出している。

　お互いに、やるべきことがあってここにいる。やると決めたことのためにここにいる。それを曲げないあの子を、あの子の強さを、クレアは今では尊敬さえしている。

　互いに荷か電でん粒子砲を向けあったこの状況でさえ、あの子とあたしは、きっと友達になれる。

　だから、手は抜けない。

　ディーのためでなく、他ほかの誰だれのためでもなく、あたしは、あの子の前で恥ずかしい姿を見せるわけにはいかない。

「行くわよ──セラ」

　少女のうなずきに応こたえるように、船首をかすかに下に向けた。

　演算機き関かんの出力を一息に限界まで振り切り、闇やみ空ぞらの彼方かなたへ飛ひ翔しようを開始した。
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（攻こう撃げき感知。危険度『小』。数量『中』。回かい避ひ）

　新たな警けい告こくを表すメッセージが、視界に二重写しに浮かび上がった。

　背後から響ひびく銃声に、ディーは街路の奥、四つ角の向こうを振り返った。

　二本の騎き士し剣けんを翻ひるがえし、降り注ぐ数百の銃弾をことごとく弾はじく。最後の一発を情報解体すると同時に地を蹴けり、舗ほ装そうタイルの街路を一息に駆け抜けて二十メートル先の四つ角まで瞬しゆん時じに到達する。

　住家の陰から顔を突き出す、フルオートの拳けん銃じゆうで武ぶ装そうしただけの数十人の市民達。

　一秒の百分の一にも満たないわずかな間でその背後に回り込み、首筋に剣の柄つかを軽く叩たたき込んで全員を昏こん倒とうさせる。

　同時に街路の奥にさらなる警告が生まれ、ディーは一挙動に跳ちよう躍やくして住家の二階のひさしに飛び移る。直前まで自分がいた場所を撃うち抜く数百の銃弾をＩ－ブレインによって加速された視界の中に見下ろし、その攻撃の元、街路の遠くから迫ってくる百人近い兵士の集団にげんなりと息を吐く。

　……キリがない……！

　市街地のあちこちから響く銃撃の音が、幾重にも重なり合って十五階層の空に轟とどろく。アニル・ジュレ主席執政官の演説によって蜂ほう起きした市民と軍を裏切ってそれに加勢した兵士達はニューデリーの各地で軍の正規部隊に対する攻撃を開始し、その数は瞬またたく間に膨ふくれあがって今やニューデリー内の敵と味方の数は完全に拮きつ抗こう、いや、むしろこちらが押され始めている。

　ディーの当面の役割は、マザーシステムに向かっているはずのアニル・ジュレ執政官の居場所が確かく認にんされるまでの間、こうやって市街地で一般兵の戦せん闘とうを支援すること。

　だが、それは、騎士の本来の役目とはおよそかけ離はなれた作業を意味していた。

（攻撃感知。回避可能。危険度『小』）

　真ま昼ひるからはニューデリーとの今後の関係を考えて市民や兵士を傷つけないようにと指示を受けていたが、仮にそんな制約が無かったとしても状況はさほど好転しない。そもそも騎き士しの能力はこういうことに使うための物ではない。これが炎使いや人形使いであればもっと効率的な攻こう撃げき手段が幾らでもあるのだろうが、『剣』という武器しか持たない騎士にはそんな選択肢は存在しない。

　仮に自分が自己領域や『森しん羅ら』の能力を使ったところで結果は全く変わらない。どんな手段を使って自分の力を増幅したところで、結局、『一人ひとり倒すには一回斬きらなければならない』というルールを変更することは出来ない。

　圧倒的な力を持った一人の魔ま法ほう士しなら一撃で倒せても──

　無力な百万の民衆を制圧するには、『剣を振る』という動作を純粋に百万回繰くり返さなければならない。

　身体能力制御や自己領域は自分の体感時間を現実の世界から切きり離はなし、運動を加速してくれる。だけど、どんなに加速したところで剣を一振りすればその分だけ疲れることに変わりはないし、相手を一人倒すのにかかる時間は短くはなっても決してゼロになることはない。

　詰まるところ『騎士』という兵器は多数の弱戦力を相手にするようには設計されていないのであって、本来はこういう運用をすべき物ではない。

『……ディー、聞こえる？』

「真昼さん──！」

　襟えり元もとの通信素子から男の声。天の助けと思って通信素子を外し、五十倍加速で運動している自分の音声が相手に通じるように設定を変更して話しかける。

「何か動きありましたか？　あったんなら、すぐに行って……」

『あー……何か、苦労してるみたいだね』

　通信素子の向こうで、かすかな笑いを含んだ真昼の声。

　ディーは、う、と言葉に詰まり、

「だ、だって、どう考えてもぼく向きじゃないですよ、これ」

『悪いね。ほんとはサクラに任せたかったんだけど、あの子は「傷つけないで」っていうのが本気で苦手だから』

　マザーシステムの最後の防ぼう衛えいラインとして待たい機きしているはずの少女の名を口にし、真昼はかすかに笑って、

『ってことで、動きがあったよ』急に口く調ちようを切り替え『第十九階層、第七ポート。シティの外の戦せん闘とうでルジュナ執政官を奪だつ還かんした向こうの飛行艦かん艇ていが、軍用ポートに突入して警けい備び部隊を制圧しちゃった』

「いよいよですね」事前に真昼に聞かされた通りの展開にさして驚おどろくこともなく「それで……セラは？」

『シティの外で戦せん闘とう中ちゆう』答えて、真ま昼ひるは息を吐き『相手は、マサチューセッツのFA-307だよ』

　その言葉に、心しん臓ぞうが激はげしく一つ脈打つ。

「……分かりました」

　かろうじて声を絞り出す。セラとクレア、二人ふたりの顔を思い出し、一いつ瞬しゆんだけ目を閉じる。

　どちらも傷つかなければいい──そんな都合の良い思考を頭の中から追い出し、両手の剣を強く握りしめる。

「すぐに第十九階層に向かいます。敵の動きは？」

『フライヤーに乗り換えて市街地を移動中。飛行艦かん艇ていは自動操そう縦じゆうでポートから離り脱だつしたみたいだね』真昼はこっちの一瞬の沈ちん黙もくについては何も言わず『あそこは兵士同士の戦闘のまっただ中だからね。どこかで足止め食ってるはずだよ』

　分かりました、答えて通信を切り、すぐさま脳内でスイッチを叩たたく。半透明な球形の揺らぎが視界を包み、目に映る全すべての物が静止する。周囲の重力を書き換え、両の騎き士し剣けんを左右に大きく広げて構える。

　足下を強く蹴けり、踏み出す。

　双剣の騎士が、ニューデリーの空を飛ひ翔しようする。




　　　　††††††††††††††




（予測演算成功。「破砕の領域Erase circle」展開準備完了）

　両手の指をオーケストラの指揮者のように構え、ヘイズは親指と中指を立て続けに弾はじく。わずかな音が周囲の空気分子の配列に論ろん理り回路を刻み、騎士の情報解体と同様の効果を発揮する。兵士の構える銃が、飛来する銃弾が、頭上に浮遊する空中戦車の砲塔が、自らの拠よって立つ根拠を失って次々に砂のように崩れ落ちていく。

　ニューデリー第十九階層東部、市街地を一いつ直ちよく線せんに貫いて走る通りの中央、銃声響ひびく戦場の直ただ中なかでヘイズは狂ったように踊り続ける。周囲では反対派に従う正規軍とアニルの演説で推進派に寝返った軍と市民の混成部隊が正面からぶつかり合い、空中戦車の砲ほう撃げきの音が昼なお暗い空を激はげしく震ふるわせている。飛び交う無数の銃弾に混じって双方の魔ま法ほう士し部隊が放つ氷の槍やりが空中にぶつかり合い、周囲に甲かん高だかい破砕音を響かせている。

　唯一の救いは、双方の軍勢が共に、本来は同胞である敵の軍勢を『殲せん滅めつする』ためではなく『鎮ちん圧あつする』ために動いていること。

　そうでなければ、この戦場はとうの昔に血の海になっている。

「クソったれ！　潰つぶしても潰してもキリがねぇ！」

　指を弾はじく音で前方から放たれる強化弾体を解体しながら叫び、返す刀で後方に足を打ち鳴らして兵士の手からナイフを消し飛ばす。膠こう着ちやくした戦場のただ中で、ヘイズは完全に足止めを食らっている。下の階層からこっちに向かっている錬れんならともかく、自分の能力ではルジュナを守りながらマザーシステムまでフライヤーを運ぶには弾数が足りない。

　休むことなく両手の指を打ち鳴らしながら、背後にちらりと視し線せんを向ける。

　味方の兵士達の後方、対弾対たい爆ばく仕様のフライヤーの車内で、ルジュナはかすかな焦りの色を浮かべてこっちを見返している。

　警けい備びの最も厳げん重じゆうな二十階層のポートを避けてこの十九階層に突入したのだが、裏目に出た。

　こんな事なら、強引にでも二十階層のマザーシステム側のポートに入って、最短距きよ離りを抜けるべきだった。

　……にしても、迎えはどうなってやがる……！

　周囲に素す早ばやく視線を巡らせ、求める顔がどこにもないのを再さい確かく認にんして心の中で毒づく。マザーシステムの方から出しゆつ撃げきしてくるはずの増援──『幻げん影えい』の名を持つあの少年の姿はどこにも見あたらない。計画通りなら、いい加減到着しても良いはずなのだが……

（攻撃感知。危険）

　脳内の予測演算が最高レベルの警告。とっさに振り返った視界に銀光が弧を描き、一房だけ青く染めた前髪が数本斬きり飛ばされて風に舞まう。続けざまに振り下ろされる超高速の刃やいばに向けて左右の親指と中指を立て続けに弾き、情報防御のためにわずかに速度を減じた敵の動きをかいくぐって倒れ込むようにその場を逃れる。

　舗ほ装そうタイルに一転して立ち上がり、両手の指を目の前に構える。

　その視界の先、昼間照明の薄うす明あかりに煌きらめく、二振りの騎き士し剣けん。

　一房だけ長く伸ばした銀髪を翻ひるがえし、賢けん人じん会かい議ぎの騎士、デュアルNo.33は飛び交う銃弾の嵐あらしの中に悠ゆう然ぜんと佇たたずむ。

　──やべぇ──

　Ｉ－ブレインが、一切の回かい避ひ策さく無しに、死の危険を警告する。

　どうする、というその思考が頭の中を流れ終えるより早く、少年の姿が視界からかき消える。

（──危険）

　考える間もなく両手の指を弾き、音によって生み出された論ろん理り回路の陰に身を滑り込ませる。同時に頬ほおに衝しよう撃げきが走り、浅く斬り裂かれた頬から鮮せん血けつが飛び散る。軌道が完全に予測できても回避しきれない圧倒的な速度の攻撃。寸前で踏みとどまって顔を上げた時には目の前に少年の姿は無く、ぴたりと、冷たい金属の感触が背後から首筋に触れる。

「……降伏して下さい」

　勝ち誇るでもなく、侮あなどるでもない、ひどく静かな少年の声。

　ヘイズは「了解」と笑い、少年からは見えない角度で右手をジャケットの裏の銃に伸ばし、

（高密度情報制御を感知。前方、十メートル）

　突然脳内に出現したその警けい告こくに、驚おどろいて手の動きを止める。一いつ瞬しゆん遅れて目の前を何かが走り抜ける感触があり、背後の少年が剣を引いて激はげしい足音と共に後方に退く。

　頬ほおの血を拭ぬぐい、立ち上がって振り返る。

　目の前には、白いジャケットに包まれた、鋼はがねのような背中。

　丸レンズのサングラスで両目を隠かくした白髪の少年が、横目にちらりとこっちをうかがう。

「おせぇぞモスクワの兄にいちゃん！　どこで油売ってやがった！」

「無む茶ちや言うなや。マザーシステム周りの包囲網突破してここまで来るだけでも精一杯や」

　ため息混じりに答えたイルの右手が、のたうつ蛇へびのように跳ね上がる。超高速で振り下ろされる騎き士し剣けんの刃やいばとイルの手が接触したかと見えた瞬間、視界がぶれたような奇妙な違和感がヘイズを襲おそう。

　目の前の光景が、イルの構えが、一瞬前までそこに存在していたはずの物から文字通り『書き換わる』。

　相手の剣を真っ向から受け止めたはずのイルの右手はなぜかデュアルNo.33の喉のど元もとまで滑り込んで防御に構えられたもう一方の騎士剣の刃を掴つかみ、こちらに振り下ろされていたはずの最初の騎士剣はイルの左手によって指二本で受け止められている。

　考える間もなく掴みだした右手の銃が、騎士の額ひたいを照準する。

　両の騎士剣を引き戻しながら逃れようとする騎士の動きを完かん璧ぺきに読み切り、立て続けに三度引き金を引く。

　一発目と二発目の銃弾が超高速の運動によって回かい避ひされ、それを全すべて織おり込み済みで放った三発目が騎士の頬を浅くかすめる。同時に身をかがめるヘイズの頭上をすさまじい風圧が走り抜け、踏み込みざまに繰くり出されたイルの蹴けりがデュアルNo.33の頭部に襲いかかる。両の騎士剣が跳ね上がり、その攻こう撃げきを寸前で受け止める。自ら跳ちよう躍やくすることで衝しよう撃げきを殺し、騎士の少年は大きく側方に飛とび退のいて再び剣を構える。

　イルが、振り上げた右足をゆっくりと地面に下ろす。

　ヘイズはその隣となりに並んで立ち、周囲を飛び交う兵士達の流れ弾を、蠅はえでも払うように指の音で消し飛ばす。

「なぁ……」銃を持つ手を胸の前に構え、もう一方の手をオーケストラの指揮者のように眼前に掲げて「年下一人ひとりに二人ふたりがかりってなぁ……何かせこくねーか？　オレら」

「心配せんでええで」

　右足を一歩踏みだし、イルが答える。

　両足の膝ひざを曲げて重心をゆっくりと後方に落とし、小指と薬指だけを握りこんだ奇妙な拳こぶしの型を取って、

「どー考えても、向こうの方が百万倍汚いわ」

　交わす視し線せんはわずか一いつ瞬しゆん。

　二人ふたりは騎き士しの少年をまっすぐに見据え、同時に行動を開始する。

（システム稼か働どう率りつを九十九パーセントに再設定）

　右手の銃をデュアルNo.33の額ひたいに照準し、一度だけ引き金を引く。同時に左手を目の前に突き出し、立て続けに三度指を弾はじく。銃弾の軌道を回かい避ひしつつ疾しつ走そうを開始する騎士の進路を塞ふさぐ位置に小さな音が論ろん理り回路を刻み、その位置を飛んでいた流れ弾が砂のように崩れ落ちる。

　同じ情報解体能力を持つ騎士の情報防ぼう壁へきをもってすれば、正面から突っ込んだところで運動加速の機き能のうが一時的に低下する程度の、些さ細さいな攻こう撃げき。

　だが、それを嫌った騎士の少年は、こちらが望む通りの軌道に運動の方向を修正する。

　ヘイズの左前方、三メートル。緩ゆるやかな迂う回かい軌道をとった少年は両の騎士剣を翼つばさのように左右に広げ、足音すら置き去りにして飛び込んでくる。同時に右方五メートル、周辺で戦せん闘とうを続ける無数の兵士達の一人ひとりが、銃の引き金を引く音をヘイズは聞く。素す早ばやく左足を一歩引き、体を反らす。その目の前、幻まぼろしのように出現したイルの体がヘイズの視界から騎士の姿を塞ぐ。

　右の拳こぶしで騎士剣を持つ腕を弾くイルの側方から、回り込むようにして銃を照準する。

　こちらの五十倍以上の速度を持つ騎士の少年は、その動きを視認すると同時にイルを中心に時と計けい回りに動いてヘイズの銃口の先から姿を消す。

　同時にイルの右足が跳ね上がり、その爪つま先さきが地面から離はなれた瞬間にヘイズの視界から消きえ失うせる。幻のように空間を渡ったイルの蹴けり足は騎士の少年の進路を塞ぐ位置に出現し、それを剣の刃やいばで受け止めた少年は自由なもう一方の剣を振り上げる。

　そんな全すべての攻防の背後、静かに迫る存在をヘイズは感知する。

　ゆっくりと身を翻ひるがえして半身になり、目の前を通過する兵士の流れ弾を見送る。

　論理回路式の高速弾体はヘイズの鼻先をかすめてその先、イルの無防備な背中に突き刺さる。わずかな衝しよう撃げき音おんもなくイルの体を突き通った銃弾はさらにその奥、騎士の少年の目の前に忽こつ然ぜんと姿を現す。

　唖あ然ぜんとした少年が、とっさに身を捻ひねってその弾をやり過ごす。

　強引な回避運動に泳いだ少年の右腕と左足に、イルの左右の手が無造作に触れる。

　騎士の少年が目を見開くと同時に、イルの指先が陽かげ炎ろうのように揺らぐ。少年の右腕と左足がわずかに痙けい攣れんし、その手から騎士剣が落ちる。とっさに無事な左手でその剣を受け止め、片手に二本の騎士剣を掴つかんだまま少年が後方に逃れる。イルが触れた右腕がだらりと体の脇わきに垂れ下がり、左足の膝ひざが小刻みに震ふるえる。

　少年の瞳ひとみが、そんな自分の体を見下ろす。

　苦痛のためか一瞬だけ顔をしかめ、少年は小さく一つ息を吐く。

「おい、お前。……今なにやった」

　そんな少年の姿に注意を向けたまま、イルに小声で問う。

「腕と足の神経引きちぎったったわ」

　そう答えて血まみれの両手の指を払い、イルは何かを思い出したように、ぬ、と顔をしかめ、

「っていうか何やねん今のは！　下へ手たしたらおれ死んでるとこやんか！　……いや、そやなくて、ひょっとしたらやけどあんた！」

「いや、そりゃまあ、こんだけ近くで山ほどデータ取らせてもらったし、能力解析はオレの専売特許だしよ……」

　心底嫌いやそうなイルの顔に、ヘイズはわしわしと頭をかき、

「お前あれだろ。壁かべ抜けとかできる口だろ」

　かーっ、とイルは手のひらで顔を覆おおい、

「あーもー！　勘のええ奴やつはかなわんな！　ほんま！」

「勘じゃなくて能力解析だつって……」

（──攻こう撃げき感知。危険）

　突然の警けい告こくに言葉が途と切ぎれる。寸前まで視界の先にあった騎き士しの少年の姿がどこにも無いのに気づき、驚おどろいて振り返った視界に銀光が翻ひるがえる。

　少年の姿は、ヘイズとイルの背後。

　破は壊かいされたはずの左足が当然のように強く地を蹴けり、動かないはずの右手に光る騎士剣が弧を描いて振り下ろされる。

　とっさに目を見開いたヘイズの体が、剣に触れる寸前で横から突き飛ばされる。間一髪で難なんを逃れたヘイズは素す早ばやく体勢を立て直し、銃を片手に振り返る。

　その隣となりに、イルが忽こつ然ぜんと出現する。

　奇妙な型の拳こぶしを胸の前に構える少年の口元に、引きつったような笑えみが浮かぶ。

「おい！　なんか話違くねーか？　あいつ普通に走って普通に剣振ってんぞ──！」

「……あかん……森しん羅らや」

　慌てて叫ぶヘイズに、ため息混じりのイルの答え。

　は？　と首を傾かしげるヘイズに、イルは「ほれ」と前方で身構える少年の右手を示し、

「あいつの持っとる剣。あそこの柄つかのちょっと欠けたところに付いてる緑みどり色いろのヤツが『森羅』や。……いうても、メルボルンで戦ったときには正体わからへんで、モスクワ帰って大戦前の文献さんざん漁あさってようやく見つけてんけどな」

　イルが少年の持つ騎士剣の機き能のう──肉体の損傷を情報制御によって強制的に補完するという能力を説明する。

　ヘイズはぽかんと口を開け、

「ちょっと待て！　何だその出で鱈たら目めインチキ兵器は──！」

「おれに怒んなや！　そんなもん、インチキでも何でも目の前にあんねんから、どないかせなしゃーないやんか──！」

　思わず叫ぶ二人ふたりの視界の先、騎き士しの少年が小さく踵かかとを鳴らす。情報制御によって仮想的に修復された左足の具合を確たしかめるように少年はその場で軽く跳ちよう躍やくし、一つうなずいて両の騎士剣を体の左右に翼つばさのように構える。
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「で？　どーするよ、あれ」

「せやなぁ……右手の剣を落として体の修復止めさせるか、首くび撥はねるか。どっちにしても死ぬほど無理……」

　言いかけたイルが、ふと言葉を切る。視界の中心はあくまでもデュアルNo.33に向けたまま、イルの視し線せんが右上方、ずっと遠くの様よう子すをうかがう。

「おい、どうし……」

　どうした、と言いかけてヘイズも気づく。数キロ先、階層間バイパス道の一つの辺あたりから、他ほかの物とは明らかに異なる軌道で飛ぶ軍用フライヤーの姿が迫ってくる。

　それに気づいたらしい騎士の少年が同じ方向を見上げて目を見開く。同時にヘイズの視界からイルの姿がかき消え、跳躍体勢を取ろうとしていた少年の前に出現する。

　右手の指が瞬まばたきする間もなく片方の騎士剣の刃やいばを掴つかみ、自己領域を展開しようとしていたらしき少年はかすかに息を呑のんでもう片方の剣を突きの体勢に構える。

　神速で繰くり出された突きがイルの右手を貫き、その攻こう撃げきをすり抜けたことで存在を失ったイルの手から拘こう束そくされていた騎士剣が落ちる。騎士の少年が身を引いて後方に跳躍する姿勢を見せ、それを追って転移したイルの右手が再び少年の剣を掴つかむ。

　……足止め任せた……！

　そんな二人ふたりの攻防に背を向けて、ヘイズはルジュナが乗るフライヤーに駆け寄る。操そう縦じゆう席せきに飛び乗って演算機き関かんを始動し、すぐさま高度を上げてフットペダルを限界まで踏み込む。

　その側面、窓の向こうに、黒塗りの軍用フライヤーが並ぶ。

　操縦席の錬れんがうなずいて合図を送り、後部座席のアニルがかすかに手を振る。

　……このままマザーシステムまで……

　そう考え、車外カメラの映像に視し線せんを向けてヘイズは息を呑のむ。デュアルNo.33とイル、眼下後方に遠ざかっていく二人の戦せん闘とうに変化が起こる。周囲の兵士達は一人ひとりとして気づかない程度のわずかな速度で二人の距きよ離りが少しずつ開いていき、イルが掴んだ騎き士し剣けんを取り落とす回数がそれと比例するように増していく。

　互角に見えた二人の戦いは少しずつ騎士の少年の有利に傾き、イルはその超高速運動を捉とらえきれなくなっていく。

　……やべぇ……！

「おい、錬──！」

　襟えり元もとの通信素子を引き寄せ、隣となりのフライヤーに向かって叫ぶ。何事かとこっちを見る錬に状況を説明し、指示を送る。

　驚おどろきに目を見開いた錬が、すぐにうなずく。

　ハンドル操そう作さに従って、アニルの乗るフライヤーが少しずつこっちに近づいてくる。

「ルジュナ！　あんた高いところは」

「苦手、などと言っていられる状況ではないのでしょう？　これは」

　後部座席のルジュナが嘆たん息そくし、すぐに真顔に戻ってドアに近づく。ウィング式のドアが大きく上方にスライドし、外気がどっと車内に流れ込んでくる。錬の操縦するフライヤーの方でも後部座席のドアが開き、二台のフライヤーの車内が完全に素通しになる。

　向こうの後部座席に座るアニルが、すっと右手を動かす。

　二台のフライヤーの間に流れていた激はげしい風が完全に消滅し、空中に出現した半透明な氷の足場が後部座席同士の数十センチの距離を繋つなぐ。

「──急げ！　気づかれたぞ！」

　船外カメラの遥はるか彼方かなた、とうとうイルの攻こう撃げきを完全に振り切り、少年の姿が半透明な球形の揺らぎに包まれる。

　ルジュナが後部座席から身を乗り出し、氷の橋の上に果か敢かんに一歩踏み出す。

　同時に、ヘイズが操縦するフライヤーの屋根の上で、衝しよう撃げきが生まれる。車外カメラが操縦席の真上、両の騎士剣を手に悠ゆう然ぜんと立つ少年の姿を捉える。少年の視線が後部座席、もう一方のフライヤーに乗り移ろうとしているルジュナを発見する。同時にその周囲に無数の氷の弾丸が出現し、全方位から少年めがけて突き刺さる。両の騎き士し剣けんを縦じゆう横おうに払ってそのことごとくを撃うち落とし、少年は瞬しゆん時じに跳ちよう躍やくするや右の剣を氷の橋めがけて振り下ろす。

　こちら側のフライヤーから完全に身を乗り出していたルジュナが、大きくバランスを崩す。

　何かを求めるように差し出されたその手を、向こうのフライヤーから身を乗り出したアニルの手がしっかりと掴つかむ。

　自己領域をまとった少年の体が空中に静止し、すぐに反転してアニルとルジュナの乗る機き体たいめがけて飛ひ翔しようする。その進路にフライヤーを滑り込ませ、ヘイズは目の前の操そう作さ卓たくのパネルをむしり取る。

「お前専用のとっておきだ！」叫び、そこに隠かくされたボタンを力任せに叩たたく。「しっかり味わっとけ──！」

　フライヤーの演算機関に仕込んでおいた小さな回路が熱ねつを帯び、演算機関の増幅回路を利用して周囲の空間にすさまじい電でん磁じノイズを撒まき散ちらす。騎士の少年が空中に動きを止め、力を失ったように地表めがけて落下する。アニルたちの乗るフライヤーが激はげしく機体をぐらつかせ、すぐに姿勢制御を回復して階層間バイパス道に向かって飛び去っていく。

　衝しよう撃げきに焼き切れた演算機関が、完全にその機能を失う。

　軍用フライヤーの巨大な車体が、市街地の真ん中に向かって落下を開始する。

　……なんとか、骨折ぐらいで済まねぇかな……

　最後の推力を使って落下地点を無人の公園に向け、操作卓を叩たたいて車内に衝撃吸収剤を充じゆう填てんさせる。錐きりもみしながら急速に迫ってくる十九階層の地表をフロントガラスの向こうに見つめ、憂ゆう鬱うつな気分で頭をかく。

　──全身をハンマーで殴られたような衝撃。

　そこで、意い識しきが完かん璧ぺきに途と切ぎれた。
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　窓の外に広がる市街地の光景が途切れ、フライヤーは階層間バイパス道に入った。

　錬れんはフットペダルを踏み込み、二十階層に至る道を急いだ。

　淡あわい橙とう光こうに照らされたバイパス道の内部では、多くの兵士達が互いに檄げきを飛ばし合いながら忙しく動き回っている。十九階層から二十階層に至るこの区画はすでにマザーシステム推進派の部隊によって奪だつ還かんされているらしく、兵士達は後部座席の窓から姿をのぞかせるアニルを見上げて一様に最敬礼の姿勢を取る。

『……閣かつ下か。この先、二十階層側出口前の広場は敵側とこちら側の衝突の最さい前ぜん線せんです。十分にお気を付け下さい』

　通信回線に共通チャンネルで割り込んでくる、現場指揮官らしき男の声。

「了解しました。あなた方の奮ふん戦せんに感かん謝しやします」

　後部座席のアニルが、襟えり元もとの通信素子を引き寄せて静かに答えた。

「……調ちよう子しはどう？」

　回かい線せんが切れるのを見計らって、声を掛ける。

「お陰様で幾らか回復しました。もうしばらくは保もち堪こたえられそうです」力のこもらない声でそう答え、アニルは視線を隣となりに向け「……母に聞きました。ご存じだったのですね」

　後部座席の反対側で、ルジュナが肩を震ふるわせる。アニルが自分の病気のことを話しているのだと即座に理解したのだろう、ルジュナは息を吐き、視線をフライヤーの天てん井じように向け、

「兄にいさんは昔から勝手過ぎます。大事なことは全部隠かくして、何でもご自分一人ひとりで決めようとなさって」言葉を切り、恨みがましい視線をアニルに向け「私は、そんなに頼りになりませんか」

「すみません、ルジュナ」

　かすかにそう呟つぶやいて、アニルが頭を下げる。

　そのまま視線をうつむかせ、両手を膝ひざの上に組み合わせて、

「ですが、私は……」

　と、言いかけるその先を、ルジュナの手が遮さえぎる。

「言ってみただけです。お気になさらないで下さい」ルジュナは静かに首を振り「それに、余計な言葉は不要です。お互い、言うべきことは会かい議ぎの場で全すべて語り尽くしたではありませんか」

　そうでした、とアニルがうなずく。

　眼下にどこまでも続く兵士達の列に、視線を向ける。

「……私は、良い為い政せい者しやではなかったかも知れません」

　ぽつりとこぼしたその呟きに、ルジュナが「え？」と首を傾かしげる。

「兄さん……？」

「今……ふとそう思っただけです」アニルは自分の手をじっと見つめ「私のやったことは、ただ後に続く人々に選択を押しつけ、彼らを迷わせただけなのではないのかと。このニューデリーの最高責任者として、たとえ誤りであったとしても『人々はこの道を進むべし』と答えを示すべきでは無かったのか、と。……そんなことを、たった今、考えました」

　世よ迷まい言ごとです、とアニルが笑う。

　ルジュナは、そんなアニルの横顔に静かなまなざしを向け、

「……確たしかに、そうかも知れません」目を閉じ、息を吐いて「一国の指し導どう者しやであるのなら、この場で人々の行く末を定めておくべきだったかもしれません。遠い未来、人々が兄さんの選択を優ゆう柔じゆう不ふ断だんであったと非ひ難なんする日が来るかもしれません」

　でも、とルジュナが言葉を切る。

　アニルの手にそっと自分の手を重ね、

「それでも私は、兄さんのなさったこと全すべてを、誇りに思いますよ」

　重なりあったその手を、アニルは無言で見つめる。

　ありがとうございます、と小さな呟つぶやきがその唇からこぼれる。

　演算機き関かんの駆動音だけが流れる、静かな時間。

　車内カメラに映るそんな二人ふたりの姿に、錬れんは息を吐いた。

　……僕は……

　頭の中に様々な思考が浮かび上がり、そのどれもが形を成す前に消える。何かを伝えなければと思うのに、何を伝えればいいのかが分からない。

　無む意い識しきに視し線せんをうつむかせ、唇を噛かむ。

　疲労の色が濃こく浮き出たアニルの顔を、視界の端に見つめる。

　何でもいいから励ましの言葉をかけようとして、失敗する。マザーコアとして死に行く男を応援する言葉をどうしても思いつくことが出来ず、絶望的な気分になる。

　誰だれかが誰かのために犠ぎ牲せいになるのを見たくない。そうやってただ救われて、安あん穏のんと喜ぶ世界であって欲しくない──こんな状況であってもなお、それは錬の偽らざる本心だ。

　だけど、そんな自分の気持ちを全すべて殺してでも、今の自分には言わなければならないことがあるのではないか。

　たとえその道が自分にとって受け入れがたい物であったとしても、用意された結末がどうしようもなく悲しい物であったとしても──

　男の生き様を尊いと思うのなら、命がけで歩むその道に感じ入る物があったなら、自分には、男に何かを伝える義務があるのではないか。

「──そろそろ、二十階層のようですね」

　アニルの声に我われに返り、ハンドルを強く握りしめる。後部座席の二人が、互いに目配せを交わし合って居住まいを正す。ルジュナが万が一の事態を避けるために座席に身を伏せ、アニルは手のひらを窓に当てて小さく何かを呟く。

　分子運動制御によって生み出された巨大な空気結晶の槍やりが、フライヤーの側面に幾つも連なって浮かぶ。

　錬はうなずき、フットペダルを強く踏み込み──

　昼間照明の淡あわい光に照らされて、視界が急きゆう激げきに開けた。




　──天を衝つくような鬨ときの声を、錬は聞いた。

　幾重にも連なる無数の銃声と、人々の叫び声とが、激はげしい渦を巻いてシティの空に鳴なり響ひびいていた。

　バイパス道を抜けた先に広がる円形の広場は、二つの軍勢がぶつかり合う最前線と化していた。二十階層に配備された反対派の軍勢とバイパス道からあふれ出した推進派の軍勢。二つの軍勢は直径数百メートルの広場の突端、大通りとの境を互いの防ぼう衛えい線せんとし、空中戦車の砲ほう撃げきと魔ま法ほう士し部隊の奇き襲しゆうを援えん護ごに激はげしい銃じゆう撃げき戦せんを繰くり広げていた。

「錬れん君。正面右、およそ二キロです」

　アニルの言葉に視し線せんを巡らせ、フロントガラスの向こうに目を凝こらす。眼下で戦いを繰り広げる反対派側の軍勢の遥はるか後方、幾重にも張り巡らされた防ぼう衛えい線せんの向こうに全長五百メートル近い卵形の巨大な建造物を発見する。

「どうするの？　このまま防衛線の上飛び越えたって、あっちは敵のまっただ中だよ！」

　通りを埋め尽くす敵兵のあまりの数に呆ぼう然ぜんとなり、後部座席のアニルに叫ぶ。

　と、戦せん闘とうの様よう子すをじっと見つめていたアニルは静かにうなずき、

「時間がありません。ここは強攻策と参りましょう」そう言って膝ひざの上に両手を組み「錬君、機き体たいの降下を。……両軍の境界線上に、このフライヤーを降ろして下さい」

「え……？」

　その言葉に自分の耳を疑う。二つの軍勢の銃撃がぶつかり合う最も危険な場所に降りろという無む謀ぼうとしか思えない命令に、驚おどろいてアニルを振り返る。

「兄にいさん……」

　気遣うような、ルジュナの声。

　アニルは、そんな妹に「大丈夫です」と首を振り、

「この体にも、もう少しだけ役に立って貰もらいましょう」

　青ざめた顔でそれでも笑うその姿に、喉のどまで出かかった制止の言葉を飲み込む。覚悟を決めて手元のレバーを操そう作さし、軍用フライヤーの機体を下降させる。一息に三十メートルの高度を下ったフライヤーは瞬まばたきする間もなく地上すれすれ、敵と味方の弾だん幕まくの中心に降下する。

　前と後ろ、ほぼ全方位から放たれた無数の銃弾が、フライヤーめがけて雨あられと降り注ぐ。

　とっさに脳内に『分マ子ク運ス動ウ制エ御ル』を呼び出し、氷の盾たてを展開してフライヤーを守る。

「そう、その調ちよう子しです」アニルはうなずき、腕の力だけを頼りにシートから身を起こし「それでは……そのまましばらく防御をお願ねがいしますよ」

　え？　と振り返る錬の目の前で、アニルは後部座席のドアを無造作に開け放つ。「お気を付けて」と静かに告げるルジュナに手を振り、アニルはあろうことかフライヤーの外、銃撃戦の直ただ中なかに飛び降りる。

　その体が、奇跡のように力を取り戻す。

　心しん臓ぞうを締しめ上げる痛みに呼吸もままならないはずの執政官は、豪ごう奢しやな白しろ装しよう束ぞくを翻ひるがえして人々の前に悠ゆう然ぜんと降り立つ。

　その周囲に無数の氷の盾が出現し、飛び交う銃弾を一つ残らず受け止める。アニルは静かに振り返り、自分の後方、バイパス道前広場に陣取る味方の部隊に向かって優ゆう雅がに一礼する。

　推進派に味方する兵士達の間から、驚きよう愕がくの声が上がる。

　こちらを直撃する方向に銃撃を行っていた部隊が、慌てて射線を別な角度に切り替える。

「さて……では参りましょう」

[image: ]

　舞まうように身を翻ひるがえしたアニルが、振り返って正面、敵陣の中心へとまっすぐに歩き出す。

　慌てて後を追い、錬れんはフライヤーを発進させる。

　闖ちん入にゆう者しやの正体にようやく気づいたらしい敵の最さい前ぜん線せんの兵士達が、驚おどろいて一いつ瞬しゆん、銃じゆう撃げきを止やめる。兵士達は戸惑ったように互いの顔を見合わせ、それでも銃口を掲げて照準をアニルに向ける。

　緊きん迫ぱく感かんに耐えきれなくなったのか、兵士の一人ひとりが訳の分からない叫びを上げてとうとう引き金を引く。

　放たれた弾丸が氷の盾たての表面を滑り、アニルの頬ほおをかすめて鮮せん血けつを飛び散らせる。

　後方の推進派側の陣から幾つもの悲鳴が上がる。人々は銃口を敵陣に向けたまま、固かた唾ずを飲んでアニルの一挙手一投足を見守る。そんな人々の前で、アニルは衝しよう撃げきに一歩だけたたらを踏んで踏みとどまる。大事無い、とでも言うように後方の味方に向かって軽く手を上げ、白しろ装しよう束ぞくの主席執政官は敵陣に向かってなおも歩き出す。

　静まりかえった推進派の陣営にかすかなざわめきが生まれる。ざわめきは次第に数を増し、それに合わせるように兵士達がゆっくりと前進を開始する。前方から雨あられと降り注ぐ銃弾を物ともせず、倒れ伏す仲間の亡なき骸がらを踏み越えて、着実に歩を進める人々の間に生まれたざわめきは、巨大な怒ど号ごうへと膨ふくれあがって陣営全体を飲み込んでいく。

　閣かつ下かをお守りしろ──と。

　閣かつ下かのために道を切り開いて差し上げろ──と。

　誰だれの物ともつかない叫びに突き動かされて、兵士達が突とつ撃げきを開始する。

　かろうじて維持されていた戦せん線せんのバランスが崩ほう壊かいする。反対派の軍勢は突如として動き出した推進派の圧力に抗しきれずに後退を始め、ついには戦線その物を維持できなくなって大きく左右に散開する。そんな敵をさらに左右に押しやりながら、推進派の軍勢はなおも進む。マザーシステムを中心に幾重にも張り巡らされた敵の防ぼう衛えい線せんにその突撃の先端をくさびのように食い込ませ、一個の巨大な三角陣を敷しいた推進派の軍勢が反対派を正面から押しつぶしていく。

「今です……錬れん君」

　予想だにしない展開に目をみはる錬の背後で、後部座席のドアが静かに開く。

　周囲の兵士達に略礼を返しながら、アニルがその体をフライヤーの車内に滑り込ませる。

　スライド式の扉がゆっくりと下がり、ドアの内側を外界から切り取る。同時に鈍にぶい音が車内に響ひびき、全すべての力を失ったアニルが後部座席のシートに倒れ込む。

「……問題ありません。大丈夫です」驚きよう愕がくの表情で手を伸ばすルジュナにアニルは笑え顔がおで答え、

「錬君。このまま全速前進、マザーシステムに突っ込みます」

　言われるがままにアクセルを踏み込み、敵陣の中央めがけて高度五メートルの位置をまっすぐに進む。その周囲をこちら側の空中戦車部隊が取り囲み、そのさらに外側を兵士達が幾重にも防御する。一つの巨大な塊となった部隊は半ば戦意を喪失した敵陣を紙を裂くように食い破り、マザーシステムに至る道を一直線に突き進んでいく。

「すごい……」

　目の前で起こっていることが信じられず、半ば呆ぼう然ぜんとアニルを振り返る。アニルは深く息を吐いてシートに倒れたまま閉じていた目を開き、こっちに向かって柔らかく笑いかけ、

「人を動かすとは、こういうことです」静かにそう告げ、子供に教えを諭さとすような口く調ちようで「覚えておいて下さい。たとえいかなる理を操あやつり策を練ったとしても、最後に人々を動かすのは、理を超えた、その先にある物です」

　その言葉に、ただ、呆然とうなずく。

　低速で進むフライヤーを追い越して次々に飛び出していく兵士達の姿を、フロントガラスの向こうに見渡す。

　周囲の区画一帯に展開されていたはずの反対派の軍勢が目に見えて退いていく。敵の銃撃をものともせずに突き進む推進派の兵士達を前に、反対派の兵士達はとうとう銃を放り捨てて逃走を開始する。

　ほんの数分前、上空から見下ろした時には完全に拮きつ抗こうしていたはずの戦せん闘とうが、各地で一方的な追撃戦へとその姿を変えていき──

　……あれ……？

　視界の端にかすかな違和感を覚え、錬は無む意い識しきに目を凝こらす。二十階層の東の外れ、主戦場から遠く離はなれた行政区画の上空に小さな人ひと影かげを認め、思わず声を上げる。

「ねぇ、あれ！」

　周囲の戦せん闘とうに視し線せんを巡らせていたアニルとルジュナが、驚おどろいた様よう子すでこっちを見る。「どうしましたか？」と異口同音に問う二人ふたりに、問題の方角を指で示す。

　三人の視線が見つめるずっと先──

　昼間照明の薄うす明あかりに照らされた二十階層の空を、自治軍の制服を纏まとった人影が幾つも連なって駆けていく。

「あれ……魔ま法ほう士しじゃない？」思わず呟つぶやき、自分の言葉にうなずいて「そうだよね。あんなところで何を……」

「確たしかに、妙ですね」後部座席のルジュナが同じようにうなずき「魔法士部隊を投入するまでもなく、あの辺あたりの主要な施設はすでに反対派の占領下にあります。こちら側の戦線が到達するのはまだ先ですし、この時点で新たな戦力を呼び戻す意味は……」

「……なるほど」

　いきなり割って入ったアニルの声に、ルジュナと一いつ緒しよに、え、と声を上げる。

「兄にいさん……？」

「失礼しました。……大した問題ではありません」アニルは静かに首を振り「今はこちらが先決です。急ぎましょう」

　その言葉に慌ててうなずき、余計な思考を頭から追い出す。兵士達の援えん護ごを受けたフライヤーは敵陣を貫き、とうとう、マザーシステムまでたどり着く。

　空中戦車の砲ほう撃げきが最後の防ぼう衛えいラインを強引にこじ開け、そのわずかな隙すき間まに兵士達がなだれ込む。

　その後に続いて敷しき地ち内ないを一直線に走り抜け、卵形の構造物の側面に設けられた巨大な隔かく壁へきの前に到達したところで、錬れんは腰のナイフを抜き放つ。

「フィア！　着いたよ！」

　柄に埋め込まれた小さな素子に向かって大声で叫ぶ。すぐにマザーシステムの方で反応があり、巨大な隔壁が重苦しい駆動音と共に開き始める。それに気づいた敵側の兵士達が最後の抵抗とばかりに迫ってくる。こちらに味方する兵士達が隔壁の周囲に陣を展開し、その攻撃を食い止める。

　素す早ばやくフライヤーを操そう作さし、半ばまで開いた隔壁の下からフライヤーを強引に内部に滑り込ませる。

　薄うす闇やみに満たされた広い空間が、視界に広がる。

「オッケー！　ちゃんと全員入ってるわよね！」

　隔壁のすぐ傍そばから、月つき夜よの叫び。

　動きを止めた隔壁が、今度はゆっくりと下がっていく。

「──錬れんさん！」

　窓の外から響ひびく少女の声に、操そう縦じゆう席せきのドアを蹴けり開けてフライヤーを飛び降りる。駆け寄ってくる少女の細い体を抱き止め、そのままくるりと一回転する。

「フィア、大丈夫だった？」

「はい！」

　少女はエメラルドグリーンの瞳ひとみでこっちを見上げてうなずき、少し真ま面じ目めな顔で、

「……こっちの準備は出来ました。いつでも、始められます」

　そっか、とうなずき、フィアから手を離はなす。振り返ったフライヤーの後部座席のドアが開き、ルジュナに体を支えられてアニルがゆっくりと姿を現す。

　こっちの傍そばに歩み寄り、隔かく壁へきの方から駆け戻ってくる月つき夜よとフィアに交互に視し線せんを向け、

「皆さんご無事のようで何よりです」小さくうなずき、少女の方に向き直って「それでは……フィア君。申もうし訳わけありませんが、よろしくお願ねがいします」

　少女が神妙な顔で、はい、とうなずく。その姿にどんな言葉をかければいいのか迷い、視線を逸そらして言葉を探し、

（高密度情報制御を感知）

　視界の端にＩ－ブレインの警けい告こく。

　背筋を冷たい何かが走り抜ける感触に、錬はゆっくりと後方の隔壁に視線を巡らせる。

　魔ま法ほう士しであるフィアとアニルが、同時に気づいた様よう子すで同じ方向を振り返る。その姿に異変を察したのだろう、月夜とルジュナも一いつ瞬しゆん遅れてその後を追う。

　五人の視線の見つめる先。

　八割近く閉ざされた隔壁の外で、兵士達の悲鳴が上がる。

　短たん機き関かん銃じゆうの発射音が重なり合って幾度も響き、それらの全すべてが数秒のうちに沈ちん黙もくする。隔壁の下からのぞく空間を空中戦車らしき巨大な塊が石ころか何かのように転がり、黒い煙を立ち上らせて動かなくなる。

　……マズい……！

　とっさの判断で駆け出した視界の先に、鎖くさり状じようの半透明な空気結晶が突如として出現する。唸うなりをあげてなぎ払われるその一いち撃げきを、錬はナイフの刃やいばで受け止める。

　瞬時に体勢を立て直した視界の先、静かに降りる隔壁のわずかな隙すき間まから、正体不明の人ひと影かげが滑り込む。

　完全に閉ざされる隔壁を背に、黒いその影がゆらりと立ち上がる。

「そこまでだ──とでも言うべきだろうか」

　倉庫区画を照らす淡い照明の下、闇やみ色いろのドレスを翻ひるがえして少女が傲ごう然ぜんとこちらを見据える。

　賢けん人じん会かい議ぎのリーダー、サクラという名の少女が、長い黒髪を飾り羽根のように揺らめかせる。

「真打ち登場……ですか」アニルがため息混じりに呟つぶやき「お相手したいのは山々ですが、今は時間が惜しい。大人おとなしく行かせて頂くわけには参りせんか」

「我われらが参さん謀ぼう殿どのと同じような物言いをするのだな、貴方あなたは」黒い外がい套とうの少女は静かに答え「確たしかに、貴方の演説は見事だった。称しよう賛さんに値すると言っても良いだろう。……我々の主張とは相あい容いれない物ではあるが、その言葉には私も少なからず感じ入る物がある」

　少女の両手が外套の裏に伸びる。

　左右の手に三本ずつ、ゆるやかに引き抜かれた細身の投とう擲てきナイフが、薄うす闇やみの中にかすかに煌きらめく。

「貴方は見事だ、アニル・ジュレ執政官。──そして、その上でなお、私は貴方を行かせるわけにはいかない」

　ナイフを投擲体勢に構え、静かに一歩進み出る少女。

　その前に、錬れんは無言で立たち塞ふさがる。

「フィア、月つき姉ねえ」背中を向けたまま二人ふたりの名を呼び「すぐに、アニルとルジュナさんを連れて、コアルームに向かって」

　フィアが一いつ瞬しゆん驚おどろいたように息を呑のみ、すぐに理解した様よう子すでわかりましたと呟つぶやく。この場において少女の能力は役に立たない。マザーコアに近いこの場所で不用意に同どう調ちよう能力を使えば、シティの機き能のうに重大な異常を発生させる恐れがある。

「錬さんも気をつけて。こっちは任せて下さい」

「うん……」少女の言葉にうなずき、何度もためらってから「……アニル」

　背中越しに、アニルが息を呑む音が聞こえる。自分の名が呼ばれるとは思っていなかったのだろう、そんな主席執政官の答えを待たずに、錬はさらに口を開く。

「僕には、やっぱりまだ答えが出せない。シティのために魔ま法ほう士しが死ぬのが良いことだとは思えないし、だからってシティが滅んでいいとも思えない。どうすればいいのかなんてわからないし、あんたの言う覚悟なんてまだ持てない。──だけど」

　胸の前に構えたナイフを、強く握りしめる。

　溢あふれそうになった涙を堪こらえて、強く息を吐き、

「だけど、あんたに教えて貰もらったこと全部、絶対に忘れない」眼前の少女を鋭するどく見据え「早く行って。あんたが自分の役目を果たすまで、ここは死んでも守り通すから」

　だからがんばって、と声にならない呟き。

　それに、アニルは背中越しに小さくうなずく。

「ありがとうございます、錬君。──何よりの励みです」

　四人分の足音が、ためらいがちに走り出す。させじと動くサクラの目の前に、錬は素す早ばやく回り込む。

　周囲に生み出した無数の空気結晶の弾丸が、緩ゆるやかな螺ら旋せんを描く。

　倉庫区画を照らす淡あわい闇やみの中、二人の悪魔使いは真っ向から対たい峙じする。

「それが貴方あなたの選択か」諦あきらめたような少女の呟つぶやき。「何な故ぜ、と問うてみたいところではあるが、残念ながら今はこちらも忙しい」

　半透明な空気結晶の鎖くさりが、少女の周囲を滑らかに巡る。

　投とう擲てきナイフの切っ先が、躊ちゆう躇ちよ無くこっちの額ひたいを照準する。

「実力行使だ」静かな声で呟く少女の足下から、巨大なチタン合金の腕が突き出す。「コアの交換を強制的に阻止し、貴方たちを真ま昼ひるの許もとに連れ帰らせて頂く」

　させないよ、と呟き、錬れんは脳内でＩ－ブレインのスイッチを叩たたく。

　交わす視し線せんはわずか一いつ瞬しゆん。

　二人ふたりは同時に地を蹴けり、疾しつ走そうを開始した。
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　闇やみを貫いて放たれた荷か電でん粒子砲の槍やりが、舞まい踊る吹雪ふぶきの中に紫し電でんを散らした。

　襲おそい来るその攻こう撃げきを紙一重でかいくぐり、クレアは操そう縦じゆう槽そうの接続回線越しに演算機き関かんに命令を叩き込んだ。

　FA-307がナイフのような鋭えい利りな機首を天頂に向け、狂ったように加速を開始する。わずか数秒で最高速度に達した船体は二万メートルの距きよ離りを瞬時に駆け抜けて空を覆おおう雲の天てん蓋がいすれすれまで到達し、それを追って後方から接近していた四つのＤ３がおそらくは雲の生み出す電でん磁じノイズを嫌って遥はるか眼下の闇の中に静止する。

　その姿が急速に揺らぎ、Ｉ－ブレインの仮想視界から消失する。

　荷電粒子砲の発射態勢、閉へい鎖さ空間の展開による一時的な消滅──それを理解したクレアのＩ－ブレインはFA-307の演算機関を介して周囲の時空構造の歪ゆがみを仔し細さいに解読。閉鎖空間の中心に存在するはずのＤ３と、次に放たれる荷電粒子砲の攻撃範はん囲いとその回かい避ひルートを仮想視界の中に正せい確かくに描き出す。

　上下反転の姿勢に機体を旋回させ、重力に任せて落下を開始。

　こちらの動きに合わせて変化していく荷電粒子砲の予測軌道から逃れて機体を細かに加減速し、機首を真下に向けて地表面めがけて一直線に突っ込む。

　四つのＤ３が周囲に次々に出現し、放たれた荷電粒子砲の槍がミリ単位の差でことごとく空を切る。落下を続ける前方にさらに五つの別なＤ３が出現し、包囲態勢を描くように光の槍を射出する。その攻撃の軌跡をすでに認にん識しきしていたクレアはＤ３が出現する直前に機体を再び旋回させ、襲い来る五本の荷電粒子砲のわずかな間かん隙げきを縫ぬって今度は水平方向に加速する。

　闇の彼方かなた、見つめた仮想視界の遥か一キロ先に、小さな女の子の姿を認める。

　吹雪舞い踊る空の下、金髪をポニーテールに結わえた青い瞳ひとみの少女が、静かなまなざしでこっちを見つめている。

　その姿に、わけもなく笑えみが浮かぶ。

　操そう縦じゆう槽そうの羊水の中で、クレアは小さく息を吐く。

　……おかしなもんよね……

　昨日きのうは自治軍から逃れるために共に助け合った相手と、今日きようは荷か電でん粒子砲を向け合って戦っている。運命の皮肉さに苦笑しつつ、自分はどうして戦っているのだろうとふと不ふ思し議ぎな気持ちになる。

　マサチューセッツを裏切り、敵に回すと宣言してしまった今となっては、その表の任務であった「マザーコア交換の支援」も裏の任務であった「作戦の妨害」も、もちろん果たす義理などない。命令など関係無しに自分個人としてマザーシステムをどうすれば良いと思うかと問われても、これまでただシティに命じられるままに生きてきた自分はそれを真剣に考えたことがない。

　それでもアニル・ジュレ執政官に協力し、セラと戦うことを選んだ理由。

　自分でもさっぱり分からないその理由を、ほんの一いつ瞬しゆん、頭の中で考える。

　……マサチューセッツに対する嫌いやがらせ、ってのもなんか違うわよね……

　自分を協力者としてニューデリーに送り込んでおきながら、その実はコア交換の妨害を画策していた研究部の老人達。彼らの思惑を外してやるためにこうしてマザーシステム推進派に与くみしているのだとすれば、我われながら一応の筋は通っている。

　が、自分がそんな理由で戦っていると考えるのは、どうしても納得がいかない。

　数秒。ステータス表示が映し出された操縦室の天てん井じようをじっと視みつめ、唐とう突とつに気づいて操縦槽の中で、そっか、と吐息を漏もらす。

　アニル・ジュレとルジュナ・ジュレ、二人ふたりの執政官の姿を頭に思い浮かべる。

　とたんに、やり場のない憤いきどおりが胸の奥にわき上がってくる。

　聞けばアニル執政官は心しん臓ぞうに不治の病を抱え、自分の命が長くないことを悟ってマザーコアに志し願がんしたのだという。それに気づいたルジュナ執政官はあえて兄とは逆の立場の派は閥ばつにとどまり、表面上は兄と敵対しながら陰ではその主張を通すために動いていたのだという。

　二人の兄妹が本心では互いのことを思いながら、それぞれを己おのれの敵として争う。

　どこかで聞いたような話。胸の奥にふつふつと怒りの炎がわき上がってくるのを感じる。

　何とかしてあの二人を会わせたい。会わせて、あの二人が自分たちの目的を果たす手助けをしたい。シティと賢けん人じん会かい議ぎとどちらが正しいかなんて自分にはわからないけれど、それでも、「シティを救いたい」というあの二人の思いにはきっと意味があるはずだと思う。シティはどうあるべきなのか、魔ま法ほう士しを犠ぎ牲せいにするこの世界はいかに在あるべきなのかと、それをあんなに真剣に考えてくれる人達の決めた道なら、きっとそこには価値があるはずだとクレアは思う。

　だから助ける、ただそれだけ。

　何のことはない。

　自分はあの兄妹のことが気に入って、あの二人ふたりの夢の助けになりたいと、そう思っているだけなのだ。

　……そんな簡かん単たんな事、か……

　自覚してしまったあまりにも単純な『戦う理由』に、胸の奥から正体不明の元気がわき上がってくる。唇の端で小さく笑い、仮想視界の先に浮かぶ少女に改めて意い識しきの焦点を向ける。

　あの子を黙だまってシティに帰せば、敵側の重大な戦力になってしまう。

　それを防ぐために、ここで少しでも時間を稼かせぐ。

「……さぁ、勝負よ」

　操そう縦じゆう槽そうの羊水の中で、小さく吐息。

　Ｉ－ブレインを介して演算機き関かんに命令を叩たたき込み、加速を再開する。

　それに気づいた少女が、自分の目の前に浮かぶ最後のＤ３に手を触れる。透明な正八面結晶体の周囲に圧倒的な時空構造の歪ゆがみが発生し、同時にFA-307を取り囲む位置を漂っていた残る九個のＤ３が同じように閉へい鎖さ空間を纏まとって仮想視界からかき消える。

　そんな少女めがけてFA-307の銀ぎん灰かい色しよくの船体を駆り立てながら、クレアは周囲半径一キロの時空構造をミリ単位の精度で完かん璧ぺきに観かん測そくし、

　……これって……

　前方遥はるか一キロ、こっちを見つめる少女の真剣なまなざしに、飾り物の目を閉じて息を吐く。『千里眼』のＩ－ブレインが少女の意図、Ｄ３の配置の意味をクレアの脳に伝える。

　圧倒的な密度で絶えず変化し続ける観測データをつぶさに解析し、この先の展開、次の瞬しゆん間かんに襲おそい来るであろう敵の攻撃を計算し──

　Ｉ－ブレインが描き出す、一秒先の未来像。

　そこに、撃げき墜ついされるFA-307の姿を認め、クレアは驚きよう愕がくに目を見開く。

　……マズい……！

　脳内に描き出された仮想視界の先、少女の手元に、閉鎖空間を解き放ったＤ３が出現する。瞬間、完璧に同時としか捉とらえられないタイミングで、クレアの周囲であらゆる事象が連鎖的に発生する。

　少女の手元から放たれた荷か電でん粒子の槍やりが、大気を穿うがちながら直進してFA-307の船体をかすめる軌道を通過。

　一瞬遅れてFA-307の周囲を漂う九個のＤ３のうちの一つが活動を開始し、荷電粒子砲の照準をこっちに向けた正八面結晶体は自身を取り囲む閉鎖空間を一秒の百分の一にも満たないわずかな時間で解き放っていく。

　そのＤ３めがけて、目標を逸それた最初の荷電粒子砲が直撃する。

　闇やみを貫いて透明な正八面結晶体に突き刺さるかと見えた光の槍は、半ば解除されかかったＤ３の周囲の閉鎖空間に捕らわれて、その進路を反対側に変更する。

　Ｄ３から直接放たれた光の槍やりと、Ｄ３の周囲の閉へい鎖さ空間によって軌道をねじ曲げられた最初の光の槍──二つの槍は凍こごえた大気に紫し電でんを撒まき散ちらし、FA-307の後方から今度はその機き体たいを上下に挟み込む軌道で襲おそいかかる。機体の表面装甲を浅くかすめた槍はその前方でわずかなタイムラグを置いて射出体勢を取ろうとしていた別の二つのＤ３を直ちよく撃げきし、新たに放たれた二本の光の槍と共に、今度は都合四本の槍となって襲いかかる。

　荷か電でん粒子砲の射出を終えたＤ３は自身の周囲に重力場を形成し、跳ね返ってくる光の槍の軌道を再びねじ曲げる。残った全すべてのＤ３が荷電粒子砲を射出し、その周囲に同様の時空の歪ゆがみを構築する。重力場によって描かれた仮想のレールの上を、十本の光の槍が疾しつ走そうする。光速に限りなく近い速度で走る荷電粒子はその複雑な軌道を一秒の千分の一にも満たないわずかな間に走り抜け、闇やみ空ぞらの直ただ中なかに鮮あざやかな光の紋もん様ようを描き出す。

　その攻撃、その圧倒的な包ほう囲い網もうの全てを、クレアの『千里眼』は最初の荷電粒子砲が射出される直前に一つ残らず読み解く。

　攻撃の速度、密度、破は壊かい力りよく、こちらの機動性、防御性──

　あらゆる要素を計算したＩ－ブレインが、荷電粒子砲の直撃を、演算機関の機能停止を免れる回かい避ひルートが存在しないという事実を冷れい徹てつに告げる。

　……参ったわ……

　口元に訳わけもなく笑えみが浮かぶのを感じる。

　仕方がない、と、そんな思考が脳裏を一いち刹せつ那なに走り抜ける。

　……完かん璧ぺきに負けね、これは……

　心の中が不ふ思し議ぎと静かなのに、自分自身で驚おどろく。操そう縦じゆう槽そうの羊水の中で息を吐き、仮想視界に目を凝こらす。闇空の向こうに浮かぶ少女の姿をじっと見つめ、その強さに改めて感心する。今日きようまで現実と戦い抜いてきた少女とただ流されるままに生きてきた自分、この結果はそんな二人ふたりの差なのかもしれないと思う。

　マサチューセッツのエージェントであった『千里眼クレアヴオイアンスNo.7』は、昨日きのう死んだ。

　なら、その船であるFA-307が沈むのも、何かの運命かもしれないと、そんなことを考える。

　……けど、ただじゃ落とされないわよ……

　Ｉ－ブレインの観かん測そく結果に全ての意い識しきを集中し、少女の攻撃の中にほんのわずかな綻ほころびを見つける。FA-307の船体全てを逃すには到底足りないそのわずかな隙すき間まに機首を滑り込ませ、同時に船体側面からありったけのワイヤーを放出する。

　蜘く蛛もの巣のように展開されたワイヤーが、荷電粒子砲の直撃を受けて激はげしい火花を散らす。

　その衝しよう撃げきが、FA-307の本体に演算機関の限界を超えた推力を与える。

　嵐あらしに舞まう木の葉のように、仮想視界が急きゆう激げきに旋回する。全方位から降り注ぐ荷電粒子砲が暗あん灰かい色しよくの装甲をかすめてその表面を容よう赦しやなく削り取り、全長七十五メートルの船体を激しく揺らめかせる。

　闇やみ空ぞらに鮮あざやかな紋もん様ようを描き出した光の槍やりの一本が、とうとうこちらの演算機き関かんを直ちよく撃げきする軌道に入る。

　同時に、FA-307の船首に取り付けられた荷か電でん粒子砲の砲身が、クレアが思い描いた通りのラインを捉とらえる。

　Ｉ－ブレインにコマンドを叩たたき込み、ありったけのエネルギーを込めて荷電粒子砲を解き放つ。放たれた荷電粒子砲は船体を取り囲む光の槍の移動経路の一つに入り、その線せん上じようを敵の攻撃とは逆の方向に走り始める。

　こちらが放った荷電粒子砲の槍と、Ｄ３が放った光の槍──二つの槍が舞まい落ちる吹雪ふぶきの中に正面から衝しよう突とつする。光速に限りなく近い速度まで加速された荷電粒子同士の衝突が激はげしい爆ばく発はつを生み、周囲の空間に衝撃波を撒まき散らす。

　爆発点の中心から数百メートル、周囲に浮かんでいた四つの正八面結晶体の表面に亀き裂れつが走り、その周囲の重力場が消失する。

　同時に、クレアの船を、すさまじい衝撃が襲おそう。

　攻撃の直撃を知らせる警けい告こく文ぶんがＩ－ブレイン内部の仮想視界を埋め尽くし、慣かん性せい制御されているはずの操そう縦じゆう室しつが激しい震しん動どうに襲われる。急速に機能を失っていく演算機関から最後の出力を絞り出し、なんとか安全に地表面に降下するルートを確かく保ほする。

「クレアさん──！」と、Ｉ－ブレインの認にん識しきの向こうに少女の悲鳴。

　その姿に意識の焦点を合わせ、船外スピーカーのスイッチを入れる。

「やるじゃない！　さすがに今のは効いたわ！」泣きそうな顔でこっちを見下ろす少女に、大声で呼びかける。「今日きようのところはあたしの負け。あんたの勝ちよ！　セレスティ・Ｅ・クライン──！」

　どうやら声が届いたらしく、少女が空の向こうで目を丸くする。船の降下にしたがって遠くなっていく少女の姿に、クレアは必死で叫ぶ。

「あたしね、マサチューセッツ抜けることにしたの！　今はあんたやディーと同じ。シティの軍に追われる身よ！」

「ほ、ほんとですか──？」

　少女はよほど驚おどろいたのか、青い瞳ひとみをいっそう大きく見開く。

　そんな少女に、クレアはスピーカ越しに「ホントよ！」と叫ぶ。

「次にあたし達が会うときは、あたしとあんたは今度こそ敵じゃないかも知れない！　あたしはあんたの味方になってるかも知れない！　……だから、もし、もしそうなったら──」

　仮想視界の向こうに雪に覆おおわれた地表が迫り、Ｉ－ブレインが衝撃に対する警告を訴える。クレアはスピーカーの出力を最大にし、あらん限りの声で叫ぶ。




「──そのときは、一いつ緒しよにお茶でも飲みましょ──！」




　船体を包む激はげしい衝しよう撃げき。

　仮想視界を覆おおって立ち上る雪煙の中、FA-307の主動力『Ｘ７型演算機き関かん』が静かに機能停止を告げた。
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（呼Call‥運動係数制御・『運動加速』）

　思考演算によって自身の運動を通常の五倍に加速し、投とう擲てきナイフを両手に構えてサクラは駆ける。むき出しのチタン合金の床を強く蹴けり、少年めがけて一いつ直ちよく線せんに突っ込む。

　三歩の跳ちよう躍やくで五メートルの距きよ離りを駆け抜け、踏み込んだ足を軸に体を反転。

　外がい套とうを翻ひるがえして背中向きに少年の側面に回り込み、振り返ると同時に突きだした右のナイフを少年の喉のど元もとめがけて躊ちゆう躇ちよ無く走らせる。

（警告Alert‥一般処理・『高密度情報制御感知』）

　同時に少年の右手が跳ね上がり、サバイバルナイフの刀身が弧を描いて闇やみを駆ける。甲かん高だかい金属音がマザーシステム内の空間に響ひびき渡り、サクラの髪をかすかに揺らす。こちらと同等の五倍加速で掲げられた少年のナイフは喉元まで迫った投擲ナイフの一撃を寸前で受け止め、そのまま強く弾はじき返す。

（文書text‥一般処理・『運動係数・五倍・継続』）

　跳ね返った右手の勢いをそのままにサクラは再度身を翻し、一挙動に体勢を立て直して今度は左手の投擲ナイフを少年めがけて突き込む。その攻撃を予測していたかのような運動で少年の右手のサバイバルナイフが走り、投擲ナイフの細い刀身を胸の前で受け止める。

　返す刀で振り抜かれたサバイバルナイフが弧を描いてこちらの首筋めがけて飛来。

　両手の投擲ナイフを交差させてかろうじてその攻撃を受け止めたサクラは、圧力に抗しきれずに後方に大きく一歩飛とび退すさる。

（警告Alert‥一般処理・『攻撃感知』）

　それを追ってさらに一歩踏み込んだ少年が、胸の前に構えたナイフを水平に突き出す。同時に少年の周囲に無数の空気結晶の弾丸が出現し、こちらの回かい避ひ軌道を塞ふさぐラインめがけて雪崩なだれを打って襲おそいかかる。刹せつ那なの判断でサクラは自ら少年めがけて踏み込み、攻撃態勢にあるサバイバルナイフにこちらのナイフを一撃。自分から相対距離を詰めることによってナイフの着弾と氷の弾丸の着弾の間にタイムラグを生み出し、そのわずかな間を縫ぬってＩ－ブレインにコマンドを叩たたき込む。

（呼Call‥制御系・連弾・『仮想精神体制御・生物化』『分子運動制御・鎖くさり』『電でん磁じ気き学がく制御・銃身』）

　脳内にあらかじめ用意しておいた一いち覧らん表ひように従ってＩ－ブレインが続けざまにプロセスを展開し、少しずつの間をおいて三つのプログラムを連れん鎖さ的てきに起動させる。『仮想精神体制御』が身に纏まとった外がい套とうに仮想的な生物の存在情報を流し込み、巨大な黒い翼つばさを生み出して氷の弾丸を一つ残らず受け止める。続けざまに呼び出された『分子運動制御』が受け止めた弾丸の一部を淡たん青せい色しよくな空気結晶の鎖くさりに変え、突き出されたままの少年の腕に絡みつかせる。

　少年が瞬しゆん時じに腕を引き戻して後方に跳ちよう躍やくし、逆手に握ったナイフを目の前に構える。

　同時、サクラの脳内で三つ目のプログラム、『電でん磁じ気き学がく制御』が起動する。

　Ｉ－ブレインが目の前の空間の電磁場を書き換え、仮想的な電レ磁ー射ル出ガ砲ンの砲身を形成する。生み出された不可視の砲身めがけて、サクラは躊ちゆう躇ちよ無く右手のナイフを投げ放つ。ナイフの細い刀身を受け止めた電磁場がローレンツ力によってその動きを瞬時に加速、目の前の少年めがけて時速二千キロを超える速度で打ち出す。

　その行く手、少年の目の前に、手のひらほどの氷の盾たてが出現する。

　サクラの脳内で『分子運動制御』が終了したことで少年の動きを封じていた空気結晶の鎖が形を失い、すかさずその制御を回復した少年は周囲の空気分子をかき集めてナイフの軌道上に半透明な空気結晶の防ぼう壁へきを展開する。

　ガラスを砕くような甲かん高だかい音が鳴なり響ひびき、氷の盾が粉みじんと砕け飛ぶ。防御を貫き通すことに失敗した投とう擲てきナイフはその軌道を大きく逸そらし、マザーシステム内部の強化コンクリート壁に突き立って停止する。

　そのわずかな時間に、サクラは脳内で再び運動加速を起動。

　瞬時に十メートルの距きよ離りを退いてなおも繰くり出されようとする少年のナイフの攻撃を避け、深く息を吐いて外套の裏から新たなナイフを掴つかみだす。

　……なかなかに、面めん倒どうだな……

　昨日きのうの戦せん闘とうで苦戦を強いられたというディーの言葉を思い出す。サクラと同じ悪あく魔ま使つかい、それも、サクラの『合成』とは異なる『並列』という特性を持つ少年のＩ－ブレインは、『運動加速』と『分子運動』というように、サクラには不可能な複数の能力の同時起動を可能とする。一つ一つの能力を連続的に起動するサクラの『連弾』とは根本的に異なるその能力は、例えばナイフと氷弾というような複数の武器による完全同時攻こう撃げきを可能とする。

　……さすがは真ま昼ひるの弟、と言うべきか……

　無む意い識しきに浮かべたその思考に、顔をしかめる。

　目の前の少年に対するいらだちが、心の中に膨ふくれあがっていく。

　……なぜだ……

　天あま樹ぎ錬れんというこの少年がシティとどのように関かかわってきたかは、サクラも真昼に聞かされて知っている。少年と共にいる金髪の少女が神こう戸べの次のマザーコアであったことも、その少女を救うために少年が神戸に戦いを挑んだことも、サクラは真昼から何度と無く教えられている。

　その話をする青年の優やさしい顔を見るにつけ、サクラは漠然と、少年とは良い仲間になれそうだと感じていた。

　頼りにしている参さん謀ぼうの弟であり、誰だれよりもシティを憎んでいるはずのまだ見ぬ少年に対し、サクラは一方的に親近感さえも抱いていた。

　……それが、何な故ぜ……

　アニル・ジュレと関かかわったことで成り行きでマザーシステム推進派の手助けをすることになった、などという理屈は到底納得がいかない。あの執政官の演説にほだされて賛さん成せいできないながらも協力することに決めた、などというのなら、それはとんでもない優ゆう柔じゆう不ふ断だん、惰だ弱じやくとさえ呼んで良い類たぐいの物だ。

　例えばこれが、メルボルンで戦ったあの少年のように「自分の命をかけてもシティを守る」というような強い意志による行動であるのなら、敵であってもその戦いは敬意をもって受け入れるべきものだ。

　だが、目の前の少年はそうではない。少年は過去に「シティと戦う」という道を選んでおきながら、今、自らのその行いを否定するようにマザーコアを守るべく戦っている。

　その少年の選択、曖あい昧まいとしか言いようのない生き方に、怒りを通り越して当惑すら覚える。

　これほどの力を持ちながら何故、と、その思考が脳を支配する。

「……この場は、どうあっても勝たせて頂く」少年に向けて、静かに宣言する。「貴方あなたの身は、必ず真ま昼ひるの許もとに連れ帰る」

　言い終えると同時に外がい套とうの裏に右手を走らせ、投とう擲てきナイフを指の間に三本つかみ出す。十メートル先でサバイバルナイフを構える少年をまっすぐに見据え、脳内で次々にスイッチを叩たたく。

　……行くぞ……

　ここまでの戦いで互いの力関係は知れた。『並列処理』というこちらには無い能力を持つ少年は敵の攻こう撃げきに対する対応力や手数という観かん点てんにおいてこちらより優すぐれているが、それは決して自分の『連弾』で誤ご魔ま化かすことが出来ないレベルの圧倒的な差を意味するものではない。能力の起動終了プロセスをＩ－ブレインの基き礎そ領域に押しつけることで複数の能力をタイムラグ無しに連続起動する自分の『連弾』は、少年の『並列』に拮きつ抗こうすることは出来ないまでも何とか対応出来るだけの力を持っている。

　ならば、勝敗の行方ゆくえを決めるのは、自分の持つ『合成』。

（呼Call‥仮想精神体制御・『生物化』）

　複数の能力の重ね合わせによって生み出される圧倒的な攻撃力。少年が見たことが無いであろうその能力をもって、一気に戦せん闘とうを終了させる。

（呼Call‥制御系・付加処理・運動係数制御）

「天あま樹ぎ錬れん」

　頬ほおにかかる長い黒髪を背中に払い、少年の名を呼ぶ。異様な気け配はいを感じ取ってか身構える少年に、サクラは静かな声を投げる。

「肩かた慣ならしは済んだ。そろそろ全力で行かせてもらう」

　何、と目を見開く少年。

　サクラは傲ごう然ぜんと顔を上げ、そんな少年の瞳ひとみをまっすぐに見据え、

「今から私の力を見せる。……防ぎきれないまでも何らかの対処をしろ。でなければ死ぬ」

（──呼Call‥『踊る人形』）

　脳内で、無造作に引き金を引いた。
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　金属塊を打ち合わせるようなすさまじい破砕音が、マザーシステム内部の広い通路に響ひびいた。

　フィアは走りながら一いつ瞬しゆんだけ後方を振り返り、闇やみの向こうを見つめて唇を噛かんだ。

「大丈夫よ」左ひだり隣どなりを並んで走る月つき夜よが声を投げる。「錬れんはそんなに簡かん単たんに負けたりしない。あんたが一番良く知ってるでしょ？」

　優やさしく諭さとすようなその声に、うなずいて視し線せんを正面に戻す。フライヤーが丸々一台通れそうな広大な通路の先、卵形の構造を持つマザーシステムの中央に位置するその場所を目指して薄うす闇やみの中をひた走る。

「アニルさん、ルジュナさん、大丈夫ですか？」

　足を止めずに視線だけを動かし、月夜とは反対側の隣に声を投げる。白しろ装しよう束ぞくをまとった妙みよう齢れいの女性が走りながら「大丈夫です」こっちを見下ろし、その女性に肩を支えられた白装束の男が眼鏡めがね越しにこっちに柔らかな視線を返す。

「問題ありません。急ぎましょう」

　そうですか、とうなずき、少しだけ視線を落とす。通路の天てん井じように反はん響きようする四人分の足音が、小さな澱おりとなって胸の奥に降ふり積つもる。降り積もった澱が心しん臓ぞうの傍そばをどろりと流れる。通路を進むにつれ、目的の場所が近づくにつれて、黒い澱が静かに膨ふくれあがっていく。

　シティ・ニューデリーの全すべての中ちゆう枢すう、コアルーム。

　マザーコアとなる魔ま法ほう士しが安置されるその場所に向けて、曲がりくねった通路をひたすらに進む。

「それで、街の方はどうなってるの？　戦況はどっちに傾きそうな感じ？」

　そんなフィアの頭の上を飛び越して、月夜がアニルとルジュナに声を投げる。たとえ一国の執政官が相手でも、彼女の態度にはいっさいの変化がない。

「自治軍のおよそ半数の方がこちらに味方して下さったのは、先ほどお話した通りです」アニルは疲労の色がにじむ顔にあくまでも落ち着いた笑えみを浮かべ「一般市民の方の援えん護ごもあって、全体の局面はこちらに有利な状況です。あと半日もあれば、決着が付くでしょう」

「そう……なの……？」

　アニルが語る明るい展望に、月つき夜よはなぜか不満そうな声を上げる。フィアは思わず視し線せんを向け、ぬー、と眉まゆ根ねを寄せる月夜の顔を見つめる。

「月夜さん、どうかしたんですか？」

「いや、なんていうか、真ま昼ひるの動きが気になってね」月夜は走りながら顔をしかめ「あいつがこのまま大人おとなしく負けましたで済ますなんて有り得ないんだけど、だからってこの状況で私たちを妨害する手があるとも思えないし……」

　うーん、と首を捻ひねる月夜。

　その顔をアニルとルジュナに向け、

「市街地の戦せん闘とうは見てきたんでしょ？　だったら何か変わったことなかった？　あんた達の目から見て、戦略的に明らかに変な動きしてる部隊とかそういうの」

「おかしな動きの部隊、ですか……？」ルジュナは考えるしぐさを見せ、ふと何かを思い出した様よう子すで「そういえば……二十階層の魔ま法ほう士し部隊の動きが」

　ルジュナがこのマザーシステムに突入する直前に見たという光景──主戦場から遠く離はなれて、行政区画に向かって移動する魔法士の一団があったという情報を月夜に伝える。

「魔法士が、戦場から離れて……？」月夜は口の中で小さく呟つぶやき「待ってよ……てことは……」

　その目が不意に見開かれ、月夜は「あー！」と大声を上げて立ち止まる。

「ど、どうしたんですか？　月夜さん」

「どうしましたか。何か、賢けん人じん会かい議きの動きについて思い当たることでも？」

　慌てて同時に足を止め、フィアはルジュナと交互に声を投げる。月夜は慌てた視線を二人ふたりに交互に向け、ん？　と声を上げてその目をルジュナの隣となり、アニルの穏おだやかな笑え顔がおで止める。

「そっか」呟き、片手を腰に当て「あんたはとっくに気づいてたってわけね。真昼の狙ねらい」

　え？　とフィアはアニルに顔を向ける。ルジュナも「兄にいさん？」と男を見つめる。

「黙だまっていて申もうし訳わけありません」アニルは月夜に頭を下げ「ですが、私も気づくのが遅すぎました。もはやあの青年の目的の一つは達成された。……いえ、もしかするとマザーコア交換の妨害ではなくそちらの方こそが、彼にとってのこの作戦の主眼だったのかもしれません」

　その言葉には応こたえず、月夜は険けわしい視線を頭上に向ける。

　何かを探るようにその視線を左右に彷徨さまよわせ、一つうなずいて、

「フィア、この建物、私たちが通ってきた以外にも何個か出入り口あったわよね？」

「え……？　あ、はい」慌ててフィアはうなずき「一番近いのは、さっきの角から反対側に曲がった先です……けど……」

　ほんの数分前に自分たちが通った四つ角の方を視線で示す。

　月夜は、うん、とうなずき、

「あっちの出口からなら敵の主力とぶつからずに市街地に出られるわよね？　確たしか」

「は、はい。扉のロックも内側からなら簡かん単たんに開けられるはずですけど……」

「──行かれるつもりですか」訳わけも分からずに答えるフィアの後に、アニルの声が続く。「相当苦しいタイミングですよ。向かうなら軍用ポートですが、あの青年のことですからすでに脱出の準備は整ととのえているはずです」

「分かってるわよ」

　月つき夜よがうなずき、拳こぶしを握りしめる。

　アニルの顔を見返し、一つ息を吐いて、

「けど、このまま黙だまって行かせるわけにもいかないでしょ。誰だれかが何か、がつんと言ってやらなきゃ」

　そうですか、と呟つぶやき、アニルが目を閉じる。

　そうなのよ、と答えて、月夜はボディスーツのポケットを探る。

「ってことでフィア、後のことお願ねがい」今日きようの作業のデータが詰まったディスクをこっちに差し出し、ふと悲しそうな顔で「ごめんね……結局、あんた一人ひとりに任せちゃって」

「い、いえ！」月夜の言葉に慌てて首を振り「大丈夫です！　私、一人でもちゃんとできますから！」

　元々この後の作業はフィアが一人で行うはずだから、月夜がここについて来ていることには護ご衛えい役やく以上の意味は無い。彼女が言っているのはもっと精神的な事なのだろうが、そこは気づかないふりをして元気に答える。

　と、月夜はなぜかこっちを見下ろして深々と息を吐き、

「本当に良い子ね、あんたって……」呟き、柔らかな手でフィアの髪を撫なで「私が今言う事じゃないけど……あんたはもっとわがままに、好きなこと言っていいのよ？」

　その言葉の意味がよくわからず、え？　と首を傾かしげる。月夜は苦笑するように「ま、いいわ」と呟き、

「それじゃ、ここからは任せたわ」

　ボディスーツのフードに髪を押し込み、頭からすっぽり被かぶる。

　通路を元来た方に振り返り、闇やみの向こうに鋭するどい視し線せんを向け、

「──あたしは、ちょっと真ま昼ひるのヤツのところに行ってくる」




　　　　††††††††††††††




　とっさに眼前に掲げたナイフを、すさまじい衝しよう撃げきが襲おそった。

　正面から叩たたき込まれたチタン合金の『腕』の一撃に容よう赦しやなく弾はじき飛ばされ、錬れんは数メートル後方に着地して必死に体勢を立て直した。

（攻撃感知、危険）

　間かん髪はつ入いれずに襲い来るＩ－ブレインの警けい告こくに、目を見開く間もなく脳内で命令を飛ばす。「短期未来予測ラプラス」によって描き出された全方位仮想視界が攻こう撃げき予測を表す赤い点で埋め尽くされる。Ｉ－ブレインに命じて起動中の「運ラ動グ係ラ数ン制ジ御ユ」を「分マ子ク運ス動ウ制エ御ル」と入れ替え、周囲の空間に空気結晶の盾たてを展開する。

　その盾が、激はげしい金属音と共に次々に砕かれる。

　目の前には、暗あん灰かい色しよくの表面を煌きらめかせる、チタン合金の『腕』。

　正面十メートル先、少女の足下の床から生はえだした『腕』は、通常の人間の物に比べて三倍近い巨体を踊るように翻ひるがえし、錬れんの目の前に展開された氷の盾の防御を瞬またたく間に打ち砕いていく。

　とっさに脳内で命令を飛ばし、『腕』の攻撃によって生じた防御の隙すき間まに新たな氷の盾を生成する。が、そのわずかなタイムラグによって生じた隙を逃すことなく、腕はその身を蛇へびのようにたわめ、氷の盾のわずかな間かん隙げきめがけて空を裂いて走る。

　残像すら残さず視界を駆け抜けるその運動は、高レベルの騎き士しの運動加速と比較しても遜そん色しよくがないほど、絶望的なまでに『速い』。

　まるで自分自身が運動加速演算を行ってでもいるかのように、『腕』はこちらの防御を容易たやすくかいくぐり、固く握った拳こぶしをこちらの顔めがけて叩たたきつける。

　……これが、『合成』……

　月つき夜よに教えて貰もらった情報、少女の最も恐ろしい能力を改めて認にん識しきし、背筋に冷たい物が走る。

　刹せつ那なの判断でＩ－ブレインに命令を叩き込み、大きく右に跳ちよう躍やくする。

（世界面変換デーモン『サイバーグ』常じよう駐ちゆう）

　容量の不足によって脳内に常駐していた短期未来予測ラプラスと分マ子ク運ス動ウ制エ御ルが強制終了し、同時に周囲の空間の物理定数が書き換わる。自己領域に乗って『腕』の攻撃をかいくぐった体は、そのまま『腕』の無防備な側面に到達。着地と同時に「世サ界イ面バ変ー換グ」を終了し、錬は脳内に新たなプログラムを呼び出す。

（分子運動制御デーモン『マクスウェル』、論ろん理り回路生成デーモン『ファインマン』常駐）

　分マ子ク運ス動ウ制エ御ルが目の前の空間から空気分子を取り除き、錬の演算能力で全すべてトレース可能なレベルにまでその数を減少させる。同時に論フ理ア回イ路ン生マ成ンが演算を開始し、『腕』に接触する位置、三十センチ四方の限定された空間のあらゆる空気分子の運動を詳細に読み解く。その中心めがけて右手を突き出し、錬は親指と中指を軽く弾はじく。生み出された音が限定空間内の空気分子の配列に論理回路を刻み、騎士の情報解体と同等の効果を生み出す。

　高速で翻った『腕』が、その動きを止める。

　いかに運動を加速されていようと「仮想精神体」という存在の本質までは変更されていなかったらしく、自らの拠よって立つ根拠を失った『腕』は半ばで崩れ落ちながら元のチタン合金の床へと巻き戻っていき、

（攻撃感知──）

　休む間もなく、Ｉ－ブレインの警けい告こく。

　側面から回り込むように振り下ろされた投とう擲てきナイフの刃やいばを、錬れんはとっさに展開した氷の盾たてで受け止める。

「『踊おどる人形』をかわすか。見事だ」淡たん々たんとした少女の声「ならば、これではどうだ？」

　呟つぶやく少女の外がい套とうが跳ね上がり、黒い翼つばさへとその姿を変える。先端を刃のように尖とがらせた翼が、身を翻ひるがえしてこちらの喉のど元もとめがけて突き込まれる。錬はとっさに後方に逃れつつ目の前に再び氷の盾を展開。正面から走る黒い翼の一いち撃げきを余裕を持って受け止め……

（──危険）

　その攻撃が、氷の盾の防御をすり抜ける。

　黒い翼は立たち塞ふさがる空気結晶の盾を自らの体を崩ほう壊かいさせながら透過し、こちらの防御の内側に寄り集まって細く鋭するどい翼を再生成する。

　とっさにラグランジュを起動し、後方に逃れた頬ほおに鋭するどい衝しよう撃げき。

　間一髪で直撃を回かい避ひした喉が翼の先端によって浅く斬きり裂かれ、鮮せん血けつが飛び散る。

「さて、そろそろ降伏を勧めてもいいだろうか」そこに追撃を加えることもせず、涼やかな少女の声。「理解できているとは思うが、昨日きのう我われ々われの騎き士しを相手にしたときとは勝手が違うぞ？　私と貴方あなたとでは、絶対的に私の方が有利だ」

　その言葉に唇を噛かむ。必死でナイフを構えたまま、少女の動向をうかがう。

　喉から垂れる鮮血を拭ぬぐう余裕すらない。

　少女の言う通り、自分の不利を自覚せざるを得ない。

　昨日戦った騎士の少年は確たしかに強かった。能力だけで言うなら錬がこれまで最強だと思っていたあの黒衣の騎士よりもさらに上、常じよう識しきの範はん疇ちゆうを軽く千歩は踏み越えた常軌を逸いつしたものだった。だが、それでも錬には対処の方法があった。いくら圧倒的な能力を持とうとも、騎士はどこまでも騎士。その能力が「運動加速」「情報解体」「自己領域」の三つに必ず限定される以上、作戦さえ間違えなければ倒すことは十分に可能だった。

　だが、目の前の少女には、そんな思考法が通用しない。

　こちらと同じ悪あく魔ま使つかいのＩ－ブレインによって複数の能力を自在に操あやつり、さらには『合成』によって既存の能力から全く新しい別の能力を生み出してしまう少女に対しては「予想される全すべての選択肢に対して解答を用意しておく」という自分の常じよう套とう手段が使えない。

「……しかし、それにしても解げせない」そんなこちらの思考を置き去りに、少女は静かに声を投げる。「貴方は間違いなく強い。たとえシティの魔法士であろうと、単体で貴方に拮きつ抗こうできる者などほとんどいないだろう。そしてその強さは貴方の意志から生まれるものだ。戦えば分かる。ただ状況に流されて自分に課かせられた判断を放棄するような弱い者では無い」

　呟つぶやいて、少女が一歩踏み出す。

　投擲ナイフを構えた右手を、静かに体の脇わきに下ろす。

「だから、私には理解できない」少女の声が、マザーシステム内部の広い空間に響ひびく。「貴方は何な故ぜ、何も為なそうとしない。魔ま法ほう士しを犠ぎ牲せいにするシティを認めるでもなく、だからといってシティの存在を否定するわけでもない。……すでに一度マザーコアとなるべき運命にあった少女を救い、シティに対して戦いを挑んでおきながら、貴方あなたは何故この世界に対してそうも無関心でいられるのだ」

「無関心じゃない！」思わず錬れんは叫ぶ。「僕は……僕はただ、人間でも魔法士でも、誰だれかのために誰かが犠牲になって代わりに誰かが幸せになるような道を選びたくないだけで……」

　必死に絞り出したその言葉に、少女は冷たい無表情で応こたえる。

　数秒。

　少女は呆あきれたように息を吐き、静かな目をこっちに向け、

「……まるでコウモリだな、貴方は」呟つぶやき、投とう擲てきナイフを目の前に掲げ「獣けものに会っては私は獣ですと言い、鳥に会っては私は鳥ですと言う。その時々の状況に応じてどちらか都合の良い方に味方して、己おのれの信念などはどこにもない。そういう者が最後にはどうなるか知っているか」

　その言葉に、月つき夜よに小さい頃ころ聞かせて貰もらったおとぎ話を思い出す。

　鳥と獣の間を行き来し、都合よく振ふる舞まい続けたコウモリは──

　最後には鳥にも獣にも追われて、暗い洞どう窟くつにひとりぼっちで──

「気が変わった。私はもはや、貴方を賢けん人じん会かい議ぎに招こうとは思わない」

　冷たく言い捨てて、少女が空いたもう一方の手を外がい套とうの裏に伸ばす。

　両手に三本ずつ掴つかんだナイフを投擲体勢に構え、少女はまっすぐにこっちを見据え、

「この上は速やかに貴方を打ち倒し、コアの交換を阻止させて頂く」

　その言葉に、錬は息を吐く。

　……コウモリ、か……

　真ま昼ひるの後を追ってニューデリーを訪れてから起こった全すべての事を、頭に思い描く。

　……確たしかに、そうかもしれない……

　君には覚悟がない、というアニルの言葉が、耳の奥で響ひびく。一千万の市民の前で堂々と自分の意見を述べ、人々に道を示した男の顔を脳裏に浮かべる。

　彼の言う覚悟とは何だったのだろう、と。

　それを、今さらのように考える。

　シティのために魔法士を殺す覚悟、魔法士のためにシティを滅ぼす覚悟──あの人が言っていたのは本当にそんなことだったのだろうかと、男の背中を思い出す。マザーシステムを否定し、魔法士を守るために走り続けながら、最後はマザーコアとしてシティに殉じゆんずる道を選んだ男は自分に何を望んだのだろうかと、それを必死に考える。

　答えは、分からない。

　未み熟じゆくな自分には、何も知らない自分には、その答えはきっとまだ分からない。

　それでも、たとえ分からなくても、考える。

　男が自分に託したもの、その言葉の一つ一つの意味を、気が遠くなるほど考える。

　何が正しくて何が間違っているのかなんて自分には分からない。正しさなどどこにも無い、あるのはそれぞれの道と信念だけだと言われても、自分一人ひとりの信念にどれほどの価値があるのか錬れんには分からない。だけど、それでもあの人の言葉は多くの人々を動かした。今のシティを肯定するでもなく、否定するでもない、何一つ結けつ論ろんの無いあの人の言葉が数え切れないほどの人々を動かした。

　その姿を、その生き様を、ほんの短い間だったけど錬は見ていた。

　正しさを超えたところにあるもの。

　自分一人の信念を超えたところにあるもの。

　きっと、それが、あの人が自分に望んだもの。

　今はどこにあるかも分からず、ちっぽけなこの手にはとうてい掴つかめないものだとしても。

　その力の結晶として、今、死地に赴おもむく男が自分の背中の向こうにいるというのなら──

「──行かせない」

　強く呟つぶやき、一歩前に踏み出す。

　少女の視し線せんに負けないように、強く足を踏みしめる。

「虚勢もいい加減にすることだ」呆あきれたような少女の呟き。「言葉では何と言おうと、見ず知らずのシティ市民を守るために命を賭かける覚悟など貴方あなたには在あるまい。私とて望んで真ま昼ひるの弟の命を奪おうとは思わない。命が惜しいのなら……」

「シティの人達のためじゃない」強い言葉で、錬は少女を遮さえぎる。「僕が戦うのは、あの人のためだ」

「……愚かなことだ」少女は嘆たん息そくし「自らの道を自らで決めることが出来ないから、より強い意志を持った者に選択を委ゆだねようというのか？　それでは……」

「確たしかに、僕はバカかも知れない」少女に続きを言わせず、錬は言葉を吐き出す。「あんたの言う通り、僕には自分の信念なんか無い。コウモリみたいにふらふらと、目の前で困ってる人を助けてるだけだ。……この世界でどうしていけばいいのかも分からないし、自分の力をどう使えばいいのかも分からない。何もかもが分からないことだらけだし、それが気に入らないって言うんなら好きなだけバカにして笑えばいい」

　決して声を荒げる事をせず、静かに、淡たん々たんと錬は言う。

　大きく一つ息を吐き、まっすぐ少女に向き直る。

「けど、あの人は違う。あの人は自分が信じた物のために命を賭けて戦ってる。……僕はくだらない人間かも知れないけど、それでもあの人に『ここを守る』って約束したんだ」

　だから、と錬は右手のナイフを眼前に掲げる。

「ここは絶対に通さない。──何があっても、一歩も引かない」

「……そうか」

　その言葉に、静かな呟つぶやきが答える。

　少女は両手を胸の前に交差させ、ナイフを投とう擲てき体勢に構え、

「それが答えなら、もはや言うべき事もない」踏み込みざま、一挙動にナイフを投げ放ち「力ずくでも通らせて頂く──！」

（空間曲率制御デーモン『アインシュタイン』常じよう駐ちゆう）

　少女の眼前で空間が揺らぎ、帯電した空気が火花を散らす。続けざまに放たれた左右六本の投擲ナイフが、電でん磁じ場ばの砲身にとらわれてその動きを加速する。同時に錬れんはアインシュタインを起動し、周囲の空間をねじ曲げると同時に左前方に跳ちよう躍やくする。空間を誤ご魔ま化かして瞬しゆん時じに三メートルの距きよ離りを渡った錬の体は投擲ナイフの軌道から遥はるかに離はなれた場所に出現する。

　六本のナイフが次々に強化コンクリートの内ない壁へきに突き立ち、轟ごう音おんと共に小しよう爆ばく発はつを巻き起こす。危ういところで攻こう撃げきを逃れた錬は少女に向き直り、同時に少女もこっちを振り返る。

　その少女の足下、チタン合金の床からゴーストハックの巨大な腕がせり出すのに気づき、錬はとっさに身構えようとしてその動きを止める。

　……いけない……

　ここで受け身になってはいけない。いったん防戦に回れば少女の思うつぼだ。どう足あ掻がいたところで今の自分には少女の選択肢を全すべて防ぎきることはできない。こちらから積せつ極きよく的てきに攻めなければ、いずれ必ず手詰まりになる。

　……落ち着け……

　ナノ秒単位で巡る思考の中、Ｉ－ブレインの全能力を投入して必死に打開策を探る。少女と自分の能力を比較して、その違いを必死に分析する。少女が持つ『合成』に対して、自分が持つ能力は『並列』。だが、いくら自分が複数の能力を同時に用いたところで、少女は単一能力を連続的に起動することでその不利を誤魔化してしまう。本来ならその不利は誤魔化しきれるものでは無いはずなのだが、今の自分の戦術能力では『並列』と『連続起動』の差を勝利に直結させることはできない。

　ならば──と思考が加速する。

　それならば、自分の『並列』を使って少女の『合成』に匹敵する攻撃力を生み出すことが出来ないかと、そんな思考が天てん啓けいのように脳に飛来する。

　少しずつ形を成していくチタン合金の腕を加速された視界の先に、必死に考えを巡らせる。相手に出来て自分に出来ないこと。自分に出来て相手に出来ないこと。その隙すき間まに潜ひそんでいるはずの勝利の鍵かぎを、脳を限界まで酷使して探し求める。

　……そもそも、複数の能力を同時に動かせるってことは……

　思考を続けた脳が、不意に昨日きのうの戦せん闘とうを思い出す。中央塔で出会ったあの騎き士しの少年との戦いを、Ｉ－ブレインがつぶさにトレースする。左脳と右脳に二つのＩ－ブレインを持ち、左右の剣それぞれにそのＩ－ブレインを同どう調ちようさせることで本来の騎士では有り得ない攻こう撃げきを可能とする少年──その少年が戦せん闘とうの最後に見せた動き、自分自身の剣を足場にした空間移動に、意い識しきの焦点が集中する。

　……そうだ、あれは……

　銃弾を足場にする通常の騎き士しの運動の、さらに上を行く移動手段。二つのＩ－ブレインに二つの『運動係数制御』を処理させ、それをスイッチさせることで騎士剣から騎士剣への移動を可能とした少年の能力。そこに重大なヒントを感じる。二つのＩ－ブレインに二つの同じ能力。その相互制御による運動の拡張──

　瞬しゆん間かん的てきに、思考が焦点を結ぶ。

　Ｉ－ブレインが、その答えを導みちびき出す。

（『アインシュタイン』終了。『マクスウェル』常じよう駐ちゆう）

　脳内の容量を開放し、空いた領域に「分マ子ク運ス動ウ制エ御ル」を起動する。Ｉ－ブレインに意識を集中し、情報の制御に全すべての注意を向ける。出来るかどうかは分からない。そもそも自分の『並列』に本当にそんな機き能のうがあるのか、錬れんは知らない。

　脳の一次記き憶おく領域に展開された「マクスウェル」の隣となりに、それと同じ構造の、同じだけの大きさの領域をもう一つ確かく保ほ。

（並列処理──）

　記憶の中ちゆう枢すうに保存されている「マクスウェル」の圧あつ縮しゆくファイルを呼び出し。

　細心の注意を払って脳の一次記憶領域の空白、すでに展開されている「マクスウェル」の隣に再び展開し──

（分子運動制御デーモン『マクスウェル』、二重常駐）

　ステータス表示に、「成功」の文字。

　二つの「分マ子ク運ス動ウ制エ御ル」が並ぶウィンドウを仮想視界の中に見つめ、錬はＩ－ブレインに命令を叩たたき込んだ。
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　少年の周囲に浮かぶ数百の空気結晶の弾体を、サクラは見た。

　淡たん青せい色しよくな空気結晶の弾丸は少年の周囲を螺ら旋せんを描いて巡り、こちらを狙ねらうように広こう範はん囲いに展開して、そのままの位置で静止した。

　……何のつもりだ……？

　そこらの炎使いが使うのと同じ、氷の弾丸による攻こう撃げき。弾体の数も密度も、せいぜい二流の炎使いが用いる攻撃と何ら変わりがない。内心で首を傾かしげる。それでは意味がない。氷の盾たてで攻撃を受け止めようと言うのならともかく、炎使いの劣化コピーに過ぎない少年や自分の薄うすい弾幕では『踊る人形』を撃うち落とすことなど到底出来ない。

　……苦し紛れか……

　コンマ一秒でそう結けつ論ろんし、足下から生はえだしたチタン合金の『腕』を少年の頭に照準する。運動加速を付加されて騎き士しと同等の戦せん闘とう能力を与えられた『腕』を、少年めがけて一息に解き放つ。

　瞬しゆん間かん、少年の周囲で空気結晶の弾丸が動く。

　数百と浮かぶ弾体は何な故ぜか少年の頭上に細く長い列を成し、襲おそい来るチタン合金の腕に向かって一発ずつタイミングをずらして襲いかかる。

　何のつもりか、と考える間もなく、固く握りしめられたチタン合金の拳こぶしに最初の弾体が着弾。

　瞬間──

（警告Alert‥一般処理・『高密度情報制御感知』）

　警けい告こく文ぶんが脳内を駆けめぐるのと、すさまじい爆ばく発はつ音おんが大気を震ふるわせるのが、同時だった。

　……な……に……？

　チタン合金の『腕』の表面、氷の弾丸が突き立った一点を中心にすさまじい爆発が巻き起こった、激はげしい衝しよう撃げきに腕の軌道がわずかに逸それ、その表面がクレーター状に浅く陥没した。予想外の衝撃に驚おどろくように『腕』がその身を大きくよじり、その腕めがけてさらに空気結晶の弾丸が突き刺さり……

　再び巻き起こる小爆発。

『腕』の表面に突き立った空気結晶の弾丸が本来の熱ねつ量りようを取り戻し、瞬時に膨ぼう張ちようして水蒸気爆発を巻き起こす様が、サクラのＩ－ブレインにもはっきりと捉とらえられた。

　今度こそ完全に動きを止めた『腕』に、数百の空気結晶が雪崩なだれを打って襲いかかる。小指の先にもみたない小さな弾丸は『腕』に突き立つと同時に次々に爆発を巻き起こし、チタン合金の表面を陥没させながら元の空気へと拡散する。『腕』の表面数百カ所で次々に爆発が巻き起こり、『腕』を形成するチタン合金が全方位からすさまじい圧力で打ちのめされ……

　──耳をつんざく、金属音。

　圧倒的な力に抗しきれなくなった『腕』は手首に当たる部分を中心に粉々に砕け散り、床に跳ねて元のチタン材にその姿を巻き戻した。

　……バカな、なんだそれは……

　無む意い識しきにサクラは目を見開く。たった今、目の前で起こった現象が理解できない。『空気分子の運動を制御して弾丸として打ち出す』という能力と『その弾丸に熱量を戻して爆発させる』という能力──通常の炎使いなら誰だれでも持っている二つの能力を同時に操あやつった、と言葉にするだけならひどく簡かん単たんだが、現実はそんな生やさしいものではない。

　いかに高レベルの能力を有していようと、どれほどの経けい験けんを積つんでいようと、通常の炎使いがこんな攻撃を仕掛けてくることは有り得ない。

　なぜなら、その二つの能力を同時に制御することは、理り論ろん的てきに不可能だからだ。

『空気分子の運動を制御する』ということは、より厳げん密みつに言うなら『対象空間内のエントロピーを制御して全すべての分子が自分の望む方向に望む速度で運動している状態を意図的に作り出す』ということだ。その結果として空気分子が結晶化し、低温下に伴って余剰の熱ねつ量りようが生まれたとしても、それは『エントロピー制御』の副産物にすぎない。一方で炎使いは『物質に熱量を加えて爆ばく発はつさせる』という能力も持っているが、それは『エントロピー制御』とは全く別の概がい念ねん。二つの能力は同じ熱力学の範はん疇ちゆうにあっても本質的に異なるものであり、その二つを一人ひとりの炎使いが同時に制御することは決して出来ない。

　故ゆえに、仮に通常の炎使いが何らかの物質に熱量を与えて爆発させようと思ったなら、その瞬しゆん間かんに炎使いは『空気分子の運動を制御する』というもう一方の処理を全て中断し、自身が生み出した氷の弾丸や槍やりを一つ残らず放棄しなければならない。

　氷の弾丸の運動を制御しながら、同時に熱量を操そう作さしてその弾丸を爆発させる。

　そんな現象を可能にするものがあるとすれば、それは──

　息を呑のみ、砕けたチタン合金の『腕』の残ざん骸がいを見下ろす。

　無む意い識しきに呟つぶやいた言葉が、形を成してこぼれ落ちる。

「……二つの分子運動制御を並列に起動して……」

　──それぞれのプログラムに熱量とエントロピーの操作を……
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　驚きよう愕がくと共に見開いた視界に少年の姿が映る。激はげしい水蒸気爆発によって生み出された淡あわい霧きりの壁かべの向こう、少年は静かに右手を目の前に掲げ、その周囲に再び数百の空気結晶の弾体を生み出す。

　少年の視し線せんが、まっすぐにサクラを射い貫ぬく。

　放たれた数百の弾丸が、正面、あらゆる角度から、群れをなして襲おそい来る。

　……くっ……！

（呼Call‥『運動加速・五倍』）

　とっさに脳内で運動係数制御を呼び出し、外がい套とうの裏に手を伸ばしつつ後方に飛とび退すさる。その足下に次々に氷の弾丸が突き刺さり、すさまじい爆ばく発はつ音おんと共にチタン合金の床を陥没させる。空気分子の膨ぼう張ちようによる不可視の爆発が大気を鳴めい動どうさせ、サクラの体を激はげしく震ふるわせる。終わることのない衝しよう撃げきに足がとうとうバランスを崩し、サクラは大きく右に跳ちよう躍やくしてかろうじて体勢を立て直す。

　その足下に、氷の弾丸が突き立つ。

　チタン合金の床を抉えぐった弾丸がいつまで経たっても爆発しないのに気づいたサクラが目を見開いた瞬しゆん間かん、Ｉ－ブレインが甲かん高だかい声で警けい告こくを発する。

（警告Alert‥一般処理・『高密度情報制御感知・後方』）

　二つの分子運動制御のうち片方を終了し、運動係数制御に切り替えての奇き襲しゆう。

　それに気づいたサクラが振り返った瞬間、銀光が弧を描いて視界に閃ひらめく。

　──舐なめるな！

　振り返りざま掲げた右手のナイフが、襲い来る少年のサバイバルナイフを打ち払う。同時にＩ－ブレインが新たな警告を発し、ナイフの勢いを利用して身を翻ひるがえしたサクラは息を呑のむ。

　先ほどの攻撃で放たれ、床に突き立ったまま爆発を免れた氷の弾丸。

　その周囲に熱ねつ量りようが集まっていく様を、Ｉ－ブレインの仮想視界がはっきりと捉とらえる。

　……しまった……

　踏み込む足を強引に止め、サクラは跳躍と同時に脳内で分子運動制御を呼び出す。目の前の空気を操そう作さして真空の断層を生み出し、巻き起こる爆発の衝撃を寸前で遮さえぎる。

　その視界の端に、サバイバルナイフのさらなる銀光。

　今度こそ対抗する手段を失い、サクラは空中にかろうじて身を捻ひねり──




　……衝撃が、頬ほおを走り抜けた。

　浅く斬きり裂かれた皮ひ膚ふから溢あふれた鮮せん血けつが、幾つもの水滴となってチタン合金の床に跳ねた。
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『──存在情報照合完了。ルジュナ・ジュレ執政官と確かく認にん』

　機き械かい合成された女性の声と共に、コアルームの扉が開いた。

　アニルとルジュナと三人で入り口の前に立ち、フィアは深呼吸して扉をくぐった。

　自動操そう縦じゆうの運うん搬ぱん機器がその後に続き、あらかじめ入り口のそばに準備しておいた機材をコアルームの内部に運び込む。直径十メートル足らずの円形の部へ屋やの外周に様々な操作卓が並び、最後に、最も大きな機材である円筒形の生命維い持じ槽そうが三人の前に進み出る。

　三メートル近い無人の生命維持槽が、コアルームの中央、始めから設置されていた古びた生命維持槽の隣となりで停止する。

　アニルとルジュナが部屋の中央に歩み寄り、薄うす汚よごれた円筒ガラスの中、羊水に包まれて浮かぶ男の姿を見上げる。

　父とうさん、とルジュナの小さな呟つぶやき。

　アニルがその背中をそっと撫なで、二人ふたりは並んでこっちを振り返る。

「それでは、よろしくお願ねがいします」

　男のその言葉に、フィアはうなずく。

　何度も深呼吸して気持ちを落ち着け、ゆっくりと二人の前に進み出る。

　震ふるえだしそうになる体を、意い識しきで無理やり押さえつける。

「……マザーコアの交換を……始めます」

　アニルの顔を見上げて、そう告げる。自分で言葉にしないと逃げ出してしまいそうで、必死に声を絞り出す。

「はい」アニルはうなずき、少しだけ悲しそうな顔で「申もうし訳わけありません。本当なら、この役目だけは君以外の誰だれかにお願いしなければならなかったのですが……」

　辛つらい思いをさせます、とアニルが頭を下げる。

　それに、「いえ」とフィアは首を横に振った。

「私なら大丈夫です。……それに、コアの調ちよう整せいが一人ひとりで出来るのは、今このシティにいる人達の中でたぶん私だけですから」

　隣で聞いていたルジュナが、その言葉に不ふ思し議ぎそうな顔をする。アニルがそれに気づき、何かを問うような視し線せんをこっちに向ける。

　それで、彼女が自分の正体を知らないことを思い出す。

　少し迷ってから、意を決して口を開く。

「私は……神こう戸べのマザーコアです」

「……そう……ですか」

　茶ちや色いろの瞳ひとみに驚きよう愕がくの色を浮かべて、ルジュナが呟く。ごめんなさい、と頭を下げようとする女執政官を、フィアは手で制する。

「本当に、気にしないで下さい」心の中で深呼吸し、なんとか笑え顔がおを作って「それに、私は、アニルさんにお礼を言わないといけないんです」

　その言葉に、二人ふたりが怪け訝げんな顔する。「どういう意味でしょう」と口を揃そろえて問う二人の顔を見上げ、束の間、言葉に迷う。

「私は……」そこで少しためらい、意を決して「私は、ずっと、自分がマザーコアだったっていう事から逃げてきたんです」

　マザーコアとして死ぬために生まれて、シティ・神こう戸べに送られた。そこで男の子に助けられ、その子のことが好きになって、その男の子のおかげで自分は死ぬ運命を免れた。

　だけど、自分が助かったせいで神戸の街は滅び、何百万人という人が命を落とした。

　今日きようまで、ずっと、誰だれかにそのことを責められている気がしていた。

「忘れたい、って思ってました。シティのこともマザーシステムのことも、全部忘れて生きて行けたら幸せになれるのかなって……。だから、本当はアニルさんのお手て伝つだいをするのは嫌いやでした。早く終わって欲しい、何もかも終わって早く家に帰りたいって、ニューデリーに来てからずっと、毎日そう思ってました」

　でも、と息を吐く。

　視し線せんをまっすぐ二人に向けたまま、言葉を続ける。

「この街に来て、街の人を見て、マザーシステムに賛さん成せいする人とか反対する人とか色んな人に会ってお話を聞いて……それで私、気が付いたんです。自分が苦しいのは当たり前なんだって。たくさんの人を犠ぎ牲せいにして自分だけ助かったら苦しいって思うのは当たり前で、私はそれから逃げちゃいけないんだ、って」

　苦しかったのは、現実に目をふさいで、逃げていたから。

　自分はあの日確たしかに救われて、その代わりに大勢の人が犠牲になったのだと、良いでも悪いでも正しいでも間違っているでもなく、ただその現実と向き合わなければならなかったのに。

「どんなに痛くても苦しくても、私はいつかこういう場所に立たないといけなかったんです」

　そうでなければ、自分はきっと、前に進めない。

　あの日、大勢の命を引き替えにして生き残ってしまったシティ・神戸の跡地から、自分はいつまでも歩き出すことが出来ない。

「だから……アニルさん、ありがとうございました」

　そう言って、頭を下げる。

　そうですか、と小さく呟つぶやくアニルの声。

　その隣となりから無言で伸ばされたルジュナの手が、フィアの髪を優やさしく撫なでる。

「あなたは……」女執政官は少し言葉に迷い「……いえ、やめましょう。辛つらい道を歩いてきたのですね、などと、あなたの覚悟に対して失礼です」

　兄のこと、よろしくお願ねがいします──そう言って、ルジュナが頭を下げる。

　その隣に立つアニルも、倣ならうように一礼する。

「どうやら、君に対して、失礼な質問をしてしまったようです」アニルは顔を上げ、右手を差し出し「それでは始めましょう。どうぞ、よろしくお願ねがいします」

　その言葉に、堪こらえていた涙が一滴だけこぼれた。

　これから死に行く男の笑え顔がおを見上げ、フィアは、はい、とうなずいた。

[image: ]




　　　　††††††††††††††




　円筒ガラスの生命維い持じ槽そうに、薄うす桃もも色いろの羊水が満ちた。

　アニルは身体からだ中じゆうにチューブと電極を貼はり付けられ、その中心に浮かんだ。

　首筋の辺あたりには有ゆう機きコードが何本も接続され、神経を介して脳と細胞レベルで接続されている。ここからの処置は全すべて、この数本の電極を介して行われる。

　マザーコアにとって最も重要な処置である感情除去──被ひ験けん者しやの脳から人間的な感情と思考に関する部分を全て奪い去り、生きながら機械とする手術。その最後のスイッチは、あらかじめ自分自身で押すことが出来るように設定してある。

　自分がＩ－ブレインから特定のコードを送り出すと、有機コードを介してそれを受けとった制御端末が指令を出す。そうすれば額ひたいに取り付けられたチューブを介してナノマシンが脳に送り込まれ、マザーコアにとって不要な細胞を一つ残らず焼き切る。

　それで、すべては終わり。

　このニューデリーという街に、新たな時間が与えられる。

「……兄にいさん」

　耳元に取り付けられたスピーカーから、かすかな声が響ひびく。

　コアルームの隣りん室しつ、交換作業用の小こ部べ屋やにいるはずのルジュナから、声が届く。

「……はい」

　数秒の間をおいて、答える。

　と、こちらも少しの時間をおいて、かすかに震ふるえたルジュナの声が聞こえる。

「兄さん、そこはどんな感じですか？」

「羊水の肌触りというのは、思ったより自然なものですね」何気ない会話を装って答える。「もう少し重い感触のするものかと思っていたのですが、空気とさして変わりありません」

「そう……ですか」

　答えて、ルジュナが息を吐く。

　隣席に座っているはずの少女と、何か言葉をかわし、

「兄さん……」そう言ってもう一度息を吐き「そこは……苦しくないですか？」

「思っていたより、ずっと楽なものですよ」自然に、旅先の様よう子すでも伝えるように答える。「心しん臓ぞうも落ち着いています。……とても、静かな気分ですよ」

「……そう……ですか……」

　答えるルジュナの声が震える。

　スピーカーの向こうの妹は大きく深く息を吐き、意を決したように、

「こちらの準備はすべて整ととのいました。……いつでも、始められます」

「そうですか」

　静かに答えて息を吐く。

　淡あわい光に照らされた羊水の中で、束つかの間ま、目を閉じ、

「……ルジュナ、聞こえますか？」少し考えて、妹の名を呼ぶ。「これから、私の遺ゆい言ごんを残します」

　スピーカーの向こうから、張りつめたような吐息が漏もれる。

　無言で自分の声を待っているであろう妹に、アニルは言葉を投げる。

「ルジュナ。──ニューデリーの未来を、君に託します」そう告げて、息を吐き「どうか、全すべての人々にとって幸せな未来を。……市民の皆様と協力して、良い答えを見つけて下さい」

「……はい」

　ルジュナは震える声のまま、はっきりと答える。

　その答えに満足してうなずき、アニルは妹の隣となりに座っているであろう少女に声を投げる。

「それから、フィア君」

「は、はい……」

　自分の名を呼ばれると思っていなかったのか、少女が少し驚おどろいた様よう子すで答える。

　そんな少女と、その隣となりにいるべき少年の顔を思い出し、アニルは小さく笑う。

「君は、錬れん君といつまでも仲良く」我われながら愚にも付かない言葉を呟つぶやき「どうか二人ふたりで幸せになって下さい。君達のような子供が、これからの世界を作っていくのです。……苦しくても、迷っても、どうかそのことだけは忘れないで下さい」

　はい、と答えて少女が息を詰まらせる。約束ですよ、と呟いてスピーカーから耳を離はなす。いつまでもこうしていたいが、もう時間がない。言うべき事など数え切れないほどある。幾ら時間があってもとうてい言い尽くすことなどできない。

　それに、一番重要なことだけは、きちんと伝えた。

　このシティを頼むと、皆で幸せになってくれと、それさえ伝えておけば、ルジュナはきっと上う手まくやってくれる。

「……なるほど、そうですか」

　羊水越しに、ふと、隣の生命維い持じ槽そうを見つめる。

　そこに浮かぶ男、十年前にマザーコアとして死んだ父の姿を、脳裏に焼き付ける。

　……あなたも、こんな気持ちだったのですね……

　静かに目を閉じ、最後に一息。

「……それでは、皆様。ごきげんよう」

　アニルは、静かに呟き、

　頭の中でスイッチを押した。




　──仮想視界の浮かぶ無数の光を、アニルは見た。

　微睡まどろみをたゆたう意い識しきの中で、アニルは、遠い日、まだ世界が明るかった頃ころに見上げた星空を思い出した。

　頭の中で幾つもの小さな衝しよう撃げきがあり、その度に自分の中のなにかが消えていくのを感じる。自分が見ているのが焼き切れていくニューロン神経の最後の瞬まばたきなのだと唐とう突とつに気づき、口元に小さな笑えみを浮かべる。

　……もうすぐ、お別れですか。

　仮想視界の中で、目を閉じる。

　生まれてから今日きようまで生きてきた、長い時間のことを考える。

　……私は一体、何を為なすことが出来たのでしょうか。

　夢の国を探していたのだ、とふと思う。誰だれも傷つかない世界。人間でも魔ま法ほう士しでも隔てなく、全すべての人々が幸せに暮らすことの出来る理想郷。それを求めて駆け抜けた日々が目の前にまざまざと蘇よみがえる。

　失敗ばかりを繰くり返してきた己おのれの半生に、苦笑する。

　魔ま法ほう士し擁よう護ご政策を守るために多くの同胞をこの手に掛け、

　病に倒れて自分自身をマザーコアとする道を選び、

　それが、シティを二つに割る争いの火ひ種だねを生み、

「……後悔ばかりの人生です」

　だが、それでも希望は残った。

　最後の最後に、自分はこの世界に芽を残すことが出来た。

　……人とシティと魔法士と、全すべてを巡る争いが始まります。

　自分が世界中の人々に告げた事実、マザーシステム体制がいずれ必ず崩ほう壊かいするというその現実は、世界を大きく揺り動かしていくだろう。戦後十年、魔法士を犠ぎ牲せいにすることを是とし、その場所にとどまっていた世界は、否いや応おうなしに変革を迫られるだろう。

　どこにも向かっていなかった世界が、どこかに向かって動き出す──それは、アニルにとっても大きな夢。

　その行く先を決して見ることが出来ないのは、いささか残念ではあった。

「……ああ、そういえば」

　残念と言えば、もう一つ忘れていた。魔法士でも読み解けないゲームとして、自分が作っていた新しい将しよう棋ぎ。あれを誰だれかに託すのをすっかり忘れていた。

　……もったいない……

　そもそもあのゲームが欲しいと最初に言ったのはルジュナだ。普通のゲームでは通常人は圧倒的な演算速度を持つ魔法士に勝てないと。何のゲームをやっても兄にいさんが勝ってしまって詰まらないと、そう言って怒る妹のために十年掛けて作ってきたゲームも、とうとう完成しないままに終わってしまった。

　あれが完成したら、ルジュナと勝負してみようと思っていたのに。

「本当に……残念でなりません」

　呟つぶやく声が、闇やみに溶ける。

　視界を包んでいた満天に光はすでに残りわずかもない。

　……お別れですか……

　最後にもう一度だけ、闇の中に身を起こす。脳内の仮想存在に過ぎない今の自分にその行為がどれほどの意味を持つのか分からないが、ともかく両足で立ち上がる。

　目を閉じ、自分が愛した街を、そこにいた数え切れないほどの人たちの姿を心に思い描く。

　意い識しきの中で執政官の白しろ装しよう束ぞくを纏まとい、数多あまたの人々に深々と頭を下げる。

「……みなさん、ありがとうございました」

　顔を上げ、小さく笑う。

　意識の焦点を人々の幻まぼろしに向け、穏おだやかな気持ちで手を振り、




「──私は、今日きようまで、幸せでした」




　……完全な闇やみが、視界を包んだ。

　意い識しきの最後の糸が、切れた。
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　マザーシステム全体が激はげしく鳴めい動どうする音を、錬れんは聞いた。

　視界を照らしていた淡あわい光が一いつ瞬しゆんだけ途と切ぎれ、すぐに、以前よりもわずかだけ強い光に切り替わるのを感じた。

　……終わった……の？

　ナイフを目の前に掲げたまま息を吐く。自分の後ろ、マザーコアが存在するはずの方向に、一瞬だけ視し線せんを向ける。

「……ここまでのようだな」

　と、突然投げられる、静かな声。

　慌てて振り返り、黒くろ尽ずくめの少女に向かって身構える。

「そう焦るな、もはや私に戦意は無い」少女は深く息を吐き「勝敗はもはや決した。これ以上の戦いは単なる私の独りよがりになる」

　両手に構えた投とう擲てきナイフを、ハンカチで丁てい寧ねいに拭ぬぐって外がい套とうの裏に収める。

「認めよう。この場は貴方あなたの勝ちだ」

　呟つぶやいて、少女は足下のナイフを拾い上げる。

　刃やいばの具合を光にすかして確たしかめ、その視し線せんをこっちに向けて、

「だが──私は貴方の戦いに何ら価値を見み出いださない。貴方のその能力はそんな使い方をするために在あるものではない」

　鋭するどくそう断じて、少女がこっちに背を向ける。

　そのまま隔かく壁へきに向かって歩き出す少女の背中に、錬れんはようやく声を掛ける。

「ま、待ってよ！」ともかく叫び、その後に何を言えばいいのか迷って「……真ま昼ひる兄にい……そうだよ！　真昼兄は今どこにいるの？　ううん、違う。真昼兄に会わせてよ！　僕は、真昼兄に訊きかなきゃいけないことが……」

　その言葉を遮さえぎるように、少女が静かに振り返る。

　賢けん人じん会かい議ぎのリーダーである少女は頬ほおの傷から滴る血を指先で拭い、燃もえるような瞳ひとみをこっちに向け、

「戦いの決着、しばし預ける」一方的に言って再び背を向け「次に会うとき、貴方が敵ではないことを望む。貴方が自分の進むべき道を見つけ、その道が私と同じものであることを願っている」

　でなければ、と少女が隔壁のスイッチを叩たたく。

　ゆっくりと開いていく隔壁の向こうを見つめ、少女は言葉を紡ぐ。

「もしそうでなければ……貴方が再び私の前に敵として現れたなら」

　しばしの沈ちん黙もく。

　少女は未いまだ戦せん闘とうが続く市街地に悠ゆう然ぜんと一歩踏みだし、

「そのときは真昼の弟であっても容よう赦しやはしない。躊ちゆう躇ちよ無く、その命を頂く」

　駆け出した少女の背中が、軽やかに飛ひ翔しようして視界の彼方かなたに消える。

　錬は、その背中を呆ぼう然ぜんと見つめた。




　　　　††††††††††††††




　兵士達の怒ど号ごうが、ポートのすぐ傍そばまで迫っていた。

　立体映像ディスプレイに映し出される戦況を見上げ、真昼は一つ息を吐いた。

　バイパス道から二十階層になだれ込んだ推進派の部隊と市民の連合軍は、すでに軍事区画と行政区画のほぼ全域を制圧していた。人々は軟禁を脱した推進派の執政官と共に政府の主要な機き関かんに陣取り、自治政府の機能回復を宣言した。彼らはルジュナを除いた反対派の執政官五人を反逆者と断じ、人々にその逮たい捕ほを命じた。

　大勢は、すでに決した。

　マザーシステム周辺を始めとした一部の地域では残ったわずかな戦力が抵抗を続けていたが、それも時間の問題と言えた。

「……どうやら、ここまでのようだな」

　傍かたわらで同じようにディスプレイを見上げていた執政官が、静かな声で呟つぶやく。すでに敗北を悟ったらしきその顔に、真ま昼ひるは深く頭を下げる。

「力及ばず、申もうし訳わけありません」

「貴公のせいでは無い」初老の執政官は首を振り「……それに、貴公にとっては予定通りの展開では無いのかな？　賢けん人じん会かい議ぎの参さん謀ぼう殿どの」

　その言葉に、真昼はかすかに目を見開く。

　少しためらってから顔を上げ、目の前の男を見つめて、

「気づいておられましたか……」

「薄うす々うすはな」初老の執政官は小さく笑い「だが、気にするには及ばぬ。どの道、貴公らの協力がなければ、我われらはこの敗北を迎えることすら出来なかったのだ。……我らはただ為なすべき事を為した。その結果敗北した。それだけのことだ。たとえ反逆者として処罰されることになろうとも、我わが身に恥じる所など一ひと欠片かけらも無い。……が」

　そう言って、執政官はポートの奥に視し線せんを向ける。

　シティ外に通じる隔かく壁へきの前、小型の飛行艦かん艇ていを取り囲んで整せい列れつする五十人近い士官服姿の魔ま法ほう士し達を見渡す。

「彼らは我々の意志に賛さん同どうし、共に戦ってくれた者達だ。他ほかの多くの者には推進派に対する降伏を勧めたが、彼らはマザーシステムに頼るこのシティに暮らすことを潔いさぎよしとせず。最後まで推進派と徹てつ底てい抗戦する覚悟だ」

　その言葉に、魔法士達が一斉にうなずく。

　執政官はそんな魔法士達を「焦るな」と制し、真昼に向き直り、

「だが私は、彼らを反逆者として道連れにするのは忍びない。彼らのほとんどは別なシティの研究施設から逃れてこのニューデリーに辿たどりついた逃亡者で、この街を一歩出れば他国の軍に追われる立場だ」

　執政官の言葉に応こたえるように、魔法士達は互いの顔を見合わせる。

　最も年上の者でもせいぜい三十代から、一番若い者ではセラとほとんど見た目が変わらないぐらいまで──士官服姿の魔法士達はここまでの戦いに疲れ切った顔で、それぞれの視線を真昼に向ける。

「承知しました」そんな魔法士達に笑え顔がおを向け、真昼はうなずく。「彼らを、賢人会議の一員として迎え入れましょう」

　その言葉を聞いた魔ま法ほう士し達の顔に、一様に安あん堵どの色が浮かぶ。

　反対派が用意してくれた脱出用の小型艦かん艇ていに、魔法士達は急ぎ足で乗り込んでいく。

「……感かん謝しやする」と、執政官の声。

「こちらの台詞せりふです。彼らは良い戦力となってくれるでしょう」

　そう答えて、真ま昼ひるは立体映像ディスプレイを見上げる。

　ディスプレイに映し出されるカメラの映像の向こう、ついにポート入り口の防ぼう衛えい線せんを突破した推進派の兵士達は、この場所に向かってなだれ込んでくる。

「……それでは、我われ々われはもう参ります」真昼は息を吐き、執政官を見下ろして「閣かつ下かも、どうぞお元気で」

「それこそこちらの台詞だ」執政官はうなずき「我々の戦いはここまでだが、貴公の戦いはこれからも続く。……この世界の未来のために、どうか励んでくれ」

　分かりました、とうなずいて真昼は執政官に背を向ける。小型艦艇に駆け寄り、タラップに足をかける。

　その目の前で、ポートの隔かく壁へきがゆっくりと開いていく。

　情報制御によって気温を維持されたポートの向こう、鉛なまり色いろの雲の天てん蓋がいに覆おおわれた果てない空には吹雪ふぶきが舞まい踊り、雲間に時折轟とどろく雷鳴が視界を明るく染め上げる。

「参さん謀ぼう殿どの、お急ぎ下さい。間もなく出航します」

　船の扉の奥から、先ほどの魔法士の一人ひとりの声。

「今行きます」と答えて、真昼は急ぎ足に階段を上り、




「──待ちなさい、真昼」




　静かに響ひびくその声に、足を止めて振り返った。

　広大なポートの反対側の奥、兵士達がやって来ているのとは逆の非常口の方から、ボディスーツに身を包んだ人ひと影かげがゆっくりと近づいてくる。人影はタラップの手前で足を止め、スーツのフードを外して長い黒髪を風になびかせる。

　驚おどろいて身構える船内の魔法士とすぐ傍そばの執政官を、手で制する。

　タラップを一歩下り、人影に向かって声を投げる。

「……よくここが分かったね、月つき夜よ」

「まーね、あんまり甘く見ないでよ、真昼」

　当然のように答えて、月夜がこっちを見上げた。

　その瞳ひとみにどう見ても友好的ではない光が浮かんでいるのを認めて、真昼は息を吐いた。




　　　　††††††††††††††




　推進派に属する兵士達の怒ど号ごうが、扉のすぐ向こうまで迫っているのを感じた。

　月つき夜よはその声に油断なく注意を向け、タラップの上の真ま昼ひるを見上げた。

　……あんまり、時間は無さそうね……

「なんていうか、さすがは月夜だね」そんな月夜に、真昼はのんびりした声を投げる。「ここはまだこっちの陣営の防ぼう衛えい線せんの中なのに。どうやってここまで入ってきたの」

「あっちの非常口」月夜は後方、自分が入ってきた小さな扉を指で示し「通気ダクトとか適当に使ったら結構簡かん単たんに入れたわよ。だめねぇ。もっと警けい備びはちゃんとやんないと」

　まったくだね、と笑って、真昼が息を吐く。

　静かな目でこっちを見下ろし、頭をかいて、

「賢けん人じん会かい議ぎに協力しにきた……わけじゃないんだよね？　やっぱり」

「悪いわね」

　答えて、月夜はすっと右手を掲げる。

　その手に構えた拳けん銃じゆうの銃口を、まっすぐ真昼に向け、

「ここでゲームオーバーよ。さっさと船を下りなさい、真昼」

「月夜……」

　真昼が、深々とため息をこぼす。

　こっちの顔をじっと見つめ、頭をかいて、

「そりゃ、月夜が気に入らないのは分かってるよ」小さい頃ころの姉弟げんかみたいな口く調ちようで視線を彷徨さまよわせ「こんな強引なやり方で魔ま法ほう士しの権利を訴えたって、反感を買うだけだって言うんでしょ？　でも、そんなこと言ってられないぐらい世界の現状は切迫してる。悠ゆう長ちようなこと言ってたんじゃ間に合わない。誰だれかが、世界を変えなきゃ……」

「──世界は変える物じゃない。変わっていく物よ」

　そんな真昼の言葉を、月夜は鋭するどく遮さえぎる。

　自分の双ふた子ごの弟に向かって、静かに一歩踏み出す。

「あんたのやろうとしてることが大切かどうかぐらい、私にも分かるわ。世界中のシティが老ろう朽きゆう化かして立ち行かなくなる前に今の体制から脱却する道を探さないと、本気で人類が滅亡するかも知れない──それは分かる」

「……だったら……」

「でもね」月夜は真昼に続きを言わせず「その変化っていうのは、今生きている人の幸せを踏みつけにして、誰かが押しつけてしまって良い物じゃないの。それはみんなで話し合って、みんなが納得いく形で少しずつ進めていかないといけない事なの」

　青年の顔をまっすぐに見つめて言い放つ。

　それが、月つき夜よが賢けん人じん会かい議ぎのやり方について一番気に入らない所。

　大きな目的のためなら罪もない人達を戦争に巻き込んでも構わないと、それだけは、月夜にとってどうしても許ゆるし難がたい事だった。

「あんたのやろうとしてることが正しくて、遠い未来にこの世界のためになることだとしても、そのために今生きてる人達を不幸にして良い理由にはならないのよ。この世界の人達のほとんどは、シティも魔ま法ほう士しも関係無しにただ与えられた環かん境きようで一いつ生しよう懸けん命めいに生きてる。そんな人達にいきなりバカでかい主張を突きつけて、従わないんなら敵だなんて、そんな理屈が通ると本気で思ってんの？」

　一息にそう言って、月夜は真ま昼ひるを見つめる。

　風になびく長い髪を空いた左手で押さえ、右手に構えた銃の照準を真昼の右肩に合わせ、

「そんなやり方、私は絶対に認めない。……それじゃ、市民のためなら魔法士殺しても構わないって言ってるシティと何にも変わらないじゃない」

「……そっか」

　小さく呟つぶやいて、真昼が息を吐く。

　こっちを静かに見下ろして、口元に力のない笑えみを浮かべ、

「交渉決裂。残念だけど、今回はここでお別れだね」

　ばいばいと手を振って、真昼がこっちに背を向ける。「待ちなさい！」と叫ぶ月夜に、真昼は肩越しに視し線せんを向ける。

「待てないよ」静かに首を振り、その首を小さく傾かしげて「それとも……その銃で本当に僕を撃うつかい？」

「え……」

　月夜は息を呑のみ、視線を一いつ瞬しゆん、自分の銃に向ける。

　その間に、真昼は小型艦かん艇ていのタラップを静かに上っていく。

　足音に気づいて我われに返り、月夜は声を張り上げる。

「待ちなさい真昼！　あんた私をバカにしてるでしょ！」勢い任せに銃を掲げ、それでも真昼の命を奪わないように完かん璧ぺきな精度で照準を腕に合わせ「いい！　三つ数える間に立ち止まらないと本気で撃つわよ！　いいわね！　一！　二！」

　三、と口に仕掛けた瞬間、右手に鈍にぶい衝しよう撃げきがある。弾はじき飛ばされた銃が緩ゆるやかに宙を舞まい、床に跳ねて乾いた音。

「あんた……ディー！」

「ダメですよ月夜さん！　こんなこと！」

　騎き士し剣けんの一撃でこっちの銃を弾き飛ばし、銀ぎん色いろの髪の少年が声を上げる。一挙動に地を蹴けってこっちの遥はるか頭上を飛ひ翔しようし、真昼の隣となりに着地して息を吐く。

「ありがと、ディー。体の方は大丈夫？」

「ノイズメイカーを至近距きよ離りで食らって、実はあんまり……」真ま昼ひるの問いにディーは困ったような笑えみを浮かべ「ぎりぎりで一いつ瞬しゆんだけＩ－ブレイン止めたんで被害は最小限で済みましたけど……森しん羅らで修復してるケガがそろそろ限界みたいです」

　そう、と真昼がうなずく。

「サクラとセラからも集合地点に向かうって連絡があった。……サクラはずいぶん怒ってたけどね」小さく笑い、少年に視し線せんを向け「とにかく急ごう。そろそろ時間切れだ」

　ついにポートの扉の一枚が開け放たれ、兵士達が次々になだれ込んでくる。真昼はディーと共にタラップを最上段まで上り、扉に手を掛ける。

「真昼──！」

　声を振り絞った、月つき夜よの叫び。

「それじゃあね、月夜」真昼は、それに静かに手を振って応こたえ「気が変わったらいつでも連絡してね。僕は待ってるから」

　かすかな音と共に、扉が閉ざされる。

　殺到する兵士達の前で、飛行艦かん艇ていが静かに浮上し、隔かく壁へきからポートの外に進み出る。

　演算機き関かんの駆動音と共に、高速で飛び去って行く飛行艦艇のシルエット。

　それを、月夜は為なす術すべ無く見送った。




　　　　††††††††††††††




　全すべての機器に「正常」の表示が灯ともり、コアルームが静せい寂じやくを取り戻した。

　フィアはコア調ちよう整せい用ようの小さな部へ屋やを飛び出し、中央に二つ並んだ生命維い持じ槽そうの一つ、新しい方に駆け寄った。

　ガラス筒の中をこわごわと覗のぞき込み、アニルの穏おだやかな顔を見つけて息を呑のむ。もうどんな感情もない。喜ぶことも悲しむことも、何かを嘆くこともない。世界の行く末を憂うれうことも人々の争いに心を痛めることもないその姿を、瞬まばたきすることすら忘れて見つめる。

「……これで、全て終わったのですね」

　頭上から投げられる、静かな声。

　慌てて振り返ると、ルジュナはそっと手を伸ばしてガラス筒の表面に触れ、

「いえ……終わったなどと言っては兄にいさんに叱しかられますか」こっちを見下ろし、小さく笑って「ニューデリーの何もかもが、ここから始まるのですから」

　柔らかな手が、そっとフィアの髪を撫なでる。

　その感触に、かろうじて保たれていた緊きん張ちようの糸が切れる。

　溢あふれた涙が、頬ほおを伝って流れ落ちる。

「フィアさん──？」

　驚おどろいたようなルジュナの声。

　たおやかな手が髪から背中に回され、細い腕がフィアの体を抱きしめて、

「ありがとう、フィアさん。辛つらい思いをさせましたね」

「……違うん……です……」

　抱きしめられたまま、フィアは首を振る。

「これは……辛いんじゃなくて……だから……私……」

　流れる涙をどうすることも出来ないまま、必死に嗚お咽えつを堪こらえる。

　ルジュナの胸から、顔を離はなす。

「……フィアさん……」

「悲しいんじゃ……ないんです……」膨ふくれあがった感情に流されるまま、必死に言葉を紡ぎ出す。「アニルさんが死んじゃったのは悲しいけど、私はそれが悲しいんじゃなくて……誰だれかがマザーコアとして死んじゃったのは悲しいことだけど、私はきっとそれが悲しいんでもなくて……だから……だから……！」

　ルジュナの体を両手で押しやり、ぺたんと床に座り込み、

「分からないんです……」

　涙で濡ぬれた頬ほおを生命維い持じ槽そうのガラスに押し当て、

「自分がどうして泣いてるのか……分からないんです……」

　堪えきれなくなった嗚咽が、かすかにこぼれる。

　頭の中がめちゃくちゃになる。

　フィアは小さな両手を握りしめ、ガラス筒の表面を力なく叩たたき、




「──フィア」




　自分の名を呼ぶ声に、驚いて振り返る。そこに世界で一番良く知る少年の姿を認め、涙を拭ぬぐうことも出来ずにその顔を呆ぼう然ぜんと見上げる。

「錬れんさん……」

　うん、とうなずいて、少年がフィアの隣となりに座る。

　生命維持槽の羊水に浮かぶ男の顔を見上げ、悲しそうな顔で笑う。

「ありがと、アニル……」

　静かな声で呟つぶやいて、少年がこっちに向き直る。

　小さな手がそっとフィアの手を取り、その頭をそっと自分の胸に抱き込む。

「錬さん……私……」

「そうだね」

　こっちが何も言っていないのに、少年がうなずく。

　え、と目を丸くするフィアを見下ろし、少年は優やさしい笑え顔がおで、

「──もっといろんなこと、教えて欲しかったね」

　息が止まる。

　その言葉に、今度こそ声を抑えられなくなる。

　激はげしい嗚お咽えつが喉のどの奥から漏もれ、涙と一いつ緒しよにあふれ出す。目の前が涙で滲にじんで、何も見えなくなる。少年の胸に顔を押し当て、声を張り上げる。塩辛い味が口の中いっぱいに広がり、息をすることさえままならなくなる。

　その背中を、少年の手がそっと撫なでる。

「……帰ったら、いっぱい話をしようね」

　少年の声が、耳元でささやく。

「僕、フィアに聞いて欲しいことがたくさんあるんだ。もちろんフィアに教えて欲しいこともたくさんある。この世界のこととか、シティのこととか、賢けん人じん会かい議ぎをどうしたらいいのかとか……もちろん僕一人ひとりじゃ分からない。だから、フィアも一緒に考えて欲しいんだ」

　その言葉に、息を呑のむ。

　少年の胸に顔を埋めたまま、小さくうなずく。

「一緒に……考えてくれる？」

「……はい……」

　涙声のまま、答える。

「そっか……」

　ありがと、と少年の呟つぶやき。

　そんな少年の体を必死に抱きしめ、フィアは小さな子供のように泣きじゃくった。







　　　幕間　遠き道行き　～FutureSight～







　HunterPigeon艦かん内ないの寝室に、消毒薬の匂においが漂った。

　包帯まみれでベッドに横たわるヘイズの言葉に、クレアは「はぁ？」と瞳ひとみを丸くした。

「フライヤーの演算機き関かんにノイズメイカー仕込んで、出力全開でぶっ放したぁ──？」

　傍かたわらの椅い子すに座り込んで額ひたいに指を当て、んー、と真剣な顔で考え込む。しばらくそうやっていたかと思うと不意に顔を上げ、ベッドのヘイズに飾り物の目を向けて、

「……で？　そうやってディーの奴やつやっつけたのは良いけど、演算機関止まったフライヤーでどうやって地上に降りるかあんまり真ま面じ目めに考えて無くて、結局そのケガってこと？」

「そーだ、悪わりぃか？」

　ベッドの上で両足を包帯に吊つられ、ふてくされた顔でヘイズが答える。

　右腕と左右の足に骨折が全部で五カ所、全身打撲と切り傷多数。赤毛の男は全身をギプスと包帯で厳げん重じゆうに固定され、ベッドの上に偉そうにふんぞり返っている。

　まともに動く左手で枕まくら元もとの皿から合成品のクッキーをつまみ、二枚まとめて口に放り込み、

「仕方ねーだろ、オレの能力であのレベルの騎き士しどうにかするには奇き襲しゆうしかねーし、時間も使える機材も限られてたし、とにかく、作戦思いついただけでも誉ほめて痛ぇ──っ！」

　最後の声は、足の傷口をスプーンで思いっきり叩たたかれたヘイズの叫び声。

「こ、このバカ……」

　クレアは握りしめた拳こぶしをぶるぶると震ふるわせ、なおもスプーンを振り上げて、

「あんたってバカね！　ホントにバカね！　もう、救いようがないくらい大バカね！」

「分かったからいちいち足叩くな！　殺す気か！」

　ニューデリーでの戦いから一日が過ぎて、クレアはヘイズと共に、シティから少し離はなれた町でサティの許もとに身を寄せている。同じ家には錬れんとフィアも滞在していて、二人ふたりは朝から、旅立ちの準備のために忙しく動き回っている。

　賢けん人じん会かい議ぎの行方ゆくえを追って、さっそく明日あしたにでも旅立つつもりらしい。

　昨日きのうあれだけ激はげしい戦いをくぐり抜けたばかりだというのに、元気だなあとクレアは感心してしまう。

　シティ・ニューデリーの全すべてを巻き込んだ戦いは結局マザーシステム推進派の勝利に終わり、コアの交換は予定通りに実行された。シティを制圧していた反対派の軍は最終的にそのほとんどが推進派側に寝返り、騒そう動どうの首しゆ謀ぼう者しやである反対派の執政官五人は逮たい捕ほされた。

　ニューデリーの街は、ひとまず落ち着きを取り戻した。

　とはいえ、全すべてはまだこれから。

　マザーシステムの正体、シティの寿命──明かされてしまった真実の中で、シティをどう動かし、どこに導みちびいていくのか。

　事態の収拾に最も尽力したとして市民から次のニューデリー代表と目されている執政官、ルジュナ・ジュレの前には、問題が山やま積づみにされているはずだった。

「けど、ま。お互い、命があっただけでも良かったわよね」

　昨日きのうの戦いを思い出し、クレアは呟つぶやく。ヘイズもベッドの上で「まーな」とうなずき、見事なまでにぼろぼろな自分の体を眺めて息を吐く。聞いたところによると、大破したフライヤーの中に閉じこめられて身動き出来ずに呻うめいていたヘイズを助けたのはイルらしい。素手でフライヤーのフロントガラスをぶち破ってヘイズの体を引っ張り出し、軍ぐん用よう機きをかっぱらってここまで運んできたのだとか何とか。

　そのイルは、あの月つき夜よという女性と共に、今はすでにモスクワに向かう帰路の上。

　もう少し色々な話をしておけばよかったな、と今さらのように少し反省する。

　……今度会ったら、もうちょっとフレンドリーに行かなきゃね……

　丸レンズのサングラスがよく似合う少年の顔を頭に思い描き、連れん鎖さ的てきにもう一人ひとりの弟のことも思い出してしまう。ディーは今どこにいるのだろうと、そんなことをぼんやりと考える。

　今回の騒そう動どうの黒幕であったはずのテロリスト集団、賢けん人じん会かい議ぎ。

　マザーシステム推進派と反対派の戦いが終結した時にはその姿はすでにシティのどこにもなく、その行方ゆくえは杳ようとして知れなかった。

　……ちゃんと逃げた、わよね……？

　銀髪の少年の姿が頭に浮かび、その隣となりにいるはずの小さな女の子のことも一いつ緒しよに思い出す。口元に訳わけもなく笑えみが浮かび、クレアは目を閉じて息を吐く。

　……元気でやってるかな、あの子……

「お？　何か面おも白しれえことでも思いついたか？」

「別に、何でもないわよ」ヘイズの言葉に首を振り、ん、と大きく伸びをして「あたしの船もとうとう無くなっちゃたなーって、ちょっと思ってただけ」

　セラによって撃げき墜ついされてしまったFA-307は、サティの計らいで回収されて、今はこのHunterPigeonが収容されている工房の、隣の倉庫に置かれている。細かなパーツ一つに至るまで丁てい寧ねいに回収された船は倉庫の隅すみで組みあわされ、少なくとも見た目は、元通りに近い状態を保っている。

　が、最も重要な内部のパーツ、動力源である演算機関が完かん璧ぺきに撃うち抜かれているのはどうしようもない。

　わざわざ回収してくれたサティには悪いが、あの子が飛び立つ日はもう二度と来ないだろうと、クレアは心の中で諦あきらめている。

「船は壊こわれちゃったし、軍には言いたいこと言ったし、これでホントにマサチューセッツとはおさらばね」

　なんだか感かん慨がい深ぶかい気持ちで呟つぶやき、ヘイズに顔を向けて、

「で？　あんたはこれからどーすんのよ。そのケガ治ったら、どっか行くあてでもあんの？」

「そーだな……」

　ヘイズは左手を枕まくら元もとに伸ばし、真まっ赤かなジャケットを取り上げる。

　片手で器用にポケットを探り、小さな紙切れを取り出して、

「オレは自分の目的の続きだ。とりあえずは、こいつを追っかける」

「追っかける……って、何？　それ」

　仮想視界の焦点をヘイズが持つ紙切れに合わせ、表面に書かれた文字を読み取る。

　大気制御衛えい星せいがどうのウィッテンがどうのと、おかしなことが書かれた紙切れに首を傾かしげ、

「何よ、それ」

「何、ってのは難むずかしいな。実際、オレにもまだ良くわかんねーし」ヘイズは紙切れをジャケットの裏に押し込み「ま、平たく言うとあれだ。『世界の秘密』ってやつ」

「世界の秘密、ねぇ……」

　いまいち納得がいかない気持ちで、クレアは腕を組む。

　数秒。

　クレアは一つうなずき、「決めたわ」とヘイズに向き直って、

「そのあんたの旅、あたしもつれて行きなさいよ」

「……は……？」

　ヘイズはぽかんと口を開け、すぐに「いや待てちょっと待て」と早口に呟いて、

「お前、なにいきなりわけ分かんないこと言ってやがる。ってか、なんでオレがお前連れていかなきゃなんねーんだ」

「何よ、いいじゃないのよ減るもんじゃなし」クレアは出来るだけ冗じよう談だんめかして「あたしはマサチューセッツに追われる立場になっちゃったし、船も壊れたから一人ひとりじゃ身動き取れないのよ。この船、客室も余ってるみたいだし、ちょうどいいでしょ？」

　お願ねがい、と青年に向かって仰ぎよう々ぎようしく両手を合わせる。

「いや、お前、そーは言ってもなぁ……」

『──よろしいではありませんか』

　天てん井じようの隅すみに埋め込まれたスピーカーから、甲かん高だかい男の声が響ひびく。小さな立体映像ディスプレイがクレアとヘイズの間に出現し、横よこ線せん三本のマンガ顔を表示する。

　HunterPigeonの管制システム、人工知能『ハリー』。

　機き械かい合成にしてはやたらと抑揚が効いた相棒の声に、ヘイズは露ろ骨こつに顔をしかめ、

「よろしい……ってお前、んな簡かん単たんに」
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『何を言いますかヘイズ。熟じゆく慮りよの結果ですとも』ハリーは胸でも張るようにディスプレイの表面をぴんと逸そらし『広域の探査策敵は私の最も苦手とするところですから、クレア様のような方に乗って頂ければ心強いという物です。飛行艦かん艇ていの操そう縦じゆうにもお詳しいはずですから、ヘイズに何かあったときにはパイロットの代役をお願ねがいすることもできます。……それに』

「……それに？」

　いかにもめんどくさそうに、ヘイズが問い返す。

『それに、女性のお客様がいらした方が、船内が華やぐと言うものです』そう答えて、ハリーは満面の笑えみをこっちに向け『というわけで、どうぞよろしくお願いします、クレア様』

「え……」あまりにもあっさりとした発言にクレアは目を見開き、ヘイズに顔を向け「……えっと、っていうことらしいんだけど……」

「そいつが言い出したら、この船ん中じゃ決定事項だ」ヘイズは左手をひらひら振り「ま、乗るってんなら止めねー。狭い客室だし、食い物も大して揃そろってねーけど、好きなだけゆっくりして行けや」

「……そう……なんだ」

　その言葉に、身体からだ中じゆうの力が抜ける。まさか本当に乗せて貰もらえるとは思わなかった。緊きん張ちようしていた膝ひざが今さらのように震ふるえだし、訳わけもなく涙がこぼれそうになる。

『クレア様？』

「お、おい、どうしたいきなり」

　二人ふたりの問いに、「何でもない」と首を振る。手の甲で涙を拭ぬぐって顔を上げ、満面の笑えみで、

「それじゃ、これからよろしくね」

　その言葉が終わると同時に寝室のドアが開き、サティが顔を覗のぞかせる。室内の三人をぐるりと見回し、一つうなずいて、

「おやおや、邪じや魔ましちまったかねぇ」

「いや、きっちり入るタイミング計ってただろ、あんた」ヘイズは苦笑し「どうもまた三人旅みてぇだ。オレはまだこんなだし、後で客室の内装頼まぁ」

「特別サービスで、船の修理代に込みにしてやるよ」サティは笑い、部へ屋やを横切ってクレアの隣となりの椅い子すに座り「あんたも、行くあてが出来たみたいだね」

「うん」クレアはうなずき「先のことはわかんないけど、今はこいつに付いていくわ。あたしはシティの外の世界のこと何にも知らないし、自分が何したいのかもよく分かんないし」

　そうかい、とサティは笑い、

「それじゃ、ま、あんたの船はしばらくここで預かっとくよ」ポケットからタバコを取り出し大きく一服吹かして「気が向いたら戻ってきな。……そうさね、一年もありゃ、完かん璧ぺきな状態に仕上げとくよ」

　え？　とクレアは飾り物の目を見開く。

　老ろう婆ばの顔をまじまじと見つめ、

「嘘うそ……直るの……？　あたしの船……！」

「あの船はもともと、ニューデリーで作ったもんだって言ったろ？」サティは笑い「基き礎そ部分の設計したのは全部あたしだし、修理パーツもニューデリー自治軍の規格の物が流用できる。ま、久々にやり甲が斐いのある仕事だよ」

　任せな、とサティが親指を立てる。

　その首筋に、クレアは、やったー、と飛びついた。




　　　　††††††††††††††




　鉛なまり色いろの雲の天てん蓋がいが、窓の向こうを緩ゆるやかに流れた。

　モスクワに向かう輸ゆ送そう艦かんの客室からその光景を見上げ、月つき夜よは一つ息を吐いた。

「とりあえず、本国から連絡あったわ」テーブルの向かいに座ったイルが、目の前に立体映像ディスプレイを呼び出し「軍の人らに根回ししてもろて、話はついた。契約期間は賢けん人じん会かい議ぎを倒すまで無期限。条件として、お前がメルボルンでモスクワ軍と戦ったんは不問、賢人会議に協力しとったんも不問。あと、なんやしらんけど、お前が何年も前にうちのシティと色々揉もめたんも全部不問──そういうことで、司令部の偉い人らも納得したみたいやわ」

　テーブルに埋め込まれたタッチパネルを操そう作さし、ディスプレイの表示を切り替える。

　細かな文字がびっしり書かれた書面を呼び出し、こっちに向かって「ほれ」と押しやり、

「ほんで、こいつが契約書。形式的な物やけど、こいつにサインしたらもう後には引かれへん」

　差し出された立体映像の書面を、月つき夜よは指の動きで受け取る。

『モスクワ自治軍への特別入隊契約』

　そう書かれた書面に、隅すみから隅までよく目を通す。

「なあお前、ほんまにええんか？」気遣うような、イルの声。「そない無理せんでも、適当にかくまって今回みたいに賢けん人じん会かい議ぎが関係ありそうな事件の時だけ連れ出すぐらいやったら、おれでも出来るねんで？　いつまでも捕ほ虜りよなんが気にいらへんねやったら、なんとかまともな市民ＩＤ手に入れる方法かて」

「──良いのよ」

　あっさりと答えて、月夜は契約書に指を触れる。

　右隅の空くう欄らんを手元に展開し、自分の電子署名を打ち込んで、

「もう決めたの。何が何でも真ま昼ひるの奴やつを捕まえて、家に連れて帰るって」

　完成した契約書を、テーブルの向こうの少年に突き返す。

「お前なぁ……」イルは手のひらで顔を覆おおって嘆たん息そくし「いや、そこまで言うんやったら文句はあらへんけど……」

「なによ。何か言いたいことでもあんの？」

「いや、せやからな……」イルは腕組みして天てん井じようを見上げ「お前、ここまで無む茶ちやするんやったら、せめて別れる前にあのちびっ子共に挨あい拶さつぐらいしたっても良かったんとちゃうか？」

　その言葉に、月夜は視し線せんをうつむかせる。

　ややあって顔を上げ、静かな声で、

「これで良いのよ」呟つぶやき、自分の言葉にうなずいて「あの子達に会うと覚悟が鈍にぶるから。だからこれで良いの。私たちが次に会うのは家族がみんな揃そろったとき。そういう風に決めたの」

　そーか、と呟き、イルは契約書をファイルに保存する。

「ほんなら、おれはもう、何も言わへんわ」月夜に向かって手を差し出し「……よろしく頼むで、相棒」

　月夜はうなずき、その手に自分の手を重ねて、

「任せなさいよ」

　そんな二人ふたりの横顔を、強い光が照らした。

　窓外の雲間を、雷光が走り抜けた。
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　執務室の天てん井じように、淡あわいライトの光が灯ともった。

　豪ごう奢しやな革張りの椅い子すに体を預け、ルジュナは少しの間、目を閉じた。

　立体映像ディスプレイを手元に呼び出し、処理の済んでいない報告書の一いち覧らんを展開する。今回の事件の被害報告、軍隊の出動によって消費されたエネルギーの総量、執政院の欠員を埋めるための新たな候補者の選出案に、政府組そ織しきの再さい編へん案あん──現在進行形で増え続ける書類を前に、小さく一つ息を吐く。

　……問題は山やま積づみ、ですね……

　中央招集会かい議ぎに端を発する争乱から二十四時間以上が過ぎて、ニューデリーの街はようやく落ち着きを取り戻しつつある。市街地では破損した建物の修復が始まり、市民達はそれぞれの家でそれぞれの生活を再開している。

　が、そんな人々の暮らしの中で、変化は確かく実じつに起こっている。

　事件からわずか一日で、すでに、市民たちの間ではマザーシステムに関する問題を考えるための団体が幾つも立ち上がっている。

　この世界の真実を知った人々は、それぞれの考えですでに動き出している。マザーシステムの問題を政府の問題ではなく自分たち一人ひとり一人の物と考え、人々は自分達がうなずくことの出来る答えを探し求め始めている。

　アニルが残した種はこのニューデリーの街に芽吹き、人々の心に根を下ろそうとしている。

　そして、その芽をどんなふうに開花させるかは、自分たちのこれからの政策にかかっている。

「本当に……大変な物を残してくれました」

　いつも微笑ほほえみを絶やさなかった兄の顔を思い出し、苦笑する。

　自分は、あの人に笑われないような指し導どう者しやであり続けることができるだろうかと──

　そんなことを考え、ルジュナはディスプレイに手を伸ばし、

「……え……？」

　突然切り替わった画面の表示に、驚おどろいて目を見開く。砂のようなノイズにまみれた映像が少しずつ切り替わり、やがて、一人の青年の姿を映し出す。

　……これは……

　ディスプレイの向こうに現れる人物を、呆ぼう然ぜんと見つめる。

「天あま樹ぎ……真ま昼ひる……」

『はい』その声に応こたえるように真昼はうなずき『ルジュナ・ジュレ執政官、お元気そうで何よりです』

　カメラの向こうで椅い子すに腰掛け、すっと会釈する。

「……この端末のアドレスは変更した方が良いようですね」ルジュナは息を吐き「それで、これはいったい何ですか？　賢けん人じん会かい議ぎの参さん謀ぼう殿どの。あなたはもはや私のような裏切り者に関かかわる必要は無いはずですが」

『お別れの挨あい拶さつを、と思いまして』青年は澄すました顔で『他ほかの反対派の執政官の方々は全員逮たい捕ほされてしまいましたから……。あなたは確たしかに最後に僕たちを裏切りましたが、それでも僕たちの協力者であったことに変わりはありません』

　セラが心配していましたよ、と青年が小さく付け加える。

「そうですか……」ルジュナはうなずき「そちらの様よう子すはどうですか？　皆、マザーコア交換の阻止に失敗したことで、意気消沈しているのではありませんか？」

『はい、おかげで僕はさんざんです』青年は優ゆう雅がに笑い『サクラは機き嫌げんが悪くて未いまだに口を利いてくれませんし、セラには「無む茶ちやな作戦のせいでディーがケガをした」と無言で責められますし』

　なるほど、とうなずき、ルジュナは息を吐く。

　執務机の上に両手を組み、ディスプレイを見上げて、

「それで、貴方あなた自身はどうなのですか？　賢人会議の参謀殿」

『……どう、とはどういう意味でしょう』

「言葉通りの意味です。あなたはあまり落胆しているように見えないものですから」

　淡たん々たんと呟つぶやいて、視し線せんを落とす。

　小さな立体映像ディスプレイを手元に呼び出し、昨日きのうの戦せん闘とうの経過報告を表示する。

「今回の事件の最初から疑問に感じていましたが、決定的だったのは昨日のあなた方の動きです。シティ外で自治軍の艦かん隊たいを護ご衛えいした、市街地で軍の戦闘を支援した──一見すると筋の通った行動のようですが、『賢人会議』の選択としては疑問が残ります。本気でマザーコアの交換を阻止したいのであれば、それこそ味方の自治軍など全すべて囮おとりに使って賢人会議は全ての戦力をマザーシステムに投入すればいい。あなたなら、その程度のことは分かるはずです」

　ですから、とルジュナは顔を上げる。

　ディスプレイの向こうの青年に鋭するどい視線を向け、

「あえてお訊ききします、天あま樹ぎ真ま昼ひる。──あなたには、そもそもマザーコアの交換を阻止する気など無かったのではありませんか？　あなたは自分の仲間、セラを始めとした魔ま法ほう士しの方々に『コアの交換阻止が賢人会議の目的』と信じさせ、その陰で、独自の目的のために作戦を動かしていたのではありませんか？」

　と、真昼の顔に笑えみが浮かぶ。

　青年はルジュナの問いには直接答えず、映像の向こうで視線を上に向け、

『……ニューデリー自治軍の魔法士戦力四十八名。マザーシステム反対派に忠誠を誓っていた方達は、我われ々われが預かることになりました』思わせぶりに言葉を切り、息を吐いて『皆、マザーシステムの存在を肯定する現在のシティ体制に反発し、将来的にテロリストとなる可能性のあった方々です』

　その言葉に、頭の中で何かが音を立てる。

　パズルのピースが組み合わさるように、幾つかの疑問が氷解していく。

「……確たしかに、そういった方々が今後もニューデリーに残り続ければ、将来に禍か根こんを残すことになります。『現在のマザーシステムを維持しながら打開策を探っていく』というような玉たま虫むし色いろの結けつ論ろんは、彼らには到底受け入れられない物でしょうから」

　呟つぶやき、手元に別な資料──今回の事件における逮たい捕ほ者しやのリストを呼び出す。

　一連の事件によって多数の逮捕者を出したことで、ニューデリー内におけるマザーシステム反対派の勢力図は大きく変化した。

　より正せい確かくに言うなら、『たとえ市民を犠ぎ牲せいにしてもマザーシステムは否定されるべき』という強硬論者が根こそぎ排除され、ルジュナのように『マザーシステムの存在を前提にして状況を改善していこう』とする勢力の発言権は逆に強固なものとなった。

「結果として、賢けん人じん会かい議ぎが戦力を手に入れる代わりに、私たちニューデリーは『今後の政策運営がやりやすい状況』を手に入れました」

　一つうなずき、視し線せんを上げて、

「これがあなたの狙ねらいですか？　天あま樹ぎ真ま昼ひる。賢人会議とは『世界中に潜せん在ざい的てきに存在している、現状のシティを破は壊かいしかねない分子』を一カ所に集約するための装置と──そのように解釈してよろしいのですか？」

　例えば、マザーシステムに反対するテロリストが一つのシティに百人いれば、そのシティは常に百の別々の危険を抱えることになる。

　だが、仮にその百人のテロリストが集つどって一つの強固な組そ織しきを作り上げれば、シティはただその組織の動向をうかがい、対処しさえすれば良いことになる。

　たとえその組織の力が強大で、シティにとって無視できない、もはや一つの『国家』と呼んでも差し支えのないものであったとしても──

　それが『組織』である限り、個別の百人のテロリストを相手にするよりも状況は遥はるかに容易たやすい物となる。

『……失礼しました、閣かつ下か。少々おしゃべりが過ぎたようです』

　静かな声で、真昼がそう告げる。

　賢人会議の参さん謀ぼうは口元に柔らかな笑えみを浮かべ、こっちを見つめて、

『これでお別れです。この先に僕が閣下と会うのは「賢人会議」として。「天樹真昼」という個人が閣下とお話しすることは、おそらく二度とありません』

　お世話になりました、と一礼して、青年がディスプレイから姿を消す。

　ルジュナはそれを無言で見送り、小さく息を吐いた。
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　全すべての荷造りを終える頃ころには、夜が明けていた。

　錬れんはフィアと並んで修理工房の入り口に立ち、家の中を振り返った。

「それじゃ、サティさん、いろいろとありがと」

「ありがとうございました、サティさん」

　つなぎ姿の老ろう婆ばの前で気をつけし、二人ふたり仲良く頭を下げる。

「なに、世話になったのはこっちの方さね」サティは笑い、こっちの顔を順に見上げて「二人とも、体に気をつけるんだよ」

　うん、とうなずき、視し線せんを隣となりに向ける。

　柱の傍そばに並んで立つヘイズとクレアに、二人一いつ緒しよに向き直る。

「もう行くのか」

「あんまり長居すると、出発するタイミング無くなっちゃいそうだから」赤髪の男の言葉にうなずき「今回はありがとね、おかげで助かった」

「気にすんな、こっちも助かった」ヘイズはひらひらと手を振り「で、これからどうすんだ？　お前の兄貴とも姉貴とも結局バラバラになっちまって、どっか行くあてあんのか？」

「とりあえず、賢けん人じん会かい議ぎを追っかけてみるつもり」修理工房の高い天てん井じようをなんとなしに見上げ「そうすれば自然に真ま昼ひる兄にいにぶつかるし、モスクワからはきっと月つき姉ねえも出てくる。地味だけど、一番近道だと思うんだ」

　そーか、とヘイズはうなずく。

　何かを考えるように腕組みし、一つうなずいて、

「賢人会議の情報仕入れんなら、なんかあてがあった方がいいだろ」ポケットから携帯端末を取り出し「とりあえずロンドンの先生んとこ行ってみろ。こっちから連絡つけといてやる」

「え……」思わぬ提案に少し考え「そっか……そうだね、良いアイディアかも」

「ロンドンですか──？」

　隣で聞いていたフィアが、弾はずんだ声を上げる。自分の親友がいるシティに向かうのがよほど嬉うれしいのか、少女はそわそわとスカートの裾すそを整ととのえ始める。

「ど、どうしたのあんた。ロンドンって、そんな良い物でもあんの？」

　少女の突然の反応に驚おどろいたのか、クレアが声を上げる。

「はい！　お友達がいるんです！　ファンメイさんっていって……」

　元気いっぱいに答えて、フィアが「あ」と言葉を切る。

　自分のはしゃぎぶりにようやく気づいたのか、少女は恥ずかしそうに顔をうつむかせ、

「……あの……クレアさんも、お元気で」

「え……あ、ありがと」盲もう目もくの少女は照れたようにそっぽ向き、指で頬ほおをかいて「あんたも気をつけなさいよ。あたしもシティに追われる身になっちゃったけど、あんたはあたしの百倍はやばいんだから」

　はい、とうなずいて、フィアがこっちに向き直る。

　そろそろ行きましょうか、という少女の言葉に錬れんはうなずく。

　背中のカバンを担ぎ直し、ヘイズとクレアとサティに向かって順に頭を下げる。

　ここから始まるのは長い旅。

　それを思い、心の中で一つ息を吐く。

　賢けん人じん会かい議ぎとしてシティと戦う道を選んだ兄、それを止めるためにモスクワに帰った姉。二人ふたりの姿を思い出し、その間に自分と少女の姿を置く。

　……僕は……

　今はまだ、どうすればいいのか分からない。上う手まく二人に会えたとしても、どんな言葉をかければいいのか見当も付かない。だけど、それでも動き出さなければ始まらない。何もしなければ、それだけで自分はどんどん世界から取り残されてしまう。

　だから、今は迷っても悩んでも、ひたすら前に進む。

「──それじゃ、行ってきます」

　静かに告げるその声で、自分自身を奮ふるい立たせる。

　いつかまた、みんなで笑い合う、その日を信じて──

　錬はフィアの手を取り、最初の一歩を踏み出した。
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　小さな手で引き開けたドアの向こうから、ほわりと甘い香りが漂った。

　精一杯背伸びして大きすぎる玄関のドアを閉め、『錬くん、七歳』というカラフルな張り紙に首を傾かしげた。

　狭い廊下の天てん井じよういっぱいにつり下げられた色とりどりの紙飾りをくぐり、おそるおそるリビングを覗のぞく。とたんに「お帰りー」という元気な少女の声が飛び出してきて、慌てて廊下の奥に引っ込む。

「ダメだよ月つき夜よ。おどかしちゃ」と、静かな少年の声。

「えー、なんでよ！　私、何にもしてないでしょ！」

　ふてくされた少女の声と共に、足音が駆けてくる。

「ほーら、捕まえた」

　小さな体を抱きしめて、黒髪の少女が笑う。

　そのまま両手で体を抱え上げ「うわぁ、重い！　全然重い！」と歓声を上げてリビングに運ぶ。

「はい、到着ー」

　小さな体をソファーに座らせ、少女がにこにこと笑う。その隣となりに並んだ少女とそっくりの顔の少年が「主しゆ賓ひんの到着だね」と笑って、両手に抱えた皿をテーブルに置く。

　目の前には、丸くて白くて甘い香りがする、これまで見たこともない、たぶん食べ物。

　少女がうきうきと手を伸ばし、その上に小さなロウソクを立てていく。

「錬れん、今日きようが何の日か、覚えてる？」訳わけが分からずに視し線せんをさまよわせていると、少年の優やさしい声。「僕らが錬に会ってからちょうど一年。錬の誕たん生じよう日びだよ」

　誕生日、と呟つぶやくその目の前で、部へ屋やの照明が落とされる。七本のロウソクに次々に火が灯ともり、ほのかな明かりが三人の顔を照らす。

「けど真ま昼ひる、この子本当に『七歳』ってことでいいの？　実際の年とか考えたらたぶん一歳とかそういう計算になると思うんだけど」

「固いことは言いっこなし。父とうさんの日記には『六歳相当にデザインする』って書いてあったからそれでいいんだよ」

　そんなことを口々に言い合いながら、少年と少女がテーブルの向かいに座る。こっちの顔をにこにこと見つめ、白くて丸い食べ物を「さあ」と示し、

「って、『さあ』じゃ分かんないよ、月つき夜よ」

「あ、そっか、そうよね」少年の言葉に少女はうなずき「いい？　これがケーキって言って、お祝いの時に作るお菓子。でもって、あんたは今からこのロウソクの火を吹き消すの」

　そうなのか、とうなずき、ケーキという名前らしい食べ物と向かい合う。「一回で全部吹き消すと良いことがあるよ」という少年の言葉に、頑張って出来るだけ大きく息を吸い込む。

　闇やみの中に揺らめく、七つのロウソクの炎。

　そこに、勢いよく息を吹きかける。

　七つの炎が次々に消え去り、少年と少女が歓声を上げる。




　──それは、今から八年前の記き憶おく。

　自分と、兄と、姉と、三人が身を寄せ合って暮らしていた、小さな町の小さな家での出来事。

　世界のことなど何も知らず、待ち受ける運命など何も知らず、ただ守られるだけだった幼い自分が──

「誕生日おめでとう、錬」

　二人ふたりの笑え顔がおをただ見上げた、遠い日の物語。







　　　　あとがき
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　……正直、自分の名前の付いた本が十冊も出るとは思ってませんでした（挨あい拶さつ）。

　そんなこんなでシリーズ読者の方にはお久しぶり、この巻をたまたま手に取られた勇者な方には初めましての三さえ枝ぐさです。ウィザーズ・ブレインⅥ「再会の天地」下巻です。そして、これが私がデビューしてからちょうど十冊めの本になります。驚おどろきです。五年前にデビューしたときには、「三冊出ればいいですねー」ぐらいに考えていたのですが、なんだかんだと読者の皆様に支えられてここまで続けることが出来ました。

　……その五年の間に一いつ緒しよにデビューしたどこかのケイちゃんやどこかの草さんが何冊書いたかは考えない方向で。

「ウサギと亀かめ」の寓ぐう話わで例えるなら、私は亀の足の遅さとウサギの怠なまけ癖ぐせを併せ持つ最強のスプリンターなのです（ええー）。




　ともあれ、「ウィザーズ・ブレイン」シリーズ本編、最初のエピソードが終了しました。ファンの方々にはお楽しみいただけましたでしょうか。これまでに登場したキャラがいよいよ激はげしく入り乱れ、地味地味した政せい治じ劇げきも絡んだりして、いよいよ本編にふさわしい物語が転がりだした──と作者は勝手に思っているのですが、本当に面おも白しろいかどうかは読む人次第。「こんなのウィザーズじゃねえ！」とか「もっと萌もえを！」とか「フィアに水着を！」とか怒られるのではないかと内心でびくびくしていたり。

　……楽しんで貰もらえると良いなあ……

　無事に発売日を迎えてこの本が皆さんの手に届くまで、作者のビクビクは続くのです。




　ファンレターをくれたみなさんへ。

　今回も色んな方から応援を頂きありがとうございました。中には新しい巻が出るたびに何度もファンレターを下さる方もいて、それを見るたび作者は小こ躍おどりして喜んでいます。そして、『そういえば一巻の時に小学生の子がファンレターくれたなあ』とかちょっと感かん慨がい深ぶかい気持ちになったりします。

　……あの子も今では高校生。

　五年でも十年でも読み続けられる作品を目指して、作者はこれからも頑張ります。




　そんなこんなで、今日きようのところはこの辺で。

　次回は今作の登場人物に『黒衣の騎き士し』『龍りゆう使つかい』『人形』を交え、いよいよ全すべてのメインキャラが結集──

　ロンドンとシンガポール、そして『北ほつ極きよく』を巡る戦いのさなかに、真実に至る回廊の扉が開かれます。




　ってことで、また皆様にお会いできる日を楽しみに。




　八月某日、自宅にて。「人として軸がぶれている」を聞きながら。


三さえ枝ぐさ零れい一いち



　今回は「バッカーノ」でおなじみの成なり田た良りよう悟ご先生と「レジンキャストミルク」でおなじみの藤ふじ原わら祐ゆう先生にお世話になりました。すぺしゃるさんくすー。どうもありがとうございました。
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三さえ枝ぐさ零れい一いち

１９７７年兵庫製。最近の心の支えは知り合いに貰った自爆ボタン。疲れたときに一回ポチッ。原稿が上がって浮かれてるときも一回ポチッ。「自爆ボタンの意味がない！」とたしなめられるそんな日々。

[image: ]




純すみ 珪けい一いち

黒を愛する黒い絵師。ジャージから着替えてコンビニまで歩くか着替えずに簡単な料理をするかどっちが楽かを真剣に考える毎日。意外とコンビニって近いようで遠いです。
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ウィザーズ・ブレインVI




再さい会かいの天てん地ち〈下〉








三さえ枝ぐさ零れい一いち
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